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「んむんむ……はぐっ」

「はむっ……むん……」

　
十
 とお
 香
 か

 と
六
 む
 喰
 くろ

 は、一心不乱に棒状のものを口に
詰
 つ

 め込みながら、
互
 たが

 いに視線を
交
 か

 わしていた。

　辺りには、冬の寒空の下とは思えないほどに
苛
 か
 烈
 れつ

 な熱気が
渦
 うず

 を巻いている。

　
双
 そう
 方
 ほう

 口にものを詰め込んでいるため、言葉を発することはできない。

　しかしその視線は、所作は、二人の
闘
 とう
 志
 し

 を言葉以上に
雄
 ゆう
 弁
 べん

 に伝えていた。

　──やるな、六喰！

　──絶対に負けぬのじゃ！

　もはやそれは、五感では
捉
 とら

 えることのできない
超
 ちよう
 越
 えつ
 者
 しや

 たちの会話であった。

　戦場。
狂
 きよう
 宴
 えん

 。
修
 しゆ
 羅
 ら

 の
巷
 ちまた

 。

　
傍
 はた

 から見たなら何とも異様な光景。

　しかしその当事者たちは、熱き闘志と夢をその胸に
抱
 いだ

 きながら、最強の好敵手と、指一本さえ
触
 ふ

 れ合うことなく
殴
 なぐ

 り合っていたのである。

　──おおおおおッ！

　──はぁぁぁぁッ！


　二人の声ならぬ声が、互いの心にのみ共鳴するように、あまりに静かに、されどあまりに熱く、こだました。





　　　　◇





「むぅ……」

　とある冬の日。
五
 いつ
 河
 か

 家のリビングで、
夜
 や
 刀
 と
 神
 がみ

 十香は一人、こたつの上に置いてあったみかんを
揉
 も

 みながら、小さなうなり声を上げていた。

　夜色の長い
髪
 かみ

 に、
水
 すい
 晶
 しよう

 の
如
 ごと

 き
幻
 げん
 想
 そう

 的な
双
 そう
 眸
 ぼう

 が
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な少女である。しかしその美しい
貌
 かお

 は今、思案と
幾
 いく

 ばくかの
困
 こん
 惑
 わく

 の色に染まっていた。

「むむ……だが、やはり……」

「おーい、十香？」

「……何してるの、一体」

　と、十香が手にしたみかんを口に
放
 ほう

 り込もうとしたところで、その背に
訝
 いぶか

 しげな声がかけられた。

　声のした方を見やると、いつの間にかそこに二人の人間が現れていることがわかる。一人は中性的な顔をした少年、もう一人はチュッパチャプスをくわえた
小
 こ
 柄
 がら

 な少女だ。この家の住人、五河
士
 し
 道
 どう

 と
琴
 こと
 里
 り

 である。

「おおシドー、琴里、お
邪
 じや
 魔
 ま

 しているぞ」

「いや、それはいいけど……」

　言いながら士道が、十香の手元を指さす。

「ぬ？……おお!?
 」

　十香はその指先を追うようにして自分の手元に視線を落とし、ギョッと目を見開いた。それはそうだ。何しろ十香が食べようとしていたのは、
未
 いま

 だ皮を
剝
 む

 いていない状態のみかんであったのだから。

「すまぬ、助かったぞシドー。どうやらぼうっとしていたようだ」

「あっ、なんだそういうこと？……よかった。ついに空腹に
耐
 た

 えかねて皮ごといくようになっちゃったのかと……」

「む？」

「な、何でもないわ」

　琴里が
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すように首を
振
 ふ

 ると、士道が
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら口を開いてきた。

「それより、ぼうっとしてたって、何か
悩
 なや

 み事でもあるのか？　俺たちでよかったら相談に乗るけど」

「おお、本当か？」

　十香が目を
輝
 かがや

 かせると、今度は琴里がこくりと
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「もちろん。
精
 せい
 霊
 れい

 のケアは〈ラタトスク〉の大事な仕事だし……それに、これでも私十香のこと、友だちだと思ってるんだから」

　琴里が、少し
恥
 は

 ずかしそうに視線を
逸
 そ

 らしながら言ってくる。十香は「おお！」と目を見開いた。

「これがあれか、
噂
 うわさ

 に聞くツンデレというやつか！」

「えっ今ツン要素あった!?
 」

「……っていうかどこでそんな言葉覚えたんだ十香」

「
二
 に
 亜
 あ

 がよく」

「あの女」

　十香の言葉を最後まで待たず、琴里が表情を
歪
 ゆが

 める。しかしすぐにはあとため息を
吐
 つ

 くと、十香の方に視線を
戻
 もど

 してきた。

「まあいいわ。それで、一体何があったの？」

「実は六喰のことなのだが……」

「六喰？」

　士道が首を
傾
 かし

 げながら問い返してくる。十香はこくりと首を前に
倒
 たお

 した。

　
星
 ほし
 宮
 みや

 六喰。十香たちと同じく五河家
隣
 となり

 のマンションに住む少女であり──つい先日、士道によってその
霊
 れい
 力
 りよく

 を
封
 ふう
 印
 いん

 された精霊の名である。

「うむ……何となくなのだが、六喰に
嫌
 きら

 われているというか、
避
 さ

 けられているような気がしてな」

「避けられてる……か。具体的には何かあったのか？」

「うむ。昨日マンションのロビーで
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 と
七
 な
 罪
 つみ

 、そして六喰が話をしていたので、私も混ぜてもらおうと歩いていったのだ。しかし、六喰が私の顔を見るなりその場から去っていってしまってな」

「ふむ……」

「なるほどね……」

　士道と琴里が小さくうなりながらあごに手を当てる。

　十香はため息を吐いてから言葉を続けた。

「他にも、六喰が
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 とゲームをしているところに私が近づいていったときも、それまで楽しそうに遊んでいたのに、コントローラーを放り出して
逃
 に

 げていってしまったのだ」

「うーん……」

「他にもだな、
美
 み
 九
 く

 が、『いやー、六喰さんを封印するのは大変でしたねぇ。ときに六喰さん、
天
 てん
 宮
 ぐう

 市には仲直りをする際にお互いの胸を揉み合うという風習があるんですけどご存じでしたか？』と、手をわきわきさせながら六喰に話しかけていたときなのだが」

「うんちょっと待って。なんか六喰の件より気になる話が出てきちゃったんだけど」

　琴里は
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながら「まったくあの子はもう……」と
呟
 つぶや

 いた。

　士道が気を取り直すようにコホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをして、あとを続けてくる。

「ま、まあとにかく、確かに聞く限り、六喰が十香を避けているみたいだな」

「うむ、そうなのだ。しかし、一体なぜ避けられているのかがわからなくてな。気づかぬうちに、何か六喰に悪いことでもしてしまったのだろうか……」

「あー……んー……」

「それは、まあ、ねえ」

　十香が困ったように言うと、士道と琴里が
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながら
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。十香の相談に思案を
巡
 めぐ

 らせているというよりは──そう、まるで何かに心当たりがあるかのように。

「む？　何か知っているのか、二人とも」

「うーん……知っているっていうかなんていうか……」

「まあ、六喰が知ってる十香って、ほとんど反転体のときだから、苦手意識を持っていても仕方ないというか……」

「はんてん？」

「ああいや、何でもないわ」

　十香が首を傾げると、琴里がヒラヒラと手を振ってきた。

「要は、六喰は十香のことを誤解してるのよ。だからちゃんと話す機会さえあれば
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。きっと仲良くなれるはずよ」

「本当か!?
 」

「ええ。だから、そうね……明日はちょうど休みだし、六喰に街を案内してあげたらどうかしら？　六喰には私から伝えておくわ」

　琴里が言うと、士道が少し不安そうな顔をした。

「二人だけで大丈夫か？　十香はまだしも、六喰はまだ少し不安定な気がするんだが。俺もついていった方が……」

「そりゃあ、士道がいた方が六喰は安定するだろうけど……それじゃ、士道とばかり話して十香との関係改善って目的が果たせなくなるわ。大丈夫よ、ちゃんと〈
ラタトスク
 こつち

 〉でモニタリングしてるから」

「うーん……まあ、確かにそれもそうか。──やってみるか、十香？」

「おお……！　やる、やるぞ！」

　士道と琴里の言葉に、十香は目をキラキラと輝かせた。

　六喰と仲良くなれるかもしれないという期待と、新たな精霊に街を
紹
 しよう
 介
 かい

 するという大仕事を任された
高
 こう
 揚
 よう

 感で、思わず身を乗り出してしまう。十香はそのままこたつから足を
抜
 ぬ

 くと、
軽
 かろ

 やかな身のこなしで以てその場に立ち上がった。

「そうか、ならばこうしてはいられないな！」

「ん？　どこに行くんだ、十香」

「私の部屋だ！　この街には
素
 す
 敵
 てき

 な場所がたくさんあるということを知ってもらわねばならないからな！　明日に向けてコースを作るのだ！」

　十香はブンブンと二人に手を振ると、そのままリビングから
駆
 か

 け出していった。





　　　　◇





「おお六喰！　今日はよろしくだ！」

　翌日。十香が
身
 み
 支
 じ
 度
 たく

 を
調
 ととの

 えてマンションの入り口で待っていると、六喰が士道と琴里に連れられて、のたのたと気の進まなさそうな足取りでやってきた。

　長い──それこそ地面に
触
 ふ

 れてしまうほどの
金
 きん
 髪
 ぱつ

 を三つ編みにし、くるりと
肩
 かた
 口
 ぐち

 に巻いた少女である。これまた黄金色の双眸を
陰
 いん
 鬱
 うつ

 な形にし、
警
 けい
 戒
 かい
 心
 しん

 に満ちた視線を十香に送ってくる。

「……主様、本当に大丈夫なのかの。あの女、急に
嚙
 か

 みついてきたりはせぬかの」

　六喰がひそひそと士道に話しかける。士道は肩をすくめながら力なく苦笑した。

「犬じゃないんだから……それに、昨日説明しただろ？　六喰があのとき会った十香は、十香であって十香じゃないって。ちゃんと、今の十香と向き合ってあげてくれないか？」

「ふむん……」

　六喰は、理解はしたが
納
 なつ
 得
 とく

 はできていないといった表情で
渋
 しぶ
 々
 しぶ

 うなずくと、
躊躇
 ためら

 いがちに士道の後ろから前に進み出てきた。

「……十香。むくとしては気が進まぬが、今日は主様が言うので仕方なくうぬに付き合ってやるのじゃ。感謝するがよい」

「おお！　ありがとうだ！」

　十香が六喰の手を取り、
素
 す
 直
 なお

 にそう言うと、六喰は意外そうに目を丸くし、士道の方をちらと見た。

「な？」

「……むん」

　六喰がむすっとした様子で十香の手を振り
払
 はら

 う。

「
挨
 あい
 拶
 さつ

 は十分じゃろう。時間が
惜
 お

 しい。早く行くのじゃ」

「うむ！　では行ってくるぞ、シドー、琴里！」

「ああ、いってらっしゃい」

「夕飯までには帰ってくるのよ」

　士道と琴里が、手を振って二人を見送ってくる。十香は「うむ！」と元気よく答えてから、琴里の「夕飯」という言葉に反応を示した。

「そういえば、今日の夕飯は何なのだ、シドー」

「んー、今日はいい牛肉が手に入ったからローストビーフにしようと思ってたけど……ちょっとオーブンの調子が悪くてな。もしかしたら別のメニューになるかもしれない」

　言いながら、士道がちらと琴里の方を見る。

「なあ琴里、そろそろ新型のオーブンレンジに買い
換
 か

 えたりとか……」

「ええ？　修理に出せばいいじゃない」

「いや、最近のは
凄
 すご

 いんだって。
石
 いし
 窯
 がま

 式でふっくら仕上がったりだな……」

「はいはい。あとで聞くから、十香と六喰はいってらっしゃい」

　言って、琴里がヒラヒラと手を
振
 ふ

 ってくる。士道は「じゃあせめて新しい
圧
 あつ
 力
 りよく
 鍋
 なべ

 を……」と追い
縋
 すが

 っていたが、琴里はあまり聞いていないようだった。

「ふむ、では行くか、六喰」

「……むん」

　十香は六喰を連れて、
意
 い
 気
 き
 揚
 よう
 々
 よう

 と道を歩き始めた。

　小さく鼻歌を歌いながら、住宅街を
突
 つ

 っ
切
 き

 って大通りに向かっていく。

　するとそこで背後から、六喰が声を発してきた。

「……して、十香。街を案内と言ったな。どこへ行こうというのじゃ？」

「おお、まだ言っていなかったな！」

　十香はくるりと振り返ると、肩に下げていたポーチをごそごそと
探
 さぐ

 り、小さな手帳を取り出した。昨日の夜、天宮市の地図とにらめっこしながらしたためた、十香の最強案内ファイルである。

　十香は
刑
 けい
 事
 じ

 か
探
 たん
 偵
 てい

 のような調子で手帳を開くと、そこに書かれているプランに視線を落とし、ニッと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「まずは──ハンバーグだ」

「……ふむん？」

　十香の言葉に、六喰が
訝
 いぶか

 しげに首を傾げる。

「ああすまん、通り沿いにある『はなまる』の炭火焼きジャンボハンバーグだ」

「いや、
詳
 しよう
 細
 さい

 を聞いたわけではないのじゃが」

　六喰が首を横に振ってから続けてくる。

「昼食ということかの。少し時間が早い気もするのじゃが……」

「む？　別のところにするか？」

「……いや、今日はうぬに任せるのじゃ。連れていくがよい」

「そうか！　ではこっちだ！」

　十香は元気よく言うと、六喰を
伴
 ともな

 って通り沿いのハンバーグ専門店に向かって歩いていった。

　ログハウス調の
外
 がい
 壁
 へき

 に、手書きで記された今日のおすすめメニューが
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な
店
 てん
 舗
 ぽ

 である。十香が慣れた調子で木製のドアを押し開けると、カウンターの奥から
威
 い
 勢
 せい

 のいい声が
響
 ひび

 いてきた。

「いらっしゃい！　って、お？　十香ちゃん。今日はお友達も
一
 いつ
 緒
 しよ

 かい」

　
樽
 たる

 のような
胴
 どう
 体
 たい

 に丸太のような手足をつけた
大
 おお
 柄
 がら

 な
体
 たい
 軀
 く

 の店長が、快活に笑いながら言ってくる。

「うむ！　いつもので
頼
 たの

 むぞ、店長！」

「あいよ。お友達も一緒のでいいかい？」

　店長が六喰の方に視線を向け、
尋
 たず

 ねる。六喰は
突
 とつ
 然
 ぜん

 話を振られて
驚
 おどろ

 いたような表情をしたが、すぐにこくりとうなずいてみせた。

「よしきた。すぐ作るから、好きな席に座って待っててくれよ」

「うむ、頼んだぞ！　ほら六喰、こっちだ！」

「む、むん」

　十香は六喰を
促
 うなが

 して、奥の席へと歩いていった。









「……ふむん」

　四人
掛
 が

 けのボックス席に
腰
 こし

 掛けた六喰は、注意深く辺りを観察したのち、向かいに座る十香に視線を
戻
 もど

 した。

　──正直なところを言えば、六喰はあまりこの十香という少女に好感情を持ってはいない。

　だがそれはそうだろう。先日、士道とデートをしていたときに
突
 とつ
 如
 じよ

 乱入してきたこの少女は、士道や六喰に
容
 よう
 赦
 しや

 なく
攻
 こう
 撃
 げき

 を加えてきたうえ、士道を
四
 よ

 つん
這
 ば

 いにさせて
尻
 しり

 に
敷
 し

 いたりしていたのである。六喰が不信感を覚えるのも当然といえた。

「…………
 」

　とはいえ、今目の前にいる少女が、かつて
見
 まみ

 えた
精
 せい
 霊
 れい

 と同一人物であるというのがにわかに信じられないのもまた、事実であった。

　いや、確かに姿形はあのときの十香そのものなのだ。だが、その立ち
居
 い

 
振
 ふ

 る
舞
 ま

 いや
柔
 やわ

 らかな表情──特に、ハンバーグが運ばれてくるのを心底楽しそうに待つ姿などは、六喰が見えた
冷
 れい
 酷
 こく

 な精霊と似ても似つかなかった。

　琴里が言うには、あのときの彼女は、十香であって十香ではないという話である。……よくわからないが、二重人格ということだろうか。

　少なくとも今の彼女からは、悪意や殺意、どころか毒気のようなものさえ感じ取れない。確かに琴里の言うとおり、これならば仲良くできるやも──

「はい、お待たせ。いつもの二人前ね」

　と、六喰がそんなことを考えてると、先ほどの店主が現れ、六喰と十香の目の前に、じゅうじゅうと音を立てる鉄板を置いた。

　その、六喰の顔ほどはあろうかという
巨
 きよ
 大
 だい

 なハンバーグが
載
 の

 った、鉄板を。

「……ふ、むん？」

　突然目の前に差し出された
肉
 にく
 塊
 かい

 に、思わず目を点にする。

　いや、
美味
 おい

 しそうではあるのだ。ぱちぱちと
跳
 は

 ねる
脂
 あぶら

 も、
香
 こう

 ばしい
香
 かお

 りも、非常に
食
 しよく
 欲
 よく

 をそそる。

　ただ、デカい。明らかに、デカい。

　少なくとも、十香や六喰のような体格の少女に出すようなものでないことは明白であった。
恐
 おそ

 らく、店主が別のテーブルと
間
 ま
 違
 ちが

 えたのだろう。

　が、六喰がそれを
指
 し
 摘
 てき

 しようとした
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、向かいに座っていた十香がパン！　と勢いよく手を打ち鳴らした。

「おお、これだこれだ！　さあ、六喰も食べるといい！　味は保証するぞ！」

「む、むん……？」

　六喰が
困
 こん
 惑
 わく

 していると、十香が「いただきますだ！」と元気よく言い、その巨大なハンバーグを食べ始めた。

「んん！　やはり
美味
 うま

 い！　いつもながら良い
腕
 うで

 だ店長！　シドーのハンバーグに
迫
 せま

 る勢いだぞ！」

「はは……十香ちゃぁん、それ
褒
 ほ

 めてる？」

「何を言う、最大級の賛辞ではないか！」

　十香の言葉に、店主が
苦
 く
 笑
 しよう

 する。

　と、そこで、六喰が
未
 いま

 だナイフとフォークに手を
伸
 の

 ばしていないことに気づいたのか、十香が不思議そうに首を
傾
 かし

 げてきた。

「む？　どうしたのだ六喰、食べないのか？」

「いや……いただくのじゃ」

　六喰は少し
戸
 と
 惑
 まど

 いながらも、ハンバーグを一口大に切り分け、口に運んでいった。

　よく
煮
 に
 込
 こ

 まれたデミグラスソースと
肉
 にく
 汁
 じゆう

 がじゅわと口内に広がる。確かに十香の言うとおり、非常によくできたハンバーグであった。

「むん……なるほど、美味じゃ」

「そうだろう!?
 」

　六喰がぽつりと
呟
 つぶや

 くように言うと、十香がもの凄く
嬉
 うれ

 しそうに笑顔を向けてきた。きっと、自分のおすすめの店が認められたことが嬉しいのだろう。

　その表情を見て、またも毒気が
抜
 ぬ

 かれる。あまりに大きなハンバーグを見たときは、一瞬何かの
嫌
 いや

 がらせかと思ったが、彼女は単純に自分のお気に入りの店を六喰に
紹
 しよう
 介
 かい

 したかっただけのようである。

「……むん」

　なんだか、自分が
独
 ひと

 り
相撲
 ずもう

 を取っていたような気がして、少し
気
 き
 恥
 は

 ずかしくなる。六喰は少し視線を
逸
 そ

 らしながら、ハンバーグを食べ進めていった。

　──そして、それからおよそ三〇分後。

「……むふぅ」

　少々時間はかかったものの、六喰は炭焼きジャンボハンバーグ、
通
 つう
 称
 しよう

 『いつもの』をどうにか
全
 すべ

 て腹に収めきった。心なしかぽこんと丸くなったお
腹
 なか

 をさすりながら、ふうと息を
吐
 は

 く。

「むん。非常に美味であった。むくは満足じゃ」

「おお！」

　六喰が言うと、十香が嬉しそうに声を
弾
 はず

 ませてくる。

　ちなみに十香は
既
 すで

 にハンバーグを平らげ、サイコロステーキとエビフライとハッシュドポテトを追加注文していたのだが、まだまだ
余
 よ
 裕
 ゆう
 綽
 しやく
 々
 しやく

 といった顔をしていた。……一体彼女の細い
身体
 からだ

 のどこにあんな量の食物が収納されているというのだろうか。人体、もとい精霊の神秘である。

「よし、それでは次に向かうぞ！　この街には他にも、たくさんいいところがあるのだ！」

「むん……そうじゃの。次はどこへ行くのじゃ？」

　言いながら、六喰は何とはなしに考えを
巡
 めぐ

 らせた。さすがに少々食べ過ぎたため、あまり激しい運動をするような場所は
避
 さ

 けたいところである。できれば、士道と街を歩いたときのように、商店街や百貨店を巡って買い物をしたり、景色の良い場所で一休みしたりなどが理想だが──

　と、六喰がそんなことを考えていると、十香がポーチから手帳を取り出し、こくりと
頷
 うなず

 いた。

「次は──トンカツだな」

「…………………………
 ふむん？」

　予想外の言葉に、六喰は、思わず目を点にした。









「む……、ふ、ぅ……」

　それからおよそ三時間後。

　十香に連れられて通りを歩きながら、六喰は苦しげに息を吐いた。

　それはそうだ。何しろハンバーグ店を出たあとトンカツ屋に向かった十香は、その後回転
寿
 ず
 司
 し

 、イタリアンレストラン、ドーナッツショップを
梯子
 はしご

 していたのである。そのたび食事に付き合わされた六喰のお腹は、もう限界状態に達していた。

　しかし、六喰の数倍の量を平らげているはずの十香はまだまだ元気いっぱい──どころか、美味しいものを食べてむしろ調子を上げているようだった。なんだか
覇
 は
 気
 き

 に満ちた十香の後ろ姿を見ていると、どるるん、どるるん、というアイドリング音が聞こえてくるような
錯
 さつ
 覚
 かく

 さえ覚える六喰だった。

「ま、待つのじゃ、十香」

「む？　どうしたのだ六喰。何か食べたいものでもあるのか？」

「いや、いや」

　六喰は顔を青ざめさせてブンブンと首を横に
振
 ふ

 った。

「そうではない。そろそろ他の……食べ物屋以外の場所も案内して欲しいのじゃが」

「おお、そうか！」

　十香はポンと手を打ちながらそう言うと、手帳を開き、指でその紙面をなぞっていった。

「では、シドーに連れていってもらった水族館や映画館などはどうだ？」

「おお……それはよいの」

　どうやらあの手帳には、食べ物屋以外の情報も記されていたらしい。ようやく一休みすることができる。六喰はほうと
安
 あん
 堵
 ど

 の息を吐いた。

「うむ、水族館のお
土産
 みやげ

 売り場に売っているお魚クッキーも美味しいし、映画を
観
 み

 ながら食べるポップコーンの味も格別だしな！」

「…………
 」

　ニコニコしながら言う十香に、六喰は思わず無言になった。

　……まあ、とはいえ別の食べ物屋に連れていかれるよりは
遥
 はる

 かにマシである。六喰は余計なことは言わず、静かに
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「むん、ではその水族館と映画館に行くとするのじゃ」

「うむ！」

　十香が元気よく頷き、六喰を先導するように歩き始める。

　が──

「むん……っ？
 」

　大通りに出たところで、六喰は足を止めた。

　
否
 いな

 、正確に言うのであれば、前を歩いていた十香が急に立ち止まり、その背にぶつかってしまったのである。

「なんじゃ十香。急、に──」

　言いかけて、六喰は言葉を中断させた。

　改めて十香に問うまでもなく、彼女が足を止めた理由がわかってしまったのである。

「な──」

　大通りを
覗
 のぞ

 き込み、思わず目を見開く。

　だがそれも当然だ。何しろ今天宮市の大通りには、やたらと個性的な格好をした男たちが、
幾
 いく
 人
 にん

 も
犇
 ひし

 めいていたのだから。

「ケケケ……待ちきれねえぜ……」

「早く今日の
生
 い

 け
贄
 にえ

 をーッ！」

「ヒャッハー！」

　水牛のような角の付いたヘルメットを
被
 かぶ

 った筋肉質の男に、まるまると太った
体
 たい
 軀
 く

 の男、
鶏
 にわとり

 のトサカのように見事なモヒカンを
誇
 ほこ

 る男……エトセトラエトセトラ。そのいずれもがリベットの打たれた革製の服に身を包み、ついでに身体の至るところにプロテクターなどを着けているものだから、もう辺りに
漂
 ただよ

 う世紀末感が
半
 はん
 端
 ぱ

 ではなかった。辺りから
怪
 かい
 鳥
 ちよう

 の鳴き声のように、ヒャッハー！　ヒャッハー！　と
甲
 かん
 高
 だか

 い声が
響
 ひび

 いてくる。

「な、なんじゃこいつらは」

　と、六喰が
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らしながら
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せると、モヒカン頭の男が十香と六喰に視線を向けてきた。

　そして、何かに気づいたようにハッと目を見開く。

「……！　おめェは！」

「なんだなんだ、どうしたってんだ」

「ヒャッハー！」

「見ろみんな！〈
女王
 クイーン

 〉だ！　天宮の〈
女王
 クイーン

 〉が来やがったぞ！」

「なんだとォ!?
 」

　モヒカン男の声に、男たちが
一
 いつ
 斉
 せい

 に反応を示し、十香と六喰を取り囲んできた。

「ケキャキャキャ……やっぱり来やがったか〈
女王
 クイーン

 〉」

「待ってたぜ、今日こそ積年の
恨
 うら

 みを晴らしてやる」

「貴様にやられたこの頰の傷が
疼
 うず

 くぜェ……」

　男たちが口々に言って、指の骨をポキポキ鳴らしたり取り出したナイフを
舐
 な

 めたりし始める。

「〈
女王
 クイーン

 〉……？」

　十香を見ながら発された単語に、六喰は首を傾げ、十香の方を見やった。

　しかし十香もまた、男たちが何を言っているのかわからないといった様子の表情をしていた。

「〈
女王
 クイーン

 〉……？　私のことを言っているのか？　一体何の話だ？」

「くっくっく……
惚
 とぼ

 けんじゃねぇよ」

「天宮市内のあらゆる賞金付き大盛りメニューを
制
 せい
 覇
 は

 した〈
女王
 クイーン

 〉夜刀神十香。ここいらの
大食戦士
 フードフアイター

 の間じゃ、その名を知らない
奴
 やつ

 はいねぇぜ？」

「
大食戦士
 フードフアイター

 ……？」

　またも聞き慣れない言葉に首を
捻
 ひね

 る。すると角付きヘルメットの男が、
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながらニィと口元を
歪
 ゆが

 めてきた。

「そうさ。人類の根源的
欲
 よつ
 求
 きゆう

 にして原罪である『食』──それを『量』という観点で極限まで
極
 きわ

 めた戦士たちのことよ」

「……よくわからぬが、要は
誰
 だれ

 がたくさん食べられるか
競
 きそ

 っておるということかの」

「ガッハッハ！　つまりはそういうことよ！」

　男が
豪
 ごう
 快
 かい

 に笑う。六喰は「むむん」と首を傾げながら、男の
装
 よそお

 いを指さした。

「
理
 り
 屈
 くつ

 はわかった。じゃが、その格好はなんなのじゃ？　ものを食べるには無関係のように思うのじゃがの」

「ガハハ！　何を言っているのだちみっこ！　我らは
大食戦士
 フードフアイター

 ！　仮にも戦士と名が付く以上、
戦
 いくさ

 に
赴
 おもむ

 く際、
戦
 せん
 闘
 とう
 装
 しよう
 束
 ぞく

 を身につけるのは当然よ！」

　自信満々といった様子で、男が言ってくる。六喰はたらりと頰に汗を垂らした。

「そ、そういうものかの……その牛の角などは、食事をするとき
邪
 じや
 魔
 ま

 のように思うのじゃが」

「ふ、青いな。同じ
大食戦士
 フードフアイター

 とはいえ、
各
 おの
 々
 おの

 得意ジャンルというものがある。ステーキの一気食いを得意とするこの俺、〈
至高肉塊
 ステキステーキ

 〉
牛
 うし
 山
 やま

 は、自らのアイデンティティーをこうして示しておるのさ！」

「ふむん……ではあそこのまるまると太った男は」

「奴は〈
油は飲み物
 ゴツクンオイリオ

 〉
勝
 かつ
 田
 た

 。トンカツをこよなく愛する男よ」

「ではそこなトサカのような頭をした男は」

「〈
健啖鬼
 ケンタツキ

 〉
富
 ふ
 良
 ら
 井
 い

 。フライドチキンの早食いにおいて右に出る者はおらん」

「……ふ、ふむん」

　六喰はぽりぽりと頰をかいた。勢いで
納
 なつ
 得
 とく

 しそうになってしまったものの、やはりよくわからなかった。

「まあよい。それで、その
大食戦士
 フードフアイター

 とやらが、なぜこんなにたくさん集まっておるのじゃ」

「ふ──知れたことさ。あれを見なッ！」

　牛山がバッと手を
掲
 かか

 げる。その際自分が被っていたヘルメットの角にしたたかに手をぶつけ、ちょっと
涙
 なみだ
 目
 め

 になっていた。

　その光景も気になりはしたのだが、六喰と十香は牛山が指し示した方向に視線をやり──目を見開いた。

　大通りの真ん中に大きなステージが組み上げられており、そこに『天宮市大食い選手権』という文字が記されていたのである。

「見ての通りよ！　これだけの
猛
 も
 者
 さ

 が集まるイベントといえばこれしかないだろう！　今日ここで！　天宮市一の
大食戦士
 フードフアイター

 が決まるのさ！」

「へッ、そろそろ惚けるのはやめたらどうだい〈
女王
 クイーン

 〉サンよォ。あんたほどの
大食戦士
 フードフアイター

 が、
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 ここに迷い込んだとでも言うつもりかい？」

「いや、本当に偶然なのだが……」

　十香が
困
 こん
 惑
 わく

 したように言うも、男たちは聞いていないようだった。やたらとテンション高く、
闘
 とう
 志
 し

 を
漲
 みなぎ

 らせていく。

「忘れねぇぜ……二ヶ月前、『カーリー』の特盛りカレーを最短記録でクリアした俺の前に現れたアンタは、同じ時間で特盛りを二
杯
 はい

 平らげていきやがった。おかげで俺の記録が店に
貼
 は

 られたのはたったの五分間だ！」

「
隣
 となり

 に座ったテメェに
対
 たい
 抗
 こう

 してチョモランマスパゲッティを食べ過ぎた俺は、帰り道でよろけて右頰に傷を負ってしまった……！」

「むん……なんだか
逆
 さか
 恨
 うら

 みのような気がするのじゃが」

　六喰が言うも、やはり男たちは聞く耳を持たなかった。

　とはいえ、十香もまともに取り合うつもりはないらしい。六喰の手を引き、ぷいと顔を
背
 そむ

 ける。

「悪いが、私は今、六喰にこの街を案内しているのだ。失礼するぞ」

　言って、その場から歩き去ろうとする。

　だが、男たちは包囲を固めると、十香の行く手を
阻
 はば

 むように立ちふさがった。

「おっと、そうはいかねえぜ」

「リベンジのチャンスを
逃
 のが

 せるかよ」

「なァ、〈
女王
 クイーン

 〉ともあろうものが敵前
逃
 とう
 亡
 ぼう

 はねぇだろうよ」

「く……」

　十香が
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作る。無論、このような男たちなど、
精
 せい
 霊
 れい

 たる十香の手にかかれば
一
 ひと
 捻
 ひね

 りに
違
 ちが

 いない。だが、精霊は
秘
 ひ
 匿
 とく

 存在。このような往来で
騒
 さわ

 ぎを起こすわけにもいかないようだった。

「まあそう構えるなよ〈
女王
 クイーン

 〉。いくら
大食戦士
 フードフアイター

 だからって取って食おうってわけじゃない。正々堂々戦ってもらえるだけでいいんだ」

「悪い話じゃねぇだろう。優勝者には
豪
 ごう
 華
 か

 お食事券一〇万円分と、最新式の
石
 いし
 窯
 がま

 オーブンレンジが
進
 しん
 呈
 てい

 されるって話だぜ？　外でも内でも飯を食えってんだ。気が
利
 き

 いていやがる。──ま、無論両方俺がいただくがな」

　男たちが野心を目に
笑
 え

 みを
漏
 も

 らす。
皆
 みな

 、自分こそが最強であると確信しているのだろう。

「ぬ……？　石窯オーブン……？」

　と。そこで十香が何かを思い出したようにあごに手を当てる。

「どうしたのじゃ、十香」

「いや、そういえばシドーが、家のオーブンの調子が悪いから、新しいのが
欲
 ほ

 しいと言っていた気がしてな……」

「ああ、そういえば……」

　六喰が返すと、十香はしばしの間むむぅと考え込む仕草をみせたのち、六喰の方に向き直ってきた。

「すまん六喰、少しだけ時間をもらってもいいか？」

「ふむん……？　構わぬが、まさか十香」

　六喰が言うと、十香は力強く
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「うむ。騒ぎを起こさずにここを
突
 とつ
 破
 ぱ

 するのは難しそうだ。それに──石窯オーブンを手に入れて帰ったら、シドーが喜んでくれるかもしれないと思ってな」

　言って十香が、ほんのりと頰を染めながら
微笑
 ほほえ

 む。

「むん……」

　六喰は少し早くなった
鼓
 こ
 動
 どう

 を
抑
 おさ

 えるように、
胸
 むな
 元
 もと

 に手を置いた。

　別に、以前のように士道を
独
 どく
 占
 せん

 せねば気が済まないわけではない。けれど、なんと言えばよいのだろうか、自分でもよくわからないムズムズが、胸の辺りに
渦
 うず

 を巻いていたのである。

「のう、十香。十香は……主様のことをどう思っているのじゃ？」

「む？　シドーのことか？　無論、大好きだぞ！　だから、喜ぶ顔が見たいのだ！」

「…………
 む、ん」

　十香が、
屈
 くつ
 託
 たく

 のない笑みを
浮
 う

 かべてそう言ってくる。その表情を見て、その言葉を聞いて、六喰は胸がきゅうと
締
 し

 め付けられるような感覚を覚えた。

　理由は単純。
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、士道が十香からの
贈
 おく

 り物に喜ぶ様を想像してしまったのである。

　
微
 かす

 かな胸のもやもやが、段々と強くなっていく。十香が士道を好きなことくらい、改めて聞くまでもなく
既
 すで

 に知っていた。十香の言うとおり、きっと士道は喜ぶだろう。そして六喰も、士道が喜んでくれるのは
嬉
 うれ

 しかった。だけれど──

「……!?
 」

　と。

　そこで六喰は、微かな
違
 い
 和
 わ

 感に
眉
 まゆ

 をひそめた。

　
身体
 からだ

 がほんのりと熱くなったかと思うと、胸元に置いていた手のひらの中に、その熱が集まっていったのである。

「これは……」

　六喰はゆっくりと手を開くと、そこに視線を落とし──小さく息を
詰
 つ

 まらせた。

「──十香！」

　気づいたときには、六喰は声を上げていた。男たちとともにステージに向かおうとしていた十香が足を止め、不思議そうに
振
 ふ

 り向いてくる。

「む？　なんだ六喰」

「むくも……その大会に出るのじゃ！」

　六喰が言うと、十香や男たちが、意外そうに目を見開いた。





　　　　◇





『──さあ、ついに始まります「天宮市大食い選手権」ッ！　ステージ上では、
飢
 う

 えた
大食戦士
 フードフアイター

 たちが開始のゴングを今か今かと待ち構えています！』

　テンションの高い司会者の声が、スピーカー
越
 ご

 しに
響
 ひび

 き
渡
 わた

 る。

　十香は、特設ステージの上でそれを聞いていた。

　ステージ上には、ずらりと並んだ
大
 おお
 柄
 がら

 な男たち。眼下には、いつの間に集まったのか、結構な数の観客の姿が見受けられる。

　そして隣には──表情に強い決意を
滲
 にじ

 ませた六喰の姿があった。

　そう。六喰はあのまま、飛び入り参加
枠
 わく

 の選手として、正式にエントリーを済ませてしまっていたのである。

「むぅ、しかし
驚
 おどろ

 いたぞ六喰。六喰もまだ食べ足りなかったのか？」

「むん……まあ、そんなところじゃ」

　六喰が十香の方を
一
 いち
 瞥
 べつ

 し、
曖
 あい
 昧
 まい

 に答えてくる。

「……？」

　その、どこか
妙
 みよう

 な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 に違和感を覚えた十香だったが、それを問うより先に、再度スピーカーから司会者の声が響いてきた。

『ルールは単純！　制限時間内に、最も多くホットドッグを食べた選手が優勝となる！　それだけです！』

　司会者の説明とともに、目の前に置かれた長いテーブルの上に、たくさんのホットドッグが運び込まれてくる。パンにソーセージが
挟
 はさ

 まれただけのシンプルなものだったが、その美味しそうな
香
 かお

 りに、十香は思わず
頰
 ほお

 が
緩
 ゆる

 むのを感じた。

『さあ、皆さんホットドッグは行き渡りましたか？　はーい
駄
 だ
 目
 め
 駄
 だ
 目
 め

 、まだ手はつけないで。

　──では、よーい……スタート！』

『おおッ！』

　司会者の号令と同時、ステージ上の
大食戦士
 フードフアイター

 たちが、
一
 いつ
 斉
 せい

 にホットドッグを食べ始める。

　十香は「いただきます」と手を合わせてから、目の前のホットドッグを
摑
 つか

 み、口を大きく開けてあんむとかぶり付いた。

「はむ……っ、おお、これはなかなか……」

　ふんわりと仕上がったパンと、パリッとしたソーセージが口の中で
躍
 おど

 る。競技用に作られた大量生産品ではあるのだろうけれど、その味は決して悪くなかった。

　
如何
 いか

 に早食い対決とはいえ、食事には変わりない。十香はホットドッグの味と食感、香りを楽しみながら、一気に
咀
 そ
 嚼
 しやく

 し、
嚥
 えん
 下
 か

 していった。

　
大食戦士
 フードフアイター

 の中には、ソーセージを先に食べ、パンを水に
浸
 ひた

 して口の中に押し込むという手法をとってスピードアップを
図
 はか

 る者もいたのだが、それはもはやホットドッグではなく、ソーセージと水に浸したパンである。確かに早く食べられるのかもしれないが、十香としてはあまり好きではない方法だった。

『さあ各選手
凄
 すさ

 まじい勢いでホットドッグを食べ進めています！──あぁっと!?
 　早くも
脱
 だつ
 落
 らく
 者
 しや

 が出ている模様です！　牛山選手、ヘルメットの角が
両
 りよう
 隣
 どなり

 の選手の
妨
 ぼう
 害
 がい

 をしたとして失格！　勝田選手は油っ気のないパンが
喉
 のど

 に詰まってしまいリタイア！　富良井選手は報告によると、今自分が
鶏
 とり
 肉
 にく

 以外の肉が苦手であることを思い出したそうです！』

　なんだかどこかで聞いたような選手たちの脱落が報じられる。十香は鶏肉以外が苦手というのは
勿
 もつ
 体
 たい

 ないなあと思いながら、次のホットドッグに手を
伸
 の

 ばした。

　と──

『──おぉっと!?
 　なんということでしょう！　ここで早くも二皿目に
突
 とつ
 入
 にゆう

 する選手が現れたようです！　飛び入り参加の星宮六喰選手だぁぁぁぁッ！
 』

「……！　なんと！」

　会場に響き渡った司会者の声に、十香は目を見開き、隣を見やった。

　並み居る
大食戦士
 フードフアイター

 たちでさえまだ皿の半分程度、十香ですらあと一本残っているというのに、あの
小
 こ
 柄
 がら

 な六喰がトップで二皿目に突入したというのである。

　そんな十香の視線に気づいたのだろう。六喰が、不敵な笑みを返してきた。

「むふ。十香よ、油断をしておるとむくが優勝をさらってしまうぞ？」

　そう言うと、六喰は新たに運ばれてきたホットドッグを摑み、口に
放
 ほう

 り込んだ。

　そしてそのまま、ほとんど咀嚼すらせずにごくんと飲み下す。その手品のような光景に、観客たちから
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声が上がった。

「おお……！　やるな六喰！」

　これは負けていられない。あまり気乗りのしない勝負ではあったけれど、このような好敵手が現れたならば話は別である。

　十香は血を
滾
 たぎ

 らせると、手にしたホットドッグを一瞬で平らげ、「おかわり！」と手を挙げた。









　──
大食戦士
 フードフアイター

 たちが、
鬼
 き
 気
 き

 
迫
 せま

 る形相でホットドッグを
貪
 むさぼ

 っていく。

　なるほど、大食『戦士』というのも大げさな表現ではない。
豪
 ごう
 快
 かい

 にホットドッグに
齧
 かじ

 り付く様は、食事というよりも
闘
 とう
 争
 そう

 の二字を想起させた。

「だが……勝つのはむくじゃ」

　六喰は小さく
呟
 つぶや

 くと、手にしたホットドッグをグイと口に押し込んだ。

　咀嚼さえしていないホットドッグが、六喰の喉に飲み込まれていく。その様に、客席から
歓
 かん
 声
 せい

 とどよめきが聞こえてきた。

　六喰はニッと頰を緩めると、自分の喉に手を
触
 ふ

 れた。

　こと早食いにおいて、今の六喰に勝てる者などこの地球上に存在しないと言っていい。

　何しろ六喰の喉の中には、
鍵
 かぎ

 の天使〈
封解主
 ミカエル

 〉によって作られた
極
 ごく
 小
 しよう

 の『
孔
 あな

 』が開いており──そこを通ったホットドッグを、別空間へと移動させていたのだから。

　そう。大会開始直前、熱を感じた手の平の中に、小さな鍵が出現していたのである。

　そういえば琴里から、精神状態が不安定になると
霊
 れい
 力
 りよく

 が逆流する可能性があるから注意するよう言われていた。
恐
 おそ

 らく、先ほどの胸の痛みが原因で、
僅
 わず

 かではあるが霊力が
顕
 けん
 現
 げん

 してしまったのだろう。

　そして六喰は気づいてしまった。〈
封解主
 ミカエル

 〉の力さえ使えば、この大会に優勝することも夢ではないと。

　反則級のアドバンテージ。いくら並み居る
大食戦士
 フードフアイター

 とはいえ、胃の容量に限界がある以上、無限に食べ続けられる者など存在しない。こと大食いに関して、六喰は今、まさしく史上最強の存在となったのである。

　とはいえ無論、食べ物を
粗
 そ
 末
 まつ

 にするのは六喰の本意ではない。『孔』を通ったホットドッグは、そのままの形で六喰の部屋に転送されているはずである。あとで
冷
 れい
 凍
 とう

 保存でもして、少しずつ食べていけばよいだろう。

　とにかく今は、十香に勝利し、士道のために
石
 いし
 窯
 がま

 オーブンを手に入れることが第一だった。士道が喜ぶのは確かに嬉しい。だがそれが、六喰のプレゼントによるものであったならもっと嬉しいのである。

「悪いのう、十香。こればかりは
譲
 ゆず

 れぬのじゃ……！
 」

　六喰はキッと視線を
鋭
 するど

 くすると、四皿目最後のホットドッグを喉に押し込み、手を挙げた。

『飛び入り参加の星宮六喰選手、早くも五皿目突入！　凄まじいペースです！……っ
 とぉ!?
 　ここでもう一人手が挙がりました！　夜刀神十香選手だぁぁぁぁっ！
 』

『おおおおおおッ!?
 』

　司会者の声に、観客たちから歓声が巻き起こる。

「……!?
 」

　予想外の言葉に、六喰はバッと十香の方を見やった。

　すると司会者の言うとおり、そこには六喰と同じく、四枚目の皿を
綺
 き
 麗
 れい

 に平らげた十香の姿があったのである。

「な、なんと……」

　六喰は驚愕の声を
漏
 も

 らした。

　それはそうだ。確かに十香は並外れた
健
 けん
 啖
 たん
 家
 か

 。しかし今は、六喰とともに午前中から様々な店で大盛りメニューを食べてきたあとなのである。それが、六喰と同じペースでホットドッグを食べ進めていたというのだ。

　すぐさま十香の前に、ホットドッグが
満
 まん
 載
 さい

 された五皿目が置かれる。六喰と十香はホットドッグを手に取ると、大きな口を開けてそれを放り込み、
或
 ある

 いはかぶり付いた。

「…………！
 」

　そしてそこで、またも違和感を覚える。

　そう。居並ぶ
大食戦士
 フードフアイター

 たちは、
皆
 みな

 
修
 しゆ
 羅
 ら

 のような形相でホットドッグを口に
詰
 つ

 め込んでいたのだが、十香だけが、何とも幸せそうな顔でその味を楽しんでいたのである。

「うむ、やはり
美味
 うま

 い。競技用かと思いきや、なかなかの味ではないか……」

「むぐ……」

　
恍
 こう
 惚
 こつ

 とした十香の表情に、六喰は小さくうなり声を発した。

　しかし、負けるわけにはいかない。ホットドッグを
頰
 ほお
 張
 ば

 り、ペースを落とすことなく順調に記録を積み上げていく。周囲の
大食戦士
 フードフアイター

 や観客たちも、まさか飛び入りの女の子がここまでの奮戦を見せるとは思っていなかったのか、皆
驚
 きよう
 愕
 がく

 の
眼
 まな
 差
 ざ

 しを送ってきていた。

　そして、そのまま順位は変動することなく
終
 しゆう
 盤
 ばん
 戦
 せん

 に差し
掛
 か

 かる。

　他の
大食戦士
 フードフアイター

 たちも
健
 けん
 闘
 とう

 しているものの、さすがに反則
技
 わざ

 を
駆
 く
 使
 し

 する六喰には追いつけていないようだった。

　そう──最後に残った敵は、ただ一人。

『──さあ、制限時間も残り僅かとなってまいりました！　現在トップはまさかの美少女ファイター星宮六喰！　一体彼女の小さな
身体
 からだ

 のどこに、七〇本近いホットドッグが収まっているのか!?
 　それに二分の一本差で
迫
 せま

 るはこれまた美少女ファイター、〈
女王
 クイーン

 〉夜刀神十香！　天宮市の女の子は一体どうなっているんだァァァァァァッ！
 』

　司会者がテンション高く会場を
煽
 あお

 っていく。観客たちが、少女二人のまさかの
活
 かつ
 躍
 やく

 に
大
 だい
 歓
 かん
 声
 せい

 を上げた。











　しかし、当の六喰に
余
 よ
 裕
 ゆう

 などはなかった。
辛
 かろ

 うじて一位をキープしてはいるものの、まさか十香がここまで追い
縋
 すが

 ってくるとは思わなかった。他の
大食戦士
 フードフアイター

 たちは少しずつペースダウンしているというのに、十香だけは一向に食べるスピードが落ちていなかったのである。

「……！」

「……っ」

　六喰と十香の視線が交わる。無論ホットドッグを頰張りながらであるため、
双
 そう
 方
 ほう

 言葉などは発さない。しかし、言葉以上に
雄
 ゆう
 弁
 べん

 な何かが、二人の間で
交
 か

 わされていた。

　──負けぬ！　これは、これだけは譲れぬのじゃ！

　──やるな六喰！　こんなにも楽しい勝負は久しぶりだ！

　とはいえ、このままのペースを保ち続ければ、優勝賞品は六喰のものである。如何に十香とはいえ、無限の
胃
 い
 袋
 ぶくろ

 を手にした六喰の前には──

「むん……ッ!?
 」

　しかし。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、六喰は手を止めた。

　
否
 いな

 ──止めざるを、得なかった。

　何本目とも知れぬホットドッグを押し込もうとしたとき、喉に今までにない
感
 かん
 触
 しよく

 が生じ、激しく
咳
 せ

 き込んでしまったのである。

　ホットドッグが、本当に喉に押し込まれる感触。──そう。恐らく、限定的であった〈
封解主
 ミカエル

 〉の力が弱まり、喉の『孔』が消えてしまったのだ。

「そん……な……」

　もとより満腹状態の六喰である。『孔』が消えてしまっては、もはやこれ以上食べ続けることはできなかった。六喰は、その場にガクンと
膝
 ひざ

 をついてしまった。

「んむんむ……おかわり！」

　その間に、十香が最後の一本を食べきり、次なる皿を要求して手を挙げる。

　するとその瞬間、カンカンカン！　と試合
終
 しゆう
 了
 りよう

 を告げるゴングの音が鳴り
響
 ひび

 いた。

『き、決まったァァァァァッ！
 　最後のデッドヒートを制し、見事王者に
輝
 かがや

 いたのは、〈
女王
 クイーン

 〉夜刀神十香ッ！　大健闘を見せた星宮選手は、一本差で
惜
 お

 しくも二位となりましたッ！』

『うおおおおおおおおおおおおおおおッ！』

　司会者の声がスピーカーから響き、観客たちが歓声を上げる。

「むん……無念じゃ……」

　六喰は口元を手で支えながら、声を
絞
 しぼ

 り出した。

　するとそこに、すっと手が差し
伸
 の

 べられる。──十香だ。

「
凄
 すご

 かったぞ六喰！　やはり六喰も
美味
 おい

 しいものが好きなのだな！」

「ぐ、むん……」

　十香の、スポーツマンの
如
 ごと

 きキラキラした顔に、思わず目を
背
 そむ

 けてしまう。

　しかし十香は気にせず手を取ると、そのまま六喰を立ち上がらせた。

　わぁぁぁぁっ！
 　と歓声と
拍
 はく
 手
 しゆ

 が鳴り響く。十香はそれに
応
 こた

 えるように元気よく手を
振
 ふ

 った。

「……十香。なぜ、なぜうぬはそこまで
頑
 がん
 張
 ば

 れるのじゃ」

　六喰が
憔
 しよう
 悴
 すい

 した様子で問うと、十香はにこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「美味しいものはたくさん食べたいではないか。今回は六喰が
一
 いつ
 緒
 しよ

 だったおかげで楽しかったぞ！　それに──やはり、シドーの喜ぶ顔が見たかったからな！」

「むん……」

　その
屈
 くつ
 託
 たく

 のない笑顔を見て、六喰ははあと息を
吐
 は

 いた。

　と、そこで六喰の様子がおかしいことに気づいたのだろう。十香がキョトンとした顔を向けてくる。

「む？　どうしたのだ？」

「……気にするでない。ちょっとした自己
嫌
 けん
 悪
 お

 のようなものじゃ」

　六喰はため息を一つこぼしてから、続けた。

「主様に石窯おーぶんとやらを
渡
 わた

 したいがために策を
弄
 ろう

 したにもかかわらず、この結果とは。──十香、うぬは凄いの。本当に……凄いの」

「石窯オーブンをシドーに？　おお、なんだ、六喰もシドーにプレゼントがしたかったのか？」

　十香が意外そうに目を丸くする。

　するとちょうどそこに、マイクを持った司会者が歩み寄ってきた。

『おめでとうございます、夜刀神選手！　
素
 す
 晴
 ば

 らしい戦いでした！　今のお気持ちは!?
 』

　そう言って、司会者が十香にマイクを向ける。十香は「おお」とそちらに向き直って笑顔を作った。

『うむ！　なかなか美味しかったぞ！　ただ
欲
 よく

 を言えば、もう少しケチャップを
利
 き

 かせた方が私好みだ！』

　まさかの味への
言
 げん
 及
 きゆう

 に、観客から笑いが漏れる。司会者もオーバー気味にリアクションを取ってから、言葉を続けた。

『それでは、賞品のお食事券、石窯オーブンレンジの目録をお受け取りください！』

「おお！」

　十香は司会者から
熨斗
 のし

 の付いた
封
 ふう
 筒
 とう

 を二つ受け取ると、それを高らかに
掲
 かか

 げてみせた。観客席から、再度拍手が巻き起こる。

「──よし」

　と、ひとしきり拍手を浴びた十香は、ちらと六喰の方を見たかと思うと、左手に持っていた封筒──石窯オーブンレンジの目録を差し出してきた。

「ふ、むん……？」

　予想外の行動に、六喰は十香の顔をまじまじと見つめた。すると十香が、ニッと
唇
 くちびる

 を笑みの形にしてくる。

「シドーにプレゼントしてやってくれ、六喰。きっとシドーは喜ぶぞ！」

「な……」

　十香の言葉に、六喰は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 
呆
 ほう

 けたのち、ハッと
肩
 かた

 を
震
 ふる

 わせた。

「何を言っておるのじゃ。それは十香が得たものであろう。むくが受け取る道理はないはずじゃ」

「うむ。私のものだ。だから私が
誰
 だれ

 にあげようと自由なはずだ！」

「じ、じゃが……」

　六喰は言いよどみかけたが、すぐにブンブンと首を振った。

「ならぬ、ならぬ。むくは負けたのじゃ。それは十香が主様に渡すべきなのじゃ」

「むぅ……だが六喰もシドーにプレゼントをしたかったのではないか？　きっと六喰が渡しても、シドーはとても喜んでくれるぞ？」

「……！」

　こともなげに放たれた十香の言葉に、六喰は目を見開いた。

　
嗚呼
 ああ

 ──十香は本当に、士道の喜ぶ顔が見たかったのだ。きっとそれが、誰の手によるものかなどは二の次で。

「はは……
敵
 かな

 わぬのう」

　六喰は、身体を
脱
 だつ
 力
 りよく

 させながら力なく笑った。

「やはり、それは十香が主様に渡すべきじゃ。きっとそれがいい」

「むう、しかしだな」

「いいのじゃ。やはり、むくが勝ち取ったものでなければ──」

『あのー……お取り込み中申し訳ないんですけれど』

　と、六喰と十香が言い合いをしていると、そこに司会者が割り込んできた。

「なんじゃ」

『いや、二位の星宮選手への賞品の
授
 じゆ
 与
 よ

 をしたいのですが。お食事券三万円分と──高級
圧
 あつ
 力
 りよく
 鍋
 なべ

 セットの』

「むん……!?
 」

「おお……！」

　司会者の言葉に。

　六喰と十香は、目を見合わせた。
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「シドー！　これをやろう！　
石
 いし
 窯
 がま

 オーブンレンジだ！」

「主様、受け取るがよい！　圧力鍋セットじゃ！」

　五河家に帰るなり、十香と六喰は大食い選手権で得た賞品を士道に差し出した。

「わっ!?
 　ど、どうしたんだ二人とも。こんな高そうなもの……」

　士道が
驚
 おどろ

 いたように目を白黒させる。十香と六喰は一瞬顔を見合わせると、ニッと笑ってから士道に向き直った。

「ふふ、
内
 ない
 緒
 しよ

 なのだ！」

「
乙女
 おとめ

 には秘密が付きものじゃぞ、主様」

　微笑みながら二人が言うと、士道はしばし不思議そうにしていたものの、やがてほうと息を吐き、十香と六喰に笑顔を向けてきた。

「まあ……何にせよ、ありがとうな、二人とも。ちょうどオーブンレンジも圧力鍋も新しいのが
欲
 ほ

 しかったんだ。──よし、今日はこれで
美味
 うま

 い夕飯を作ってやるからな！」

「おお！　楽しみだぞ！」

「む、むん……主様、無理をせず明日か明後日くらいでもよいのじゃぞ……？」

　十香が元気よく返事をすると、対照的に六喰が、お
腹
 なか

 の辺りを押さえながら引きつった笑みを
浮
 う

 かべた。

　と、三人がそんな会話を
交
 か

 わしていると、二階からトントンという足音が聞こえてきて、琴里がひょいと顔を出してきた。

「あら、帰ってたの二人とも」

「うむ！　ただいまだ！」

「むん」

　十香と六喰が返事をすると、琴里はそんな二人を
交
 こう
 互
 ご

 に見たのち、ふふっと口元を
緩
 ゆる

 めてみせた。

「どうやら、誤解は解けたみたいね。──ねえ、六喰」

「……っ」

　琴里が言うと、六喰は何かを思い出したように目を見開き──十香の顔を見上げてきた。

「むん……そうじゃの。確かに、以前
見
 まみ

 えた女とは
違
 ちが

 うようじゃ。──十香」

「む？　どうしたのだ、改まって」

「今まで
避
 さ

 けていてすまなかったの。少し
遅
 おく

 れてしまったが……これから、よろしく
頼
 たの

 むのじゃ」

　そう言って、六喰がゆっくりと手を差し出してくる。

　十香は「おお！」と目を輝かせると、
握
 あく
 手
 しゆ

 を交わそうと手を伸ばした。

　──が。

　六喰の手は、十香の手をすり
抜
 ぬ

 け、そのまま十香の胸をむんずと
摑
 つか

 んだ。

　そしてそのまま、むにむにと
揉
 も

 みしだいてくる。

「な……!?
 　何をしているのだ、六喰!?
 」

「ふむん……？　作法が違ったかの。この辺りでは、仲直りするときに胸を揉み合うと聞いたのじゃが……」

「そ、そうなのか!?
 　む、むう……そういえばどこかで聞いたことがある気がするぞ。そういうことならば仕方ない。私も……」

「いや二人ともそれ美九の出任せだからね!?
 」

　十香がお返しに六喰の胸を揉もうと手を伸ばすと、それを
遮
 さえぎ

 るように琴里の悲鳴じみた声が
響
 ひび

 き渡った。















「さて、今日は
皆
 みな

 さんに、新しいお友だちを
紹
 しよう
 介
 かい

 します」

　
天
 てん
 宮
 ぐう

 市内にある中学校。その二年Ｂ組の教室に、担任
教
 きよう
 諭
 ゆ

 の
朗
 ほが

 らかな声が響いた。

「──さ、入ってきてください」

　担任教諭が小さく手招きをしながら言う。
廊
 ろう
 下
 か

 に
控
 ひか

 えていた
七
 な
 罪
 つみ

 と
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 は、こくんと
唾
 だ
 液
 えき

 を飲み下してから教室へと入っていった。

「……う」

　二人が
教
 きよう
 卓
 たく

 の横に立つと、ずらりと並んだ中学生たちが、
好
 こう
 奇
 き

 の視線を浴びせてくる。七罪は心底
居
 い

 
心地
 ごこち

 悪そうに身を
捩
 よじ

 った。

「では二人とも、自己紹介を」

「は、はい」

　四糸乃が
緊
 きん
 張
 ちよう

 した
面
 おも
 持
 も

 ちでうなずき、皆の方に顔を向ける。

「い、
五
 いつ
 河
 か

 四糸乃……です。皆さん、よろしく……お願いします……」

　そしてたどたどしいながらも、皆に
挨
 あい
 拶
 さつ

 をしてぺこりと頭を下げる。辺りにパチパチと
拍
 はく
 手
 しゆ

 が鳴り響いた。

　次は七罪の番である。七罪は指先を
微
 かす

 かに震わせながらすうっと息を吸うと、視線を外したまま
喉
 のど

 を震わせた。

　──五河七罪です。今回ひょんなことから体験入学をすることになったけど、あんまり
馴
 な

 れ馴れしくしないでちょうだい。それと、四糸乃をいじめたりしたらタダじゃおかないからね。

　と、七罪自身は言ったつもりだったのだが、

「……か、……みで……、……ひょん……入学……けど……糸乃……タダ……から……」

　初対面の、しかも多数の人間に注目されているという
状
 じよう
 況
 きよう

 に緊張してしまい、ほとんど声が出ていなかった。生徒たちが、首を
捻
 ひね

 りながらもまばらに拍手を
寄
 よ
 越
 こ

 してくる。

「ええと、名前からもわかるとおり、二人はうちのクラスの五河
琴
 こと
 里
 り

 さんの
親
 しん
 戚
 せき

 だそうです。体験入学という形なので一日だけですが、皆さん仲良くしてあげてくださいね」

『はーい！』

　担任教諭の言葉に
応
 こた

 え、生徒たちが元気よく返事をする。

「……っ」

　その大音量に思わずビクッと肩を震わせながら、七罪は、これから始まるであろう悪夢のような一日を想像して、重苦しい息を
吐
 は

 いた。
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　事の
発
 ほつ
 端
 たん

 は数日前。五河家のリビングでの出来事であった。

「……が、学校に、行きたい？」

　七罪は絶望的な心地で、今し方
鼓
 こ
 膜
 まく

 を
震
 ふる

 わせたその言葉を復唱した。

　
呪
 じゆ
 詛
 そ

 にも近いその文言は、
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に七罪の
心
 しん
 拍
 ぱく

 を乱し、体内に大量の血液を
循
 じゆん
 環
 かん

 させていく。思考を
阻
 そ
 害
 がい

 するように体温が
上
 じよう
 昇
 しよう

 し、別に運動をしたわけでもないのに、額には大量の
汗
 あせ

 が
滲
 にじ

 み出ていた。

　だがそれも無理からぬことである。何しろ、『学校』。辞書には『
煉
 れん
 獄
 ごく

 』、『
魔
 ま
 界
 かい

 』の類義語として記されているあの『学校』だ。

　しかしその呪言を発した当の本人──四糸乃は、そんな七罪の
動
 どう
 揺
 よう

 とは裏腹に、少し
恥
 は

 ずかしそうに
頰
 ほお

 を染めながらこくりとうなずいた。

「はい……
士
 し
 道
 どう

 さんや琴里さんを見て、楽しそうだな……って」

　七罪とは違う
綺
 き
 麗
 れい

 なウェーブのかかった
髪
 かみ

 に、七罪とは違う愛らしい
面
 おもて

 。世の中の『
可愛
 かわい

 い』を集めて成形したなら、きっと彼女のような姿になるに違いない。そんなことさえ思わせる
容
 よう
 貌
 ぼう

 の少女であった。

「学校……か」

「なるほどね」

　と、そんな
女
 め
 神
 がみ

 の声に応えるように、ソファに
腰
 こし
 掛
 か

 けた男女があごをさすった。一人は中性的な顔をした
優
 やさ

 しげな少年。もう一人は、髪を黒いリボンで二つに
括
 くく

 った勝ち気そうな少女だ。──この家の
主
 あるじ

 、五河士道・琴里
兄妹
 きようだい

 である。

「いいんじゃないのか？」

「ええ。
精
 せい
 霊
 れい

 の自発的な行動は〈ラタトスク〉としても
歓
 かん
 迎
 げい

 よ」

「ば……ッ!?
 」

　二人のまさかの反応に、七罪は声を裏返らせた。

「ちょ、ちょっと待ってよ二人とも！　四糸乃をあんな
魔
 ま
 窟
 くつ

 に
放
 ほう

 り込もうっていうの!?
 」

「魔窟って……そんな大げさな」

「ちっとも大げさじゃないわよ……！　あんなの、
年
 とし
 端
 は

 もいかない子供たちを閉じ込める強制収容
施
 し
 設
 せつ

 じゃない！　
繰
 く

 り返される
執
 しつ
 拗
 よう

 な訓練！　形作られる
囚
 しゆう
 人
 じん

 たちのヒエラルキー！　コミュニティに所属することのできなかった
落
 らく
 伍
 ご
 者
 しや

 は、
嘲
 ちよう
 笑
 しよう

 と
侮
 ぶ
 蔑
 べつ

 の中日々を過ごすことになるのよ……!?
 　人間社会の
醜
 みにく

 い部分を
煮
 に
 詰
 つ

 めたような場所じゃない！」

「……よくもまあ、そこまで
悪
 あ

 し
様
 ざま

 に言えるものねぇ」

　琴里が、
呆
 あき

 れを通り
越
 こ

 して感心さえした様子で
肩
 かた

 をすくめる。

　するとそんな七罪の
剣
 けん
 幕
 まく

 に、四糸乃が表情を
曇
 くも

 らせた。

「そ、そんなに
怖
 こわ

 い場所……なんですか？」

「そうよ！　お
涙
 なみだ
 頂
 ちよう
 戴
 だい

 の学園ドラマに
騙
 だま

 されちゃ
駄
 だ
 目
 め

 ！　あんなの学校側の悪質なプロパガンダよ！　こんな問題が起こりましたけど最後はみんな仲良く卒業式を
迎
 むか

 えましたー、とかあるわけないじゃない！　
性
 しよう
 根
 ね

 の
腐
 くさ

 れたいじめっ子は一生クズのままだし、事なかれ主義の教師は
糞
 くそ

 の役にも立たないの！　シュプレヒコールの波は通り過ぎてもがッ!?
 」

　不意に口を
塞
 ふさ

 がれ、七罪は言葉を止めさせられた。

　はぁとため息を吐きながら、琴里があとを続ける。

「落ち着きなさいって。……とはいえまあ、言いたいことはわからなくもないわ。学校っていう場所が、今までと異なる
環
 かん
 境
 きよう

 っていうことは確かだからね。極力精神状態を乱さないって確証が持てなければ、〈ラタトスク〉司令官としては許可できないわ」

　言いながら、琴里がちらと四糸乃の左手──正確に言うならば、そこに装着されていたウサギのパペット『よしのん』を見やる。

『あらん、どったの琴里ちゃん。よしのんの
魅
 み
 力
 りよく

 にうっとり？』

『よしのん』が、コミカルな仕草で腰をくねらせてみせる。琴里は半眼を作りながらその額を指で
弾
 はじ

 いた。

『あたー！』

「あうう……」

　琴里の思案を察したのだろう。四糸乃がショボンと肩を落とす。

　琴里の言いたいことは七罪にもなんとなく知れた。四糸乃は友だちである『よしのん』がいなくなると、
途
 と
 端
 たん

 に不安になり、
封
 ふう
 印
 いん

 されている
霊
 れい
 力
 りよく

 を逆流させてしまうのである。大雨が降る程度ならまだしも、辺りが
凍
 こお

 り付いてしまいでもしたらさすがにまずいだろう。

　七罪はそんな二人のやり取りを見て、琴里の手から
逃
 のが

 れると、グッとガッツポーズを取った。

「そ、そうよね！　四糸乃にはまだ早いわよね……！　いいじゃない四糸乃、学校なんて──」

　が、七罪が言いかけたところで、琴里が言葉を続けた。

「──とはいえ、さっきも言ったとおり、精霊の希望は可能な限り
叶
 かな

 えるのが〈ラタトスク〉よ。今回はとりあえず、四糸乃が学校っていう環境に適応できるかを見るために、体験入学って形にしましょ。私の中学でいいわよね？」

「……！　ほ、本当、ですか……!?
 」

『おお！　やったね四ー糸乃！』

　琴里の言葉に四糸乃が表情をパァッと明るくし、『よしのん』と喜び合う。

「…………
 」

　そんな
和
 なご

 やかなムードの中、一人固まったのは七罪である。
握
 にぎ

 った
拳
 こぶし

 が、所在なげにぷるぷると震えていた。

「──で」

　と、そこで琴里が、七罪に視線を送ってくる。

「七罪はどうするの？」

「はえッ!?
 」

　予想外の言葉に、七罪は声を裏返らせた。それはそうだ。まさかこちらにまで飛び火してくるとは思わなかったのである。

「じ、
冗
 じよう
 談
 だん

 。私は
嫌
 いや

 よ。あんなところ絶対に行かないわよ……！」

「ふうん……そう。まあ、嫌なら無理にとは言わないけど。四糸乃が学校に行ったら
寂
 さび

 しいだろうと思って
誘
 さそ

 ってみただけだし」

「う……ッ」

　七罪は言葉を
詰
 つ

 まらせた。

　確かに琴里の言うとおりである。精霊たちはその大半が学校に通っているため、四糸乃がいなくなってしまったなら、七罪は平日の昼間を一人で過ごさねばならなくなってしまうのである。

「七罪さん……」

　四糸乃が、微かに
潤
 うる

 んだ
瞳
 ひとみ

 で七罪を見つめてくる。

　女神にそんな目で見られては、
否
 いな

 と返すことなど出来はしない。七罪は額に汗を滲ませると、

「………………
 わかったわよ」

　数十秒の
沈
 ちん
 黙
 もく

 ののち、
諦
 あきら

 めたように息を吐き出した。
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「──はい、じゃあ二人はそれぞれ空いてる席に座ってくれる？」

　２年Ｂ組の教室で、担任教諭が空席を指さしながら言ってくる。四糸乃はこくりとうなずいた。

「はい」

「あ……っ、い……」

　それに続くように、七罪が視線を
逸
 そ

 らしながら
首
 しゆ
 肯
 こう

 する。四糸乃と七罪はそれぞれの席に歩いていった。

　七罪や琴里と
離
 はな

 れた席になってしまったのは少し不安ではあったけれど、小さく深呼吸をして思い直す。四糸乃が学校に通ってみたかったのは、単なる
憧
 しよう
 憬
 けい

 のみではなく、少しずつでも人間社会に慣れていきたいという思いがあったからなのだ。これくらいで心細さを感じていては、先が思いやられるというものである。

　四糸乃がそんなことを考えていると、担任
教
 きよう
 諭
 ゆ

 が簡単な
連
 れん
 絡
 らく

 を済ませ、ホームルームが
終
 しゆう
 了
 りよう

 した。
皆
 みな

 に合わせて起立、礼をし、再び席に着く。

「……！」

　そこで、四糸乃は目をまん丸に見開いた。

　周囲の生徒たちが興味深そうな顔をしながら、わらわらと四糸乃の席に集まってきたのである。

「ねぇねぇ、四糸乃ちゃんてどこから来たの？」

「ていうかそのウサギ何？」

「え、えっと……」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに四糸乃が
戸
 と
 惑
 まど

 っていると、『よしのん』がコミカルな動作をしながらそれに返した。

『うふん、みんなよしのんに
興
 きよう
 味
 み
 津
 しん
 々
 しん

 ？　お
年
 とし
 頃
 ごろ

 なんだからぁ』

「うわっ！　
喋
 しやべ

 った！」

「
馬
 ば
 鹿
 か

 、腹話術だろ」

「すごーい、かわいいー！」

　などと、『よしのん』の助けもあってか、わいわい盛り上がっていく。初対面の生徒たちと
上手
 うま

 くやれるか不安だったが、どうやら心配のしすぎだったようだ。

　と──

「ねぇ、私にも
挨
 あい
 拶
 さつ

 させてくれる？」

　四糸乃がたどたどしいながらも皆の質問に答えていると、不意にそんな声が聞こえてきた。
人
 ひと
 垣
 がき

 を分けるようにして、お付きの生徒を従えた、見るからにお
嬢
 じよう
 様
 さま

 然とした少女が現れる。

「あなたは……」

「はじめまして。私は
綾
 あやの
 小路
 こうじ
 花
 か
 音
 のん

 。一応このクラスの学級委員を務めさせてもらっているわ」

「あ……よ、よろしく、お願いします……」

　四糸乃はぺこりと頭を下げた。すると花音はふふんと得意げな
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべてきた。

「わからないことがあったらなんでも聞いてちょうだい。この花音に。綾小路花音に！」

「は、はい。綾小路さん──」

「え？　もしかして
苗
 みよう
 字
 じ

 で気づいちゃった？　うふふ、まあそうよねえ。そう！　この前の
天
 てん
 央
 おう
 祭
 さい

 のミスコンテストで一位に選ばれた綾小路
花
 か
 梨
 りん

 は私のお姉様なのよ。あの！　
誘
 いざ
 宵
 よい
 美
 み
 九
 く

 が
審
 しん
 査
 さ
 員
 いん

 を務めたコンテストで！」

「そ、そうなんですか……？」

　なぜか
唐
 とう
 突
 とつ

 に
自
 じ
 慢
 まん

 し始めた花音に、キョトンとした調子で返す。周囲のクラスメートは「また始まった……」というような顔で
苦
 く
 笑
 しよう

 していた。

「そうなのよ。でも私はそんなこと全然鼻に
掛
 か

 けたりしないから安心して？　だってほら、
凄
 すご

 いのは誘宵美九に認められたお姉様であって、私じゃないんだもの。私は美しく心清らかなお姉様と同じ血を
継
 つ

 いでるってだけだもの！」

「あ、あはは……」

　と、四糸乃が
圧
 あつ
 倒
 とう

 されていると、不意に四糸乃の
携
 けい
 帯
 たい

 電話が
震
 ふる

 え始めた。

「あ──」

　四糸乃は携帯電話を
鞄
 かばん

 から取り出した。そういえば、学校に来るというのに、電源を切っておくのを忘れていた。かけてきた人には申し訳ないが、電源を切ろうとする。

　が、そこでクラスメートの一人が、画面に表示されていた名前を見て、
驚
 おどろ

 いたような声を発した。

「──え？　ちょ、四糸乃ちゃん、その画面……誘宵美九って！」

「……へ？」

　その言葉に、花音が目を丸くし、画面を
覗
 のぞ

 き込む。そしてそのまま疑わしげに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せると、通話ボタンを押してしまった。

「あ……っ」

　すると次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、スピーカー設定にされた音声が辺りに
響
 ひび

 き
渡
 わた

 った。

『ハロー！　四糸乃さん！　中学校に通い始めたって本当ですかぁぁぁ!?
 　
是
 ぜ
 非
 ひ

 今度制服姿を写真に
撮
 と

 らせていただきたいんですけどいいですか!?
 　いいですよね!?
 　……んん？』

　と、そこで生徒たちのざわめきを耳ざとく聞き取ったのだろうか、美九が不思議そうな声を発する。

『あ、もしかして今もう中学校ですか？──クラスの皆さーん！　誘宵美九でーす！　世紀の美少女四糸乃さんをよろしくお願いしますねー！』

「……っ！
 　あ、あの、美九さん、あとでかけなおしますので……」

　四糸乃は顔を真っ赤に染めると、画面を操作して通話を中断した。

　だが、それで
騒
 そう
 動
 どう

 が収まるはずもない。しっかと今の通話を耳にしてしまったクラスメートたちが、『おおおおおおおおおお!?
 』と色めき立つ。

「今の何!?
 　本物の美九たん!?
 」

「いやあの声は本物だろ！」

「えっ四糸乃ちゃん、誘宵美九と知り合いなの!?
 」

「そ、それは……その……あはは……」

　
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すように笑いながら、携帯電話の電源を切って鞄にしまい直す。

「…………
 ぐぐ……」

　にわかに盛り上がるクラスメートたちの中、花音が何やら
悔
 くや

 しげに拳を震わせていたが、皆の対応に追われる四糸乃はそれに気づいていなかった。









「…………
 」

　七罪は無言のまま、わいわいと盛り上がる四糸乃の席の方を、一人ぼうっと
眺
 なが

 めていた。

　いや、正確に言うと最初は七罪の方にもちらほらと来訪者があったのだが、七罪が何も話さず視線を逸らし続けていたところ、
誰
 だれ

 も寄りつかなくなっていたのである。

「なっ、つっ、みー」

　と。そんな七罪のもとに、
軽
 かろ

 やかなステップで
以
 もつ

 て一人の少女がやってきた。──琴里だ。今は
髪
 かみ

 を白いリボンで
括
 くく

 っており、七罪たちと同じ中学校の制服を身に
纏
 まと

 っている。

「……な、何よ」

「んもー、
駄
 だ
 目
 め

 だぞー。せっかくみんなが話しかけてくれてたのにー」

　言って琴里が、いつもよりもコミカルな仕草で七罪の鼻をつついてみせる。そんな琴里の様子に、七罪は思わず
眉
 まゆ

 をひそめた。

「……え、何、どうしたの琴里。なんか気持ち悪いんだけど。変なものでも食べた？」

「んー？　何のことー？　私はいつもこうだぞー？」

　と、琴里がにこやかな表情のまま、七罪の頭をメリメリと
締
 し

 め上げてきた。

「あたたたっ!?
 」

　七罪は
慌
 あわ

 てて琴里の手をタップし……そこでようやく思い出した。そういえば琴里は、リボンの色を変えることによって、中学生モードと司令官モードを使い分けているのだ。

「まったくもー。……それよりほら、七罪もみんなと仲良くしないと」

「う、うるさいわね……別に私はそんなこと
頼
 たの

 んでないし……」

「またそんなこと言ってー」

　琴里はやれやれといった様子で言ったのち、何かを思いついたようにポンと手を打った。

「あ、そうだ」

　そして自分の席からノートを持ってくると、七罪の机の上に開いてみせた。

「七罪、何かイラスト
描
 か

 いてみてよ」

「……は？」

「何でもいいからさ。ほら、
二
 に
 亜
 あ

 の
漫
 まん
 画
 が

 のキャラとかどう？」

「……な、何なのよ、一体……」

　琴里がせがむように七罪の
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 すってくる。七罪は眉根を寄せながら息を
吐
 は

 くと、仕方なくペンを取り、二亜が描いている漫画のキャラクターを簡単に描いてみせた。

「ん、上出来上出来」

　琴里は満足げにうなずくと、すうっと息を吸ってから、大きな声を発した。

「うわー！　すっごい！　七罪って絵上手いんだー！」

「……へッ!?
 」

　琴里の突然の行動に、七罪は
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を発した。

　すると琴里の声に反応したクラスメートたちがちらと机の上のノートを覗き込み、わぁと色めき立つ。

「えっ、これあなたが描いたの!?
 」

「すげー！　シルブレのファティマじゃん！」

「他のも描けるの？」

「え……っ、あ……っ、の……っ」

　にわかに七罪の周りに生徒たちが集まり始める。七罪はあわあわと目を泳がせた。

「
超
 ちよう

 上手っ！　中学生レベルじゃねえだろこれ」

「ホントだー！　すごーい！」

「……いや、あの……」

「ねえ、将来
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 とかになるの？」

「今のうちにサイン
貰
 もら

 っとこうかなー！」

「……う、うがぁぁぁぁぁっ！
 」

　浴びせられる賞賛に
耐
 た

 えきれなくなり、七罪は
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 とともにノートをビリビリに破り去った。

「うわっ！」

「な、なに……？」

「馬鹿にしやがってェ……馬鹿にしやがってェ……！
 　あんたたちそんなこと言いながら、腹の内では私のこと笑ってるんでしょ!?
 　漫画絵とか描いちゃってオタクきもーいとか思ってるんでしょ！　わかってるんだから！　わかってるんだから!!
 」

「え、えぇ……」

　七罪の
剣
 けん
 幕
 まく

 に、生徒たちが
困
 こん
 惑
 わく

 した顔を作り、引いたように散らばっていく。

「はぁっ、はぁ……っ
 、──あたっ！」

　七罪が息を
荒
 あら

 くしていると、その脳天目がけてチョップが落とされた。──琴里だ。

「お馬鹿」

「うぐ……」

　七罪は口ごもると、そのまま
椅
 い
 子
 す

 に座り直し、早く休み時間が終わることを
祈
 いの

 って机に
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 した。





　　　　◇





　──それからは、一事が
万
 ばん
 事
 じ

 である。





　三時間目。数学、英語の授業を終えた四糸乃たちは、体操着に
着
 き
 替
 が

 えて体育館に集合していた。

　どうやら授業内容はバレーボールらしい。といっても、まだ試合形式に入る前の段階で、トスなどの練習が主な内容のようだった。

「はい、じゃあみんな、好きな人同士でグループ作ってー」

　ジャージを着た体育教師が大きな声で言うと同時、体操服姿の生徒たちがわらわらと入り乱れ、友だち同士でグループを作り始めた。

「えっと、私は……」

　四糸乃は
戸
 と
 惑
 まど

 いながら辺りを見回し、一人
佇
 たたず

 む七罪の姿を発見した。

「あ、七罪さ──」

　七罪とグループを組もうと、そちらに足を向ける。

　が、その瞬間、四糸乃の行く手を
阻
 はば

 むように縦ロールの髪が
躍
 おど

 った。──綾小路花音である。

「あぁら四糸乃さん！　もしかして組む人がいないのかしら？」

「あ、いえ、あの……」

　四糸乃が言いかけるも、花音は聞いていなかった。ボリューミーな髪をぶわっと揺らしながら続けてくる。

「仕方ないわね！　どうしてもって言うなら私が組んであげても──」

「あ、四糸乃ちゃん、組もー」

「えー、私も組みたいー」

「じゃあジャンケンしよ、ジャンケン」

　と、今度は花音が言いかけたところで、
両
 りよう
 脇
 わき

 から別のクラスメートが姿を現し、四糸乃を取り囲んだ。

「…………
 」

　高笑いをするようなポーズで固まった花音の肩に、お付きの生徒がぽむ……と手を置いた。









　学校というものは
無
 む
 間
 げん
 地
 じ
 獄
 ごく

 にも等しい悪夢の空間であるが、その中でも実技科目ほど無
慈
 じ
 悲
 ひ

 なものはないだろう。

　一〇〇万歩
譲
 ゆず

 って学科はまだいい。
希
 まれ

 に解答を求められることはあるものの、基本的に
黙
 だま

 って席に着き耐えていれば、いつかは終わってくれるからだ。

　だが、実技はそうはいかない。自ら能動的に動くことを求められるし、何より──

「はい、じゃあみんな、好きな人同士でグループ作ってー」

　体育教師が、こともなげに『それ』を唱える。それはまさに死の
呪
 じゆ
 文
 もん

 。コミュニケーションレベルの低い生徒であれば
即
 そく
 死
 し

 してしまいかねない力を持った必滅の言葉であった。

「ねーねー、組もー」

「うん。いーよー」

「…………
 」

　七罪は、その場から一歩も動けぬまま、次々と結成されていくグループを
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と眺めていた。

　仮にも授業の
一
 いつ
 環
 かん

 である以上、七罪もグループを組まねばならないのだが、自分から人に話しかけるなどという、
鬼
 おに

 も泣いて
逃
 に

 げ出す
超
 ちよう

 高難易度のクエストなど、そう簡単にこなせるはずがなかったのである。今動けているクラスの連中は鬼以上だ。

　そもそも、授業でグループを作る際に、その裁量を生徒たちに任せるという
行
 こう
 為
 い

 が、自主性とかいう言葉のオブラートに包まれた教師の
怠
 たい
 慢
 まん

 なのである。人付き合いが苦手な生徒だっているのだから、グループは教師があらかじめ決めておくべきだろう。さらに言うなら、グループが必要な授業などするべきではないのだ。というか学校とかいう
魂
 たましい

 の
牢
 ろう
 獄
 ごく

 こそ
破
 は
 壊
 かい

 すべきなのだ。
全
 すべ

 ての教育はネット経由で十分。立てよぼっち！　真の独立を我が手に！　真の自由を我が手に！

　と、七罪がテロリズムに染まっていると、体操着に身を包んだ四糸乃と琴里が、別方向から小さく手を
振
 ふ

 りながらやってきた。

「あ、七罪さ──」

「おーい、七罪ー」

「……！　二人とも……」

　七罪は、暗い
地
 じ
 獄
 ごく

 に一条の光明が差し込むかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 を覚えた。まさに、天から垂れ下がる
蜘蛛
 くも

 の糸を見つけた
犍
 カン
 陀
 ダ
 多
 タ

 のような気分である。

　やはりグループは生徒たちの個人裁量によって決めるべきだ。クラス全員仲良しだなんてことがあり得ない以上、教師が勝手にグループを決めては気まずさが残るし、友だち同士で組んだ方が能率も上がるだろう。そう、まさに今の七罪のように──

「あぁら四糸乃さん！　もしかして組む人がいないのかしら？」

「琴里ちゃーん！　組もー！」

「あ、いえ、あの……」

「わ、わわっ」

　だが。七罪のもとに至る寸前、二人はそれぞれ別のグループに引っ張られていった。

「…………
 」

　七罪は
伸
 の

 ばしかけた手を所在なげに下ろすと、またも
沈
 ちん
 黙
 もく

 して視線を
逸
 そ

 らした。

「はい、みんな組めた？　じゃあそれぞれのグループでボールのトス練習を……って、あなたどうしたの、一人じゃない」

「……！」

　できるだけ目立たぬように、それこそ背景に
溶
 と

 け
込
 こ

 むように存在感を消そうとしていた七罪だったが、やはりグループが集まる中、一人ぽつねんと佇む姿は目を引いてしまったらしい。体育教師が歩み寄ってくる。

「あっ、……私、体……保……」

　体調不良を
訴
 うつた

 え保健室に
退
 たい
 避
 ひ

 しようとした七罪だったが、思うように声が出なかった。

　無論、そんなか細い泣き声が体育教師に届くはずもない。結果、七罪は生徒たちにちらちら見られながら、手加減を知らない教師（高校時代はバレーで全国まで行ったらしい）のボールを必死に追い続けることとなってしまった。
涙
 なみだ

 が出た。女の子だもん。





　　　　◇





　四時間目の授業の終わりを
報
 しら

 せるチャイムが、校舎中に鳴り
響
 ひび

 く。

　生徒たちお待ちかねの、昼食の時間である。
皆
 みな

 
鞄
 かばん

 やランチバッグからお弁当を取り出し、友人たちと机を寄せ合って食事を始める。

　四糸乃もまた、皆と同じようにお弁当を鞄の中から取り出した。

「……♪」

　別に意図したわけではないのだが、自然と鼻歌が
漏
 も

 れてしまう。学校での昼食は、学園ドラマなどを見て楽しみにしていた時間の一つだったのである。

　もちろん、いつもの昼食に不満があるわけではないのだけれど、友だちと
一
 いつ
 緒
 しよ

 に特別な空間でお弁当を食べるというのは、四糸乃の
密
 ひそ

 かな
憧
 あこが

 れであったのだ。

　しかもこのお弁当は、今朝士道が、
十
 とお
 香
 か

 や琴里たちのものと一緒に作ってくれたものである。いつもそれを
羨
 うらや

 ましく思っていた四糸乃にとっては、願い事がダブルで
叶
 かな

 ってしまったようなものだった。

『うぅん、ご
機
 き
 嫌
 げん

 だねぇ四糸乃ー』

「うん……！」

　四糸乃は『よしのん』の声に笑顔で
応
 こた

 えると、七罪、琴里と一緒にお弁当を食べようと立ち上がった。

　が、それに合わせたようなタイミングで、視界にバサッと縦ロールの
髪
 かみ

 が現れる。

「あぁら四糸乃さん！　お一人かしら!?
 　どうしてもって言うなら──」

「あ、四糸乃ちゃんご飯食べよー」

「ほらこっちこっちー」

「わっ、四糸乃ちゃんのお弁当きれーい！」

「え、あ、あの」

　花音の
脇
 わき

 から手に弁当箱を持った女子生徒たちが押し寄せ、四糸乃を自分たちの机の方へと連れ去っていく。花音はしばしの間固まったのち、
恨
 うら

 みがましい視線を四糸乃の方に向けてきたが──四糸乃はやはり気づいていなかった。









「…………
 」

　七罪は弁当箱を
膝
 ひざ

 に
載
 の

 せながら、一人もくもくと食事を口に運んでいた。

　今七罪がいるのは教室ではなく、四方を
壁
 かべ

 に囲まれた
狭
 せま

 い空間であった。中央に椅子状の器具が、壁
際
 ぎわ

 にはロールされた紙がそれぞれ
設
 しつら

 えられている──まあ、
所謂
 いわゆる

 トイレの個室である。

　無論七罪も、最初は教室で食事を
摂
 と

 ろうとしていたのだが、例によって四糸乃と琴里が別グループに確保されてしまったため、一人ここにやってきていたのだった。

　別に七罪が教室で一人弁当を食べていたところで
誰
 だれ

 も気になどしないのだろうが、七罪の
過
 か
 剰
 じよう

 な自意識が、辺りに
溢
 あふ

 れる何気ない視線や話し声を、とんでもない
凶
 きよう
 器
 き

 に変えてしまうのである。──もしかしてあそこの女子たちは私の悪口を言っているのではないだろうか。今
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 こちらを見た男子は、私を
馬
 ば
 鹿
 か

 にしているのではないだろうか。そんな
妄
 もう
 想
 そう

 が、七罪の心をざわつかせるのだった。

　それに、四糸乃や琴里だって、七罪が教室にいない方が好都合に
違
 ちが

 いなかった。琴里はもちろん、四糸乃も七罪とは異なり、クラスメートと
上手
 うま

 くやれているようである。ならばせっかくのランチタイムを七罪のような
汚
 お
 物
 ぶつ

 が
邪
 じや
 魔
 ま

 をしていいはずはない。これがベストの
選
 せん
 択
 たく

 なのだ。

「……あれ」

　ぐるぐると考えを
巡
 めぐ

 らせながらお弁当を食べていた七罪は不意に
箸
 はし

 を止めた。いつも
完
 かん
 璧
 ぺき

 な味付けをする士道のミニハンバーグが、なんだか少しだけしょっぱく感じたのだった。

　と──そこで。

　トイレの
扉
 とびら
 越
 ご

 しに、バン！　という音が、そしてそれに次いで、何やら
荒
 あら

 っぽい声が聞こえてきて、七罪はハッと息をひそめた。









「何なのよ……何なのよ何なのよあの子はッ！　せっかくこの私が！　綾小路花音が構ってあげようとしてるのに、それを
悉
 ことごと

 く無視してッ！」

　トイレに入るなり、花音は
苛
 いら
 立
 だ

 たしげに声を上げた。するとそのあとをついてきていた女子生徒、
小
 お
 槻
 つき
 紀
 のり
 子
 こ

 がやれやれと
肩
 かた

 をすくめる。

「いや別に無視してたわけじゃないと思いますけど。どっちかっていうと花音さんの方が四糸乃さんの言葉を無視していたような」

「黙らっしゃい！」

　花音はぴしゃりと紀子の言葉を
遮
 さえぎ

 ると、両手をわなわなと
震
 ふる

 わせながら奥歯をぎりと
嚙
 か

 みしめた。

「もぉう
我
 が
 慢
 まん

 ならないわ……そんな態度を取るならこっちにも考えがあるんだから」

「えぇ……何するつもりですか？」

「そんなの決まってるじゃない。私を
舐
 な

 めた罪は何より重いわ。んもう
徹
 てつ
 底
 てい

 的に
嫌
 いや

 がらせしまくって、二度と学校になんてくるもんかー！　ってレベルのトラウマを植え付けてあげるのよ！」

「うっわぁ……やめた方がいいと思いますけどねぇ……」

「うるさいわね！　やるったらやるの！」

　花音は
叫
 さけ

 びを上げると、簡単に
化
 け
 粧
 しよう

 のチェックを済ませ、肩をいからせながら
廊
 ろう
 下
 か

 へと
戻
 もど

 っていった。









　
嵐
 あらし

 のような
剣
 けん
 幕
 まく

 で叫ぶ女子生徒が去ったあと。

　キィ……と静かに個室の
扉
 とびら

 が開いた。

「…………
 」

　そしてその中にいた少女は無言のまま
眉
 まゆ

 をひそめると、
面
 めん
 倒
 どう

 そうに息を
吐
 は

 いたのだった。





　　　　◇





「ふっふっふ……まずはなんといってもコレよね」

　生徒たちが
粗
 あら
 方
 かた

 昼食を食べ終えたあと。教室に戻ってきた花音は、手にした四角い物体を
弄
 もてあそ

 びながら不敵な
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべた。

「……？　なんです、それ」

　紀子が首を
傾
 かし

 げながら言ってくる。花音はそれを人差し指と中指で
摘
 つ

 まむと、ビッと紀子の目の前に
掲
 かか

 げてみせた。

「見てわからない？　消しゴムよ、消しゴム」

「いや、それはわかるんですけど。それをどうするんです？」

「ふふ、決まってるじゃない」

　花音はペンケースからカッターナイフを取り出すと、消しゴムを小さく切り出した。そしてその消しゴムの破片を手のひらに載せると、もう片方の手でピンと
弾
 はじ

 き、紀子の頭に
直
 ちよく
 撃
 げき

 させる。

「……えっと？」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の
砲
 ほう
 撃
 げき

 を受けた紀子が、キョトンとした様子で首を傾げる。花音は
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながらニヤリと
頰
 ほお

 を
歪
 ゆが

 めた。

「どう？　秘技、消しゴム鉄砲よ。天の
配
 はい
 剤
 ざい

 か、あの女の席は私のすぐ前。授業が始まったら、これをお
見
 み
 舞
 ま

 いしてやるの。気が散ったあの女は授業に集中できなくなり、突然先生に当てられても答えることができず、段々と精神を
疲
 ひ
 弊
 へい

 させ……うくくくっ」

「……いや、まあ、そりゃ
鬱
 うつ
 陶
 とう

 しいとは思いますけど」

　花音の
悪
 あく
 辣
 らつ

 
極
 きわ

 まる策略に、紀子が何やら
困
 こん
 惑
 わく

 した様子で返してくる。花音は不服そうに
唇
 くちびる

 を
尖
 とが

 らせた。

「何よ、文句でもあるの？」

「そういうわけじゃないですけど、てっきりもっとエグいこと考えてるのかと」

「どんなよ」

「え？　うーん……そうですね、たとえば
靴
 くつ

 に
画
 が
 鋲
 びよう

 入れたり、トイレに入ったところに水ぶっかけたり、教科書びりびりに破いたり、窓から机
放
 ほう

 り出しておめーの席ねーから！　したり……」

「は……はぁっ!?
 　何考えてるの!?
 　そんなの
可哀
 かわい

 
想
 そう

 じゃない！」

　紀子の挙げた例に、花音は思わず叫びを上げた。

「…………
 、あ、はい、そうですね」

　紀子が
腑
 ふ

 に落ちないような表情をしながら、しかし頭を下げてくる。

　するとそこで、昼休みの
終
 しゆう
 了
 りよう

 を示すチャイムが鳴り響いた。生徒たちが次々と、自分の席へと戻っていく。

「ほら紀子、あなたも戻りなさい。そして見ているがいいわ。我が神の
鉄
 てつ
 槌
 つい

 を」

「はあ」

　紀子は気のない返事をすると、
素
 す
 直
 なお

 に自分の席へと戻っていった。

　ほどなくして、
件
 くだん

 の女、五河四糸乃が花音の前の席に座り、五時間目の授業を担当する
教
 きよう
 諭
 ゆ

 が教室にやってくる。起立、礼、着席を済ませ、つつがなく授業が始まった。

「ふふふ……」

　花音は教科書の
陰
 かげ

 で消しゴムを細かく刻むと、手のひらにそれを載せ、四糸乃の後頭部に
狙
 ねら

 いを定めてピンと弾いた。

　小さな消しゴムの
破
 は
 片
 へん

 は勢いよく四糸乃の方へ飛んでいき──

　しかしその後頭部にヒットする寸前で、見えない壁にでも
阻
 はば

 まれたように花音の方に
跳
 は

 ね返ってきた。

「あたっ！」

「どうかしましたか、綾小路さん」

　予想外のことに花音が声を上げると、教諭が不思議そうに視線を向けてきた。

「あ……いえ、何でもありません」

　花音はそう言うと、教諭が授業を再開するのを待ってから、もう一度消しゴムの破片を飛ばした。──しかし、結果は同じである。消しゴムの破片は四糸乃に至る寸前に弾かれ、花音の方に跳ね返されてくる。

「…………
 」

　ピン、ピン、ピン、と連続射撃。
痺
 しび

 れを切らして、作製した破片を一気に投げつける。しかしそれらは全て跳ね返され、花音の頭に
吹雪
 ふぶき

 のように降り注いできた。

「……あぁもうッ！　何なのよこれ！」

「綾小路さん！」

「……！　あっはいすみません……」

　教諭にギロリと
睨
 にら

 まれ、花音は視線を
逸
 そ

 らして肩をすぼませた。





　　　　◇





「……くっ、一体なんだったのよ、あれは」

　五時間目
終
 しゆう
 了
 りよう
 後
 ご

 。花音は
忌
 いま
 々
 いま

 しげに顔を歪めていた。教諭には
怒
 おこ

 られるわ、消しゴム片まみれの顔をクラスメートに笑われるわ、ついでに消しゴム片がいくつか髪に
絡
 から

 んで取りづらいわで、もう最悪である。

「さあ……
椅
 い
 子
 す

 の背もたれに
透
 とう
 明
 めい

 な
下
 した
 敷
 じ

 きでも立ててたんじゃないですか？」

　
隣
 となり

 を歩く紀子が、どこか面倒そうな口調でそう言ってくる。花音は
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 を
露
 あら

 わにするように唇を尖らせた。

「それじゃ何よ、あの女、私が消しゴム飛ばすって
勘
 かん
 付
 づ

 いてたっていうの？」

「それは……わかりませんけど」

「……まあいいわ。次よ次」

「はあ。次は何するつもりなんですか？」

　紀子が、言うほどに興味はなさそうな様子で問うてくる。花音は
含
 ふく

 み笑いを
漏
 も

 らしながら、手にしたエプロンセットを示した。

「私たちがこれからやるのが何の授業だと思ってるの？」

「それは……家庭科ですけど。今日はクッキー作りでしたっけ？」

「そう。あの女のクッキー
生
 き
 地
 じ

 に、塩をたっぷりぶち込んであげようってわけ。一口
齧
 かじ

 ったら顔しわしわにして『しょっぱすー！』ってなっちゃうくらいにね！」

「…………
 ああ、そうですか」

　紀子がなぜか
呆
 あき

 れたような半眼で返してくる。しかし花音は気にせず、鼻歌を歌いながら調理室に入っていった。

　
既
 すで

 に調理室にはエプロンと
三
 さん
 角
 かく
 巾
 きん

 を着けた生徒たちが集まっている。中でも
皆
 みな

 の注目を集めているのが──
忌
 いま
 々
 いま

 しいことに件の五河四糸乃であった。

　制服の上に青のエプロンと三角巾を身に着けているだけなのだが、彼女の愛くるしさと
儚
 はかな

 げな様子が相まって、なんともグッとくる
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を
醸
 かも

 し出している。しかも左手に装着されたウサギのパペットまでもがお
揃
 そろ

 いの格好をしているものだから、もう
可愛
 かわい

 さゲージは上限
突
 とつ
 破
 ぱ

 だった。

「うっわ……何あれ可愛い……」

「……？　花音さん？」

「！　な、なんでもないわ」

　花音は
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すように
咳
 せき
 払
 ばら

 いをすると、いそいそと
身
 み
 支
 じ
 度
 たく

 を始めた。

　──そしてチャイムが鳴り、授業が始まる。

　各班に分かれ、調理開始。幸いなことに、花音たちの班は四糸乃のいる班の隣の調理台が割り
振
 ふ

 られた。さすが花音。天運がついている。

「……、今！」

　作業を行いながら
隙
 すき

 を
窺
 うかが

 い、四糸乃の手元にあったクッキー生地に、大量の塩を投入する。そして
攪
 かく
 拌
 はん

 、生地の見た目を誤魔化してから、自分の作業に戻る。この間、わずか五秒。目にも留まらぬ
早
 はや
 業
 わざ

 であった。

「あれ……？」

「ん？　四糸乃ちゃん、どうかした？」











「いえ……なんだかさっきより生地が増えてるような気がして……」

「そーお？　こんなもんじゃない？　それより早く、型取って焼いちゃおうよ！」

「あ……はい、そうですね」

　班員に
促
 うなが

 され、四糸乃が型
抜
 ぬ

 きを始める。花音はその様子を横目で見ながら、ニマニマと口元を歪ませた。

　そしてそれから三〇分後。全班が型抜きと、焼成を終える。オーブンを開けると、調理室に
香
 こう

 ばしい
匂
 にお

 いが
漂
 ただよ

 った。

「おおー！　
美味
 おい

 しそう！　ねえねえ、味見してみようよ四糸乃ちゃん！」

「は、はい！」

　四糸乃が頰を紅潮させながらうなずき、焼き上がったクッキーを一枚、口に放り込む。

「うくく……」

　花音は思わず口元が
笑
 え

 みの形になるのを
隠
 かく

 すように、手で
覆
 おお

 った。だが──

「！　美味しい……です」

「へっ？」

　四糸乃が発した予想外の言葉に、キョトンと目を丸くした。

　花音が投入した食塩は
尋
 じん
 常
 じよう

 な量ではない。まともに食べられるようなものができるとは思えなかった。

　しかし、四糸乃の表情からは
塩
 しお
 辛
 から

 さを
我
 が
 慢
 まん

 しているような様子は見受けられない。一体どういうことだろうか。

「花音さん、私たちも味見してみましょう」

「え？　え、ええ……そうね」

　同じ班の紀子に言われ、花音は首を
捻
 ひね

 りながらも自分たちの焼いたクッキーを一枚、口に放り込んだ。

　すると。

「!?
 　しょっぱすーッ!?
 」

　口の中に
凄
 すさ

 まじい
刺
 し
 激
 げき

 を覚え、花音は悲鳴を上げてその場に飛び上がった。けほけほと
咳
 せ

 き込み、
慌
 あわ

 てて水をがぶ飲みする。

「はぁっ、はぁっ、こ、これは……!?
 」

　花音は顔中に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながら息を
荒
 あら

 くした。──この
強
 きよう
 烈
 れつ

 な味。
間
 ま
 違
 ちが

 いない。花音が塩を大量投入したクッキーである。

　焼成の段階で四糸乃の班のものと入れ
替
 か

 わってしまったとでもいうのだろうか。でなければ説明が付かない。いや、まさか四糸乃がわざと──？

　と、花音が
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作りながら考えを
巡
 めぐ

 らせていると、紀子がクッキーを齧りながら不思議そうに首を
傾
 かし

 げてきた。

「どうしたんですか、花音さん」

「!?
 　紀子、あなた平気なの!?
 」

「平気って……何がですか？　
普
 ふ
 通
 つう

 に美味しいですけど」

「ど、どうなってるのよ……一体」

　花音は表情を困惑の色に染め、
呻
 うめ

 くように声を漏らした。





　　　　◇





「──綾小路花音！　決して
諦
 あきら

 めないところが美点よ！」

　放課後。
誰
 だれ

 もいない教室で、花音は
大
 おお
 仰
 ぎよう

 なポーズを取りながら声を張り上げた。

「しつこいところが欠点ですよね」

「うるさいわね！」

　ため息交じりに言ってくる紀子にぴしゃりと返す。紀子は耳を
塞
 ふさ

 ぐような仕草をしてそれをやり過ごすと、花音の方に視線を向けてきた。

「で、まだ何かやるんですか？　どうせ失敗するんだからそろそろやめておいた方がいいと思うんですけど」

「何言ってるのよ！　ここまでコケにされて
黙
 だま

 って引き下がるつもり!?
 」

「いや、完全に花音さんの
独
 ひと

 り
相撲
 ずもう

 だと思いますけど」

　紀子は諦めたように
吐
 と
 息
 いき

 すると、「で」と言葉を続けてきた。

「今度は何をするつもりですか？」

「ふっふっふ……あれを見なさい」

　言いながら、花音は教室の入り口を指さした。──正確に言うなら、
扉
 とびら

 の上の方に
挟
 はさ

 んである、チョークの粉たっぷりの黒板消しを。

　そう。教室トラップの原初にして頂点、黒板消し落としである。

「……また古典的な」

「古典は名作だから残ってるのよ！」

　花音が高らかに言うと、紀子はあごに手を当てて
唸
 うな

 ってきた。

「でも、もう放課後ですよ。四糸乃さんも帰っちゃったんじゃ」

「ふふふ……甘いわね。今日の日直は誰か忘れたの？」

「日直……は、確か琴里さん……って、もしかして」

「そう！　
親
 しん
 戚
 せき

 の子が日直なら、
一
 いつ
 緒
 しよ

 に帰るために手伝ったりするでしょ！　今ちょうど二人でゴミ捨てに行っているところよ。そろそろ帰ってくるんじゃないかしら。そして、琴里さんはゴミ箱で手が塞がってるから扉を開けるのは四糸乃さん！　どう!?
 　私の
完
 かん
 璧
 ぺき

 なプラン！」

「……希望的観測過ぎませんか、それ」

「いーえっ！　あの子ならやるわよ！　いい子そうだもの！」

「普通に
褒
 ほ

 めてるんだよなあ……」

「うるさいわね……って、あ！　しっ！　静かに！　来たわよ！」

　
廊
 ろう
 下
 か

 の方から足音が聞こえてくる。花音は紀子を引っ張って、机の
陰
 かげ

 に身を隠した。

『──ごめんねー、四糸乃。仕事はこれで終わりだから』

『いえ、そんな……でも、そういえば七罪さんは……』

『あー、用事があるから先に帰るって言ってたけど……一体何だろ』

　などと会話を
交
 か

 わしながら、四糸乃と琴里が教室へと近づいてくる。花音は段々と強くなっていく心臓の
鼓
 こ
 動
 どう

 を
抑
 おさ

 えるようにしながら、そのときを今か今かと待ちわびた。

　そして、
僅
 わず

 かに開いた扉の
隙
 すき
 間
 ま

 に、四糸乃のものと
思
 おぼ

 しき小さな手がかけられる。

「……よしッ！」

　花音はグッと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 った。

　だが──

「……へ？」

　
喉
 のど

 から間の抜けた声が漏れる。

　しかしそれも当然だ。何しろ、扉が開かれたというのに、挟んであった黒板消しが落下しなかったのである。それこそ、両面テープで
枠
 わく

 に
貼
 は

 り付けられでもしたかのように。

「ど、どうなって……」

　花音が言いかけた次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、
天
 てん
 井
 じよう

 から大きな金ダライが花音の脳天目がけて落下してきた。

「ぐひゃっ!?
 」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の
衝
 しよう
 撃
 げき

 に、花音は
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を上げて
倒
 たお

 れ込んでしまった。四糸乃と琴里が、
驚
 おどろ

 いたように花音を見下ろしてくる。

「きゃっ！　あ、綾小路さん……？」

「え、何やってるの？」

「えっ!?
 　あっ……や、それは……」

　花音がしどろもどろになっていると、四糸乃が心配そうな
面
 おも
 持
 も

 ちで「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか？」と手を差し
伸
 の

 べてきた。だが。

『……手を貸す必要なんてないわよ、四糸乃』

　そこでくぐもった声が聞こえてきたかと思うと、教室の
端
 はし

 にある
掃
 そう
 除
 じ

 用具入れの扉がバンと開いた。









「！　七罪さん！」

　七罪が掃除用具入れの中から現れると、四糸乃が驚いたように目を丸くした。ついでに花音が、
怯
 おび

 えたように
肩
 かた

 を
震
 ふる

 わせる。

「ひっ、モップのおばけ！」

「誰がモップのおばけよ！」

　七罪はたまらず
叫
 さけ

 びを上げ……乱れた
髪
 かみ

 を
手
 て
 櫛
 ぐし

 で簡単に整えた。

　次いで琴里が、不思議そうに首を傾げてくる。

「まあそれは置いといて……手を貸す必要はないって、どういうこと？」

「……そのままの意味よ。そいつ、扉に黒板消し
仕
 し
 掛
 か

 けて、四糸乃に落とそうとしてたんだもの」

「……ッ！
 」

　七罪が半眼で言うと、花音がまたもビクッと肩を震わせた。

「綾小路さんが……？」

「本当？」

「……ええ。ていうかそれだけじゃないわ。授業中消しゴムぶつけようとしてたし、調理実習のクッキーに塩入れようともしてたわ。それくらい
自
 じ
 業
 ごう
 自
 じ
 得
 とく

 よ」

「な、な……」

　七罪の言葉に、花音が
愕
 がく
 然
 ぜん

 とした表情をする。

　その顔には、「なぜそれを」という意味だけでなく、別のものも
含
 ふく

 まれているように思われた。それを示すように、花音が震える言葉を発する。

「ま、まさか、あなたが──」

「……ふん」

　
狼
 ろう
 狽
 ばい

 する花音に、吐息で返してやる。花音はそれで
全
 すべ

 てを察したらしい。
困
 こん
 惑
 わく

 の色に染まった表情で七罪を見つめてくる。

　そう。七罪の天使〈
贋造魔女
 ハニエル

 〉の力を
以
 もつ

 てすれば、四糸乃の背に
透
 とう
 明
 めい

 な
壁
 かべ

 を作ることも、クッキーの味を変容させることも、扉の開閉と連動した金ダライトラップを作ることも容易だったのである。……まあ、花音はその原理まで理解できたわけではないだろうけれど。

「そ、そんな……
噓
 うそ

 よ！　だってほぼ
即
 そつ
 興
 きよう

 よ!?
 　私が何をやるかなんてわかるはずないわ！」

　花音が
焦
 あせ

 ったように言ってくる。

　七罪は
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうに顔を
歪
 ゆが

 めながら返した。

「……わかるわよ。だってあんた──私と思考形態そっくりなんだもん」

「はえッ!?
 」

　花音が
身体
 からだ

 を
仰
 の

 け反らせる。

　無論七罪とて、花音がやりそうなことを一〇〇パーセント正確に予知したわけではない。ただ、考え得る
嫌
 いや

 がらせポイントに全て
罠
 わな

 を張っており──花音の行動が、その
範
 はん
 疇
 ちゆう

 を
超
 こ

 えなかっただけの話である。目星さえついてしまえば、物質を変質させる天使〈
贋造魔女
 ハニエル

 〉を持つ七罪にとっては、さほど難易度の高いことでもなかった。

　そして──彼女を観察する上でわかったことがもう一つ、あった。追い打ちをかけるようにビッと指を
突
 つ

 きつける。

「……思い切りも足りなければ
詰
 つ

 めも甘い。あんたどっちかっていうと、昔こういう嫌がらせされてた側でしょ」

「……ッ！
 　な、なななな……ッ！
 」

　七罪が言うと、花音はわかりやすく目を泳がせながら声を裏返らせた。

　しかし、しばしの間小刻みに身体を震わせたかと思うと、

「う……っ、うう……」

　目にじんわりと
涙
 なみだ

 を
浮
 う

 かばせ、力なく顔を
俯
 うつむ

 かせた。

「あ、綾小路さん……」

「あー、泣かせたー」

「わ、私は悪くないでしょ……！
 」

　琴里が七罪の
脇
 わき
 腹
 ばら

 をツンツンとつつきながら言ってくる。七罪は
慌
 あわ

 てる必要がないと理解しながらも、少し焦ったようにそれに返した。

　花音が、肩を震わせてしゃくり上げながら、消え入りそうな声を発してくる。

「ち、
違
 ちが

 うもん……他の
奴
 やつ

 らが、私のレベルについてこれなかっただけだもん……それなのに、なによぅ……どいつもこいつも私を
馬
 ば
 鹿
 か

 にしてぇ……」

　ぽつ、ぽつ、と
床
 ゆか

 に涙の
跡
 あと

 を作りながら、花音が
恨
 うら

 みがましく
呟
 つぶや

 く。

「……………………
 はぁ」

　その様子に、七罪はぽりぽりと頭をかきながら大きなため息を
吐
 つ

 いた。

　花音のしたことは決して褒められたことではなかったが……悲しいかな、七罪は気づいてしまっていたのである。彼女の、本当の願望に。

　七罪はもう一度
面
 めん
 倒
 どう

 くさそうに吐息すると、花音の目の前まで歩いていった。

「……あんたの事情は知らないけど、四糸乃に危害を加えようとした罪は、きっちり
贖
 あがな

 ってもらわないとね」

　そしてそう言って、花音を半ば無理矢理立ち上がらせる。すっかりしおらしくなった花音が「ひぃっ！」と情けない悲鳴を上げた。……なんだか、本当に七罪が悪者のようである。

「な、七罪さん、私は大丈夫ですから……」

「……そうはいかないわ。きっちりけじめはつけてもらわないと。……ほら、ちゃんと立つ。うんでもって頭下げて四糸乃に謝る」

「な、なんで私がそんなこと……」

「…………
 」

　七罪が無言で花音の脇腹をつねると、「ひんっ！」と身を
捩
 よじ

 らせる。

「ご、ごめんなさい……」

「よろしい。じゃあ次、右手出して」

「こ、こう……？」

「……そう。そしたらそのまま復唱。──『私と友だちになってください』」

「私と友だちになってください……って、へっ!?
 」

　
操
 あやつ

 り人形のように七罪の指示に従っていた花音が、驚いたように目を丸くする。

　しかし、
遅
 おそ

 い。前方に差し出された彼女の手は、
既
 すで

 に
状
 じよう
 況
 きよう

 を察した四糸乃によって取られていたのだから。

「はい……こちらこそ、よろしくお願いします」

　言って四糸乃がにっこりと
微笑
 ほほえ

 む。そのあまりに愛くるしい笑みに、花音が顔を真っ赤に染めた。

「な、なんで……」

　花音が
頰
 ほお

 を染めたまま、七罪の方に顔を向けてくる。七罪はフンと鼻を鳴らしながら視線を
逸
 そ

 らした。

「……だから、言ったでしょ。あんた、私と思考形態似てるって。……構って欲しくてちょっかい出してるの見え見えなのよ。馬鹿みたい」

「え……あ……」

　花音が、
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とした様子で喉を震わせる。七罪はプイと顔を逸らすと、ヒラヒラと手を
振
 ふ

 った。

「……世の中どうしようもないクズばっかだし、あんたの気持ちもわからなくはないけど、四糸乃は大丈夫だから。ちゃんと、あんたのこと見てくれると思うから。たまには
素
 す
 直
 なお

 になるのもいいんじゃないの？……じゃ、あとは友だち同士でごゆっくり。私は先に帰ってるから」

　……少々お
人
 ひと
 好
 よ

 しが過ぎた気もするし、何より自分で
実
 じつ
 践
 せん

 できていない七罪が人に何を
偉
 えら

 そうなことを言っているのだと思わなくもなかったが──まあ、たまにはいいだろう。そんなことを思いながら、教室の
扉
 とびら

 に向かって歩いていく。

　と──

「ま、待って！」

　七罪が格好良く去ろうとしていると、その背に花音の声がかけられた。

　そしてパタパタと足音がしたかと思うと、花音が七罪の前方に回り込んでくる。

「……な、何よ。やろうっての？」

　七罪は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せると、拳を握ってファイティングポーズを取った。

　だが花音は、そんな七罪の予想に反して右手を差し出すと、意を決したように言葉を発してきた。

「わ、私と……友だちになってくらひゃい……ッ！
 」

「………………………………
 は？」

　花音の口から発された予想外の言葉に、七罪は目を点にした。

　だが、花音の表情からは、ふざけた様子など見て取れない。困惑した七罪は、助けを求めるように四糸乃と琴里の方を見やった。

　しかし、二人は
上
 じよう
 機
 き
 嫌
 げん

 そうにニコニコ微笑んでいるだけであった。琴里が、からかうように肩をすくめてくる。

「似たもの同士……なんでしょ？」

「うぐ……」

　七罪は口ごもると、ゆっくりと視線を花音の方に
戻
 もど

 し──
微
 かす

 かに
緊
 きん
 張
 ちよう

 を帯びた声で返した。

「…………
 、あの、じゃあ、なんか、その、…………
 よろしく」

「……！　えっ、ええ！」

　七罪の返答に、花音が
嬉
 うれ

 しそうに顔を
綻
 ほころ

 ばせる。

　そんな二人のやり取りに、四糸乃と琴里が、ついでに花音と
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいた女子生徒が、やれやれといった様子で、どこか嬉しそうに
拍
 はく
 手
 しゆ

 した。
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『ただいまー！』

　そんな琴里の声とともに、
玄
 げん
 関
 かん

 の開く音が聞こえてくる。

「お帰りー」

　台所で夕食の準備をしていた士道がそう返すと、パタパタと
廊
 ろう
 下
 か

 を走る音が
響
 ひび

 き、ほどなくして、中学校の制服を着た少女三人がリビングにやってきた。──妹の琴里と、今日体験入学に行ってきた四糸乃、七罪である。

「おう、三人とも。
随
 ずい
 分
 ぶん

 
遅
 おそ

 かったじゃないか」

　ちらと壁の時計を見ながら言う。時刻はもう一八時を回っていた。帰宅部の琴里にしては、少々遅い時間である。

「うん。ちょっと帰りに通りの
喫
 きつ
 茶
 さ
 店
 てん

 に寄ってきちゃって」

「ああ、なるほど」

　士道は小さくうなずきながら返した。
普
 ふ
 段
 だん

 
頻
 ひん
 繁
 ぱん

 に顔を合わせている四糸乃と七罪とはいえ、同じ学校から一緒に帰ってくるというのは
新
 しん
 鮮
 せん

 な体験だろう。少し寄り道をしたくなるのも当然かもしれなかった。

「──で、中学校はどうだった？」

　士道がエプロンで軽く手を
拭
 ふ

 きながら問うと、四糸乃がキラキラした笑顔を向けてきた。

「すごく……楽しかったです！　士道さんのお弁当も……
美味
 おい

 しかったです！　あ、これ、お
土産
 みやげ

 のクッキーです！　あの、また、行きたいなって思いました……！」

「おう、ありがとう。──そっか。そりゃ何よりだ」

　
屈
 くつ
 託
 たく

 のない笑みでそう言われると、士道も嬉しくなってしまう。士道は微笑みを返すと、次いで七罪の方に目を向けた。

「七罪は？」

「…………
 、ふん。別に、予想通り。最悪よ。行く価値なんてないわ」

「あはは……そうか。そいつは──」

　と。言いかけたところで士道は気づいた。

　
憎
 にく

 まれ口を
叩
 たた

 いている割には、七罪の表情が少しいつもと違うことに。

「なんかいいことあったか？　七罪」

「……ッ!?
 　は、はァッ!?
 　別にないんだけど!?
 」

　士道の言葉に、七罪があからさま過ぎる反応を返してくる。

「……まあ、でも、なんていうか」

「ん？」

「……また四糸乃が学校に行きたいって言うんなら、付き合ってあげないこともないけど」

「ん……そっか」

　一体何があったのかはわからなかったけれど……今日の夕食がいつもより少し
賑
 にぎ

 やかになりそうなことだけは、なんとなく予想できる士道だった。















「──うふふ、ふふ」

　
時
 とき
 崎
 さき
 狂
 くる
 三
 み

 は上機嫌そうに微笑みながら、お
菓
 か
 子
 し

 の材料が並んだ
陳
 ちん
 列
 れつ
 棚
 だな

 を
眺
 なが

 めていた。

　
艶
 つや

 やかな
黒
 くろ
 髪
 かみ

 に白磁の
肌
 はだ

 。
華
 きや
 奢
 しや

 な
肢
 し
 体
 たい

 に黒いコートを
纏
 まと

 った
可
 か
 憐
 れん

 な
容
 よう
 貌
 ぼう

 の少女である。

　まあ、かちりかちりと規則的に時を刻む左目は、ただそれだけで彼女の
尋
 じん
 常
 じよう

 ならざる経歴を物語ってはいたのだけれど。

「さてさて、何にいたしましょうかしら」

　狂三は楽しげに独り言を
呟
 つぶや

 くと、並べられたチョコレートを順に手に取っていった。

　狂三が今いるのは、
天
 てん
 宮
 ぐう

 大通り沿いにある
製
 せい
 菓
 か

 材料店であった。
溶
 と

 かしやすいようにブロック状になったチョコレートをはじめとして、チョコペンや砂糖でできたメッセージプレート、さらにはラッピングに用いるであろう色とりどりの包装紙までもが
所
 ところ
 狭
 せま

 しと並べられている。

　それもそのはず。今日は二月一一日。
恋
 こい

 する
乙女
 おとめ

 たちの祭典、聖バレンタインデーまであと三日に
迫
 せま

 った日だったのである。

　無論、狂三の目的も、手作りチョコレートの材料であった。頭の中でチョコレートの完成形を思い
描
 えが

 き、必要になりそうなものを買い物カゴに
放
 ほう

 り込んでいく。

　とはいえ、狂三は甘ったるい愛の告白をするわけでもなければ、義理チョコをバラ
撒
 ま

 こうとしているわけでもなかった。

「──きひひ、ひひ」

　カカオ
含
 がん
 有
 ゆう

 率の高いダークチョコレートを手に取りながら、狂三はニィと
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を上げた。

「楽しみですわね、
士
 し
 道
 どう

 さん」

　そう、これは
霊
 れい
 力
 りよく

 を
封
 ふう
 印
 いん

 する力を持った少年・
五
 いつ
 河
 か

 士道を、狂三の
虜
 とりこ

 にするための手管の一つだったのである。

　ゆえに狂三は
万
 ばん
 全
 ぜん

 を期すため、この製菓材料店で手作りチョコの材料を物色していたのだった。

　語らう言葉は胸を
刺
 さ

 す
槍
 やり

 。

　
触
 ふ

 れる指先は身を切る
刃
 やいば

 。

　ならばこのチョコレートは、士道の心の
壁
 かべ

 を
粉
 こな
 微
 み
 塵
 じん

 に
砕
 くだ

 く
爆
 ばく
 弾
 だん

 である。

　
全
 すべ

 ては、士道をデレさせるために。

　……決して、士道に喜んでもらいたいとか、
褒
 ほ

 めてもらいたいとかといった理由からこんなことをしているわけではないのである。

「……あら？」

　と、狂三はそこで不意にぴくりと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らすと、後方を振り向いた。

　何やら、視線を感じたような気がしたのである。

　しかし、背後にそれらしき
人
 ひと
 影
 かげ

 はいなかった。

　狂三の後ろにあったのは
床
 ゆか

 と壁、そして、そこに落ちた狂三の
影
 かげ

 のみだったのだ。

「ああ……」

　視線の主に目星のついた狂三は、小さく
肩
 かた

 をすくめると、再びチョコレートの材料の物色に戻った。
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「くすくすくす」

「くすくすくす」

　暗い暗い影の中に、無数の笑い声が響く。

　影の中──という表現は、何の
比
 ひ
 喩
 ゆ

 でも
誇
 こ
 張
 ちよう

 でもなかった。

　
薄
 うす
 暗
 ぐら

 い場所やひとけの無い場所を示しているわけではない。壁や床に落ちた黒い
蟠
 わだかま

 りの中に、何人もの少女たちの
息
 いき
 遣
 づか

 いがあったのである。

　無数の──同じ
貌
 かお

 をした、少女たちの。

「あら、あら。何をしておられますの、『わたくし』」

　笑い声に気づいた少女──『狂三』の一人が、そんな声を上げる。

　すると同じ顔をした『狂三』たちが、こくりとうなずきながらそれに返した。

　そう。影の中にいるのは、
皆
 みな

 『狂三』であった。時を
操
 あやつ

 る天使〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉の力によって分身体として再現された、時崎狂三の過去の姿たちである。

「ああ、『わたくし』。少し、影の外を
覗
 のぞ

 いておりますの」

「『わたくし』もご覧になりまして？」

「何かありましたの？」

「ええ、ええ。『わたくし』が、チョコレートの材料を買っておられるようですの」

「あら、あら」

　言いながら、『狂三』はあごに手を当て、他の『狂三』と同じように外の世界を覗き込んだ。

　すると『狂三』の言うとおり、本物の狂三が、製菓材料店でチョコレートの材料を探している姿が見て取れる。

「なるほど、士道さんへの
贈
 おく

 り物ですわね」

「ええ、ええ。『わたくし』ったら、
随
 ずい
 分
 ぶん

 はしゃいでおられるご様子で」

「うふふ、我ながら少し
恥
 は

 ずかしいですわね」

　そんな狂三の姿を見ながら、分身体たちが笑う。

　そう。影の中から見える狂三の姿は、どことなく
普
 ふ
 段
 だん

 より楽しげに見えたのだ。

　が、それを見ながら、分身体の一人が思い出したように声を上げた。

「でも、確か『わたくし』は、これはあくまで士道さんをデレさせるための手段、と
仰
 おつしや

 っていましたわよ」

「ええ、仰っていましたわね」

「それ以外の意味はありませんわー、と強調までして」

　分身体がそう言うと、また別の分身体が
怪
 け
 訝
 げん

 そうに返す。

「えぇー」

「本当ですのぉ？」

「ちょっと疑わしいですわぁ」

「あ、鼻歌歌いだしましたわよ鼻歌」

「本人は気づいておられないようですけれど」

「バレンタイン・キッスですわね。選曲が少々古いですわ」

　などと口々に言い、『狂三』たちが笑う。

　別に、狂三を
馬
 ば
 鹿
 か

 にしているわけではない。何しろ彼女たちにとって本物の狂三は、未来の自分の姿に当たるのである。どちらかというと、
微笑
 ほほえ

 ましく見守っているといった方が適当だった。

「でも──」

　と、『狂三』の一人が、狂三の背を見ながら、ほうと息を
吐
 は

 く。

「少し、『わたくし』が
羨
 うらや

 ましいですわね」

「ええ、ええ。確かに」

「わたくしも、士道さんに贈り物がしたいですわ」

「わからなくはありませんけれど……勝手なことはできませんわ」

「ええ、ええ。それに、わたくしたちには仕事がありましてよ」

「でも」

「いえ」

「でも」

「でも」

　もとは全員『狂三』といえども、再現された年代によって考え方や価値観に
微
 び
 妙
 みよう

 な
違
 ちが

 いがあった。大きな目的は皆共通しているとはいえ、全員が同じ答えを出すとは限らなかったのである。

　影の中に、『狂三』たちの声が
幾
 いく
 重
 え

 にもこだましていった。
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「──さて、準備は
万
 ばん
 端
 たん

 ですわね」

　二月一三日の夜。市内に数カ所ある
拠
 きよ
 点
 てん

 のうちの一つで。

　狂三は下着姿で
腰
 こし

 に手を当てながら、来る決戦の日のための最終チェックを行っていた。

　制服、よし。防寒具、よし。
靴
 くつ

 、よし。下着──

「ふふ」

　狂三は姿見に向かってポーズを取ると、小さくうなずいた。

　白く
艶
 なま

 めかしい肌を包む、
扇
 せん
 情
 じよう

 的な下着。
手
 て
 前
 まえ
 味
 み
 噌
 そ

 にはなるけれど、この姿を目にして心の揺れない男などそうはいるまい。

「よし。そして──」

　狂三はふふっと唇を
歪
 ゆが

 めると、くるりと
身体
 からだ

 を
翻
 ひるがえ

 し、机の上に置かれた
可愛
 かわい

 らしい箱を指さした。

「チョコレート、よし、ですわ」

　チョコレート自体の出来はもちろん、ラッピングもなかなかによくできたと自負している。狂三は満足げに微笑むと、その箱を
丁
 てい
 寧
 ねい

 に
紙
 かみ
 袋
 ぶくろ

 に入れた。

　と──

「……あら？」

　不意に、狂三は首を
傾
 かし

 げた。

　部屋の床に落ちていた影が
突
 とつ
 然
 ぜん

 うねったかと思うと、そこから、狂三と同じ顔をした少女が
這
 は

 い出てきたからだ。

　しかも、その身に纏った
霊
 れい
 装
 そう

 はボロボロで、はぁはぁと苦しげに肩で息をしている。そのただならぬ様子に、狂三は思わず
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

「はぁ……っ
 、はぁ……っ
 、た、大変ですわ、『わたくし』……」

「っ、一体何がありましたの。まさか、士道さんの身に何か──」

　狂三が言うと、分身体はふるふると首を横に
振
 ふ

 った。

「わ、『わたくし』たちが、反乱を……！」

「…………
 は？」

　予想外の言葉に、狂三は表情を
困
 こん
 惑
 わく

 の色に染めた。

　反乱。もちろん言葉の意味はわかる。けれどその言葉と、狂三の
尖
 せん
 兵
 ぺい

 たる分身体たちが、頭の中で
上手
 うま

 く結びつかなかったのである。

　確かに分身体たちは、狂三の過去の
履
 り
 歴
 れき

 。切り取られた時期によっては、いわゆる
反
 はん
 抗
 こう

 期のように
素
 す
 直
 なお

 でない状態の個体もいないことはない。

　だが、狂三の絶対目的は、今まで一度も揺らいだことがなかった。ゆえに全ての分身体は個体差こそあれ、共通した思いを持っているはずだったのだ。

　しかし分身体は
真
 しん
 剣
 けん

 な
眼
 まな
 差
 ざ

 しで狂三を見上げると、
訴
 うつた

 えかけるように続けてきた。

「最初は、小さな言い合いでしたの。けれど、そのうちに
強
 きよう
 硬
 こう

 派の『わたくし』たちが台頭し始めたのですわ」

「強硬派の『わたくし』」

　あまりに耳慣れない言葉に、狂三は思わずキョトンとし、オウム返しのように復唱してしまった。

　分身体が、熱っぽい調子であとを続けてくる。

「わたくしをはじめとする
穏
 おん
 健
 けん

 派の『わたくし』たちは必死に止めようとしたのですけれど……」

「穏健派の『わたくし』」

「正確に言うのなら、新時崎派と旧時崎派の間で
諍
 いさか

 いが起き、その
隙
 すき

 に狂三原理主義の代表である『わたくし』が『わたくし』たちを引き連れて
蜂
 ほう
 起
 き

 した形になるのですけれど。いえ……今考えてみれば、
全
 すべ

 ては『わたくし』の
描
 えが

 いた絵図の通りに進んだのかもしれませんわ……」

「……よくわかりませんけれど、要するに何がありましたの？」

　ぽりぽりと
頰
 ほお

 をかきながら狂三が言うと、分身体はこくりとうなずいてから続けてきた。

「一部の『わたくし』たちが、士道さんにプレゼントを
渡
 わた

 そう同盟を結成し、影から出ていってしまったのですわ……」

「……ッ!?
 　それを早く言ってくださいまし！」

　分身体の言葉に、狂三は目を見開き声を裏返らせた。

　反乱だの強硬派だの穏健派だのと
抽
 ちゆう
 象
 しよう

 的な表現ばかりでよくわからなかったが、それは一大事である。

　分身体に余計なことをされては狂三の目的の
妨
 さまた

 げになりかねなかったし──それに、何よりも。

「過去の『わたくし』が、士道さんに贈り物……？　じ、
冗
 じよう
 談
 だん

 ではありませんわ……！」

　狂三は顔を青ざめさせると、
即
 そく
 座
 ざ

 にパチンと指を鳴らした。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、狂三の身体に
影
 かげ

 が
纏
 まと

 わり付いていき、赤と黒のドレスを形作る。霊装。精霊が纏う絶対の
鎧
 よろい

 にして城である。

「今すぐ止めませんと……！　
下
 げ
 手
 しゆ
 人
 にん

 の人数は!?
 」

「はい、大半の強硬派はわたくしたちが止めたのですけれど、その隙を
衝
 つ

 いて
首
 しゆ
 魁
 かい

 の四人が……」

「四人ですわね。わかりましたわ。──残った『わたくし』たちは引き続き仕事に当たってくださいまし」

「もしや、お一人でいかれるつもりですの？　『わたくし』たちの
行方
 ゆくえ

 もわかりませんのに……」

　狂三が指示を発すると、分身体が心配そうに言ってくる。

　狂三はフンと鼻を鳴らして身を翻した。

「余計な人員を
割
 さ

 いている
余
 よ
 裕
 ゆう

 はありませんわ。──それに、わたくしを
誰
 だれ

 だと思っておりまして？　『わたくし』たち全ての行き着く姿ですわよ？　『わたくし』たちの思考など、手に取るようにわかりますわ」

　狂三はそう言うと、その場で小さく
跳
 ちよう
 躍
 やく

 して、影の中へと
潜
 もぐ

 っていった。
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　──窓から月明かりが差し込み、教室の中を
幻
 げん
 想
 そう

 的な光で満たす。

　時刻は深夜二時。ひとけのない学校に、しかし小さな足音が一つ、
響
 ひび

 いていた。

　宿直の
教
 きよう
 諭
 ゆ

 でもなければ、忘れ物を取りに校舎に
忍
 しの

 び込んだ学生でもない。──精霊、『時崎狂三』である。

「うふふ、ふふ」

『狂三』は小さく微笑むと、そのムーディーな光景を
堪
 たん
 能
 のう

 するように目を細めながら、ゆっくりと教室の中を歩いていった。

　今『狂三』がいるのは、
来
 らい
 禅
 ぜん

 高校二年四組の教室である。

　狂三がかつて編入したクラスであり、五河士道が
在
 ざい
 籍
 せき

 する場所だ。

『狂三』は規則的に並んだ机を順に
撫
 な

 でながら歩いていくと、とある机の前で足を止めた。

「確か……ここでしたわね」

　そしてそう言って、ニッと
唇
 くちびる

 を歪める。──そう、『狂三』の
記
 き
 憶
 おく

 が正しければ、ここが士道の席であった。

「ふふ……」

『狂三』はおもむろに、手にしていた紙袋から、
綺
 き
 麗
 れい

 にラッピングされた箱を取り出した。──チョコレートである。

　そしてそれを、士道の机の中に
隠
 かく

 そうとする。

　これで明日の朝、登校してきた士道はこれを発見するはずだ。
謎
 なぞ

 に満ちたメッセージとともに──

　が、そのときであった。

「──そこまでですわ、『わたくし』」

　聞き慣れた声とともに、『狂三』の視界にぬっと影が現れたのは。

「な……っ！
 」

　突然のことに『狂三』は
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らすと、声のした方向に顔を向けた。

　するとそこには、月を背負いながら
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 と
腕
 うで
 組
 ぐ

 みをして立った、本物の狂三の姿があった。









「……やはり、ここに来ましたわね」

　下手人の一人を早々に発見した狂三は、
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうに
眉
 まゆ

 を歪めた。

　場所は来禅高校二年四組。どうやら士道の机にチョコレートを仕込もうとしていたようだ。

「あら、あら……『わたくし』ではありませんの。こんな時間にいかがなさいまして？」

　現場を押さえられた『狂三』は、しかしあまり
動
 どう
 揺
 よう

 を見せず、余裕ぶった調子でそう言ってきた。

　とはいえ、まったく
驚
 おどろ

 いていないわけではあるまい。何しろ目の前にいるのは昔の狂三なのだ。狂三にはその心境がなんとなくわかった。単純に、
狼狽
 うろた

 えるのが格好悪いと思っているのである。

　けれど、それを
指
 し
 摘
 てき

 してやるのも
野
 や
 暮
 ぼ

 というものだろう。……何より、自分も少し心苦しい。狂三は半眼を作りながらふうと息を
吐
 は

 いた。

「
惚
 とぼ

 けなくても結構ですわ、『わたくし』。
既
 すで

 に話は聞いておりますわよ。──
随
 ずい
 分
 ぶん

 と、勝手な
真似
 まね

 をしてくれたようではありませんの」

　そしてそう言いながら、月明かりに照らされた下手人の姿を見やる。

　無論相手は分身体、その顔は狂三そのものだったのだけれど、身に纏っている服装が、今の狂三とは少し異なっていた。

　白と黒を基調とした、ゴシックロリータ調のドレスである。
髪
 かみ

 は
括
 くく

 っておらず、その代わりに、
薔
 ば
 薇
 ら

 を模した髪
飾
 かざ

 りで頭部を
飾
 かざ

 っていた。

　そして、最大の
特
 とく
 徴
 ちよう

 とも言えるのがその左目である。彼女は時計の目を隠すように、
医
 い
 療
 りよう

 用の眼帯を着用していたのだ。

　……今から数年前、分身体が
皆
 みな

 自分と同じビジュアルをしていることに
嫌
 いや
 気
 け

 が差し、差別化を
図
 はか

 ろうとして別の格好をしていた時期があるのである。この眼帯の狂三が着ているゴスロリ
衣
 い
 装
 しよう

 は、だいたい五年くらい前の服装だったろうか。

　今は、同じ見た目をしているからこそ分身体の中に
紛
 まぎ

 れ、敵の目を
欺
 あざむ

 くことができると
悟
 さと

 ったため、分身体と同じ格好をしているが、狂三にもいっとき、自分なりの個性を
爆
 ばく
 発
 はつ

 させてしまっていた時期があったのである。

　そういった意味では、この眼帯の狂三は狂三の天敵と言える存在であった。何しろ、人ならば誰しもが持つ過去の苦い思い出……いわゆる『黒歴史』が、人の形を
以
 もつ

 て
顕
 けん
 現
 げん

 しているのである。それがどれほど精神衛生上よくないかは
推
 お

 して知るべしだろう。

　眼帯の狂三は、はぐらかそうとしても
無
 む
 駄
 だ

 と悟ったのだろう。ふっと息を
漏
 も

 らし、士道の机に隠そうとしていた箱を示すようにしながら肩をすくめた。

「ずるいではありませんの、『わたくし』ばかり。わたくしたちだって士道さんに
贈
 おく

 り物をしたいですわ」

　悪びれる様子もなく、眼帯の狂三がそう言ってくる。狂三は
苛
 いら
 立
 だ

 ちを覚えながらもそれに返した。

「この時代の時崎狂三はこのわたくしでしてよ。あなたはあくまで、過去のわたくしの再現体に過ぎませんわ。わたくしの計画を
邪
 じや
 魔
 ま

 しないでくださいまし」

「だってぇ、わたくしの時代に士道さんのような方はいらっしゃらなかったのですもの。それに、プレゼントが数個増えるくらい、問題ないではありませんの」

「大・あ・り・で・す・わ……ッ！
 」

　眼帯の狂三の言葉に、狂三は
怒
 ど
 気
 き

 を隠すこともなく声を上げた。

　そしてその勢いのまま、のしのしと歩みを進めていき、眼帯の狂三が手にしていた箱を引ったくる。

「きゃっ、何をしますの!?
 」

　眼帯の狂三が非難めいた視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してくる。が、構わず狂三はその箱に視線を落とした。

「過去のわたくしのセンスは、わたくしが一番信用しておりませんわ！　変なものを渡して、士道さんに引かれたらどうするつもりですの！」

「変なものだなんて、失礼してしまいますわ。中身は
普
 ふ
 通
 つう

 のチョコレートですわよ」

　眼帯の狂三が、唇を
尖
 とが

 らせながら言う。

　なるほど、その言葉に
噓
 うそ

 はないだろう。しかし、問題はそこではない。狂三はラッピングされた箱の上に張り付けられたカードに視線を落とした。

「……これは、何ですの？」

　
渋
 しぶ

 い顔をしながら、それを
矯
 た

 めつ
眇
 すが

 めつ
眺
 なが

 め回す。

　名詞くらいの大きさの黒いカードである。しかしそこにはメッセージや
連
 れん
 絡
 らく

 先などは書いておらず、その代わりに、やたらと格好いいフォント（謎の人物が通信機器越しに会話をする際、画面に映し出されていそうな書体である）で『Ｋ』という文字が印刷されているのみだった。

　まるで、
怪
 かい
 盗
 とう

 の予告状である。

　──あなたのお心、いただきにまいります……ってやかましいですわ！　と、狂三は心の中でツッコミを入れた。

　一つ一つの要素を見てみれば格好いいのかもしれない。けれどそれらが重層的に
絡
 から

 み合うことにより、そこはかとない痛々しさを
醸
 かも

 し出していたのである。

　しかし眼帯の狂三はキョトンとした様子で首を
傾
 かし

 げた。

「格好いいではありませんの」

「よくないですわ……ッ！
 　百歩
譲
 ゆず

 ってチョコはいいとして、なぜこんなものを付けますの！」

「だって誰からの贈り物かわからないでは……はっ！」

　と、そこまで言いかけたところで、眼帯の狂三が何かに気づいたようにハッと目を見開いた。

「な、なるほど……確かに言われてみればそうですわ」

　そして、わなわなと手を
震
 ふる

 わせる。その様子に、狂三ははあとため息を吐いた。

「ようやくわかってくださいまして？」

「ええ……『Ｋ』だけでは
琴
 こと
 里
 り

 さんや
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 さんからのプレゼントと誤解されてしまう可能性があるということですわね？　やはり
一
 いつ
 緒
 しよ

 に時計のマークを入れた方が……」

「
違
 ちが

 いますわぁぁぁぁぁぁッ！
 」

　狂三は
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 じみた声を上げると、
床
 ゆか

 をガン！　と
踏
 ふ

 みつけた。

　するとそこに
影
 かげ

 が広がり、眼帯の狂三の足を
捕
 と

 らえた。

「きゃあっ！」

　眼帯の狂三は悲鳴を上げたが──すぐに
状
 じよう
 況
 きよう

 を察したのか、
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らしながらも不敵な表情を作ってきた。

「残念……どうやらわたくしはここまでのようですわね。──けれど、わたくしなど狂三四天王の中では一番の小物でしてよ。残り三人の『わたくし』にどう立ち向かうか、楽しみにしておりますわ！　きひひひひ！　きひひひひひひひッ──」

　などと言って、眼帯の狂三が影にのみ込まれていく。

「……いや、狂三四天王ってなんですの」

　狂三は軽い
目眩
 めまい

 を覚えながらも、次なる下手人を捕らえるために影の中に潜っていった。
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　次に狂三が向かったのは、同じ来禅高校校舎内にある
昇
 しよう
 降
 こう

 口であった。

　他にどの時代の狂三が反乱を起こしたのかはわかっていなかったが、過去の狂三であれば、
下
 げ
 駄
 た
 箱
 ばこ

 にチョコを仕込むという王道イベントは
見
 み
 逃
 のが

 さない気がしたのである。

「……やはり、いましたわね」

　士道の下駄箱のあるスペースを
覗
 のぞ

 き込んだ狂三は、ため息交じりにそう
呟
 つぶや

 いた。

　そこには予想通り分身体の一人がおり、士道の下駄箱にチョコの箱を入れようとしているところだったのである。

　予想が当たっていたこと自体は喜ばしいことであったのだけれど、彼女らの思考がこうも読めると、やはり自分と同一人物なのだと少し
憂
 ゆう
 鬱
 うつ

 になる狂三であった。

　ともあれ、分身体の暴走は止めねばならない。狂三はあえて足音を大きく立てるようにしながらその場に
躍
 おど

 り出た。

「ストップですわよ、『わたくし』」

「……！　な……」

　狂三が姿を現すと、分身体は
微
 かす

 かに眉の
端
 はし

 を揺らして狂三の方に向き直った。

「…………
 」

　その
容
 よう
 貌
 ぼう

 を見回し、狂三は半ば自動的に頰がぴくぴくと
痙
 けい
 攣
 れん

 するのを感じた。

　こちらも先ほどの『狂三』と同じく、普通の分身体とは異なる格好をしていた。
所謂
 いわゆる

 ゴシックパンクスタイルの
装
 よそお

 いをし、
身体
 からだ

 中の至るところに包帯を巻き付けている。右手、左足、そして無論、左目を
覆
 おお

 い
隠
 かく

 すのも包帯であった。

　先ほどの狂三も
大
 たい
 概
 がい

 であったが、こちらはまた別の
拗
 こじ

 らせ方をしている。狂三は
謎
 なぞ

 の頭痛を覚えながらも、彼女の目を見返した。

　すると包帯の狂三が、落ち着き
払
 はら

 った様子で口を開いてくる。

「あら、あら……『わたくし』ではありませんの。こんな時間に──」

「ああ、そのくだりはさっきやったからいりませんわ。あなたで二人目ですの。観念してくださいまし」

　狂三が
面
 めん
 倒
 どう

 そうに言うと、包帯の狂三は不満げに「ぶー」と
唇
 くちびる

 を
突
 つ

 き出した。

「えぇ、ずるいですわそんなの。わたくしだって強者感出したいですわ。あえて敵を回復させてから戦ったりしたいですわ」

「……なんですの、それは」

　狂三はため息を吐いてから、包帯の狂三が手にした包みを指さした。

「それより、その箱を士道さんに
渡
 わた

 されるといろいろ問題が起きそうですわ。今ここで回収させていただきますわよ」

「そんな、横暴ですわ！　一体このプレゼントのどこに問題があると
仰
 おつしや

 いますの!?
 」

　包帯の狂三が
訴
 うつた

 えかけるように言ってくる。しかし狂三は
微
 み
 塵
 じん

 も同情することなく、半眼を作りながらそのプレゼントとやらを
睨
 ね

 め付けた。

「……そもそも、なぜ英字新聞で包んでありますの？」

「格好いいではありませんの」

「……では、なぜ
十
 じゆう
 字
 じ
 架
 か
 柄
 がら

 のリボンが巻いてありますの？」

「格好いいではありませんの」

「……では、なぜ包装紙にところどころ
血
 けつ
 痕
 こん

 が
滲
 にじ

 んでいますの？」

「格好いいではありませんの」

　包帯の狂三が、
即
 そく
 座
 ざ

 に答えてくる。どうやら心からそう思っている様子である。狂三はくらくらする額に手を当てて小さく
呻
 うめ

 いた。

「よろしいですの、『わたくし』。もしかしたら意外に思われるかもしれませんけれど、そういった包装は非常に人を選びますの」

「えっ、そうですの？」

「ええ。特に血痕はアウトですわ。たとえ中身が普通のチョコレートだったとしても、大半の人は中に一体何が入っているのかと不安を覚えてしまいますわ。それこそ人によっては、中身を見ずに捨ててしまう可能性だってありますわよ？」

　そう。見たところあの血痕は印刷ではなく実際に包装紙に
染
 し

 みを作ったものらしかった。本物の血かどうかはわからなかったが、そんなものが下駄箱に入っていたなら、
誰
 だれ

 でも
不
 ふ
 審
 しん

 に思ってしまうだろう。正直その
禍
 まが
 々
 まが

 しい様は、チョコレートの包装というより、小動物の死体でも
詰
 つ

 められているかのような様相だった。

　狂三の言葉に、包帯の狂三は、心底意外そうに目を丸くした。

「そんな！　わたくしそんな
物
 ぶつ
 騒
 そう

 なものは入れておりませんわ！　中に入っているのはチョコレート──」

「ですから、その包装では中身が普通だとしても……」

「──と、
髑
 どく
 髏
 ろ

 のペアリングだけですわ！」

「何余計なもの入れていますのぉぉぉぉぉッ！
 」

　狂三は大声を上げると、先ほどと同じように床に影を広げ、包帯の狂三の足をからめとった。

「あーれーぇぇっ！
 」

　包帯の狂三はそんなわざとらしい悲鳴を上げ、影の中へと吸い込まれていった。

　その際手からプレゼントの箱がすっぽ
抜
 ぬ

 け、教室の床に転がる。

　狂三はそれを目で追ったのち、ゆっくりと
膝
 ひざ

 を折ってその箱を拾い上げた。

「……あら？」

　そしてそこで、ちょうど先ほどまで死角になっていた部分にあるものを発見する。

　リボンの間に、カードが
挟
 はさ

 まっていた。

「…………
 」

　取り出してみると、裏に血文字で、『Welcome to the hell!』と書かれていた。

「…………
 」

　狂三はいろんな意味でブルッと
身
 み
 震
 ぶる

 いをすると、その箱を影の中に
放
 ほう

 り込んだ。
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「……ともあれ、これで半分ですわ」

　二人の分身体を捕らえ、学校をあとにした狂三は、影の中を泳ぐように進んでいた。

　……時間にすれば三〇分と
経
 た

 っていないというのに、なんだかもの
凄
 すご

 く
疲
 つか

 れた気がする。思わず大きくため息を
吐
 つ

 いてしまう。

「あら、あら、お疲れですの、『わたくし』」

「無理はいけませんわよ。今日はもうお休みになりませんこと？」

　するとそんな狂三に、二人の分身体が
労
 ねぎら

 いの言葉をかけてくる。

　とはいえ、狂三はその言葉を
素
 す
 直
 なお

 に受け取ることはできなかった。

　しかしそれも当然だ。何しろ狂三に声をかけてきたのは、先ほど捕らえたばかりの眼帯の狂三と包帯の狂三だったのだから。

　無論、二人は悪さができないよう手足をがっしりと
拘
 こう
 束
 そく

 されてはいたのだが、口は
塞
 ふさ

 いでいなかったため、先ほどからことあるごとに、狂三の動きに口を挟んできていたのである。

　狂三は面倒そうに半眼を作ると、二人を睨め付けた。

「わたくしを労っていただけるというのなら、残り二人の分身体の居所を吐いてくださいませんこと？　そうすればすぐにでも
眠
 ねむ

 れるのですけれど」

　そしてフンと息を吐きながら言う。

　すると眼帯の狂三と包帯の狂三は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 目を見合わせたのち、小さくうなずき合い、順に口を開いた。

「そういえば三人目の『わたくし』は、最高のチョコレートを作るためにフランスのショコラティエに
弟
 で
 子
 し

 入りすると言っていた気がしますわ」

「ああ、ああ、そうでしたわね。四人目の『わたくし』は良質のカカオを採るためにトリニダード・トバゴへ行くと言っていた気がしますわ」

　そして、しれっとそんなことを言ってくる。……無論、
噓
 うそ

 である。明らかに残り二人の分身体をかばおうとしていた。

　狂三はもう一度面倒そうに
吐
 と
 息
 いき

 してから言葉を返した。

「そうですの。貴重な情報感謝いたしますわ。──では、士道さんのお家から学校に向かうまでの通学路を調べるといたしましょうか」

「ぎくっ」

「ですわっ」

　狂三が言うと、眼帯の狂三と包帯の狂三は、
露
 ろ
 骨
 こつ

 に
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らした。……我ながら、わかりやすすぎるリアクションである。

　やはり、次の場所はそこであるようだ。

　まあ、順当なところだろう。教室と下駄箱という学校の二大ポイントを押さえた以上、次に可能性が高いのはいつも士道が通る道であった。

　とはいえ、具体的なポイントに当たりが付いているわけではない。狂三は影の中から夜の道に躍り出ると、注意深く辺りの様子を
探
 さぐ

 っていった。

　と──

「……っ!?
 」

　少し歩いたところで、狂三はビクッと肩を
震
 ふる

 わせて足を止めた。

　理由は
至
 し
 極
 ごく

 単純である。道のど真ん中に、縦横一メートルはあろうかという大きな箱が置かれていたからだ。

　しかも、ただの箱ではない。その全面が色とりどりのラインストーンでみっちりとデコレーションされており、街灯の光を浴びてキラッキラに
輝
 かがや

 いていた。
蓋
 ふた

 の上に付けられたリボンはレース素材で、これまた派手なことこの上ない。

「…………
 」

　狂三は
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔をしながら膝を
屈
 かが

 めると、ゆっくりとその箱に耳を近づけていった。

『──ふんふふん、ふんふんふーん♪』

　すると箱
越
 ご

 しに、聞き慣れた声が聞こえてくる。

「…………
 とうっ」

　狂三はすっくと立ち上がると、そのまま右足を
振
 ふ

 り上げ、箱を
蹴
 け

 り
倒
 たお

 した。

「あいたっ!?
 　ですわ！」

　箱が
綺
 き
 麗
 れい

 に倒れて蓋が開き、中から分身体が一人、転がり出てくる。

　分身体は
強
 したた

 かに打ち付けたらしい頭を押さえてその場に屈み込むと、数秒間うんうんと
唸
 うな

 ったのち、狂三に
恨
 うら

 みがましい視線を向けてきた。

「な、何をなさいますの……っ！
 」

「それはこちらの
台詞
 せりふ

 ですわ」

　狂三は視線を
鋭
 するど

 くすると、その分身体を睨め付けた。

　先ほど
捕
 と

 らえた眼帯の狂三とも包帯の狂三とも様子の異なる個体である。何しろそもそも、服が黒くない。彼女が
纏
 まと

 っているのはフリルいっぱいの真っ白いドレスに、頭を覆うボンネット、そしてハート形のやたら
可愛
 かわい

 らしい眼帯だったのだ。

　そう。甘めのロリータファッション。
俗
 ぞく

 に言う甘ロリである。昔いっとき、ほんのいっときだけこういったファッションにはまっていた時期があるのだが、その部分がピンポイントに分身体として再現されてしまっていたのだ。

　とはいえ、眼帯の狂三と包帯の狂三が出てきた時点で、この個体がいることもおおよそ予想が付いていた。
鬱
 うつ
 陶
 とう

 しげに息を吐きながらも、先ほど蹴り倒した箱に目をやる。

「……この箱はなんですの？」

　狂三がうんざりとした調子で問うと、甘ロリの狂三が得意げに胸を反らしてみせた。

「何を言っておられますの。もちろん、『プレゼントはわたくし』に決まっているではありませんの！」

　甘ロリの狂三が自信満々に言ってくる。狂三は軽い
目眩
 めまい

 を覚えて額に手を当てた。

「……だから中に入っておられましたの？」

「ええ、ええ。少し寒いのが玉に
瑕
 きず

 ですけれど」

「……まさか、士道さんが通るまでそのままでいるつもりでしたの？」

「もちろんではありませんの。プレゼントですもの。──ああ、もちろんチョコレートも用意してありますからご安心くださいまし」

「…………
 」

　狂三は
渋
 しぶ

 い顔を作って
黙
 だま

 り込んだ。なんだかもうツッコミどころが多すぎて何を言えばいいのかわからない。











　が、甘ロリの狂三はさして気にした様子もなく、倒れた箱を起こして、どこか
誇
 ほこ

 らしげに狂三に示してきた。

「見てくださいまし、この蓋の部分が力作ですのよ。
全
 すべ

 てキラキラにするのに
随
 ずい
 分
 ぶん

 時間がかかりましたわ。あ、それにこの側面部。
猫
 ねこ

 さん模様になっておりますの。他にも……」

　甘ロリの狂三が楽しそうに作品を解説してくる。

　狂三はにっこりと
微笑
 ほほえ

 むと、右手を前に
掲
 かか

 げた。
影
 かげ

 から
短
 たん
 銃
 じゆう

 が飛び出、その手に納まる。

「〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉──」

「ちょっ！　待ってくださいまし！」

　狂三が短銃を構えると、
慌
 あわ

 てたように甘ロリの狂三が声を上げてきた。

「ここ、ここを見てくださいまし！　蓋を開けると、裏に赤のラインストーンで『Ｋｕｒｕｍｉ♡』の文字が書かれておりますの！　これはもう、士道さん胸キュン
間
 ま
 違
 ちが

 いなしですわ！」

「【
四の弾
 ダレツト

 】♡」

　狂三はたおやかに微笑んだまま、短銃の引き金を引いた。

　時を
操
 あやつ

 る天使〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉の力の一つ、時間を巻き
戻
 もど

 す【
四の弾
 ダレツト

 】が箱に
炸
 さく
 裂
 れつ

 し、甘ロリの狂三の力作が一瞬で素材にまで戻される。

「きゃああああっ！　わたくしの五時間四五分がぁぁぁっ！
 」

　甘ロリの狂三がその場に膝をつき、散らばったラインストーンを見て悲鳴を上げる。

　しかし狂三は完全にそれを無視し、地面に影を広げると、それらのデコレーション素材ごと甘ロリの狂三をのみ込んだ。

「キラキラして綺麗ですわぁぁぁぁっ
 !?
 」

　
珍
 ちん
 妙
 みよう

 な
叫
 さけ

 びを上げ、甘ロリの狂三が影に吸い込まれていく。

　と、そこで。

「……あら？」

　狂三は道の上に、小さな箱が落ちているのを見つけた。これまたど派手にフリルやレース素材で
過
 か
 剰
 じよう
 装
 そう
 飾
 しよく

 された箱を、
黒
 くろ
 猫
 ねこ

 のぬいぐるみが
抱
 かか

 えている。きっとこれが、甘ロリの狂三が用意したというチョコレートの箱だろう。

　狂三はやれやれと息を吐くと、それを甘ロリの狂三が消えた影の中へと
放
 ほう

 り込んだ。

「さて……とうとうあと一人ですわね」

　そう。確か下手人の数は四人のはずである。眼帯の狂三も、狂三四天王とよくわからないことを言っていた。

　しかし眼帯の狂三、包帯の狂三、甘ロリの狂三と、反乱を起こしたのは狂三の
遍
 へん
 歴
 れき

 の中でも特に『
濃
 こ

 い』個体たちばかりである。最後の一人がいつの自分なのか、少々不安になる狂三であった。

「……まあ、
悩
 なや

 んでいても始まりませんわ」

　頭をかき、考えを切り
替
 か

 えながら顔を上げる。

「あと一人、士道さんに確実にプレゼントを
渡
 わた

 せる場所となると……」

　狂三はふむ、とあごに手を当てながら、顔をさらに上に向けた。
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「────
 うふふ」

　しんと静まりかえった部屋に、そんな、小さな笑い声が
響
 ひび

 く。

　それはそうだろう。時刻は
既
 すで

 に午前三時を回っている。この部屋の中にいる人間はとうに深い夢の中だ。

『狂三』は辺りの様子を
窺
 うかが

 うと、影から姿を現した。

　広さにして、六
畳
 じよう

 くらいの空間である。フローリングの
床
 ゆか

 に、机や
本
 ほん
 棚
 だな

 などの家具が置かれ、
壁
 かべ
 際
 ぎわ

 には制服が
掛
 か

 けてある。

　そして部屋の
隅
 すみ

 に置かれたベッドでは、この部屋の主が静かに
寝
 ね
 息
 いき

 を立てていた。

　そう。士道にチョコレートを渡すため
結
 けつ
 託
 たく

 した最後の『狂三』が選んだのは──他ならぬ『士道の部屋』だったのである。

　確かに教室の机や
下
 げ
 駄
 た
 箱
 ばこ

 、家の郵便受けでも、士道にチョコレートを渡すことは可能だろう。

　けれど確実性という面においては、ここに
勝
 まさ

 るポイントは存在しなかった。何しろ、既に士道がいるのである。サンタクロースよろしく
枕
 まくら
 元
 もと

 にチョコレートを置いておけば、士道が朝起きると同時にそれに気づくという寸法だ。

　しかもこれなら、
一
 いつ
 緒
 しよ

 に住んでいる琴里よりも一足先に士道に気づいてもらえるという特典付きである。

　それに──

「うふふ、ふふ」

『狂三』は楽しげに微笑むと、ゆっくりとした足取りでベッドの方に歩いていった。

　無論枕元にチョコレートを置くためであるが──その際、少し士道の寝顔を見るくらいは役得だろう。

　そんなことを考えながら、『狂三』は
布
 ふ
 団
 とん

 に手をかけた。

　が、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

「きひッ!?
 」

　布団からにゅっと
伸
 の

 びてきた手に手首をがっしりと
摑
 つか

 まれ、『狂三』は思わず声を裏返らせた。

　一瞬士道に気づかれたのかと思ったが──違う。今『狂三』の手を摑んでいるのは、明らかに男の手ではなかった。
肌
 はだ

 が白く、
華
 きや
 奢
 しや

 で、どこか見覚えのある──

「──
捕
 つか

 まえましたわよ、『わたくし』」

『狂三』が
狼
 ろう
 狽
 ばい

 に目を丸くしていると、布団の中から、本物の狂三が姿を現した。









　狂三は『狂三』の
腕
 うで

 を摑んだまま、ゆっくりと布団から
這
 は

 い出した。

　そう。最後の分身体は
間
 ま
 違
 ちが

 いなくここに来るだろうと
踏
 ふ

 んで、士道の布団の中に
潜
 もぐ

 り込んでいたのである。

「あなたが最後ですわね、『わたくし』」

「く──」

　狂三が言うと、分身体はその手を
強
 ごう
 引
 いん

 に振り
払
 はら

 い、後方へと飛び
退
 の

 いた。

　すると窓から差し込む月明かりによって、その分身体の姿が見て取れるようになる。

「…………
 」

　狂三は分身体の
容
 よう
 貌
 ぼう

 を見て、思わず
頰
 ほお

 をぴくりと動かした。

　それはそうだ。何しろその分身体もまた、今までの三人と同様、
普
 ふ
 通
 つう

 の分身体とは異なる格好をしていたのである。

　黒地に花の模様が
描
 えが

 かれた
煌
 きら

 びやかな着物、帯風のコルセット、広い
袖
 そで
 口
 ぐち

 から
覗
 のぞ

 くフリル──そして、左目を
覆
 おお

 い
隠
 かく

 す眼帯は、
柳生
 やぎゆう
 十
 じゆう
 兵
 べ
 衛
 え

 よろしく刀の
鍔
 つば

 風である。

　そう。今狂三の目の前にいたのは、和風ゴシックロリータ、
所謂
 いわゆる

 『和ゴス』の
装
 よそお

 いをした個体だったのだ。

「……あっ、あー……」

　狂三は額に手を当てながら、過去を思い起こすように
喉
 のど

 を
震
 ふる

 わせた。

　……そういえば、こんな装いをしたこともあった気がする。

　何というのだろうか、狂三は基本的にゴスロリ
趣
 しゆ
 味
 み

 だったのだが、ふと和風のものが格好良く見える時期があったのだ。刀の名前を調べまくったり、
無
 む
 駄
 だ

 に旧字体を使ってみたり、大正
浪漫
 ロマン

 に思いを
馳
 は

 せたり、はいからさんが通ったり……
誰
 だれ

 でもいっときはそういう時期ありますわよね？　と、狂三は心の中で誰にともなく言い訳をした。

「なんですの、その反応は」

　和ゴスの狂三が、狂三のリアクションを
訝
 いぶか

 るように
眉
 まゆ

 をひそめてくる。狂三は力なく
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら顔を上げた。

「……いえ、あの
頃
 ころ

 はいろいろ
勘
 かん
 違
 ちが

 いしていたなあと思っただけですわ」

「勘違いってなんですの!?
 」

　狂三の言葉に、和ゴスの狂三が非難の声を上げる。

「和風にしてゴシック！　日本風にしてロリヰタ！　この装いこそが、わたくしが追い求めた真理の姿ですわ！」

「……その『ロリヰタ』っていうのやめてくださいませんこと？　なぜだか背中がムズムズしますの」

　狂三は急な寒気に
身
 み
 震
 ぶる

 いをすると、気を取り直すようにこほんと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをした。

　そしてそのまま
膝
 ひざ

 を
屈
 かが

 め、先ほど和ゴスの狂三が取り落としたと
思
 おぼ

 しきチョコレートの箱を手に取る。

「あっ！　わ、わたくしのチョコレヰトが！」

「だからそれやめてくださいまし」

　狂三は頰に
汗
 あせ

 を垂らしながら言うと、手にした箱に視線を落とした。

　
色
 いろ
 鮮
 あざ

 やかな千代紙の包装に、フリルの付いたリボン。……この時点で
贈
 おく

 り主の趣味が
爆
 ばく
 発
 はつ

 しているが、問題はその箱に
添
 てん
 付
 ぷ

 されたものの方だった。

　一瞬、眼帯の狂三のようなカードかと思ったが、違う。『士道さん
江
 え

 』と書かれた
宛
 あて
 名
 な

 。
微
 かす

 かな厚み。──そう、
封
 ふう
 筒
 とう

 だ。

「…………
 」

　狂三は
嫌
 いや

 な予感を覚えつつ封筒を開けた。和ゴスの狂三が「あー！　きゃー！」と叫んでくるが、
一
 いつ
 切
 さい

 気にせず中に入っていた手紙に視線を落とす。

「…………
 おおう」

　そして数秒後、狂三は額に玉のような汗が
浮
 う

 かぶのを感じた。

　それはまさしく、
想
 おも

 いをわざとらしいまでに
綴
 つづ

 った
恋
 こい
 文
 ぶみ

 だったのである。しかも大正浪漫を勘違いした
中
 ちゆう
 途
 と
 半
 はん
 端
 ぱ

 に古風な文体ときたものだ。
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の救いは、見よう見まねの筆文字でしたためてあるため、死ぬほど読みづらいことくらいだった。

　狂三は嫌な汗をかきながらも、どうにか
心
 しん
 拍
 ぱく

 を落ち着けて、再度顔を上げた。

「……と、とにかく、あなたの考えはお見通しですわ。観念してくださいまし」

　すると和ゴスの狂三は、不敵にフッと
微笑
 ほほえ

 んでそれに返してきた。

「ええ、ええ……さすがは未来の『わたくし』ですわね。まさかこうも
鮮
 あざ

 やかに先回りされるとは」

「別に自分に
褒
 ほ

 められても何も──」

「それに、待ち
伏
 ぶ

 せという言い訳を付けて士道さんと
同
 どう
 衾
 きん

 するとは……やはり大人な『わたくし』は過激ですのね。正直勉強になりますわ」

「…………
 」

　和ゴスの狂三の言葉に、狂三は無言になった。

　するとそれに合わせるようにして、ベッドの上の士道が「うーん……」と
寝
 ね
 返
 がえ

 りを打つ。

「…………
 」

　狂三は士道の
肩
 かた

 に布団をかけ直すと、和ゴスの狂三に向き直り、その
足
 あし
 下
 もと

 に
影
 かげ

 を広げた。

「ええええっ!?
 　スルーですのぉぉぉっ
 !?
 」

　和ゴスの狂三はそんな言葉を残し、影に吸い込まれていった。

「……ふう」

　和ゴスの狂三の姿が士道の部屋から消え、狂三の影がもとの大きさに
戻
 もど

 る。狂三は小さく息を
吐
 は

 くと、身を反らすように伸びをした。

「やれやれ……これで全員ですわね」

　余計な手間を取らされてしまった。大変なのは明日だというのに──

「…………
 」

　そこで、先ほど和ゴスの狂三が言った言葉が
脳
 のう
 裏
 り

 を
掠
 かす

 め、狂三はちらと士道の方を見た。

　
穏
 おだ

 やかに寝息を立てる、無防備な顔を。

「…………っ
 」

　狂三は小さく息を
詰
 つ

 まらせると、ぷいと視線を
逸
 そ

 らした。

　なんだか、顔が少し熱い気がする。

　きっと寝不足のせいだろう。狂三はトン、と床を
踵
 かかと

 で
叩
 たた

 くと、自身も影の中へと潜っていった。
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「はあ……どうにか朝までになんとかなりましたわね」

　
拠
 きよ
 点
 てん

 に戻ってきた狂三は、大きなため息を吐いてからパチンと指を鳴らした。

　すると身に
纏
 まと

 っていた
霊
 れい
 装
 そう

 が空気に
溶
 と

 け消え、装いがもとの下着姿に戻る。

「──『わたくし』」

「はい」

　狂三が声を発すると、普通の格好をした分身体（
曰
 いわ

 く、
穏
 おん
 健
 けん

 派の『狂三』）が影から顔を出した。

「わたくしは
仮
 か
 眠
 みん

 を取りますわ。その間のことは
頼
 たの

 みますわよ。──それと、今日
捕
 と

 らえた四人は絶対に
逃
 に

 がさないこと」

「
了
 りよう
 解
 かい

 しましたわ。それではお休みなさいませ、『わたくし』」

　
恭
 うやうや

 しく礼をして、分身体が影の中に戻っていく。

「まったく、手間取らせてくれましたわね……」

　と、もう一度ため息を吐き、下着を
脱
 ぬ

 いでベッドに入ろうとしたところで、狂三はふとあることを思い出した。

「そういえば……」

　くい、と指を上に曲げる。するとその動きに反応したように、影の中から、四つの箱が飛び出してきた。

　黒のカードが付いた箱。

　包装紙に
血
 けつ
 痕
 こん

 の付いた箱。

　
黒
 くろ
 猫
 ねこ

 に
抱
 だ

 かれた派手な箱。

　手紙の
添
 そ

 えられた千代紙の箱。

　そう。
強
 きよう
 硬
 こう

 派の『狂三』たちが士道に贈ろうとしていたプレゼントの箱である。

　
全
 すべ

 て包装や
渡
 わた

 し方、添付物に問題があったため
即
 そつ
 刻
 こく

 回収したのだが──そういえば、彼女らがどんなチョコレートを作ったのかは確かめていなかったのである。

　別に今さらそんなことを知っても何にもならないのだが、そこはそれ、
好
 こう
 奇
 き
 心
 しん

 というやつである。狂三は包装を解くと、それらの箱を順に開けていった。

「……！　これは……」

　そして、全ての箱を開け。

　狂三は、目を見開いて息を詰まらせた。

　それはそうだ。何しろ、眼帯の狂三、包帯の狂三、甘ロリの狂三、和ゴスの狂三、その全てが──まったくと言っていいほど同じデザインのチョコレートを作っていたのだから。

　小さな猫の形をした、
可愛
 かわい

 らしいチョコレートが、箱の中に規則的に並んでいる。

「…………
 」

　狂三はそれをひとしきり
眺
 なが

 めると、はあ、と大きなため息を吐いた。

「……まったく、仕方ありませんわね」

　そして狂三はそう言うと、机の上の
紙
 かみ
 袋
 ぶくろ

 から、もう一つの箱を取り出した。──狂三自身が作った、明日士道へ渡すためのものである。

　少々もったいないが、包装を解き、箱を開ける。

　するとその中から、分身体たちが作ったものとよく似た猫形のチョコレートが姿を現した。

　そう。分身体たち四人は、狂三と同じ形のチョコレートを作っていたのである。

「……結局、わたくしはわたくしですのね」

　狂三は
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味に笑うと、自分の箱からチョコレートを四つ取り出すと、その空いたスペースに、分身体たちの作ったチョコレートを一つずつ詰め込んだ。















「んー……」

　早朝。家の前で、
五
 いつ
 河
 か
 士
 し
 道
 どう

 は
身体
 からだ

 を反らすようにして大きく
伸
 の

 びをした。

　なんとも
心地
 ここち

 の良い朝である。季節
柄
 がら

 ひんやりと冷え込んではいるものの、それが
僅
 わず

 かに残った
眠
 ねむ
 気
 け

 を
吹
 ふ

 き飛ばしてくれるような気さえする。

「さ……じゃあ行くか」

「ん、
戸
 と
 締
 じ

 まりオッケー」

「うむ！」

　士道の言葉に
応
 こた

 えるように、背後からそんな声が聞こえてくる。

　声の主は、中学校の制服を着た白いリボンの少女と、高校の制服を着た夜色の
髪
 かみ

 の少女である。妹の
琴
 こと
 里
 り

 と、
隣
 となり

 のマンションに住むクラスメート、
夜
 や
 刀
 と
 神
 がみ
 十
 とお
 香
 か

 だ。士道を
含
 ふく

 む三人は、まさに今から、高校と中学校に登校しようとしているところであった。

「ん、そういえば十香。
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 と
夕
 ゆ
 弦
 づる

 はどうしたんだ？」

　そこで士道は、十香の方に目を向けながらそんなことを問うた。

　
八
 や
 舞
 まい

 耶俱矢と夕弦は、十香と同じく五河家隣のマンションに住む
双
 ふた
 子
 ご

 の
姉
 し
 妹
 まい

 である。二人とも士道たちと同様、
来
 らい
 禅
 ぜん

 高校に通っているのだが、まだ今朝は姿が見えないのだった。

「むう、わからん。私も見ていないぞ」

「そっか。まああの二人のことだから、また学校まで競走とかしてるのかもしれないけど……」

　と。士道がぽりぽりと
頰
 ほお

 をかきながら言いかけたところで、マンションの門が開き、少女が二人、歩み出てきた。

　一人は、髪を編み込んだスレンダーな
肢
 し
 体
 たい

 の少女。

　もう一人は、髪を三つ編みに
結
 ゆ

 わえた豊満な身体の少女。

　顔の造作は鏡写しにしたかのように
瓜
 うり
 二
 ふた

 つで、身に着けているのも同じ制服であるため、
髪
 かみ
 型
 がた

 と表情、あとはまあ体つきくらいでしか、二人を判別することはできなかった。

　
噂
 うわさ

 をすれば何とやら。まさに今話題に上っていた双子、八舞耶俱矢・夕弦姉妹である。

「おお！　耶俱矢！」

　十香がヒラヒラと手を
振
 ふ

 りながら、八舞姉妹の方に歩み寄っていく。

「あ、おは──」

　するとその
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、耶俱矢と呼ばれた少女ではなく、隣にいた夕弦が手を上げかけ、ハッとした様子でコホンコホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをした。

「む？」

　十香が首を
捻
 ひね

 っていると、今度は耶俱矢が何かに気づいたように肩を
震
 ふる

 わせて答えてきた。

「
挨
 あい
 拶
 さつ

 。……じゃなかった。おはよう、十香。くくく、今日も我が右手が、その、
疼
 うず

 く」

「う、うむ。おはようだ……？」

　何やら少しぎこちない様子の耶俱矢に、十香が不思議そうに首を
傾
 かし

 げる。

　と、そこで琴里が、今度は夕弦に話しかけた。

「夕弦も、おはよー」

「返答。──」

　すると今度は夕弦ではなく耶俱矢の方が、その声に応えるように視線をそちらに向けた。が、こちらもすぐにハッと目を見開くと、
慌
 あわ

 てて視線を逸らす。

　そしてそれと入れ
替
 か

 わりになるような格好で、夕弦が応答を返した。

「えっと……挨拶。おはようございます、琴里。いい朝ですね」

「？　うん、そだね……？」

　琴里もまた、夕弦の
妙
 みよう

 な反応に
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔をする。

「…………
 」

「…………
 」

　耶俱矢と夕弦はそんな十香たちの反応にたらりと
汗
 あせ

 を垂らすと、どちらからともなく歩みを進め、学校への道を足早に歩いていった。

「な、なんだ、あの二人……？」

「むう」

「さあ……？」

　そんな二人の背を見送り、士道たちは怪訝そうに首を傾げた。









「…………
 」

「…………
 」

　朝の通学路をすたすたと歩きながら、辺りに人目がないことを
確
 かく
 認
 にん

 し、耶俱矢と夕弦は二人同時に
唇
 くちびる

 を開いた。

「──くく、なんたる無様よ。こうも早々に
馬
 ば
 脚
 きやく

 を現していては、先が思いやられるというものよの。まあ、貴様
如
 ごと

 きが我が姿を模すなど、
到
 とう
 底
 てい

 不可能であったということか」

「反論。その言葉、そっくりそのままお返しします。先ほどの受け答えは何をしているつもりだったのですか？」

　夕弦が耶俱矢の
 、耶俱矢が夕弦の口調と声で
 、
互
 たが

 いに言葉を投げる。

　心なしか、どこか
眠
 ねむ

 たげだった夕弦の
双
 そう
 眸
 ぼう

 は見開かれ、逆につり上がっていた耶俱矢の目は細く
平
 へい
 坦
 たん

 になっていた。

　とはいえ、二人はふざけているわけでも、ましてや中身が入れ替わっているわけでもない。

　もっと単純で、シンプルな理由。

　そう。瓜二つの顔を持つ八舞姉妹は今、耶俱矢が夕弦の、夕弦が耶俱矢の格好をしていたのである。

　夕弦の姿をした耶俱矢が、豊満な胸を強調するように
腕
 うで
 組
 ぐ

 みをし、
憤
 ふん
 然
 ぜん

 と息を
吐
 は

 く。

「ふん！　好きにほざくがよい！　どうせ
吠
 ほ

 え
面
 づら

 をかくのは貴様だ！」

「
嘲
 ちよう
 笑
 しよう

 。証明してあげます。耶俱矢にできて夕弦にできないことなど存在しません。泣いて謝るのなら今のうちですよ」

　耶俱矢と夕弦は
闘
 とう
 犬
 けん

 のように
睨
 にら

 み合うと、『フン！』と顔を
逸
 そ

 らして、学校への道を歩いていった。
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　ことの始まりは昨日。

　五河家隣に
聳
 そび

 える
精
 せい
 霊
 れい

 マンションの一室に、八舞姉妹のけたたましい声が
響
 ひび

 いていた。

「──何よ！　夕弦なんて
根
 ね
 暗
 くら

 のくせに！」

「不服。耶俱矢のような、身体の半分が
恥
 は

 ずかしさでできている女に言われたくありません」

「バファリンみたいに言わないでくれる!?
 」

　などと、耶俱矢と夕弦が今にも取っ組み合いになりそうな
剣
 けん
 幕
 まく

 で互いを
罵
 ののし

 り合う。

　
普
 ふ
 段
 だん

 仲のいい八舞姉妹には
珍
 めずら

 しい光景である。しかし、その原因は、あまりに小さなことであった。

「
怒
 ど
 髪
 はつ

 。元はと言えば、耶俱矢が夕弦のババロアを勝手に食べたのが悪いのではないですか」

「はぁぁぁぁっ
 !?
 　そっちこそ私のプリン食べてんじゃん！　おあいこでしょ！」

　そう。共用冷蔵庫に入っていた夕弦のババロアを耶俱矢が、そして耶俱矢のプリンを夕弦が
間
 ま
 違
 ちが

 って食べてしまったのだ。

　第三者がそれを見ていたなら
呆
 あき

 れてしまっていたであろう
些
 さ
 事
 じ

 。実際耶俱矢や夕弦とて、そんなことを原因に
喧
 けん
 嘩
 か

 をするとは思っていなかっただろう。

　けれど一度ついた勢いは、当人たちにも収めることができなかったのである。

「異論。夕弦がプリンを食べてしまったのは、冷蔵庫にカップが一つしかなかったからです。二つあったのにわざわざ夕弦のババロアを食べてしまうような注意力
散
 さん
 漫
 まん

 な耶俱矢とは違います」

「だからそれはごめんって言ったじゃん！　ていうか過程はどうあれ夕弦だって私のプリン食べたのに、私だけ責められるのおかしくない!?
 」

「不服。確かに夕弦に全く落ち度がないとは言いませんが、最初に耶俱矢が間違えたのが原因ではないですか。そもそも、百歩
譲
 ゆず

 って間違えたのは仕方ないにしても、なぜそれを夕弦に言わなかったのですか」

「う……ッ、そ、それは……」

「推測。夕弦に同じ
過
 あやま

 ちを
犯
 おか

 させれば、自分の罪が軽くなるとでも思っていたのですか？」

「ば、
馬
 ば
 鹿
 か

 にすんなし！　そんなことしないし！　ただ……高いプリンってこういう味なのかなって……！」

　耶俱矢が気まずそうに視線を逸らしながら言う。

　それを聞いて、夕弦が
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

「
愕
 がく
 然
 ぜん

 。まさか、ババロアとプリンを間違えたことに気づいていなかったのですか？」

「し、仕方ないじゃん！　初めて買う
銘
 めい
 柄
 がら

 だったんだし！　ていうかババロアって何だし！」

「
諦
 てい
 念
 ねん

 。もういいです。耶俱矢と話が通じると思っていた夕弦が馬鹿でした。これは品性ではなく知性の問題だったのですね」

「な……ッ」

　夕弦の言葉に、耶俱矢がキッと視線を
鋭
 するど

 くした。

「そこまで言う!?
 　ていうか前から思ってたけど何よその二字熟語！　キャラ付け？　格好いいと思ってるの!?
 　さっきいろいろ言ってくれたけど、そっちこそ恥っずかしー！」

「憤然。
養
 よう
 殖
 しよく

 中二病の耶俱矢がどの口で言うのですか。これは自然と口を
突
 つ

 いて出るだけです。教養のない耶俱矢にはわからないかもしれませんが」

「あんですってぇ!?
 」

　夕弦の言葉に、耶俱矢が声を裏返らせる。

　売り言葉に買い言葉とはよく言ったもので、言葉の
応
 おう
 酬
 しゆう

 は
留
 とど

 まるところを知らず、その売買による市場規模はいよいよ二人の手にも余るものとなっていった。

「ていうかあれだし！　教養とかなんとか言ってるけどわざわざそんな話し方する方がバカっぽいし！　そんなん私にだってできるし！」

「
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 。言いましたね。それを言うのなら耶俱矢のいつもの口調の方が安易です。
偉
 えら

 ぶった物言いをすれば
権
 けん
 威
 い

 が身につくと思っているのですか？　
滑
 こつ
 稽
 けい

 ですね」

「ち、違うし！　あれこそ我が
威
 い
 容
 よう

 が
滲
 にじ

 み出たものであるし！　
不
 ふ
 遜
 そん

 なり！」

「嘲笑。思い出したかのように口調が変わりましたね。やはりイージーです。その程度、夕弦でも簡単に
真似
 まね

 できます。というか基本的に、耶俱矢は夕弦の下位
互
 ご
 換
 かん

 なので、耶俱矢にできて夕弦にできないことはありません」

「はぁぁぁぁぁッ
 !?
 　何を申すかこの
大
 おお
 虚
 うつ

 けがッ！　
颶
 ぐ
 風
 ふう

 の
御
 み
 子
 こ

 たる我に対して何たる物言い！　その罪、首を
以
 もつ

 ても
贖
 あがな

 えぬと知れ！　貴様こそ我の
現
 うつ

 し身であろうが！」

「
挑
 ちよう
 発
 はつ

 。ならば
試
 ため

 してみますか？」

「な、何だと？」

　夕弦の言葉に、耶俱矢が怪訝そうな顔を作る。

「試す……？　試すって何よ」

「解説。言葉の通りです。夕弦と耶俱矢、どちらが
優
 すぐ

 れているか、『勝負』するのです」

「……！」

『勝負』。その言葉に、耶俱矢の
眉
 まゆ

 がピクリと
揺
 ゆ

 れた。

　だがそれも当然である。八舞
姉
 し
 妹
 まい

 にとってその言葉は、特別な意味を持っていたのだから。

　本来、精霊は一人につき一つの
霊結晶
 セフイラ

 を持っている。

　しかし、耶俱矢と夕弦はもともと一つの存在であったものが、何の因果か二つに分かれてしまった
特
 とく
 殊
 しゆ

 な精霊なのだ。

　そして、もともと一つであった二人は、いずれまた同一の個体に統合される運命にあった。

　その際、一つの
身体
 からだ

 で意識を保ち続けられる──つまりは生きていられるのは一人だけ。

　その八舞の主人格を決めるため、耶俱矢と夕弦は実に一〇〇回に
亘
 わた

 って戦いを
繰
 く

 り広げてきていたのである。

「確信。耶俱矢にできて夕弦にできないことなどありません。そして耶俱矢も同様に、夕弦にできて自分にできないことはないという
妄
 もう
 想
 そう

 に取りつかれています」

「言い方に悪意がある！」

　耶俱矢が不服そうに声を上げる。が、夕弦は気にする様子もなく続けた。

「
要
 よう
 請
 せい

 。本当に夕弦にできることが何でもできるというのなら、それを証明してみせてください」

「いやだから、それをどうしろって言ってるんだけど」

「回答。簡単です。明日一日、耶俱矢が夕弦になればよいのです」

「へっ？」

　言われて、耶俱矢は目をまん丸に見開いた。

「私が……夕弦に？」

「
肯
 こう
 定
 てい

 。幸か不幸か夕弦たちは顔の造作がそっくりです。
髪
 かみ
 型
 がた

 などを
弄
 いじ

 ればなりすますことは可能でしょう。──あくまで、外見上は」

「は……っ、なるほど」

　そこで夕弦の意図を察したように、耶俱矢が腕組みをした。

「私が夕弦の、夕弦が私の格好をして、丸一日それぞれの役目を果たせるか試すってわけね？」

「
首
 しゆ
 肯
 こう

 。そういうことです。まあ耶俱矢に夕弦の代わりが務まるとは思えませんが」

「それはこっちの
台詞
 せりふ

 だし！　夕弦が私の代わりになんてなれるわけないし！」

　耶俱矢と夕弦は向かい合ってファイティングポーズを取ると、同時にバッと手を広げた。

　そして、耶俱矢は後頭部にくるりと巻いていた
髪
 かみ

 を解き、逆に夕弦は、三つ編みに
結
 ゆ

 わえていた髪をくるりと後頭部に巻き付けた。

　同時、耶俱矢が目を
微
 かす

 かに細めてアンニュイな
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を
醸
 かも

 し出し、夕弦が目を見開いて活発そうな表情を作る。

　さすが
双
 ふた
 子
 ご

 と言うべきか、たったツーアクションのみで、耶俱矢と夕弦の印象が
綺
 き
 麗
 れい

 に入れ
替
 か

 わった。

「ふ……やるではないか、夕弦」

「返答。耶俱矢こそ。やはり外見上は──あ」

「？　何よ……って、あ」

　そこで、耶俱矢と夕弦は、
互
 たが

 いの
胸
 むな
 元
 もと

 に視線を送り合い、目を丸くした。

　そう。確かに顔はそっくり。しかし今の二人は、耶俱矢の顔の下に夕弦の豊満な胸が、夕弦の顔の下に、耶俱矢のほどよい胸が付いているような状態だったのである。





　それから数十分後。

「圧痛。痛い、痛いです、耶俱矢」

「うっさい、少しは
我
 が
 慢
 まん

 してよね！」

　八舞姉妹の部屋では、耶俱矢が夕弦の胸に、サラシをきっつぅぅぅぅ
 く巻き付けていた。

「
懇
 こん
 願
 がん

 。
止
 や

 めてください。あとは夕弦の演技力でカバーします。
遅
 おく

 れてきた成長期に
涙
 なみだ

 する耶俱矢という設定で乗り切ります」

「何よそれ!?
 　ていうかその設定でいった場合、明後日から私どうすんだし！」

「理解。それは確かに……では、コンプレックスに
耐
 た

 えかねついにパッドに手を出してしまった耶俱矢という設定で」

「……くっ」

　夕弦の言葉に、耶俱矢はさらにサラシをきつく引き
絞
 しぼ

 った。

　とはいえそれも無理からぬことではある。何しろ今、耶俱矢は夕弦とは逆に、胸元に装着した大きなブラジャーの中にパッドを
詰
 つ

 め込んでいたのである。

　しかも、一枚ずつでは夕弦のサイズを再現できなかったため、まさかのパッドおかわりまでしていた。

「……うう、なんて
屈
 くつ
 辱
 じよく

 。ていうか何なのよこれ、一体何センチあるのよ」

　耶俱矢がぐぬぬと
歯
 は
 嚙
 が

 みしていると、再び部屋に、苦しげな夕弦の声が
響
 ひび

 いた。

「
回
 かい
 顧
 こ

 。……九〇センチくらいだったと
記
 き
 憶
 おく

 していますが……正直重いし、
邪
 じや
 魔
 ま

 なだけです。耶俱矢くらいの方が動きやすいのではないですか？」

「…………
 」

　夕弦が言うと、耶俱矢の表情がたおやかな
笑
 え

 みに変わった。











「
天
 てん
 誅
 ちゆう

 」

「……ッ、悲鳴。いたたたたた……！」

　耶俱矢が天使のような顔のまま、
腕
 うで

 に血管を
浮
 う

 かび上がらせる。夕弦の
苦
 く
 悶
 もん

 の声が、部屋中に響き
渡
 わた

 った。





　　　　◇





　──そして、現在に至る。

「……
辛
 しん
 抱
 ぼう

 。ぐう……」

　耶俱矢の格好をした夕弦は、胸を
締
 し

 め付けるサラシの
圧
 あつ
 迫
 ぱく

 感に耐えながら、教師の言葉を聞き流していた。今は数学の授業であるが、正直、あまり頭に入ってこない。

　とはいえ、今のところ夕弦は、きちんと耶俱矢を演じることができていた。

　確かに慣れない口調を真似するのは
厄
 やつ
 介
 かい

 であるが、周りの級友たちもまだ正体には気づいていないようである。

　ふと耶俱矢の方を見やると、彼女は彼女で、何やら
肩
 かた

 を
揉
 も

 み
解
 ほぐ

 すような動作をしていた。どうやら慣れない重みに肩が
凝
 こ

 ってきたらしい。夕弦の視線に気づいてか、ハッとした様子で肩から手を
離
 はな

 す。

「
吐
 と
 息
 いき

 。ふん……」

　夕弦は鼻から小さく息を
吐
 は

 くと、プイと耶俱矢から視線を
逸
 そ

 らした。

　耶俱矢も今のところ
上手
 うま

 くやっているようだったが、まあ時間の問題だろう。すぐにボロを出すに
違
 ちが

 いない。

　──と、そこで、授業の終わりを示すチャイムが、教室に鳴り響いた。

「ん？　あー、じゃあ今日はここまで。各自復習しておくようにー」

　数学
教
 きよう
 諭
 ゆ

 が間延びした声でそう言って、授業を終える。夕弦は号令に従って起立、礼をしてから、気を引き締めるようにグッと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 った。

　確かに授業中も教師に回答を求められる可能性がある以上気は
抜
 ぬ

 けないが、耶俱矢を演じる上で重要なのはこの昼休みである。

　とはいえ、そこまで神経質になることもないだろう。耶俱矢が毎日こなしていることだ。特別難しいことは──

「……!?
 」

　そこまで考えたところで、夕弦は小さく眉を揺らした。

　理由は単純。不意に後方から、肩に手を置かれたのである。

　二字の言葉が口を突いて出ないよう注意しながら、そちらに
振
 ふ

 り向く。

　するとそこに、
前
 まえ
 髪
 がみ

 の長い女子生徒がいることがわかった。三組のクラスメート、
日
 ひ
 向
 むかい
 英
 えい
 子
 こ

 である。
怪
 け
 我
 が

 でもしているのか、なぜか右手に包帯をぐるぐると巻いていた。

　夕弦と耶俱矢は同じ部屋に住んでいるし、休日もよく
一
 いつ
 緒
 しよ

 に遊んでいるが、四六時中行動を共にしているわけではない。当然学校内にも、夕弦は夕弦の、耶俱矢は耶俱矢の、それぞれ独立した交友関係があるのだ。

　英子もそんな友人の一人である。夕弦とはあまり接点がなかったが、そういえば、よく耶俱矢と話しているのを見たことがあった。

　と、夕弦がそんなことを考えていると、英子が
唇
 くちびる

 を開いてきた。

「──盟約の時来たれり。参りましょうか、『ヘルメス』」

「疑問。……は？」

　予想外の言葉に、夕弦は思わず
素
 す

 で首を
傾
 かし

 げてしまった。英子が
訝
 いぶか

 しげに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せてくる。

「『
賢
 けん
 人
 じん

 会議』の時間です。先週お伝えしたはずですが」

　単語の意味はわからなかったが、どうやら彼女が耶俱矢と何らかの約束を
交
 か

 わしていたらしいことは理解できた。額に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながらも
大
 おお
 仰
 ぎよう

 にうなずき、努めて耶俱矢っぽく返す。

「あ、ああ、そうであったな？　では参ろうぞ……」

「ええ。『ディオーネ』や『アルテミス』たちもお待ちです」

「……う、うむ」

　──なんだろうか。正直、もの
凄
 すご

 く行きたくない。夕弦は自分の足が自然と後ずさりたがるのを感じた。

　が、耶俱矢を演ずる以上
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 するわけにもいかない。夕弦は英子に引きずられるように教室を出ていった。









「……あー、そういえば今日は『賢人会議』だっけ……」

　四時間目の授業
終
 しゆう
 了
 りよう

 のチャイムが鳴ったあと。クラスメートの英子（いや、今の彼女は『オネイロス』か）に連れていかれた夕弦を横目で
眺
 なが

 めながら、耶俱矢はポリポリと
頰
 ほお

 をかいた。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 かなあ夕弦……今日行けないって先に言っとけばよかっ──」

　と、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 頭を
掠
 かす

 めた考えを振り
払
 はら

 うように、耶俱矢はブンブンと首を振った。

「いや、いい気味だし。少しは私の凄さを思い知ればいいし……！」

　
憤
 ふん
 然
 ぜん

 と息を吐きながら、
椅
 い
 子
 す

 の背もたれに寄りかかる。

　確かに夕弦のババロアを無断で食べてしまったのは耶俱矢が悪かったが、それにしたって一方的に
怒
 おこ

 りすぎである。理由はどうあれ、夕弦だって耶俱矢のプリンを食べたというのに。しかも知性の問題とまできたものだ。ただ単にババロアというものを食べたことがなかったため
勘
 かん
 違
 ちが

 いしてしまっただけだというのに。いくらなんでも言葉が過ぎ──

「あ、ねーねー夕弦ちゃん」

「ん……？」

　と、耶俱矢が
苛
 いら
 立
 だ

 ちを覚えながら口をへの字にしていると、ふと女子生徒が声をかけてきた。

　
絶
 ぜつ
 妙
 みよう

 な短さを
誇
 ほこ

 るスカートに、ブレザーの
袖
 そで

 から
覗
 のぞ

 く長めのカーディガン。その場にいるだけで甘ったるい
香
 かお

 りが
漂
 ただよ

 ってきそうなゆるふわ女子である。

　確か名は、
安
 あ
 形
 がた
 結
 ゆ
 愛
 あ

 。耶俱矢はあまり話したことがなかったが、時折夕弦と一緒にいる少女だ。

「えー……返答。何ですか、結愛」

「もしよかったらこっちで
明日
 あす
 美
 み

 ちゃんたちと一緒にお昼食べない？　ちょっと相談あるんだけどぉ」

「返答。構いません」

「あはー、どうしたの夕弦ちゃん。今日、受け答えのバリエーション少なくない？」

「……っ、返答。そんなことは……」

　言われて、耶俱矢は頰に汗を垂らした。確かに先ほどから『返答』しか言っていない。

　夕弦は
癖
 くせ

 でやっているようだが、
咄
 とつ
 嗟
 さ

 に自分の行動や心情を漢字二字で表すのは案外難しいものなのである。

　耶俱矢は必死に頭を回転させ、どうにか間を空けないよう言葉を続けた。

「……
漆
 しつ
 黒
 こく

 。お昼でしたね。ご一緒しましょう」

「え、なんで急に
邪
 じや
 悪
 あく

 な感じになったのー？　結愛こわーい」

「
煉
 れん
 獄
 ごく

 。気のせいです。それより、相談とは？」

　耶俱矢が先を
促
 うなが

 すように言うと、結愛は
可愛
 かわい

 らしい動作で
身体
 からだ

 をくねらせながら返してきた。

「結愛、新しい彼ができたんだけどぉ、彼とのコトで
悩
 なや

 んでてぇ、夕弦ちゃんにアドバイスもらえたらと思ってぇ」

「……はい？」

　結愛の言葉に、耶俱矢は二字熟語を付けるのも忘れて首を傾げた。









「──よく集まってくれた。それではこれより、『賢人会議』を
執
 と

 り行う」

　昼休み。
遮
 しや
 光
 こう

 カーテンで
覆
 おお

 われた
謎
 なぞ

 の部屋で、
怪
 あや

 しげな人物がそう言った。

　一応学内である以上ここの生徒ではあるのだろうが……黒いローブを
纏
 まと

 い顔に
奇
 き
 妙
 みよう

 な仮面を着けた者を、『怪しげ』以外の言葉で表現する
術
 すべ

 を、夕弦は持っていなかった。

「…………
 」

　とはいえ、今の夕弦がそれを言えた立場でないこともまた、確かであった。

　何しろ夕弦もまた、その生徒（
皆
 みな

 に『ゼウス』と呼ばれていた）と同じような格好をさせられていたのだから。

「……
怪
 け
 訝
 げん

 。一体何なのですか、これは……」

　夕弦は小さな声で
呟
 つぶや

 きながら、部屋の中を見回した。夕弦と似たような格好をした生徒が数名、
円
 えん
 卓
 たく

 を囲うように座っている。その中には夕弦をここに連れてきた英子（もとい、ここでは『オネイロス』と言うらしい）の姿もあった。

　けれど、そんな夕弦の疑問になど気づかぬ様子で、皆が口々に話し始めた。

「今日皆に集まってもらったのは他でもない。『結社』の動きがここに来て、無視できないものとなってきたのだ」

「な……『ゼウス』、まさかそれでは」

「うむ。『死海文書』に記された『
審
 しん
 判
 ぱん

 』は近い」

「
馬
 ば
 鹿
 か

 な、『終末の
獣
 けもの

 』を呼び起こすつもりか」

「『神々の
黄昏
 たそがれ

 』を
恐
 おそ

 れぬというのか」

「ふ……ならば我らも
黙
 だま

 ってはおれませんな」

「応とも。だが世界を
終
 しゆう
 焉
 えん

 から救うには『三種の神器』が必要となる」

「しかしまずは『門番』を
倒
 たお

 してからでなければ」

「…………
 」

　目の前で
繰
 く

 り広げられる会話に、夕弦はたらりと汗を垂らした。なんだか難しげな言葉をいろいろと使っているが、中身がふわふわしすぎていて何の話をしているのかよくわからない。

　するとそんな夕弦を
不
 ふ
 審
 しん

 に思ってか、『ゼウス』が声をかけてきた。

「どうした『ヘルメス』。いつも
饒
 じよう
 舌
 ぜつ

 な
其方
 そなた

 が一言も発さぬとは
珍
 めずら

 しいな」

「……！　い、いや……何でもないである」

「？　まあよい。其方の考えを聞こう」

「!?
 　考えであるか……？　いや、まあ、その」

　いきなり話題を振られて夕弦がしどろもどろになっていると、『賢人会議』の面々が訝しげに夕弦に視線を向けてきた。

「何か様子がおかしいぞ。其方は本当に『ヘルメス』か……？」

「まさか、
既
 すで

 に『結社』の手がここまで……!?
 　おのれ、仮面を取れ！」

「……！」

　仮面の生徒たちの言葉に、夕弦はビクッと肩を
震
 ふる

 わせた。

　ここまで
上手
 うま

 くやってきたというのに、こんなところで正体を
見
 み
 抜
 ぬ

 かれるわけにはいかない。頭の中から
羞
 しゆう
 恥
 ち
 心
 しん

 を追い出し、バッとローブを
翻
 ひるがえ

 しながら立ち上がる。

「ふ、ふふふ……はははは！『結社』など恐るるに足らず！　この『ヘルメス』の
邪
 じや
 眼
 がん

 は、既に『三種の神器』の場所を
摑
 つか

 んでおるわ！」

「おお……っ!?
 」

　自信満々な夕弦の言葉に、仮面の生徒たちが目を丸くする。

「ふうむ、さすがだな『ヘルメス』」

「うむ。して、その場所は一体？」

「それは……あれだ、
全
 すべ

 ては『カオス』の意志のままに……確率時空が収束したとき、
零
 ゼロ

 と一の
狭
 はざ
 間
 ま

 に答えは現れるだろう……とかなんとか」

　なんだかもう自分でも何を言っているのかわからない。

　だが夕弦の言葉に、仮面の生徒たちは一瞬あごに手を置いたあと「……なるほど」とうなずくと、何やらいそいそとメモを取り始めた。

「ふむふむ……となると次は『三種の神器』の
詳
 しよう
 細
 さい

 だが──」

「う」

『ゼウス』の言葉に、夕弦は思わず口ごもった。それはそうだ。何しろ夕弦の言葉は全て出任せ、耶俱矢の発言を思い出して切り
貼
 は

 りしただけである。あまり
突
 つ

 っ
込
 こ

 まれるとボロが出そうだった。というか既に出ている気がしてならなかった。

　しかし『ゼウス』が、そのまま意外な言葉を続ける。

「──やはり
剣
 つるぎ

 、鏡、
勾
 まが
 玉
 たま

 というのは元ネタに引っ張られすぎだろうか。もっとこう、
斬
 ざん
 新
 しん

 なやつの方が……」

「…………
 は？」

　先ほどまでと異なる様子に夕弦がキョトンとしていると、他の面々がそれに返した。

「いや、基本を押さえるのは重要ですよ。三つの要素は残しつつ、世界観に合わせてアレンジするのがいいんじゃないですかね」

「そうそう。読んだ人が『あれ、これってもしかして元ネタこれじゃね？』と
勘
 かん
 付
 づ

 いてくれるくらいがちょうどいいって」

「うーん、でもさすがにいろんな神話混ぜすぎて収拾付かなくならないかなって。どう整合性を取っていくか……」

「いやいや、それについては今『ヘルメス』がヒントをくれたじゃないですか。零と一の狭間……つまりこの世界は丸ごとゲームだったんですよ！」

「！　な、なるほど！　それならば今までのことに説明が付く……！」

「……質問。あの、何の話をしているのですか」

　もとよりわからなかった意味がさらにわからなくなり、夕弦は
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せながら問うた。すると皆が、不思議そうに首を
傾
 かし

 げながら返してくる。

「何って、新作のネタ出しだけど……」

「『
賢
 けん
 人
 じん

 会議』──それはネタに困った文芸部員が不定期に行うネタ出し会である」

「ちなみに部誌発行前とか新人賞の
締
 しめ
 切
 きり

 前なんかはやたら増える」

「いや、『ヘルメス』は私たちにない発想してくれるからありがたいよ」

「……
納
 なつ
 得
 とく

 。そういうことですか」

　やたらと説明
臭
 くさ

 い皆の言葉を聞いて、はあと息を
吐
 は

 く。
突
 とつ
 然
 ぜん

 
怪
 あや

 しげなところに連れてこられて
困
 こん
 惑
 わく

 していたが、ようやく事情が摑めた。なるほど、耶俱矢らしい
助
 すけ

 っ
人
 と

 の仕方である。

　が、そう
安
 あん
 堵
 ど

 もしていられなかった。仮面の生徒たちがメモを片手に、またも夕弦に視線を向けてきたのだ。

「して『ヘルメス』。次なる予言を記すがいい」

「この世界は
虚
 きよ
 構
 こう

 であったと？　ならばそれは
誰
 だれ

 の手によるものだというのか」

「まさか、神を
超
 こ

 える神が？」

「思案。その、ええと……」

　心なしか先ほどよりも積極的な皆の姿勢に、夕弦は困惑気味に目を泳がせた。









　ところ変わって二年三組の教室の一角では、女子たちが集まって弁当を食べながら、わいわいと会話を
交
 か

 わしていた。

「──でさぁ、その彼なんだけどさぁ。奥手すぎて何もしてこないっていうかぁ」

「えー。でもそんなもんなんじゃないの？」

「…………
 」

「って言ってもさぁ、もうひと月にもなるのにキスもしてこないんだよぉ？　映画行って買い物行ってご飯食べて、『これからどうする』って言ったら『そろそろ帰る？』って。いやいやいやいや！　そこはいっとけよと！」

「あー、それはウザーい。そもそも女からどうする？　って言わせてるのがそもそもありえなーい」

「…………
 」

「ねー、ホントねー。でもなんかこっちから
誘
 さそ

 うのもヤじゃない？　何かそれとなくアピールできる方法、また夕弦ちゃんに教えてもらおうと思って」

「はひゃッ!?
 」

　急に話を
振
 ふ

 られ、耶俱矢は思わず声を裏返らせた。

「何、どうしたの夕弦ちゃん、変な声出して」

「ね、なんかさっきから一言も
喋
 しやべ

 ってないし。体調でも悪いの？」

「堕天。な、なんでもないしです」

　耶俱矢は、顔にだらだらと
脂
 あぶら
 汗
 あせ

 を
浮
 う

 かべながら首を振った。

　──耶俱矢に耶俱矢の交友関係があるように、夕弦にも夕弦の友だちがいることは
把
 は
 握
 あく

 していたが、まさかこのような話をしていたとは。

　耶俱矢とて女子。
所謂
 いわゆる

 ガールズトーク的なものをしたことがないわけではないが、ここの話題は少し進んでいるというか、何とも反応に困るものだったのである。

「ほら、今の彼も、夕弦ちゃんのアドバイスのおかげでゲットしたとこあるじゃん？　いやまさか、八舞式ボディタッチがあんなに効果的だとは思わなかったよぉ」

「ホントホント。でもそういえば、まだ
技
 わざ

 が残ってるって言ってたよね？　聞きたーい」

「や、そ、それは……」

　耶俱矢は顔中に
汗
 あせ

 を浮かばせた。八舞式ボディタッチとは一体。耶俱矢も八舞なのに知らなかった。

　と、そんな耶俱矢を不審に思ってか、結愛たちが首を傾げてくる。

「どうしたの夕弦ちゃん。顔真っ赤だよ？」

「ねー。なんか耶俱矢ちゃんみたい」

「……ッ!?
 」

　二人の言葉に、耶俱矢はビクッと
肩
 かた

 を震わせた。

　こんなところでバレるわけにはいかない。バクバクと鳴る心臓を押さえつつも、
余
 よ
 裕
 ゆう

 ぶって
咳
 せき
 払
 ばら

 いをする。

「
獄
 ごく
 炎
 えん

 。い、いいでしょう。夕弦の八舞式テクニック応用編をお教えします」

「おー！」

「待ってましたー！」

　パチパチと
拍
 はく
 手
 しゆ

 をする二人に、耶俱矢は必死に考えを
巡
 めぐ

 らせた。

　そして数秒ののち、コホンと咳払いをする。

「
奈
 な
 落
 らく

 。こ、こう、二人で歩いているとき、さりげなく小指と小指をくっつける……とか……」

　耶俱矢が
頰
 ほお

 を赤らめながら言うと、結愛と明日美はしばしの間キョトンとしたのち、キャハハ、と笑い出した。

「えー、今日どうしたの夕弦ちゃん、純心ー」

「ねー、それも可愛いんだけどさ、もっとこう、前教えてくれたみたいなのない？」

「え……えぇっ!?
 」

　──これ以上過激なもの……だと？

　耶俱矢は二人の期待に満ちた目に、絶望的な
心地
 ここち

 で頭を
絞
 しぼ

 った。
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「
溜
 ため
 息
 いき

 。はぁ……」

『賢人会議』を終えた夕弦は、フラフラとした足取りで
廊
 ろう
 下
 か

 を歩いていた。

　あのあとひたすらに難しげな単語を並べ、あの場を乗り切りはしたものの、あれ以上続けていたなら、正体が夕弦であることがバレてしまっていたやもしれない。……正直、夕弦が吐いた適当に過ぎる言葉がどんな話になっているのか、少し読んでみたくはある。

「
吐
 と
 息
 いき

 。とはいえ……乗り切りました」

　夕弦は呼吸を整えると、ポケットからスマートフォンを取り出し、時間を
確
 かく
 認
 にん

 した。

　まだ五時間目の授業までは少し時間がある。少し休ませてもらうことにしよう。

　が、夕弦がそんなことを考えながら教室へ向かっていると、その背にまたも声がかけられた。

「おお、いいところで会ったね、
幻
 げん
 夜
 や

 」

「……？」

　
妙
 みよう

 な
呼
 こ
 称
 しよう

 を不思議に思いながらも振り返り──夕弦はまたも眉根を寄せた。

　それはそうだ。そこにいたのは上級生と
思
 おぼ

 しき女子生徒だったのだが、ブレザーの下にやたらパンキッシュなデザインのパーカーを着て、
腕
 うで

 や首元にジャラジャラとシルバーアクセサリーを付けていたのである。ついでに、その背に大きなギターケースを背負っている。

　夕弦の
記
 き
 憶
 おく

 が確かなら、軽音楽部で耶俱矢好みのゴシックパンク系バンドを組んでいる生徒である。確か名は──
不知火
 しらぬい

 ・
緋
 ひ
 澄
 ずみ

 ・リリエンベルク。

　どこからどう聞いても本名ではないが、まあそれはそういうものなのだろう。……そういえば彼女がこちらに向かって言った『幻夜』という名も、たまに耶俱矢が使うハンドルネームだった気がする。一体耶俱矢はいくつ名前を持っているのだろうか。

「何用である、不知火」

「ふ、何を言っているんだい。我が『アンギル』の
言
 こと
 霊
 だま

 使い・幻夜よ。君に
頼
 たの

 んでいた新曲の歌詞の件だよ」

「……確認。は？」

　不知火の言葉に、夕弦は目を点にした。が、彼女はそんな夕弦の様子に気づく風もなく、
懐
 ふところ

 から一枚の紙を取り出すと、それを夕弦に向けて広げてみせた。

　そこには耶俱矢好みの画数の多い漢字や、
微
 び
 妙
 みよう

 に
怪
 あや

 しいドイツ語がびっしりと並んでいた。

「君の歌詞を初めて耳にしたときは心が
震
 ふる

 えたよ。まさか私の世界観にここまで共鳴する言霊を生み出す者が存在していたのかと」

「は、はあ……そうであるか」

　不知火がやたらと格好いいポーズを決めながら言う。夕弦は頰にたらりと汗を垂らした。

「だが、すまぬな。まだ新曲の歌詞はできていないである。その、多分明日あたりにはできていると思うのでもう一度来てほしいである」

　夕弦と耶俱矢の勝負はとりあえず今日一日である。明日には耶俱矢がなんとかしてくれるだろう。夕弦はそう返した。

「あっはっは、何を言っているんだ幻夜。君の言霊はそのようなものではないだろう」

　しかし不知火は
可笑
 おか

 しそうに笑うと、背負っていたケースを下ろし、中から
漆
 しつ
 黒
 こく

 のギターを取り出した。

「
旋
 せん
 律
 りつ

 とともに
唇
 くちびる

 よりこぼれ落ちる言の葉。さあ、
刹
 せつ
 那
 な

 の
煌
 きら

 めきを見せてくれ！」

　そしてピックを
閃
 ひらめ

 かせ、そのまま廊下のど真ん中で演奏を始める。
突
 とつ
 然
 ぜん

 の音楽に、生徒たちがなんだなんだと視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してきた。

　
日
 ひ
 頃
 ごろ

 耶俱矢語に慣れ親しんだ夕弦には、彼女の言葉の意味がなんとなく知れた。──要は、メロディに合わせて
即
 そつ
 興
 きよう

 で作詞をしろと言っているのである。

「
狼
 ろう
 狽
 ばい

 。うぐ……」

　正直
恥
 は

 ずかしいことこの上なかったが、今夕弦は夕弦ではなく耶俱矢……
否
 いな

 、『幻夜』なのである。やらざるを得なかった。

「し、漆黒の……
煉
 れん
 獄
 ごく

 ？」

「漆黒の煉獄！」

　たどたどしく夕弦が言うと、不知火がメロディに合わせてその歌詞を復唱した。

「堕天せし……その、
翼
 つばさ

 ？」

「堕天せしその翼！」

「……ぐ、グーテンターク？」

「グーテンタァァァァァァァァ
 ク！」

　……結局、その苦行にも近い
羞
 しゆう
 恥
 ち

 プレイは、
騒
 さわ

 ぎを聞きつけた
教
 きよう
 諭
 ゆ

 がやってくるまで続けられた。









「……あーもう、なんて話してんのよあの子ら……」

　耶俱矢はぼやくようにそう言うと、トイレに
設
 しつら

 えられた手洗い場で、顔にパシャンと水をかけた。……心なしか、まだ顔が熱い気がする。

　とはいえそれも無理からぬことではあった。何しろ耶俱矢はあのあと、結愛と明日美に
恋
 こい

 のレクチャーをしていたのである。

　どうにかトイレに
逃
 に

 げ延びることには成功したものの、それまでに二人の
猛
 もう
 攻
 こう

 をかわすため、耶俱矢の
妄
 もう
 想
 そう

 力を
以
 もつ

 てあることないこと並べ立ててしまった。耶俱矢の顔がまだ赤いのも、二人の
猥
 わい
 談
 だん

 というよりは、自分でしてしまった妄想話の方が原因に思えて仕方なかった。

　まあ、とはいえ何とかバレずに乗り切ることはできた。耶俱矢はふうと息を
吐
 は

 くと、ハンカチで手と顔を
拭
 ふ

 き、廊下に出ていった。

　が──そのとき。

「あっ！　見つけましたよゆづ
先
 せん
 輩
 ぱい

 ！　どこいってたんですか！」

「へっ？」

　不意に声をかけられ、耶俱矢は小さく
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らしながら振り向いた。

　見やると、一人の少女が手を振っていることがわかる。確か、
服
 ふく
 飾
 しよく

 部の
樫
 かし
 井
 い
 絵
 え
 菜
 な

 。彼女もまた、ときどき夕弦と話している生徒だ。

　耶俱矢はまた
厄
 やつ
 介
 かい

 な
臭
 にお

 いを感じつつも、そちらに向き直った。

「
焦
 しよう
 熱
 ねつ

 。どうしましたか、絵菜」

「何言ってるんですか、服のモデルしてくれるって言ったじゃないですか！　みんな待ってますよ！」

「
紅
 ぐ
 蓮
 れん

 。あ、ああ……そうでしたか。これはすみません」

「さあさ、早く！」

「あっ、ちょ……」

　言葉を待たず、絵菜は耶俱矢の手を引いて足早に廊下を歩いていった。

　そして家庭科室の
扉
 とびら

 を開け、そのまま中に入っていく。
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、部屋の中にいた女子生徒たちの視線が耶俱矢に集まった。

「お、きたきた。何してたのよ夕弦っち」

「
消
 しよう
 滅
 めつ

 。す、すみません、ちょっと」

「まあいいや。時間ないからこれ着てみて？」

　言って、眼鏡をかけた女子生徒がテーブルの上に置かれていた服を差し出してくる。

　まだ
仮
 かり
 縫
 ぬ

 い段階であったようだが、
綺
 き
 麗
 れい

 な
生
 き
 地
 じ

 で
縫
 ほう
 製
 せい

 されたドレスである。その心地
好
 よ

 い
手
 て
 触
 ざわ

 りに、耶俱矢は思わずほうと息を吐いてしまった。

「ほらほら、早く早く」

「
秘
 ひ
 奥
 おう

 。わかりました。では──」

　と、制服を
脱
 ぬ

 ぎかけたところで、胸元のゆさっという
感
 かん
 触
 しよく

 を思い出し、耶俱矢は手を止めた。

　そう。今の耶俱矢の胸は、文明の利器によって夕弦サイズになっているのだが、服を脱いでしまってはそのタネが白日の
下
 もと

 に
晒
 さら

 されてしまうのだ。

「
熾
 し
 天
 てん

 。あ、あちらの部屋で
着
 き
 替
 が

 えてきます……」

「え？　別にここでいいのに……」

　服飾部員たちは不思議そうに首を
傾
 かし

 げたが、耶俱矢は
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すように
苦
 く
 笑
 しよう

 を
浮
 う

 かべると、ドレスを持って
隣
 となり

 の部屋へと入っていった。

　そして
誰
 だれ

 にも
覗
 のぞ

 かれぬよう、手早く制服を脱ぎ、慣れない手つきでドレスを
纏
 まと

 って、再び元の部屋へと
舞
 ま

 い
戻
 もど

 った。

「
螺
 ら
 旋
 せん

 。このような感じでいかがですか」

　言って耶俱矢が軽くポーズを取ると、部員たちが「おおー！」と声を上げた。

「きゃー！　ゆづ先輩
素
 す
 敵
 てき

 ー！」

「やっぱスタイルエグいよねぇ。モデル頼んで大正解だわ」

「やりましたね部長！　これなら今度の大会もいけますよ！」

　などと、黄色い声が上がる。

　が、部長と呼ばれた眼鏡の女子生徒だけが、難しげな顔で耶俱矢をジッと見つめてきていた。

「んー……」

「？　どうかしましたか、部長」

「いや、何か、前に見たときよりプロポーションに
違
 い
 和
 わ

 感があるような気がして……」

「……っ!?
 」

　部長の言葉に、耶俱矢は思わずギクッとしてしまった。

「は、
覇
 は
 道
 どう

 。そんなことはありません。夕弦はいつでもナチュラルです」

　耶俱矢が
上
 うわ
 擦
 ず

 った声で言うと、部長はしばしの間
唸
 うな

 ったのち、ポリポリと
頰
 ほお

 をかいた。

「うーん……まあ、気のせいかな？」

　部長が
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながら言う。耶俱矢はほうと
安
 あん
 堵
 ど

 の息を吐いた。

「んじゃ、夕弦っち、今度はこれお願い。こっちもサイズ見ときたいんだ」

「
聖
 せい
 魔
 ま

 。お安いご用です。次は何を──」

　と。耶俱矢はそこでヒッと息を
詰
 つ

 まらせた。

　だがそれも当然だ。何しろ部長が手にしたのは、胸の形がバッチリわかってしまう、セクシーなランジェリーだったのだから。
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　──終業を示すチャイムが、校舎に鳴り
響
 ひび

 く。

「
吐
 と
 息
 いき

 。……はあ」

　にわかにざわめき出す教室の中で、心身共に
疲
 つか

 れ果てた夕弦は、大きなため息を吐き出した。

　今日は一日とは思えないくらいにいろいろなことがあった。……耶俱矢の
真似
 まね

 くらい簡単と高をくくっていたが、まさか耶俱矢が夕弦の知らないところでこうも様々なことをしていたとは。

「
感
 かん
 慨
 がい

 。耶俱矢も、
頑
 がん
 張
 ば

 っているのですね……」

　誰にも聞こえないくらいの小さな声でふっと
呟
 つぶや

 く。時間が
経
 た

 ったからか、今日一日の体験のためか、耶俱矢への
怒
 いか

 りが段々と鳴りを
潜
 ひそ

 め、その代わりに一種の尊敬にも似た不思議な感覚が胸の
裡
 うち

 に広がっていたのである。

　耶俱矢にできることなど自分にもできるなどと、
随
 ずい
 分
 ぶん

 
驕
 おご

 ったものである。姿形は似ていても、中身は別物であることなど、夕弦たちが誰よりもわかっていたことだろうに。

　ともあれ、これ以上耶俱矢の知り合いに
捕
 つか

 まっては身が
保
 も

 たない。夕弦は一刻も早く学校から出るため、そそくさと下校の準備を整え、教室から出ていった。

　が──校舎を出ようとしたところで。

「耶俱矢！　待ってたよ！」

　そんな
威
 い
 勢
 せい

 の良い声が、前方からかけられた。見やると、
昇
 しよう
 降
 こう

 口の前に、まるで夕弦を待ち構えていたかのように、女子生徒たちがずらりと並んでいることがわかる。
皆
 みな

 一様に、『来禅高校女子サッカー部』のロゴがプリントされたジャージを纏っていた。

「…………
 」

　何だか
途
 と
 方
 ほう

 もなく
嫌
 いや

 な予感がする。夕弦は、今日一日で
鍛
 きた

 えられてしまった危機感知センサーがビンビンに反応するのを感じた。

　そんな夕弦の
懸
 け
 念
 ねん

 を後押しするように、部長と
思
 おぼ

 しき少女が進み出てきて、がっしと夕弦の手を
握
 にぎ

 ってくる。

「協力に感謝する。本当に──ありがとう」

「……念のため問うが、何用であるか……？」

「ん？　何を言ってるんだ。今日はウチの試合の
助
 すけ

 っ
人
 と

 をしてくれるって約束じゃないか」

「…………
 」

　予感的中。部長の言葉に、夕弦は頰に
汗
 あせ

 を垂らした。

　そんな夕弦に気づかぬ様子で、後方に
控
 ひか

 えていた部員たちが、ぐっと
拳
 こぶし

 を握りながら熱っぽく語ってくる。

「ホントに助かったッス。相手は都大会常連の
仙
 せん
 城
 じよう

 大付属……でも耶俱矢
先
 せん
 輩
 ぱい

 がいれば勝てるかもしれないッス！」

「……は？」

「おいおい、気を引き
締
 し

 めろよ。負けたら
廃
 はい
 部
 ぶ

 ってことに変わりはないんだ。八舞がいてくれるからって油断するなよ？」

「は、廃部……である……？」

「はい！　でも、耶俱矢先輩が
授
 さず

 けてくれた必殺フォーメーション〈
霊
 れい
 幻
 げん
 凶
 きよう
 陣
 じん

 ・
皇
 すめら

 ノ型〉があれば、負ける気がしないッス！」

「…………
 」

「ああ……
頼
 たの

 むぞ、八舞！」

「……………………
 、ちょっと、トイレに行ってくるである……」

　キラキラと
輝
 かがや

 く部員たちの
瞳
 ひとみ

 に見つめられ。

　キリキリと痛む胃を押さえながら、夕弦は校舎の中へと戻っていった。









「つ、疲れた……」

　
嵐
 あらし

 のような一日が終わり、放課後。耶俱矢は全身を
脱
 だつ
 力
 りよく

 させ、夕弦の机に
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 していた。

　ちなみに昼休みの一件は、さすがにランジェリー姿を晒すわけにはいかなかったため、授業のチャイムが鳴るまで適当な話で誤魔化し、その場を
逃
 のが

 れてきた。あとでもう一度サイズを合わせてあげるよう、夕弦に言っておかねばなるまい。

　そこで、そういえば自分は今夕弦と
喧
 けん
 嘩
 か

 中だったということを思い出し、ははっと
乾
 かわ

 いた
笑
 え

 みが
漏
 も

 れてしまう。

「……夕弦ってホント
頼
 たよ

 りにされてるんだなあ……」

　大きなため息を
吐
 つ

 きながら、そんなことを呟く。

　夕弦になりきろうだなんて、我ながら
随
 ずい
 分
 ぶん

 と思い上がったものである。今日一日夕弦を演じてみて、改めて彼女の
偉
 い
 大
 だい

 さがわかってしまった耶俱矢だった。

　……まあ、ともあれ一日を終えたことに変わりはない。夕弦も早々に帰ってしまったようであるし、耶俱矢も帰路に
就
 つ

 くとしよう。

　と、そう考えて顔を上げ──

「……ん？」

　耶俱矢は、不意に眉をひそめた。

　一人の女子生徒が、教室の扉に
隠
 かく

 れるようにして、耶俱矢の方にチラチラと視線を送ってきていたのである。一組の女子、
蓮
 はす
 沼
 ぬま
 咲
 さき
 子
 こ

 だ。

「……
邪
 じや
 眼
 がん

 。何ですか？」

「ひゃふ……っ！
 」

　耶俱矢が声をかけると、咲子はビクッと身体を
震
 ふる

 わせ、その場に
尻
 しり
 餅
 もち

 をついてしまった。

「降魔。だ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか」

　
慌
 あわ

 ててそちらに
駆
 か

 け寄り、手を差し
伸
 の

 べる。すると咲子は「すいません、すいません」と謝りながらその手を取って立ち上がった。

「ごめんなさい、夕弦さん。ご
迷
 めい
 惑
 わく

 ばかりおかけして……」

「
幻
 げん
 影
 えい

 。いえ……って、『ばかり』？」

　言葉の
途
 と
 中
 ちゆう

 で、耶俱矢は首を
捻
 ひね

 った。なんだか咲子の言い回しに小さな違和感を覚えたのである。

　そんな耶俱矢の感覚を裏付けるように、咲子がペコリと頭を下げてくる。

「き……今日は、どうかよろしくお願いします」

「……、聖戦。ね、念のためお聞きしますが、今日は何のご用で……」

　耶俱矢が額に汗を
滲
 にじ

 ませながら
尋
 たず

 ねると、咲子はモジモジと
身体
 からだ

 を
揺
 ゆ

 すってから、たどたどしく答えてきた。

「え？　わ、私、二組の
杉
 すぎ
 山
 やま

 くんのことが……その、気になってて……それを話したら、夕弦さんが、自分に任せろって言ってくれたじゃないですか……」

「…………
 、絶望」

　思いがけない咲子の言葉に、耶俱矢は頰をピクピクと震わせた。思わず「なんてタイミングでなんてこと引き受けてんのよ夕弦ぅぅぅぅぅッ！
 」と
叫
 さけ

 び出しそうになってしまう。

「あ、あの、どうかしましたか……？　言われた通り、放課後校舎裏に来てくれるよう手紙は出しておきましたけど……」

「……
深
 しん
 淵
 えん

 。ま、まま任せてください。準備は
万
 ばん
 端
 たん

 です……ただその前にちょっとトイレ行ってきます……」

　耶俱矢は、プレッシャーに痛む胃を押さえながら、よろよろと
廊
 ろう
 下
 か

 を歩いていった。









「……
懊
 おう
 悩
 のう

 。困ったことになりました……」

　女子トイレの個室で便器に
腰
 こし
 掛
 か

 けながら、夕弦は身体を折るようにして頭を
抱
 かか

 えていた。

　それはそうだ。何しろ部活の存亡がかかった試合の助っ人をしなければならないというのである。

　耶俱矢の考案したフォーメーションというのも
謎
 なぞ

 であるし、何よりこのサラシを巻いたままでは夕弦は本来の動きをすることさえできはしない。こんな状態で
強
 きよう
 豪
 ごう

 校を相手に立ち回れる自信はなかった。

　しかし、だからといって
逃
 に

 げるわけにもいかない。女子サッカー部員たちの話によれば、耶俱矢は今試合のキーマンらしい。それを欠いてしまっては、結局敗北することになってしまうだろう。

　そうなったなら部活は廃部（なぜそんな
状
 じよう
 況
 きよう

 にまで追い込まれたのかはわからなかったが）、ひいては耶俱矢の名を
貶
 おとし

 めることになりかねない。

「
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 。こんなもの、どうしろというのですか……ッ！
 」

　行くも
地
 じ
 獄
 ごく

 。逃げるも地獄。夕弦は頭をガリガリと
搔
 か

 き
毟
 むし

 りながら叫びを上げた。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──









「あぁぁぁもぉぉぉぉ
 何だしこれぇぇぇ……
 」

　困り果てた耶俱矢は、一時トイレの個室に逃げ込み、身体を丸めて頭を抱えていた。

　まさかよりにもよって告白の手伝いをさせられることになるとは。責任重大すぎて吐き気さえ
催
 もよお

 してしまいそうだった。

　まずい。非常にまずい。夕弦には何か腹案があったようだが、耶俱矢は咲子のことを顔と名前くらいしか知らないし、二組の杉山など今初めて知った。対策など立てようがない。

　というかそれ以前に、耶俱矢に告白のサポートなどという
繊
 せん
 細
 さい

 な仕事ができるとは思えなかった。このままでは
玉
 ぎよく
 砕
 さい

 は
免
 まぬか

 れないだろう。意を決した告白。気まずそうにそれを断る男。悲しそうに笑う咲子。あはは……いいんです。わかってました。やっぱり私なんかじゃ
駄
 だ
 目
 め

 ですよね。夕弦さん、ありがとうございます。すっきりしました。

　翌日、校舎の屋上には
揃
 そろ

 えられた
靴
 くつ

 と遺書が──

「あ、あああああああああ……っ」

　頭の中で
繰
 く

 り広げられた
壮
 そう
 大
 だい

 な
妄
 もう
 想
 そう

 に、顔を青くする。さすがに悲観的に考えすぎではあったけれど、今の耶俱矢にそれを冷静に
捉
 とら

 える
余
 よ
 裕
 ゆう

 はなかった。

　それはそうだ。咲子は言った。
既
 すで

 に杉山を校舎裏に呼び出してあると。耶俱矢がいつまでもここで
蹲
 うずくま

 ったままでは、玉砕以前に杉山が帰ってしまうだろう。

　しかし、だからといって耶俱矢が出ていったところで……

「あああッ！　こんなの、どうしろっっていうのよぉぉぉッ！
 」

　耶俱矢は身を反らすようにして絶叫した。

　瞬間──









　そう。その、瞬間である。

「！　反応。──今のは」

「!?
 　え……？　今の声って……」

　女子トイレで頭を抱えていた夕弦は、耶俱矢は。

　──
隣
 となり

 の個室から
響
 ひび

 いてきた叫びに、まったく同時に目を見開いた。





　　　　◇





「部長……耶俱矢先輩
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ッスかね。トイレ随分長いッスけど……もしかしたら体調悪いんじゃ……」

「む……」

　後輩の言葉に、女子サッカー部部長は難しげな顔をしながら
腕
 うで
 組
 ぐ

 みした。

　確かに今日の耶俱矢は少し様子がおかしかった気がする。どことなく
物
 もの
 腰
 ごし

 が
柔
 やわ

 らかかったし、試合のことをよく覚えていないようであった。一瞬、耶俱矢の
双
 ふた
 子
 ご

 の夕弦と
間
 ま
 違
 ちが

 えてしまったかと思ったくらいだ。

　しかし、あの胸のサイズは耶俱矢でしかあり得ないだろう。夕弦のバストはそれこそサッカーボール級。遠目にも間違えるとは思えなかった。

　だがそうすると、やはり後輩の言うとおり、身体の調子が悪いのだろうか……？　だとすればそれは非常にまずい。今日の作戦は耶俱矢が起点となっている。彼女を欠いてしまっては、
到
 とう
 底
 てい

 仙城大付属には勝てないだろう。

「ううん……」

「──はーっははははははッ！」

　と、部長が
微
 かす

 かな不安を覚えながら
唸
 うな

 っていると、そんな
懸
 け
 念
 ねん

 を
吹
 ふ

 き飛ばすかのように、
威
 い
 勢
 せい

 のいい笑い声が響いた。

「な……っ!?
 」

「あ、あれはっ！」

「──とうっ！」

　部員たちが
驚
 おどろ

 いていると、校舎二階の窓から、
人
 ひと
 影
 かげ

 がバッと空に
躍
 おど

 り出た。

　そしてその人影は空中でくるりと一回転すると、
昇
 しよう
 降
 こう

 口のひさしの上にカッ！　と降り立つ。

「遠からん者は音に聞け！　近くば寄って目にも見よ！　そして
讃
 たた

 えるがよい！　
疾
 しつ
 風
 ぷう
 凶
 きよう
 嵐
 らん
 颶
 ぐ
 風
 ふう

 の
御
 み
 子
 こ

 ・八舞耶俱矢の高き名を！」

　そんな口上に合わせ、耶俱矢がバッと
肩
 かた
 掛
 が

 けにしたブレザーを
翻
 ひるがえ

 す。その派手な登場に、部員たちが一瞬
呆
 ほう

 けたのち、わぁっと盛り上がった。

「
凄
 すご

 いッス！　耶俱矢先輩、絶好調ッス！」

「さっきの感じが
噓
 うそ

 みたいだわ！」

「心なしかさっきより胸が縮んでる！」

「空気
抵
 てい
 抗
 こう

 の軽減!?
 」

　部員たちが口々に耶俱矢を讃える。耶俱矢はなんだか心底
爽
 そう
 快
 かい

 そうに（一部の言葉には少し複雑そうな顔をしていたが）それを受け止めると、グッと
拳
 こぶし

 を天に
突
 つ

 き上げた。

「よろしい！　ならば戦士たちよ、我に付いてくるがよい！　
御
 お
 主
 ぬし

 らに、勝利の美酒の味を教えてやるッ！」

『おおおおおおおおおおおッ！』

　耶俱矢の声に呼応するように、部員たちの
雄
 お
 叫
 たけ

 びが響き
渡
 わた

 った。









「だ、大丈夫かな……夕弦さん」

　二年三組の教室で夕弦を待ちながら、咲子は落ち着かない様子で指を組んだり
離
 はな

 したりしていた。

　夕弦がトイレに向かってから既に二〇分以上が過ぎている。もしかしたら体調が悪いのかもしれなかった。

　そういえば先ほどの夕弦は少し様子がおかしかった。どことなく落ち着きがなかったし、言葉の前の二字がなんだか
邪
 じや
 悪
 あく

 だったような気がしたのである。……
機
 き
 嫌
 げん

 でも悪かったのだろうか？　それとも、咲子の告白が
辿
 たど

 る暗い道行きを暗示でもしていたというのだろうか。

「…………
 」

　ちらと教室の時計に目をやり、こくんと
唾
 だ
 液
 えき

 を飲み込む。

　咲子が
急
 せ

 かせるような立場ではないのだが、もうすぐ杉山が校舎裏に着いてしまう時間だった。

　手紙には相手に不信感を
与
 あた

 えないために、咲子の名前を書き
添
 そ

 えてある。つまり、もしも夕弦が腹痛か何かで動けなかったとしても、咲子は校舎裏に行かざるを得ない。

　告白して玉砕したなら
失
 しつ
 恋
 れん

 した女子。しかし現場に
赴
 おもむ

 かなかったなら、杉山に対して
悪戯
 いたずら

 を
仕
 し
 掛
 か

 けた不届きな女子になってしまうからだ。

「…………っ
 」

　だが、一人で杉山のもとに向かうことを考えると、それだけで足が
震
 ふる

 えてその場に蹲りそうになってしまう。これでは告白どころか、まともに話すことさえ困難である。

「──
到
 とう
 着
 ちやく

 。
遅
 おそ

 くなりました」

　と、咲子が
祈
 いの

 るような気持ちで目を
伏
 ふ

 せていると、教室の入り口の方から、そんな声が聞こえてきた。

「！　夕弦さん！　
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか？」

「
肯
 こう
 定
 てい

 。心配をかけましたね、咲子。もう
万
 ばん
 全
 ぜん

 です。夕弦が、マスター仕込みの手管を
授
 さず

 けてあげます。咲子の
魅
 み
 力
 りよく

 に彼もメロメロです」

「あ……ありがとうございます」

　先ほどとは打って変わって自信に
溢
 あふ

 れた夕弦の言葉に、咲子は少し
緊
 きん
 張
 ちよう

 がほぐれるのを感じた。

　二字熟語からも邪悪さは消えているし、心なしか先ほどより
胸
 むな
 元
 もと

 が大きく見える。……これが
噂
 うわさ

 に聞くオーラというやつだろうか？

「先導。時間がありません。いきましょう、咲子」

「は……はいっ！」

　咲子は大きくうなずきながら返事をすると、勝利の
女
 め
 神
 がみ

 のあとを付いていった。





　　　　◇





　その日の夜。五河家のキッチンで夕食の準備をしながら、士道はちらとリビングの方を見やった。

　理由は単純。リビングには十香や琴里をはじめとして数名の
精
 せい
 霊
 れい

 たちが既に集まっていたのだが──

「いやもう……ホント夕弦って凄い。改めて思い知ったわ。何なの？　
完
 かん
 璧
 ぺき
 超
 ちよう
 人
 じん

 ？　私じゃ全然
及
 およ

 ばないわ」

「否定。そんなことはありません。耶俱矢こそ
素
 す
 晴
 ば

 らしいです。夕弦では相手になりません。尊敬の眼差しが止まりません」

「いゃふふ……そんなことないってばぁ。あ、昨日はババロア勝手に食べちゃってごめんね。今日帰りに買ってきたのが冷蔵庫に入ってるから、あとで食べて？」

「反省。こちらこそごめんなさい。夕弦もプリンを買ってきました。食べてください」

　などと、ソファに
隣
 とな

 り合って座った八舞
姉
 し
 妹
 まい

 が、
仲
 なか
 睦
 むつ

 まじい
恋
 こい
 人
 びと

 のように手を
絡
 から

 ませながら、そんな甘ったるい会話を繰り広げていたのである。

　
日
 ひ
 頃
 ごろ

 から仲の良い姉妹ではあるが、今夜は特に
濃
 のう
 厚
 こう

 だ。士道は
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らしながら
苦
 く
 笑
 しよう

 した。

「どうしたんだ二人とも。またやけに仲がいいじゃないか」

　士道が言うと、耶俱矢と夕弦は
左
 さ
 右
 ゆう
 対
 たい
 称
 しよう

 の動作でふふんと胸を反らした。

「
至
 し
 極
 ごく

 当然である。我が半身たる夕弦こそ、世界の定理の体現者なれば」

「
誇
 こ
 示
 じ

 。天に
轟
 とどろ

 く耶俱矢の素晴らしさを讃えることは当然です」

　そしてそう言って、またも二人で
互
 たが

 いの
腕
 うで

 をつんつんと
突
 つつ

 き合う。

「ははは……」

　何があったのかは知らないが、まあ、仲が良いことはいいことである。今朝会ったときは何やら険悪そうな
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 があっただけに──

「あ、そういえば」

　と、士道はそこで朝のことを思い出し、再び二人に目を向けた。

「耶俱矢、夕弦。なんで朝、お互いの格好なんてしてたんだ？　また何かの勝負だったのか？」

「へ？」

「
驚
 きよう
 愕
 がく

 。気づいていたのですか、士道」

　士道が言うと、耶俱矢と夕弦は驚いたように目を丸くした。どうやら、気づかれていないと思っていたらしい。

「いや、そりゃ気づくだろ。なあ？」

　言いながら士道が他の精霊の方に目をやると、朝八舞姉妹に
遭
 そう
 遇
 ぐう

 した十香と琴里は一様にこくりと首を前に
倒
 たお

 した。

「ええ。
上手
 うま

 く化けてはいたみたいだけど。……特に耶俱矢。あれどうやったのかあとで教えなさいよ」

「うむ。見た目は正反対になっていたが、
匂
 にお

 いが違ったぞ」

「…………
 」

「…………
 」

　
皆
 みな

 の言葉を聞いて、耶俱矢と夕弦は目を見合わせ──

「ぷ……っ、はは、あははははっ！　ほらやーっぱ！　私なんかじゃ夕弦の
真似
 まね

 無理だったんだってぇ！」

「破顔。ふふ、ふふふふふっ。やはり夕弦に耶俱矢の代わりは荷が重かったようです」

　二人同時に、たいそう
可笑
 おか

 しそうに笑い始めた。

「な、なんだぁ……？
 」

「むう……？」

　なんとも不思議な二人の様子に、士道たちは顔を見合わせた。















「助けてくださぁぁぁぁ
 いっ！」

　
鳶
 とび
 一
 いち
 折
 おり
 紙
 がみ

 が
五
 いつ
 河
 か

 家のリビングで小さな電子部品を
弄
 いじ

 っていると、
突
 とつ
 然
 ぜん

 そんな声とともに勢いよく
扉
 とびら

 が開かれ、一人の少女が転がり込んできた。

　
綺
 き
 麗
 れい

 に切り
揃
 そろ

 えられた
紫
 し
 紺
 こん

 の
髪
 かみ

 に、見事なプロポーションを
誇
 ほこ

 る長身。精霊にして人気アイドル、
誘
 いざ
 宵
 よい
 美
 み
 九
 く

 である。

「どうしたの」

　突然の大きな音や来訪者にも、折紙は
狼狽
 うろた

 えなかった。部品を弄る手を止め、勢い余ってソファにダイブした美九に目をやる。

　すると美九はぐるんと勢いよく
身体
 からだ

 を起こし、折紙の方に向き直ってきた。

「ああっ！　折紙さん！　よかった、探してたんですよぉっ！　あの、折り入って相談があるんですけどぉ……」

「相談？」

　折紙が短く返すと、美九はキョロキョロと辺りを見回した。

「あの、念のため
確
 かく
 認
 にん

 ですけど、今お一人ですよね？　他に
誰
 だれ

 もいませんよね？」

「いない」

　折紙はこくりとうなずきながら答えた。今五河家には、折紙たち以外の精霊はもちろん、家主の
士
 し
 道
 どう

 や
琴
 こと
 里
 り

 もいないはずである。

　家主がいないのに折紙だけがリビングにいるというのもおかしな話ではあったけれど、精霊の数が増えてからは、半ばここが集合場所と化していたため、精霊たち全員に合い
鍵
 かぎ

 が配られているのである。

「
盗
 とう
 聴
 ちよう
 器
 き

 とか仕掛けられてたりは……」

「私のもの以外はない」

「よかったぁ、それなら安心ですねぇ」

　折紙の言葉に、美九が
安
 あん
 堵
 ど

 の息を
吐
 は

 く。

　いつもならここで士道か琴里あたりから
突
 つ

 っ
込
 こ

 みが入るのだが、今は折紙と美九しかいないためそれもなかった。……なければないで少し
寂
 さび

 しい気がしないでもなかった。

「……それで、相談なんですけどもぉ。折紙さんに一つ、お願いがあるんですー」

「なに？」

　折紙が問うと、美九は小さくうなずいてから続けてきた。





「私と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に──『
怪
 かい
 盗
 とう

 』になって欲しいんです！」





「…………
 、どういうこと？」

　美九の言っていることの意味がわからず、首を
傾
 かし

 げる。すると美九はさもあらんというようにうなずいたのち、続けてきた。

「つまりですね……折紙さんに、あるものを
盗
 ぬす

 むお手伝いをして欲しいんです」

「…………
 」

　
穏
 おだ

 やかならざる美九の言葉に、折紙は
微
 かす

 かに
眉
 まゆ

 を動かした。

　だが
数
 すう
 瞬
 しゆん

 思案を
巡
 めぐ

 らせたのち、得心とともに息を吐く。

「──
靴
 くつ
 下
 した

 ？　それとも歯ブラシ？」

「あっ、いえ、だーりんグッズの話ではなくてですね」

　美九がふるふると首を横に
振
 ふ

 る。どうやら違ったらしい。

　とはいえ、よく考えてみれば道理である。もしそれならば折紙の手など借りずとも、今決行すればよい話だ。まあ、拝借したあとに士道に
一
 いつ
 切
 さい

 
違
 い
 和
 わ

 感を
抱
 いだ

 かせない
代替物
 フエイク

 を用意したいというのであれば話は別かもしれなかったけれど。

　しかしそうすると、『盗む』という言葉がさらに
不
 ふ
 穏
 おん

 な意味を帯びてくる。美九も折紙の様子からそれを察したのか、
訂
 てい
 正
 せい

 するように続けてきた。

「いや、『盗む』っていってもですね、正確には『取り返す』っていう方が正しいんですよー」

「どういうこと？」

「実はですねー……」

　美九は、大きく息を吐いたのち、話を始めた。
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「……怪盗ライラック、ですかぁ？」

　とある日の放課後。自宅でお茶を楽しんでいた美九は、対面に座った少女が発した言葉に目を見開いた。

「はい……」

　すると少女が、外見に似合わぬ
流
 りゆう
 暢
 ちよう

 な日本語でそう返してくる。

　ロザリー・ウエルベック。つい先日、美九の通う
竜胆
 りんどう

 
寺
 じ

 女学院にやってきた
交
 こう
 換
 かん

 留学生である。

　絹のように
艶
 つや

 やかな
金
 きん
 髪
 ぱつ

 に、血潮が
透
 す

 けて見えるかのような白い
肌
 はだ

 。細かな所作の一つ一つに気品と教養が見て取れる、『深窓の
令
 れい
 嬢
 じよう

 』という言葉をそのまま人型にしたような、
可
 か
 憐
 れん

 な少女であった。

　有り
体
 てい

 に言うと、美九の好みど真ん中である。……まあ、美九の女の子に対するストライクゾーンは東京ドームくらい広いので、ど真ん中が
幾
 いく

 つも存在するのだけれど。

　
閑
 かん
 話
 わ
 休
 きゆう
 題
 だい

 。ともあれ、今までチェックしていなかった
可愛
 かわい

 い女の子を学内で見つけた美九は、そのテンションのまま
即
 そく
 座
 ざ

 に彼女をお茶会に
誘
 さそ

 い、
自
 じ
 慢
 まん

 のお茶とお
菓
 か
 子
 し

 を振る
舞
 ま

 っていたのであるが──どうも彼女の表情が
優
 すぐ

 れない様子だったのだ。

　そこで事情を聞いてみたところ、先ほどの名が飛び出してきたのである。

「はい……ご存じですか？　
近
 ちか
 頃
 ごろ

 世間を
騒
 さわ

 がせているらしいのですが……」

「うーん……聞いたことがあるような、ないような……？」

　美九が言うと、ロザリーは微かに眉をひそめながら続けてきた。

「数ヶ月前、うちに予告状が届いたんです。『
薔薇少女
 ローダンテ

 をいただきに参ります』って……あ、
薔薇少女
 ローダンテ

 っていうのはうちの家宝の宝石のことなんですけど……もちろん父も母も、たちの悪い
悪戯
 いたずら

 だと思って取り合わなかったんです」

「でも、本当に現れた、と？」

　美九が言うと、ロザリーは
沈
 ちん
 痛
 つう

 な
面
 おも
 持
 も

 ちのままうなずいた。

「本当に、何が起こったのかわからないんです。ただ、気づいたときにはケースの中から
薔薇少女
 ローダンテ

 が消えていて……」

　言って、ロザリーが顔を
俯
 うつむ

 かせる。美九はむむうと表情を険しくした。

「なるほどー……すみません、まさかそんな大変なことがあったとは知らず、
吞気
 のんき

 にお茶会に呼んでしまって……」

「あ、いえ……そんな。むしろありがたいです。何もしていないと、気が
滅
 め
 入
 い

 ってしまいそうだったので……。いけませんよね、せっかく交換留学生として日本に来たのに、そんなことばかり気にして……」

　
苦
 く
 笑
 しよう

 しながらロザリーが手を振ってくる。が、すぐにその表情は暗く
沈
 しず

 んでしまった。

　美九はどうにか彼女を元気づけようと、できるだけ無言の間を作らず言葉を続けた。

「むう……怪盗ですかー。一体どこの誰なんでしょうねぇ。それさえわかればとっちめられるんですけどねー」

「それは……」

　美九が言うと、ロザリーは気まずげに口ごもった。

「え？　どうかしましたかー？」

「い、いえ……なんでもありません」

「むー？」

　ロザリーの
不
 ふ
 審
 しん

 な様子に、美九は
訝
 いぶか

 しげに眉を
歪
 ゆが

 めた。

「気になりますねぇ。何ですかー？」

　美九が
詰
 つ

 め寄ると、ロザリーはしばしの
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 のあと、「実は」と小さな声で続けてきた。

「……怪盗ライラックに
薔薇少女
 ローダンテ

 が盗まれたあと、日本のとある資産家の方が、
薔薇少女
 ローダンテ

 そっくりの宝石を手に入れたという
噂
 うわさ

 が流れてきたんです」

「んん……？　なんだかきな
臭
 くさ

 くなってきましたね」

　美九があごに手を当てながら言うと、ロザリーは
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作りながら、
怒
 いか

 りを
堪
 こら

 えるように
膝
 ひざ

 に
爪
 つめ

 を突き立てた。

「
披
 ひ
 露
 ろう

 会に行った人がＳＮＳに写真を
載
 の

 せていたんですが……そっくりなんてものじゃありません。あれは
間
 ま
 違
 ちが

 いなく我が家の
薔薇少女
 ローダンテ

 です……！」

「え？　それって、その資産家の人が怪盗ライラックってことですかー？」

「それはわかりません……でも、関係がないとも思えません。だって、現に
薔薇少女
 ローダンテ

 が彼のもとにあるんですから」

「ええ……それって、警察に言いましたか？」

「はい……でも、
証
 しよう
 拠
 こ

 がないため取り合ってもらえなくて……」

　ロザリーが、
悔
 くや

 しげに
歯
 は
 嚙
 が

 みしながら、顔を俯ける。テーブルの天板に、ぽたぽたと
涙
 なみだ

 が落ちていった。

「
薔薇少女
 ローダンテ

 は、ただの綺麗な宝石じゃないんです。私たちの家が代々受け
継
 つ

 いできた、大切な宝物なんです……それなのに……っ」

「ロザリーさん……」

　美九は気の毒そうにロザリーを見ていたが、やがて決意とともにキッと視線を
鋭
 するど

 くすると、小刻みに
震
 ふる

 えるロザリーの手を取った。

　そう。女の子の泣き顔には興奮するが、泣かせる
奴
 やつ

 は許せないでお
馴
 な
 染
 じ

 みの誘宵美九である。目の前で涙している少女を
放
 ほう

 っておくだなんてできはしなかった。

「──私に任せてください。その
薔薇少女
 ローダンテ

 、きっと取り返してみせます」

「え……？」

　美九が言うと、ロザリーは意外そうに目を見開いた。

「取り返す……って、そんな、一体どうやって」

「うふふー」

　美九はふっと
微笑
 ほほえ

 むと、スカートを
翻
 ひるがえ

 しながらくるりとターンし、
妖
 よう
 艶
 えん

 な仕草で人差し指を
唇
 くちびる

 に
触
 ふ

 れさせた。

「知ってますかー？　アイドルっていうのは、秘密の顔を持っているものなんですよぉ？」
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「……と、そういうわけなんですー」

「…………
 」

　事情の説明を受けた折紙は、無表情のまま美九を見つめた。

「事情は理解した。それで、
薔薇少女
 ローダンテ

 を取り返す代わりに何を要求したの？」

「それはほっぺにチュウを……って、いやいや、私はただ
純
 じゆん
 粋
 すい

 にロザリーさんを助けたくてですねー！」

　口を
滑
 すべ

 らせながらも、美九が熱弁を振るってくる。……やはり予想通り、見返りを要求していたようだ。

　折紙は小さくため息を吐いたのち、あごに手を当てた。

「怪盗ライラック……」

「はいー。そんな名前の犯人らしいです。ご存じですか？」

「聞いたことがある。確か未解決の連続
窃
 せつ
 盗
 とう

 事件の犯人が、そんな名前だったはず」

「おおー！　さすが折紙さんですぅ！　でも、今の時代に怪盗なんてホントにいるんですねぇ」











　美九が、今まさに怪盗になろうとしている者とは思えない発言をする。折紙は軽い
矛
 む
 盾
 じゆん

 を覚えながらもその言葉に答えた。

「創作物などから
影
 えい
 響
 きよう

 を受けた窃盗犯が『
怪
 かい
 盗
 とう

 』を名乗るケースは、実は少なくない。
鮮
 あざ

 やかな手口で犯行に
及
 およ

 んだ犯人を、マスコミが
面
 おも
 白
 しろ

 がってそう呼ぶこともある」

「そうなんですか？」

「そう。
件
 くだん

 の怪盗ライラックの他にも、怪盗ウィステリア、怪盗ローズ、怪盗ランマなどと呼ばれる窃盗犯が、まだ
捕
 つか

 まっていないはず」

「ええ……最後の人はダジャレじゃないんですかぁ？」

「私に言われても困る」

　折紙が
淡
 たん
 々
 たん

 と言うと、美九は気を取り直すように首を振ってから続けてきた。

「とにかく、許せませんよね！　目には目を！　怪盗には怪盗です！　私と折紙さんで
薔薇少女
 ローダンテ

 を取り返してあげましょう！　もうチーム名も考えてあるんですよぉ！　
宵
 よい

 と
鳶
 とび

 で怪盗『ナイト・カイト』っていうんですけどぉ」

「なぜそこに私が入るの？」

「え？　だって、私一人でできるはずないじゃないですかー。相手はすっごいお金持ちらしくて、でっかいお
屋
 や
 敷
 しき

 にいっぱい防犯装置付けてるらしいですしー……」

「〈ラタトスク〉に
頼
 たの

 まない理由は？」

「うーん、それも考えたんですけどぉ……琴里さんに知られたら、そんな危険なことに首
突
 つ

 っ
込
 こ

 むんじゃないの！　って言われそうじゃないですかぁ。その点折紙さんなら
柔
 じゆう
 軟
 なん

 に対応してくれるかなー、なんて」

「…………
 」

　
随
 ずい
 分
 ぶん

 と他力本願な『秘密の顔』もあったものである。折紙は小さく息を
吐
 は

 いた。

「悪いけれど、
拒
 きよ
 否
 ひ

 する。他を当たって」

「ええっ、なんでですかー!?
 」

　美九が、心底意外そうに目を丸くしてくる。折紙は止めていた手を動かしながら答えた。

「その宝石が
薔薇少女
 ローダンテ

 であるという
根
 こん
 拠
 きよ

 は、その交換留学生の証言だけ。それだけで行動に移るのはあまりにリスクが高い。それ以前に、私がその話を受ける理由がない」

「ええっ!?
 　
可愛
 かわい

 い女の子が泣いてるんですよぉ!?
 　心は痛まないんですかー!?
 」

「気の毒だとは思うけれど、顔も知らない人物のために窃盗犯になるつもりはない」

「窃盗犯じゃありませんよー！　正義の怪盗『ナイト・カイト』ですー！」

「
刑
 けい
 法
 ほう

 の前では同じこと」

「わ、わかりましたぁ……『カイト・ナイト』にしますからー！」

「違いがわからない」

　にべもなく折紙が言うと、美九はぐむう……と不満そうに
頰
 ほお

 を
膨
 ふく

 らませた。

　が、すぐに何かを思いついたように、ニヤリと頰を
緩
 ゆる

 める。

「……そういえば折紙さん、前に言ってましたよねぇ。世界改変によって、だーりんの写真がたくさんなくなってしまったって」

「──っ」

　美九の言葉に、折紙は
微
 かす

 かに
眉
 まゆ

 の
端
 はし

 を動かした。

　すると美九は目ざとくその反応を
捉
 とら

 え、さらに笑みを
濃
 こ

 くしてきた。

「うふふー……実は私、まだ折紙さんに見せていない
士
 し
 織
 おり

 さんコレクションがあるんですけどぉ……」

　折紙は、無言で顔を上げた。

「──怪盗『ナイト・カイト』、正義
執
 しつ
 行
 こう

 」

「きゃー！　折紙さん愛してますぅ！」

　美九が
身体
 からだ

 をくねらせながら
歓
 かん
 喜
 き

 の声を上げてくる。

　と──

「ふっ、話は聞かせてもらったぜ」

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、リビングの入り口の方から、そんな声が
響
 ひび

 いてきた。

「……？」

「だ、
誰
 だれ

 ですかー!?
 」

　声の方を見やると、いつの間に現れたのか、眼鏡を
掛
 か

 けたショートヘアの女性がそこに立っていることがわかる。
腕
 うで

 を組み、背を
壁
 かべ

 に預けるという、何やら
妙
 みよう

 に格好を付けたポーズで。

　
本
 ほん
 条
 じよう
 二
 に
 亜
 あ

 。折紙や美九と同じ
精
 せい
 霊
 れい

 の一人である。どうやら、二人が話している間に五河家にやってきたらしい。

「──二亜」

「びっくりしたぁ、二亜さんですかー」

　美九がやれやれといった様子で息を吐く。二亜が不服そうに唇を
尖
 とが

 らせた。

「えぇー、みっきー何そのリアクショーン。もうちょっと
驚
 おどろ

 いてくれてもいいじゃーん」

「驚きましたよぉ。……それより、今のお話聞いちゃいました？　琴里さんたちには
内
 ない
 緒
 しよ

 にしておいてもらえると
嬉
 うれ

 しいんですけどー……」

　美九が言うと、二亜は
大
 おお
 仰
 ぎよう

 にうなずいてみせた。

「わかってるわかってる。そういう
無
 ぶ
 粋
 すい

 なことしない女よあたしは。──同じ『ミッドナイト・カイト』の仲間じゃない」

「……？」

「え？」

　折紙と美九は一瞬キョトンとしたが、すぐに二亜の言葉の意味に気づいた。

　要は、『
黙
 だま

 っててやるから仲間に入れろ』ということだろう。ちゃっかりチーム名までパワーアップさせていた。

「そんな面白そうな話しといて、あたし呼ばないなんて
冗
 じよう
 談
 だん

 でしょ？」

　などと、二亜が目をキラッキラ
輝
 かがや

 かせながら言ってくる。

　この調子では、
駄
 だ
 目
 め

 と言ったところで
無
 む
 駄
 だ

 だろう。断って琴里に情報を
漏
 も

 らされても
面
 めん
 倒
 どう

 である。折紙と美九は一瞬アイコンタクトを取ると、
速
 すみ

 やかに判断を共有した。

「わかった。けれど、このミッションは非常に危険。私の指示に従ってもらう」

「！　もっちろん！　いやー！　腕がなるぜー！　ねぇねぇ、やっぱり予告状って用意した方がいいのかな？」

「予告状など論外。わざわざ相手を
警
 けい
 戒
 かい

 させる意味がわからない」

「えぇー、その辺はロマンじゃーん」

　二亜がぶー、と唇を尖らせる。折紙はそれを無視してすっくと立ち上がった。

「──とにかく、そうと決まれば作戦を練る必要がある。そろそろ士道たちが帰ってくる時間のはず。場所を移した方がいい」

「はいー！　
了
 りよう
 解
 かい

 ですー！」

「アジトに移動ってやつだね！」

　美九と二亜がテンション高くそう返してくる。

　折紙は小さくうなずくと、今まで
弄
 いじ

 っていた小さな電子部品に
蓋
 ふた

 をして、それを観葉植物の裏に設置してから、リビングを出ていった。

　美九と二亜は、その動作を不思議そうに見つめていたが、すぐに何をしているのか察したのか「あー」と言ったきり何も言ってこなかった。





　　　　◇





　それから数日後の夜。

　
郊
 こう
 外
 がい

 の大
邸
 てい
 宅
 たく

 を見下ろす小高い
丘
 おか

 の上に、三つの
影
 かげ

 があった。

「…………
 」

　一人は無論、無言で屋敷の様子を
窺
 うかが

 う折紙である。
闇
 やみ

 に
紛
 まぎ

 れる黒の
迷
 めい
 彩
 さい

 服に、軽量
防
 ぼう
 弾
 だん

 ジャケット。頭部には赤外線スコープを始めとする各種センサーを
搭
 とう
 載
 さい

 したヘッドセットを装備していた。

「うふふー、悪を
誅
 ちゆう

 するため、正義の怪盗ここに参上ですー！」

　もう一人は、月をバックに格好いいポーズを取る美九である。こちらは折紙と打って変わって、なぜかタキシードとマントに身を包み、頭にシルクハット、右目に
片眼鏡
 モノクル

 なぞつけていた。動きづらい上に目立つ。これから屋敷に
侵
 しん
 入
 にゆう

 しようとは思えない格好である。

「みーつめる、ふんふーん♪」

　そして最後の一人は、歌詞を覚えていないのか、それとも著作権使用料を
恐
 おそ

 れてか、
曖
 あい
 昧
 まい

 な鼻歌を歌う二亜だった。

　彼女の格好は美九のそれと比べてもかなり異質だった。何しろ、全身に青のレオタードを
纏
 まと

 い、
腰
 こし
 元
 もと

 に黄色い布をパレオのように巻いていたのである。ついでになぜか
名
 めい
 刺
 し

 大のカードを指先で
摘
 つ

 まんでいた。

「──二人とも、その格好は何？」

　折紙が静かな声で問うと、美九がバサッとマントを
翻
 ひるがえ

 し、二亜が
薄
 うす

 い胸を張ってみせた。

「さすが折紙さん！　よくお気づきになられましたねー！　やっぱり怪盗といったらこのスタイルですよぉ！」

「いやいやみっきー、怪盗といったらこっちで……ふ、ふぁーっくしょん！」

　言葉の
途
 と
 中
 ちゆう

 で、二亜が大きなくしゃみをする。

　さもあらん。何しろ冬の夜空の下、
薄
 うす
 手
 で

 のレオタード一枚という格好をしているのである。寒くて当然だった。

「実用性は置いておいて、美九のコスチュームはまだ意図が理解できる。でも二亜、あなたの格好は本当に意味がわからない」

「ですよねぇ。どうして怪盗なのにレオタードなんです？　あっ！　もしかして私へのご
褒
 ほう
 美
 び

 ですかぁ!?
 　それならそうと早く言ってくださいー！　さ、マントの中は暖かいですよぉー」

　折紙と美九が言うと、二亜が
戦
 せん
 慄
 りつ

 した様子で目を見開いた。

「ええ……二人ともマジで言ってんの？　く……これがジェネレーションギャップか。でも
納
 なつ
 得
 とく

 いかねー！　絶対モーリス・ルブランの方が古いのにー！」

　二亜は何やら
地
 じ
 団
 だん
 駄
 だ

 を
踏
 ふ

 むと、またも「ぶぇーっくしょい！　ちくしょー」と大きなくしゃみをした。

「それで、そのカードはなに？」

　言いながら、折紙は二亜が持っていたカードを指さす。そこには、本に月と鳥があしらわれたスタイリッシュなロゴマークと、ご
丁
 てい
 寧
 ねい

 に『ミッドナイト・カイト』の文字が記してあった。

「え？　見ての通りだけど。現場にこれ残しておかないと、誰の犯行かわかんないっしょ？」

「無駄にしか思えない。なぜわざわざ犯行の
痕
 こん
 跡
 せき

 を残す必要があるの？」

「えっ？　そりゃあ……」

　二亜は当然といった調子で答えようとしたが、しばらく考え込むと、あははと笑った。

「……なんでだろうねえ」

「…………
 」

　折紙は無言のまま頰をかいた。

　──各自
潜
 せん
 入
 にゆう

 に適した装備で集合、と言っていたはずなのだが、どうしてこうなってしまったのだろうか。

　とはいえ、今さら作戦を中止することもできない。折紙はバックパックを
探
 さぐ

 って予備の装備を取り出した。

「とりあえず、二人ともこれを着けて」

「？　なにこれオリリン」

「暗視ゴーグル」

「えぇー、なんか
怪
 かい
 盗
 とう

 っぽくないですぅ……」

　美九が不満そうに言う。が、折紙は半ば無理矢理二人にゴーグルを押しつけると、言葉を続けた。

「──予定通り、
〇
 マル
 三
 サン
 〇
 マル
 〇
 マル

 、潜入を開始する。
皆
 みな

 、念のため時計を合わせて」

「あ、これでいいですかー？」

「はいはいっと」

　折紙の言葉に、美九が
懐
 ふところ

 から
懐
 かい
 中
 ちゆう

 時計を、二亜がレオタードの
胸
 むな
 元
 もと

 から、やたらエロティックな仕草でスマートフォンを取り出す。

「…………
 」

　折紙はしばし無言になってから、予備の
腕
 うで

 時計を二人に
手
 て
 渡
 わた

 した。





　　　　◇





「……何事だ、一体」

　
阿
 あ
 久
 く
 津
 つ
 賢
 けん
 造
 ぞう

 は、
苛
 いら
 立
 だ

 たしげな声を上げながら、モニタールームにいた使用人たちを
睨
 にら

 み付けた。

　ずんぐりとした
体
 たい
 軀
 く

 に
白
 しら
 髪
 が
 頭
 あたま

 が
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な、
歳
 とし

 の頃六〇余りの男である。その顔には
幾
 いく

 つもの
皺
 しわ

 が刻まれていたが、年老いてなおその眼光は
鋭
 するど

 く、彼の
尋
 じん
 常
 じよう

 ならざる経歴を物語っていた。彼に睨まれた瞬間、若い使用人の一人が「ひっ」と
声
 こえ

 を
詰
 つ

 まらせるくらいには。

　しかし、阿久津が
苛
 いら

 ついているのも当然ではあった。
就
 しゆう
 寝
 しん

 中、
突
 とつ
 然
 ぜん

 のアラームによって無理矢理起こされたなら、彼ならずとも
機
 き
 嫌
 げん

 を悪くするに
違
 ちが

 いない。

　とはいえ、それを無視することもまた、できなかった。アラームが鳴ったということは、就寝中の彼を起こすほどの事態が起こったということに他ならなかったのだから。

「し、侵入者です。先ほどセンサーに反応がありました。何者かが、この
屋
 や
 敷
 しき

 に
潜
 もぐ

 り込んだと思われます」

「……侵入者、だと？」

　モニタに向かう使用人の言葉に、阿久津は目を見開いた。まだ
眠
 ねむ
 気
 け

 で
靄
 もや

 がかかっていた意識が、一瞬にして
覚
 かく
 醒
 せい

 する。

「どこだ！　人数は!?
 　
監
 かん
 視
 し

 カメラの映像を出せ！」

「た、ただ今……」

　使用人が
慌
 あわ

 ただしくコンソールを操作する。それを横目に見ながら、阿久津は
憤
 ふん
 然
 ぜん

 と息を
吐
 は

 いた。

　何者かは知らないが、この屋敷に
忍
 しの

 び込む者の目的など知れている。阿久津が今まで集めに集めた宝を
狙
 ねら

 ってのことだろう。

「おのれ……」

　阿久津は
忌
 いま
 々
 いま

 しげに
呟
 つぶや

 きながら、手にしていた小さなジュラルミンケースを開けた。

　するとその中から、美しい宝石が姿を現す。

　
薔
 ば
 薇
 ら

 を思わせる形をした、
薄
 うす
 紅
 べに

 がかったダイヤモンドである。見る者の視線を
捉
 とら

 えて放さない、なんとも
妖
 あや

 しい
魅
 み
 力
 りよく

 に
溢
 あふ

 れた石であった。

　名を
薔薇少女
 ローダンテ

 。先日ようやく手に入れた、阿久津の宝である。

　阿久津の屋敷の中には、他にも数えきれぬほどの
宝
 ほう
 飾
 しよく
 品
 ひん

 が保管されているが、
賊
 ぞく

 の現れたタイミングからいって、この宝石を狙っている可能性は非常に高かった。

「おのれ、
小
 こ
 癪
 しやく

 な。何者かは知らんが、これは絶対に
渡
 わた

 さんぞ……！」

「……！　
旦
 だん
 那
 な

 様、見つけました！　映像、出ます！」

　と、使用人の声がモニタールームに
響
 ひび

 き渡る。阿久津は
弾
 はじ

 かれるように正面の画面を見た。

　通風口と
思
 おぼ

 しき場所を、三人の
人
 ひと
 影
 かげ

 が
這
 は

 って進んでいる。一人は
特
 とく
 殊
 しゆ

 部隊さながらの装備に身を包んでいるのだが、なぜか後続の二人は、タキシードとレオタード姿だった。

　しかも、全員が年若い少女である。一瞬、どこか別の映像と混線してしまっているのではないかと思った阿久津だった。

「……なんだ、こいつらは」

「コスプレ……ですかね」

　あまりに意外な映像に、阿久津と使用人たちの表情に
困
 こん
 惑
 わく

 の色が
浮
 う

 かぶ。

　しかし阿久津はすぐに気を取り直すようにブンブンと首を
振
 ふ

 った。

「と、とにかく侵入者には変わりない。今すぐ──」

「──おやおや、こんな時間に、
随
 ずい
 分
 ぶん

 
慌
 あわ

 ただしいことですなぁ」

　と。

　阿久津が言いかけたところで、モニタールームにそんな声が響いた。

　使用人たちが
驚
 おどろ

 いたように
肩
 かた

 を
震
 ふる

 わせる。声のした方向に目をやると、いつの間にそこに現れたのか、
欧
 おう
 米
 べい
 人
 じん

 の男が一人、立っていた。

　一九〇センチはあろうかという長身に、こけた
頰
 ほお

 。両の腕はもちろん、そこから
伸
 の

 びる指もいやに長く、まるで
枯
 か

 れ木のようなシルエットをした男であった。

「ブラック！　来ていたか！」

　阿久津はその姿を
確
 かく
 認
 にん

 すると同時、男の名を呼んだ。

　──ライオネル・ブラック。阿久津の用心棒にして、彼がもっとも信を置く男である。

「聞いていただろう、侵入者だ！　わしの宝が目的に違いない……！」

「まあまあ、落ち着いてください。そんなに心配しなくても
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 でさぁ」

「しかし……！」

　阿久津が
叫
 さけ

 ぶと、ブラックはニイッと薄い
唇
 くちびる

 を
笑
 え

 みの形にしてみせた。

「それとも、まだ信用できませんかな？　この
魔術師
 ウイザード

 、ライオネル・ブラックの力が」

「……っ！
 」

　ブラックの言葉に、阿久津は小さく息を詰まらせた。

　そう。この男はただの人間ではない。『
魔術師
 ウイザード

 』と呼ばれる、常識の
埒
 らち
 外
 がい

 にある
超
 ちよう
 人
 じん

 なのだ。

　無論、阿久津とて最初は、
魔術師
 ウイザード

 などという者が実在するとは信じていなかった。

　けれど、彼の力は
紛
 まご

 うことなき本物であった。

　国営博物館、大銀行の金庫、そして世界各国の資産家や貴族たちの
邸
 てい
 宅
 たく

 。

　彼はそれら、
鉄
 てつ
 壁
 ぺき

 の警護を
誇
 ほこ

 る数々の
施
 し
 設
 せつ

 から、それこそ
魔
 ま
 法
 ほう

 としか言いようのない方法で
以
 もつ

 て、阿久津の求める美術品や宝飾品を
盗
 ぬす

 み取ってきてみせたのである。

　ライオネル・ブラック。──またの名を、怪盗ライラック。

　当代
随
 ずい
 一
 いち

 、
稀
 き
 代
 たい

 の『魔術怪盗』である。

「そ、そうだったな……おまえさえいれば安心だ」

「ええ。──まあ、私が出向くまでもないかもしれませんがね」

　言ってブラックが、
壁
 かべ

 中央の大型モニタに顔を向ける。

　監視カメラの映像とは別に、屋敷の見取り図が表示されており、その各所に、赤い印が点灯していた。

「どこの
誰
 だれ

 かは知りませんが、
馬
 ば
 鹿
 か

 な連中ですわ。この屋敷に
仕
 し
 掛
 か

 けられた防犯装置
及
 およ

 び対人トラップは、少しばかり
刺
 し
 激
 げき

 的です。本人たちは
上手
 うま

 く潜入したつもりでしょうが……くく、日本の
諺
 ことわざ

 で言うところの、飛んで火に入る夏の虫というやつですなぁ」

「なるほど、確かに……」

　ブラックに言われて、阿久津は落ち着きを取り
戻
 もど

 した。

　確かに阿久津
邸
 てい

 の
廊
 ろう
 下
 か

 には、十分な殺傷能力を備えたトラップが仕掛けられていた。よく言えば
慎
 しん
 重
 ちよう

 、悪く言えば
臆
 おく
 病
 びよう

 な阿久津の
性
 しよう
 分
 ぶん

 と、ブラックの用意した合法
違
 い
 法
 ほう

 を問わぬトラップの数々が、ただの屋敷を
難
 なん
 攻
 こう
 不
 ふ
 落
 らく

 の
城
 じよう
 塞
 さい

 に変えていたのである。

「さ、そろそろ賊がトラップ帯に入りますよ。ま、我々はここでのんびり
鑑
 かん
 賞
 しよう

 といきましょうや。運が良ければ、一人くらい生き残るかもしれませんよ」

「う、うむ……そうだな。はは、はははははっ！」

　
余
 よ
 裕
 ゆう

 に満ちたブラックの言葉に、阿久津は
哄
 こう
 笑
 しよう

 を上げた。





　　　　◇





「──待って」

　通風口から邸内に
侵
 しん
 入
 にゆう

 し、暗い通路へと出た折紙は、不意に足を止めると、後続の二人を制止した。

「？　どうかしましたかぁ？」

「んー、なんかあったの、オリリン」

　美九と二亜が不思議そうに言って、折紙の背からひょいと顔を出す。そして前方に広がった光景を見て、驚いたように声を発した。

　それはそうだろう。折紙たちのゴーグル
越
 ご

 しの視界には今、幾つもの赤い線が
描
 か

 かれていたのだから。

「おおー、すごいですぅ。赤外線センサーってやつですか？」

「おっほー、リアルでは初めて見たわー。こんなの本当にあるんだねぇ。これってあれでしょ？　少しでも
触
 さわ

 ったらアラーム鳴るやつ」

「アラームならまだいい。別のトラップと連動している可能性がある」

　言いながら、折紙は左右の壁や
床
 ゆか

 、
天
 てん
 井
 じよう

 を
睨
 ね

 め付けた。上手くカモフラージュしているようだが、その何もなさが逆に不自然である。

「別のトラップ……っていうと？」

「たとえば、赤外線に
触
 ふ

 れたら壁からレーザーが照射され、赤外線に気づいてそれを
避
 さ

 けるように進んだなら、床の重量センサーに引っかかって落とし穴が開く──などが考えられる」

「ええっ、それじゃあどうしようもないじゃないですかー！」

「…………
 」

　折紙は辺りの様子を
窺
 うかが

 うと、後方に数歩戻り、その場にかがみ込んだ。
足
 あし
 下
 もと

 の壁に、コンセントの差し込み口が見受けられる。多分、使用人が
掃
 そう
 除
 じ
 機
 き

 をかけるときなどに使うのだろう。

　折紙はポーチを
探
 さぐ

 って針金を取り出すと、それを差し込み口に差し込んだ。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、バヂッという音とともに
盛
 せい
 大
 だい

 な火花が散り、前方の通路に張り
巡
 めぐ

 らされていた赤外線がパッと消える。

「きゃっ！」

「のわっ!?
 」

「──今。走って」

　言うが早いか、折紙はその場を
駆
 か

 け出した。美九と二亜が
一
 いつ
 拍
 ぱく

 
遅
 おく

 れて、その背を追ってくる。

　そして、三人が長い通路を
抜
 ぬ

 けたところで、ヴゥゥゥン……という低い音が鳴り、再び通路に赤外線が張り巡らされた。

「はぁ、はぁ……ちょっとー、やるにしてもいきなりはやめてよねー」

「びっくりしましたぁ……今何したんですかー？」

　二人が息を
荒
 あら

 くしながら問うてくる。折紙は小さく
首
 しゆ
 肯
 こう

 しながら答えた。

「電源をショートさせて、一時的に停電を起こした。センサー類の電源を屋敷のそれと共用にしているあたり、
詰
 つ

 めが甘い」

　折紙が言うと、美九と二亜は感心したように「はぁー」と息を吐いた。

「なるほどにゃあ。でも、もし別電源だったらどうするつもりだったのん？」

「確信というほどではないけれど、そこまで
徹
 てつ
 底
 てい

 してはいないだろうと予想していた。そもそも、こんなトラップを仕掛けたがるあたり、敵は少し映画の見過ぎ」

「あっはっは、
辛
 しん
 辣
 らつ

 ー」

　折紙の言葉に二亜が笑う。と、そこで美九が何かに気づいたように声を上げた。

「あ、でも今ので屋敷の人に気づかれちゃったんじゃないですかねぇ」

「私たちの存在は
既
 すで

 に気づかれている可能性が高い。──屋敷に入る際、美九と二亜がセンサーに一つも触れなかったとは考えづらい」

「うぐっ」

「きゅー」

　二人が
胸
 むな
 元
 もと

 を押さえながらショックを受けたように
身体
 からだ

 を
捩
 ねじ

 る。しかし折紙は気にする
素
 そ
 振
 ぶ

 りも見せず、前方を向いた。

「──敵が現れるかもしれない。油断せず付いてきて」

　折紙はそう言うと、二人を
伴
 ともな

 って再び歩き出した。
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「
突
 とつ
 破
 ぱ

 されたぞ!?
 　いとも
容易
 たやす

 く！」

　
屋
 や
 敷
 しき

 の
最
 さい
 奥
 おう

 にあるモニタールームで、阿久津は悲鳴じみた声を上げた。

　それはそうだ。何しろ数秒停電が起きたかと思うと、その間に、モニタに映っていた侵入者たちがトラップ帯を抜けていたのである。

　しかしそんな事態にあって、
未
 いま

 だブラックは、余裕に満ちた表情をしていた。

「クックッ……なるほどなるほど。少しはやるようだ」

「何を笑っておる！　一体どうするつもりだ！」

「落ち着いてくださいな
旦
 だん
 那
 な

 。いいじゃあないですか。どうせトラップは余興みたいなもんです」

「何……？」

「旦那が一番ご存じでしょう？　一体この屋敷に、何人のボディガードがいると思ってるんです」

「む……それは、そうだが」

　言われて、阿久津は怒気を収めた。

　確かにブラックの言うとおり、この屋敷には常時五〇名近いボディガードが待機している。しかもただのごろつきやチンピラではなく、何らかの
格
 かく
 闘
 とう
 技
 ぎ

 や護身術を修めた者ばかりである。あんな侵入者など一瞬で
捕
 ほ
 縛
 ばく

 してしまうだろう。

「でしょう？　
日
 ひ
 頃
 ごろ

 タダ飯食わせてんです。たまにはきっちり働いてもらいましょうや。とっ
捕
 つか

 まえて背後関係を
吐
 は

 かせたら、あとはどうぞご自由に。見たところ全員若い女だ。旦那だって、お
嫌
 きら

 いじゃあないでしょう」

「うん？　まあ、な……」

　阿久津はあごをさすると、改めてモニタに映る侵入者たちを
眺
 なが

 めると、ニィ、と唇を笑みの形に
歪
 ゆが

 めた。
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　トラップ帯を抜けた折紙たちは、阿久津邸の暗い廊下を静かに、しかし可能な限り
素
 す
 早
 ばや

 く進んでいた。

　先ほどの
一
 いつ
 箇
 か
 所
 しよ

 を除き、
罠
 わな

 らしい罠は仕掛けられていない。とはいえまあ、それも当然といえば当然だろう。ここは宝の保管のみを目的とした金庫や宝物館ではなく、人が生活している民家なのだ。そこかしこにトラップなど仕掛けていては、日常生活もままなるまい。

「そういえばオリリン。
随
 ずい
 分
 ぶん

 
淀
 よど

 みなく進んでるけど、どこに
薔薇少女
 ローダンテ

 があるかわかるの？」

　と、
幾
 いく
 度
 ど

 目の角を曲がったときだろうか、背後から、二亜の声が聞こえてきた。

「──事前に手に入れた見取り図の構造から、おおよその位置は予想している。
恐
 おそ

 らく、金庫のある主人の
寝
 しん
 室
 しつ

 」

「なるほどー。じゃあ私たちは今その寝室に向かってるってわけですねー？」

　美九がポンと手を
叩
 たた

 きながら言ってくる。

　しかし、折紙は首を横に
振
 ふ

 った。

「今向かっているのは、警備システムを
統
 とう
 括
 かつ

 するモニタールーム。──侵入者の存在を知ったなら、主人はもっとも人の集まる場所に移動するはず。その際、
狙
 ねら

 われるであろう宝物を持っている可能性もある。もし
避
 ひ
 難
 なん

 していなくても、モニタールームを制圧してしまえば、相手にこちらの行動は読めなくなる」

　折紙が
淡
 たん
 々
 たん

 と言うと、美九と二亜はまたも
感
 かん
 嘆
 たん

 するような声を発した。

　と──その瞬間。

「……ッ！
 」

　折紙は小さく息を詰まらせると、その場に足を止めた。

　理由は単純。
突
 とつ
 然
 ぜん

 カッと電灯が
点
 つ

 いたかと思うと、廊下の奥から、黒服を着た何人もの男たちが現れたからだ。

「うおっ！」

「きゃー！　むさ苦しいですー！」

　二亜と美九が声を上げる。しかし折紙は無言のまま片足を引いて
腰
 こし

 を落とすと、油断なく黒服たちを睨め付けた。

　そんな折紙を見てか、黒服たちも構えを取ってくる。

「っは、
冗
 じよう
 談
 だん

 かと思ったが、本当に女かよ。すげえな。
漫
 まん
 画
 が

 みてえだ」

　先頭にいた黒服が折紙たちを見回し、
嘲
 あざけ

 るように笑う。

「一応聞くが、お
嬢
 じよう

 ちゃんたち、大人しく捕まる気はあるかい。あとの
待
 たい
 遇
 ぐう

 は保証できねえが、
可愛
 かわい

 いお顔に付く傷が一つ少なく済むぜ？」

「…………
 」

「そうかい。まあ、そうこなくっちゃな」

　折紙が無言で敵戦力を
分
 ぶん
 析
 せき

 していると、黒服は両手で
拳
 こぶし

 を作って胸の前で構えてみせた。

　ボクシング──
否
 いな

 、それにしては重心が不自然だ。恐らく本命は、
柔
 じゆう
 術
 じゆつ

 かレスリング。
殴
 なぐ

 り合いに見せかけてこちらに組み付くつもりだろう。

　折紙でなければ
見
 み
 抜
 ぬ

 けなかったであろう
微
 かす

 かな
違
 い
 和
 わ

 感。──この男、戦い慣れている。折紙は小さく
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

　一対一であれば対応する術はいくらでもある。しかし、美九と二亜を守りながら、これだけの人数を相手するとなると、なかなか骨が折れそうだった。

　が、折紙がそんなことを考えていると、不意にその
肩
 かた

 にポン、と手が置かれた。美九だ。

「ふっ、ここは私に任せてください」

　などと言って、美九がバサッとマントを
翻
 ひるがえ

 す。折紙は
怪
 け
 訝
 げん

 そうに
眉
 まゆ

 をひそめた。

「あなたに
倒
 たお

 せる相手ではない。せめて
人
 ひと
 質
 じち

 にならないよう下がっていて」

　折紙が言うも、美九は下がらず、その代わり小声で続けてきた。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですよー。折紙さんと二亜さんは、そこで待っていてください。──耳でも塞ぎながら
 」

「…………
 」

「あー」

　折紙と二亜は美九の意図を察し、素直にうなずくと、両手で耳を塞いだ。

　すると美九は一歩前に進み出、すうっと大きく息を吸ったかと思うと──

「──────────
 ♪」

　黒服たちに向かって、
子
 こ
 守
 もり
 歌
 うた

 を歌い始めた。
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「な、な、な……」

　モニタールームで画面を見ながら、阿久津は目をまん丸に見開き、口をあんぐりと開けていた。

　しかしそれも無理からぬことである。

　何しろ、
侵
 しん
 入
 にゆう
 者
 しや

 の少女が一人、歌うような仕草を見せたかと思うと、ボディガードたちが
皆
 みな

 
一
 いつ
 斉
 せい

 にパタパタと倒れ始めたのだから。

「なんだこれはぁぁぁっ！
 　ブラック！　一体どういうことだッ!?
 　何があった!?
 」

　阿久津がヒステリックな
叫
 さけ

 びを上げるも、ブラックは
至
 し
 極
 ごく

 落ち着いた様子で、興味深そうにモニタを見つめながらあごを
撫
 な

 でていた。

「ふーむ……
催
 さい
 眠
 みん

 ガスでも使われましたかねぇ。相手方がガスマスクらしきものを着けてないところから見て、指向性の
噴
 ふん
 射
 しや

 装置か何かで……」

「何を
悠
 ゆう
 長
 ちよう

 に言っておる！」

　阿久津が
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 すると、ブラックは
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら肩をすくめた。

「旦那が『何があった』って聞いたんじゃないですかぁ」

「うるさいっ！　それよりどうするつもりだ！　トラップもボディガードも、全部
抜
 ぬ

 けられてしまったぞ！」

「ま、仕方ないですなぁ。相手が一枚上手だったってことでさぁ」

　ブラックが頭をかきながら言ってくる。そののらりくらりとした様子に、阿久津はまたも
怒
 ど
 鳴
 な

 り声を上げようとした。

　が──阿久津はその寸前で声を止めた。

　ブラックがドッグタグのようなものを額に当てたかと思った
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、彼の身体が
淡
 あわ

 い光に包まれたからだ。

「な……」

　突然のことに阿久津が
驚
 おどろ

 いていると、一瞬にして
装
 よそお

 いを変えたブラックが、身に
纏
 まと

 った機械の
鎧
 よろい

 を
誇
 ほこ

 るように胸を反らしてみせた。

「──ま、ここまでやられちゃしょうがねぇ。私が
直
 じき
 々
 じき

 に相手をしてやりますよ。もちろん、特別ボーナスを
弾
 はず

 んでもらいますがね」

「だ、大丈夫なのか。相手は催眠ガスを持っていると言っていたが……」

　阿久津はそこで言葉を止めた。

　ブラックがニッと笑ったかと思うと、まるで
金
 かな
 縛
 しば

 りにでも
遭
 あ

 ったかのように、身体がまったく動かなくなってしまったのだ。

「……!?
 」

「っはは、失敬失敬。ちっと悪ふざけが過ぎましたかね」

　ブラックが
愉
 ゆ
 快
 かい

 そうに言うと同時、阿久津の身体がようやく動くようになった。

「……！　はぁ……っ
 、はぁ……っ
 、い、今のは、おまえが……？」

「ええ。今ので少しはわかってもらえたでしょう。
格
 かく
 闘
 とう

 術？　催眠ガス？　っはは、そんなもん、
魔術師
 ウイザード

 の
随意領域
 テリトリー

 の前にゃあ、
子
 こ
 供
 ども
 騙
 だま

 しにもなりませんや」

　
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に手を広げ、ブラックが続ける。

「このブラック、
自
 じ
 慢
 まん

 じゃあないですがＤＥＭでもそれなりに名の知れた
魔術師
 ウイザード

 でしてね。ま、相手が
精
 せい
 霊
 れい

 でもない限り、私が
後
 おく

 れを取るこたぁまずあり得ませんや。旦那は悪役らしく、ブランデー片手に
猫
 ねこ

 でも撫でながら待っててください」

　ブラックが冗談めかしながら言う。

　その気安い調子が、阿久津にはこの上もなく
頼
 たの

 もしく見えた。

「う、うむ……頼んだぞ、ブラック」

「へいへい」

　阿久津の声を背に浴びながら、
魔術師
 ウイザード

 ライオネル・ブラックはモニタールームをあとにした。
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「──動かないで」











　モニタールームの
扉
 とびら

 を開けるなり、折紙は中にいた数名の人間に警告を発した。

　すると折紙の背後から、美九と二亜もまた、部屋に入り込む。

「とうっ！　
怪
 かい
 盗
 とう

 『ミッドナイト・カイト』！」

「ただいま参上ですぅ！」

　言って、二人が何やら決めポーズらしきものを取る。折紙を
挟
 はさ

 んだ左右でポージングを決めたものだから、なんだか折紙も
一
 いつ
 緒
 しよ

 にポーズを取っているように見えてしまった。

　……まあ、とはいえ特に問題はない。折紙はすぐに頭を切り
換
 か

 えると、油断なく部屋の中を一望した。

　
幾
 いく

 つものモニタが
設
 しつら

 えられた部屋の中に、数名の使用人と、
老
 ろう
 齢
 れい

 の男が一人、
確
 かく
 認
 にん

 できる。恐らくこの老人がこの
屋
 や
 敷
 しき

 の主人、阿久津賢造だろう。

「な……!?
 」

　阿久津は信じられないと言った様子で折紙たちを見ると、
震
 ふる

 える声を発してきた。

「貴様ら、なぜここに！　ぶッ、ブラックはどうした!?
 」

「……ブラック？　どちら様ですかー？」

「もしかしてあれじゃない？　ほら、さっき出てきた人」

「あー、あの折紙さんに一〇秒くらいでやられた人ですかぁ」

「ブラァァァァァァ──ッ
 クッ!?
 」

　二亜と美九が世間話をするように言うと、阿久津が目をまん丸に見開いて絶叫した。

「でもびっくりしましたぁ。あれって
魔術師
 ウイザード

 さんですよねー？」

「
恐
 おそ

 らく、ＤＥＭインダストリーの
出
 で
 稼
 かせ

 ぎ組。社内ランクが低く、対精霊部隊への出向も見込めない
魔術師
 ウイザード

 が、ＤＥＭと
繫
 つな

 がりのある政治家や資産家に飼われるケースがあると聞いたことがある。実力の
劣
 おと

 る
魔術師
 ウイザード

 でも、
一
 いつ
 般
 ぱん
 人
 じん

 にとっては十分
脅
 きよう
 威
 い

 なはず」

「えぇー、なんかそれ格好悪いですぅ」

「ねー。なんか同年代に相手されないからって、小学生グループに割り込んで
無
 む
 双
 そう

 する中学生みたい」

　美九と二亜がひそひそ（というには大きな声で）言うと、なぜか阿久津がショックを受けたように
愕
 がく
 然
 ぜん

 とした表情を作った。

「──とはいえ、
魔術師
 ウイザード

 は
魔術師
 ウイザード

 。こちらも少し、力を使わせてもらった」

　折紙は静かに言うと、阿久津と、彼が持ったジュラルミンケースに視線をやった。

「阿久津賢造。
薔薇少女
 ローダンテ

 を
渡
 わた

 してもらいたい」

　言いながら、一歩足を
踏
 ふ

 み出す。

「う、動くなっ！」

　すると阿久津はビクッと肩を震わせたのち、ポケットから小さなリモコンのようなものを取り出した。

「だ、
誰
 だれ

 にも渡さん……！　
薔薇少女
 ローダンテ

 はわしのものだ！　貴様らに取られるくらいなら、今ここで
爆
 ばく
 破
 は

 してくれる……ッ！
 」

「きゃーっ！
 　何するんですかぁ！　
往
 おう
 生
 じよう
 際
 ぎわ

 が悪すぎますよー！」

「は、ははは！　何とでも言うがいい！」

「…………
 」

　美九と阿久津の声を聞きながら、折紙は無言で目を細めた。

　部屋の入り口近くにいる自分と、部屋の奥にいる阿久津との
距
 きよ
 離
 り

 は、目算で五メートルほど。折紙ならば一瞬で
詰
 つ

 められる距離であるが、恐らく相手がリモコンのスイッチを押す方が早いだろう。

　せめて一秒。相手の注意を
逸
 そ

 らすことができれば──

　と、折紙がそんなことを考えた瞬間。

「うが……ッ!?
 」

　何かが視界を横切ったかと思うと、
突
 とつ
 然
 ぜん

 阿久津が手を押さえ、
苦
 く
 悶
 もん

 の声を発した。

「────！
 」

　何が起こったかはわからないが、そんな好機を
逃
 のが

 す折紙ではなかった。
即
 そく
 座
 ざ

 に
床
 ゆか

 を
蹴
 け

 って距離を詰め、阿久津が手にしたリモコンを蹴り上げる。

「な……！」

「ふ──ッ」

　折紙は流れるような動作で身を
沈
 しず

 めると、そのまま阿久津の
鳩尾
 みぞおち

 に
掌
 しよう
 底
 てい

 を
叩
 たた

 き込んだ。

「ぐ……、
薔薇少女
 ローダンテ

 、は……渡……ッ」

　苦しげな声を
吐
 は

 いて、阿久津がバタンとその場に
倒
 たお

 れ
伏
 ふ

 す。

　折紙は
怯
 おび

 える使用人たちを視界の
端
 はし

 に
捉
 とら

 えながら、阿久津が持っていたジュラルミンケースを開け、中に目的の宝石が入っていることを確認する。

「……？　これは──」

　と、折紙はそこで、うつ伏せに倒れた阿久津の
側
 そば

 に、一枚のカードが落ちていることに気づいた。

　──『ミッドナイト・カイト』のロゴが記された、カードが。

「へっへー、どうよオリリン。役に立ったっしょ？」

　すると二亜が、得意げにそう言ってくる。どうやら、二亜があのカードを投げ、阿久津に
隙
 すき

 を作ったらしかった。

「きゃー！　
凄
 すご

 いです二亜さん！　コントロールばっちりですねー！」

「えっへっへ、もっと
褒
 ほ

 めてー。……ま、実は投げるの難しかったから、カードの
端
 はじ

 っこに切れ目入れて、輪ゴムで飛ばしただけなんだけどねー。ほら、昔使い終わったテレホンカードとかでやんなかった？　え、何その顔。まさかテレホンカードまでわかんないとか言わないよね？」

　言って、二亜が手にしていた輪ゴムを
伸
 の

 ばし、パチンと鳴らす。すぐさま手を軽く
払
 はら

 うように
振
 ふ

 る。痛かったらしい。

　折紙は
腰
 こし

 を
屈
 かが

 めてカードを回収すると、美九と二亜の方に
戻
 もど

 っていった。

「──助かった。カードが
無
 む
 駄
 だ

 と言ったことは
訂
 てい
 正
 せい

 する」

「ふふーん、わかればいいのさ！……っ
 て、あれ、なんで回収しちゃうの？」

　二亜はえへんと胸を反らしたが、すぐ折紙の手の中にあるカードに気づいて首を
傾
 かし

 げた。

「
痕
 こん
 跡
 せき

 は可能な限りなくすべき。──美九。『歌』で、屋敷の人間から私たちの
記
 き
 憶
 おく

 を消すことはできる？」

「あっ、なるほど！　やってみますぅ。でも、意識のない人には
効
 き

 かないので、
眠
 ねむ

 ってる人たちは目覚めてからになりますけどもー」

「構わない。身動きが取れないよう今のうちに
拘
 こう
 束
 そく

 する。どうやら他にも
盗
 とう
 品
 ひん

 があるようだし、言い逃れができないよう犯人共々
玄
 げん
 関
 かん

 に並べて、警察に通報しておく」

　折紙と美九が話を進めていると、二亜が不満そうに手をぶらぶらさせてきた。

「ええー。後日
刑
 けい
 事
 じ

 がカードを発見して『くそー、またあいつらかー！』ってやるまでがセットじゃないのー？」

「わざわざ前科を残したがる意味がわからない」

「えええー」

　二亜は
未
 いま

 だ
納
 なつ
 得
 とく

 いかないという様子だったけれど、折紙は構うことなく作業に入った。





　──果たして、怪盗『ミッドナイト・カイト』の初仕事（次の予定などないが）は、ほぼ完全犯罪に近い形で幕を閉じたのだった。





　　　　◇





　そして、その翌日。

「──はい、ロザリーさん。これで合ってますよね？」

　自宅にロザリーを呼び出した美九は、阿久津
邸
 てい

 から取り返した宝石、
薔薇少女
 ローダンテ

 を、テーブルの上に置いてみせた。

「……！　み、美九さん！　これ、一体どうやって……！」

　テーブルの対面に座ったロザリーが、口元を両手で
覆
 おお

 いながら
驚
 きよう
 愕
 がく

 を
露
 あら

 わにする。美九は得意げにふふんと鼻を鳴らした。

「うふふー、言いましたよね。アイドルには秘密の顔があるんですよぉ。……あ、絶対に
内
 ない
 緒
 しよ

 ですからね？」

　美九が言うと、ロザリーはうんうんとうなずいたのち、ぽろぽろと
涙
 なみだ

 をこぼし始めた。

「あ、ありがとうございます……まさか、
薔薇少女
 ローダンテ

 が戻ってくるなんて……」

「ああっ、泣かないでください。ロザリーさんの涙を止めるために取り戻してきたのに、それじゃあ意味がないですー！」

　美九が
冗
 じよう
 談
 だん

 めかした調子で言うと、ロザリーは涙を
拭
 ぬぐ

 って
笑
 え
 顔
 がお

 を作ってみせた。それを見て、美九もまた笑顔になる。

　が、美九はすぐに
真
 しん
 剣
 けん

 な顔になると、息を
荒
 あら

 くしながら指をわきわきと動かした。

「──さ、というわけでロザリーさん。
早
 さつ
 速
 そく

 なんですけどぉ……」

「え……？　あ──」

　ロザリーは一瞬目を丸くしたが、すぐにその意図を察したように
頰
 ほお

 を染めた。

「はい……わかりました。でも、いいんですか？」

「え？　どういうことですー？」

　意味深なロザリーの言葉に、美九は首を傾げた。するとロザリーが、やたら
淫
 いん
 猥
 わい

 な仕草で
髪
 かみ

 をかき上げながら、ゆっくりと美九に身を近づけてきた。

　そして美九の耳元で、
囁
 ささや

 くように
呟
 つぶや

 く。

「──ほっぺにチュウだけで、いいんですか？」

「…………
 !?
 」

　清純を絵に
描
 か

 いたようなロザリーから発された予想外の言葉に、美九は目を白黒させた。

　するとロザリーはペロリと
唇
 くちびる

 を
舐
 な

 め、言葉を
継
 つ

 いでくる。

「美九さん……目を閉じてもらえますか？」

「は……はははいぃっ！」

　
攻
 こう
 守
 しゆ

 逆転。美九は美少女に
迫
 せま

 るのも好きだが、美少女に
弄
 もてあそ

 ばれるのも大好きなのだ。急に女の顔を見せ始めたロザリーの指示を受け、美九は
素
 す
 直
 なお

 に目を閉じた。





　　　　◇





「折紙さぁぁぁぁ
 ん！　二亜さぁぁぁぁ
 んッ！」

　
怪
 かい
 盗
 とう

 大作戦の翌日。折紙が五河家のリビングで、新たに手に入れた士織コレクションをアルバムに
貼
 は

 っていると、けたたましい声とともに美九が転がり込んできた。

「なに」

「んー、今日も元気ねーみっきー。どったのよ一体」

　折紙と、
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 その場にいた二亜が首を傾げる。

　すると美九は息を整えることも忘れ、
慌
 あわ

 てた様子で言葉を続けた。

「ぬッ、ぬ、ぬ、
盗
 ぬす

 まれましたっ！　
薔薇少女
 ローダンテ

 が……ッ！
 」

「──どういうこと？」

「えっ、まさかまたあの阿久津ナントカが？　あいつ警察に
捕
 つか

 まったんじゃないの？」

　折紙と二亜が問うと、美九はブンブンと首を横に振ったのち、一枚のカードをテーブルの上に置いた。

「こ、これ！　これ見てくださいっ！」

「……？」

　折紙と二亜は頭に
疑
 ぎ
 問
 もん
 符
 ふ

 を
浮
 う

 かべながら、そのカードを
覗
 のぞ

 き込んだ。

　そして、すぐに驚愕に目を見開く。





『
薔薇少女
 ローダンテ

 、確かにいただきました。

　ありがとうございます、美九センパイ♡

　怪盗ローズ』





　そのカードには、薔薇のマークと、そんな文言が記されていたのである。

「美九、一体これをどこで？」

「ロザリーさんですっ！　ロザリーさんに目を閉じてって言われて、そのまま何もないなー、放置プレイかなー？　と思って
薄
 うす
 目
 め

 を開けてみたら、
薔薇少女
 ローダンテ

 が無くなってて、代わりにこれが……っ！
 」

「…………
 」

　美九の
滅
 め
 茶
 ちや
 苦
 く
 茶
 ちや

 な説明に、折紙は無言でふうむと目を細めた。

　すると次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、どこかから軽快な
携
 けい
 帯
 たい

 電話の着信音が鳴り
響
 ひび

 く。

「きゃっ」

　どうやらそれは美九のものだったらしい。美九がスマートフォンを取り出してその画面を見──さらに驚愕の表情を作る。

「ろ……ロザリーさんっ!?
 」

「……！」

　折紙がピクリと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らすと、美九は慌てて通話ボタンを押し、電話を耳に押し当てた。

「も、もしもし！　ロザリーさん!?
 　どういうことですかー！　ほっぺにチュウって約束だったじゃないで──」

「貸して」

　折紙は美九の言葉を
途
 と
 中
 ちゆう

 で
遮
 さえぎ

 ると、その手からスマートフォンをひったくった。

「もしもし」

『──ああ、もしもし。よかった。話の通じそうな人がいてくれて』

　折紙が電話に出ると、電話口から女の声が聞こえてきた。
純
 じゆん
 粋
 すい

 な深層の
令
 れい
 嬢
 じよう

 、という美九の説明とは、少々印象の異なる話し方である。

『もしかして、あなたが鳶一折紙さんかしら？　元ＡＳＴの。この
度
 たび

 は、ご協力いただきありがとうございます』

　
慇
 いん
 懃
 ぎん
 無
 ぶ
 礼
 れい

 な調子で、ロザリーが言ってくる。

　……どうやら先方は折紙のことを知っているらしい。折紙はしばし思考を
巡
 めぐ

 らせたのち、声を発した。

「……私をＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 への当て馬にするつもりだった、ということ？」

　折紙が短く言うと、ロザリーは
驚
 おどろ

 いたように『ヒュウ』と口笛を
吹
 ふ

 いてきた。

『凄いわね。これだけの材料でそこまで
辿
 たど

 りつくなんて』

　
窃
 せつ
 盗
 とう

 犯に褒められても
嬉
 うれ

 しくはない。折紙は
微
 かす

 かに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

　──ロザリー・ウエルベックこと怪盗ローズは、阿久津の
薔薇少女
 ローダンテ

 に目をつけたものの、そこに
魔術師
 ウイザード

 という規格外の
超
 ちよう
 人
 じん

 がいることを知る。

　それを
倒
 たお

 すため、元ＡＳＴである折紙──の知り合いの中でも
与
 くみ

 しやすそうな美九に近づいた、というところだろう。

　するとロザリーが、折紙の様子を察したように続けてくる。

『ああ、でも安心して。
薔薇少女
 ローダンテ

 は、本当に私の実家から盗み出されたものよ。予告状
云
 うん
 々
 ぬん

 とか、犯人を知ったきっかけとかは出任せだけどね。──同業者に家宝を盗まれたなんて、怪盗名乗ってる身からしたら
赤
 あか

 っ
恥
 ぱじ

 じゃない？　でもあの
魔術師
 ウイザード

 ってやつ？　あれは反則よねぇ』

　ロザリーはそういうと快活に笑った。

『本当は、
[image: 囮]

 おとり

 にでもなってくれれば、くらいに思ってたのよ？　でもまさか、本当に
盗
 と

 ってきちゃうなんて。
脱
 だつ
 帽
 ぼう

 よ。もし
縁
 えん

 があったら、またお仕事をお願いしたいくらい』

「…………
 」

　折紙が無言でいると、ロザリーはあははと笑った。

『そう
怒
 おこ

 らないでよ。お仲間にもよろしく。
じゃあね
 サリユ

 』

　その言葉を最後に、電話が切れる。

　折紙は小さく息を
吐
 は

 くと、スマートフォンを美九に放ってやった。

「あっ！　ロザリーさん!?
 　話は終わってませんよー！　チュウだけは絶対してもらいますからねー！　ツーツー言っても
駄
 だ
 目
 め

 ですよぉぉぉッ！
 」

　美九が、もの
凄
 すご

 い
剣
 けん
 幕
 まく

 で電話口に向かって
捲
 まく

 し立てる。どうやら美九にとっては、ロザリーの正体よりも、そちらの方が重要らしかった。

「…………
 」

　折紙は
苛
 いら
 立
 だ

 ちを
抑
 おさ

 えるためにソファに座ると、士織アルバムの作製に
戻
 もど

 った。

　ちなみにその間中、二亜は怪盗ローズのカードを興味深そうに
眺
 なが

 め回しながら、「すっげー……やっぱ怪盗ってカード残すんだー……」と呟いていた。















「うう……なんだか
緊
 きん
 張
 ちよう

 します」

　
小
 こ
 柄
 がら

 な
体
 たい
 軀
 く

 をさらに縮こまらせながら、
岡
 おか
 峰
 みね
 美
 み
 紀
 き
 恵
 え

 は
震
 ふる

 える声を発した。

　だがそれも無理からぬことである。

　何しろ今、美紀恵の前には、
幾
 いく
 人
 にん

 もの
魔術師
 ウイザード

 たちの姿があったのだから。

　──東京都
天
 てん
 宮
 ぐう

 市の一角に存在する、陸上自衛隊天宮
駐
 ちゆう
 屯
 とん
 地
 ち

 。

　もとより天宮駐屯地は
対精霊部隊
 ＡＳＴ

 を
擁
 よう

 する場所であり、平時から数多くの
魔術師
 ウイザード

 が
揃
 そろ

 ってはいる。しかしこれだけの数の
魔術師
 ウイザード

 が一堂に会した場面など、少なくとも美紀恵はほとんど目にしたことがなかった。

　二つ結びにした髪の先を微かに震わせながら、落ち着かない様子で辺りを見回す。

　すると、そんな美紀恵の頭が、不意にコツンと
小
 こ
 突
 づ

 かれた。

「あたっ」

「縮こまってんじゃないの。もっとしゃんとしなさい」

　次いで、そんな声が頭上から響いてくる。美紀恵は頭をさすりながらそろそろと顔を上げた。

　するとそこに、美紀恵と同型の、陸自制式採用型ワイヤリングスーツを
纏
 まと

 った女性が立っていることがわかる。一つに
括
 くく

 った
黒
 くろ
 髪
 かみ

 に、長身。美紀恵が所属する陸自ＡＳＴの隊長・
日
 くさ
 下
 か
 部
 べ
 燎
 りよう
 子
 こ

 一等
陸
 りく
 尉
 い

 である。

「で、でも隊長……」

「でもじゃない。今からそんなんじゃ、実戦のときどうしようもないわよ」

「それは……そうなんですけども。昔からテストとか測定とかって名前が付くと緊張しちゃうんですよう……」

　美紀恵は指と指を合わせながら大きく息を吐いた。

　そう。今天宮駐屯地の訓練場に
魔術師
 ウイザード

 たちが集まっているのは、別に
戦
 せん
 闘
 とう

 が行われるわけでもなければ、何かの集会があるというわけでもなく──
魔術師
 ウイザード

 を対象とした能力測定が行われるためだったのである。

　しかも、見たところ、いるのはＡＳＴの隊員たちだけではない。

　訓練場に集まっている
魔術師
 ウイザード

 たちの中には、美紀恵たちのそれと異なったデザインのワイヤリングスーツを纏っている人間たちが多数見受けられた。確かに、
優
 ゆう
 秀
 しゆう

 な
魔術師
 ウイザード

 には特別な装備が支給されることもある。だが、それにしては数が多すぎだ。まるで、美紀恵たちとは別の団体が集まっているかのような光景である。

「あの人たち、何でしょう？　別の駐屯地の方ですか……？」

「何言ってるのよ。ＤＥＭよ、ＤＥＭ」

　やれやれといった調子で燎子が
肩
 かた

 をすくめてくる。美紀恵は「あ……！」と目を見開いた。

　ＤＥＭとは、イギリスに本社を構える軍事
企
 き
 業
 ぎよう

 であり──美紀恵たちの用いる
顕現装置
 リアライザ

 やそれに
付
 ふ
 随
 ずい

 する様々な兵器を開発した会社の名である。

　そして
顕現装置
 リアライザ

 の製造メーカーであるＤＥＭは、民間企業ながら、新兵器のテストユーザーや、グループ
傘
 さん
 下
 か

 の民間軍事会社の社員という名目で社内に多数の
魔術師
 ウイザード

 を擁しており、その練度は各国の対精霊部隊に引けを取らない……
否
 いな

 、それどころか、
遥
 はる

 かに
凌
 りよう
 駕
 が

 するという話だった。

「で、でもなんでＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 さんたちが……!?
 」

　美紀恵が言うと、燎子はふうと息を吐いてから口を開いてきた。

「ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 も、定期的に能力測定が必要だからね。とはいえこちとら
魔術師
 ウイザード

 。
握
 あく
 力
 りよく

 測ってはいおしまい、とはいかないでしょ。ある程度の広さと設備、それともし万が一問題が発生した際、市民に存在を知られず
隠
 いん
 蔽
 ぺい

 しやすい場所……となったら、まあこの辺りには一つしかないでしょ。──日本以外でも、
近
 きん
 隣
 りん

 に専用訓練場のない支社は、その国の軍や警察の
施
 し
 設
 せつ

 を借りてるって話よ」

「な、なるほど……」

　
納
 なつ
 得
 とく

 を示すようにうなずく。すると燎子は、少し
面
 おも
 白
 しろ

 くなさそうな顔をしながら
腕
 うで
 組
 ぐ

 みした。

「ただ、それだけってわけでもないわ」

「と、言いますと……」

「ん……」

　燎子は小さく息を吐くと、ちらと左方に目をやった。美紀恵もそれに
倣
 なら

 うように燎子の視線を追う。するとそこに、美紀恵ほどでないにしろ、どこか緊張した
面
 おも
 持
 も

 ちを見せるＡＳＴ隊員たちの姿が見て取れた。

「……知っての通り、ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 は
精
 せい
 鋭
 えい
 揃
 ぞろ

 いよ。その上最新鋭のユニットを
贅
 ぜい
 沢
 たく

 に使えるってんだから、まあそりゃ強いわ」

　言われて、美紀恵は「あ」と目を見開いた。

「もしかして、私たちに
刺
 し
 激
 げき

 を
与
 あた

 えるため……とかですか？」

　一人でがむしゃらに努力するよりも、
競
 きそ

 い合う相手や目標にする人物がいた方が成長が早いというのは、勉学にしろスポーツにしろよく聞く話である。こういった機会に、練度の高い
魔術師
 ウイザード

 を間近に見ることによって、各国の対精霊部隊の意識を高めようという
狙
 ねら

 いがあるのかもしれなかった。

　しかし。燎子は美紀恵の言葉に、難しげな表情を作った。

「うーん、まあ、そういう狙いもなくはないかもしれないわね。ただ、あのＤＥＭがそんなにお
優
 やさ

 しい理由で動くかしら？」

「え……
違
 ちが

 うんですか？　じゃあ一体……」

「単純な理由。力の差を見せつけて、どっちが上かをはっきりさせとこうっていう
示
 し
 威
 い
 行
 こう
 為
 い

 よ」

　半眼を作りながら燎子がフンと息を吐く。

「そ、そんな理由……ですか？」

「ないって言える？」

　燎子が
眉
 まゆ

 をひそめながら問うてくる。美紀恵は「う……」と言葉を
詰
 つ

 まらせた。

　
顕現装置
 リアライザ

 を作り出したＤＥＭインダストリーの功績は計り知れない。何しろ
彼
 か

 の会社がなければ、美紀恵たちは空間震を引き起こす精霊に
対
 たい
 抗
 こう

 する手段さえ持つことが出来ていなかったのだ。

　だがそれを
考
 こう
 慮
 りよ

 してなお、ＤＥＭの
傍
 ぼう
 若
 じやく
 無
 ぶ
 人
 じん

 な
振
 ふ

 る
舞
 ま

 いに強い反感を持つ者は少なくなかった。

　今まさに表情を苛立ちに染めている燎子はもちろん──美紀恵も、その一人である。

　ＡＳＴもＤＥＭには様々な
迷
 めい
 惑
 わく

 を
被
 こうむ

 ってきた。
突
 とつ
 然
 ぜん

 ＡＳＴ内に
魔術師
 ウイザード

 を送り込み、独立した部隊を組成したり、支社の防衛戦に
駆
 か

 り出されたり……新兵器を
巡
 めぐ

 る
騒
 そう
 動
 どう

 があったかと思えば、その原因がＤＥＭにあったことさえある。そんなことを思い出し、美紀恵はむうとうなって口をへの字にした。

「…………
 」

「ま……そんなわけだから」

　燎子はそんな美紀恵の思案を察したように、ぐりぐりと頭を
撫
 な

 でてきた。

　そしてそののち、周囲にいたＡＳＴ隊員たちに宣言するように声を張り上げる。

「みんな、気合い入れていくわよ。測定とはいえ、実戦のつもりで
臨
 のぞ

 みなさい！　ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 なんかに負けるんじゃないわよ！」

　するとその声に、どこか
萎
 い
 縮
 しゆく

 していたＡＳＴ隊員たちがハッと顔を上げた。

　それは美紀恵も同様である。隊員たちと顔を見合わせるようにしてから、こくりとうなずき、声を返す。

『はい……っ！
 』

「よし、ようやくいい顔になってきたわね」

　言って、燎子がニッと
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を上げる。

　すると、それに合わせるようにして、ババッと三人の
魔術師
 ウイザード

 たちが進み出てきた。

「ふふ……隊長、どうやら我々の出番のようですね」

「ええ。ＤＥＭインダストリーの
魔術師
 ウイザード

 ──相手にとって不足はないわ」

「殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス」

「あ……あなたたちは！」

　美紀恵が
叫
 さけ

 ぶと、三人の女たちはニッと
笑
 え

 みを作り、ビシッとポーズを取ってきた。

「ＡＳＴ第四分隊所属、
魔
 ま
 弾
 だん

 の
藍
 らん
 子
 こ

 ！」

「同じくＡＳＴ第四分隊所属、
堅
 けん
 牢
 ろう

 の
瑠
 る
 里
 り
 花
 か

 ！」

「……キルキルキル……
滅
 めつ
 殺
 さつ

 の
混沌琉
 カオル

 キルキルキル……」

「なんだか一人
怖
 こわ

 い人がいるんですけど!?
 」

　美紀恵は思わず悲鳴じみた声を上げた。すると燎子が、半眼を作りながら口を開いてくる。

「ああ、あんたは初めてだっけ。
曲
 くせ
 者
 もの
 揃
 ぞろ

 いの第四分隊メンバーたちよ」

「いや、
下
 げ
 手
 しゆ
 人
 にん

 的な意味の曲者が混じってますよね!?
 」

「まあ、キャラ付けみたいなもんよ。実際に人を殺したことはないから……たぶん」

「たぶん!?
 」

　声を裏返らせ、美紀恵が
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を上げる。するとどこからか、クスクスという笑い声が
響
 ひび

 いてきた。

　燎子がその笑い声の方に視線を向け──
微
 かす

 かに眉をひそめる。

「……何が
可笑
 おか

 しいのかしら？　ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 サン？」

　そして険を
隠
 かく

 そうともしない
声
 こわ
 音
 ね

 で、そこにいた数名の
魔術師
 ウイザード

 たちに言う。するとその中の一人──
髪
 かみ

 を細かく編み込んだ女が進み出てきた。
欧
 おう
 米
 べい
 人
 じん

 特有の
彫
 ほ

 りの深い顔に、
鍛
 きた

 え上げられた筋肉質の
身体
 からだ

 。美紀恵の目からも容易に実力者とわかる風格を備えた女性である。

「あら、気に
障
 さわ

 ったならごめんなさい。私たちも別に笑いたいわけではなかったのだけれど、あなたたちがあまりに
可愛
 かわい

 らしいことを言うものだから」

「可愛らしい？」

「ええ。こちらはあなたたちのことなんて
歯
 し
 牙
 が

 にもかけていないのに、一方的にライバル視されているみたいだったから。──ほら、実力差のわからない幼い子供が勝負を
挑
 いど

 んできたら、
微笑
 ほほえ

 ましく思ってしまうでしょう？　そんな感覚よ」

「へ、へぇぇ……？
 」

　燎子の
頰
 ほお

 がピクピクとひきつり、額に青筋が
浮
 う

 かぶ。

「それはそれは。さすがＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 さんたちは大人でいらっしゃいますわねぇ。……でも、
煽
 あお

 るときはあんまり相手を下げ過ぎない方がいいんじゃない？」

「あら、
嫉
 しつ
 妬
 と

 や反骨心から発揮される力程度で、私たちを上回れるとでも？」

「いーえ。あんたらが負けたとき、言い訳がしづらくなるでしょ？」

「……ふうん？」

　燎子の言葉に、女が初めて表情を笑み以外のものにする。二人の視線が混じり合い、バチバチと火花が散るかのようなプレッシャーが辺りに満ちた。

　まるで
決
 けつ
 闘
 とう

 でも始まってしまうかのような、
一
 いつ
 触
 しよく
 即
 そく
 発
 はつ

 の
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 。美紀恵は燎子を止めるように
慌
 あわ

 ててその手を
摑
 つか

 んだ。相手の女の後ろにいた
魔術師
 ウイザード

 たちも、
不
 ふ
 穏
 おん

 な空気を感じ取ってか、表情を変えている。

　──が、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

「何をしているのですか」

　その
緊
 きん
 迫
 ぱく

 した空気を
裂
 さ

 くように、
凜
 りん

 とした声が辺りに響き
渡
 わた

 った。

『……！』

　その声に、ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 たちが
一
 いつ
 斉
 せい

 に肩を
震
 ふる

 わせ、そちらを向く。

　美紀恵たちもまた、それに続くようにして彼女らの視線を追った。

　するとそれに合わせるようにして
人
 ひと
 垣
 がき

 が割れ、一人の人間が歩いてくる。

「え──」

　その姿を見て、美紀恵は思わず目を丸くした。

　肩に背に
煙
 けぶ

 る長いノルディックブロンドに、
碧
 へき
 眼
 がん

 。ワイヤリングスーツを
纏
 まと

 っているところから見て
魔術師
 ウイザード

 には違いないのだろうが、その
容
 よう
 貌
 ぼう

 は戦場に立つ戦士というよりも、深窓の
令
 れい
 嬢
 じよう

 か、さもなくば美しい人形の姿を思わせた。

　見たところ、
歳
 とし

 も若い。ＡＳＴ最年少である美紀恵と、そう変わらないだろう。しかし彼女が声を発し、その姿を現した瞬間、ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 たちが
皆
 みな

 表情に
緊
 きん
 張
 ちよう

 を走らせ、息を詰まらせたのが手に取るようにわかった。

「……メイザース
執
 しつ
 行
 こう

 部長」

　つい数秒前まで燎子と言い合いをしていた
魔術師
 ウイザード

 が眉をひそめ、少女に視線を向ける。

　その表情からは、周囲の
魔術師
 ウイザード

 のような
畏
 い
 怖
 ふ

 ではなく、敵対心──それこそ、燎子が彼女に向けたかのような──が感じ取れた。

　が、それに気づいたのは美紀恵だけのようだった。彼女の正面にいた燎子は、そんな表情の変化よりも、彼女が発した名前に意識を
奪
 うば

 われていたのである。

「エレン・メイザース……!?
 　なんでこんなところに……」

「……？　隊長、あの人のこと知ってるんですか？」

　美紀恵が問うと、燎子は視線を少女──エレンに向けたまま口を開いてきた。

「ええ……ＤＥＭインダストリー第二執行部部長、エレン・Ｍ・メイザース……人類最強と
謳
 うた

 われる
魔術師
 ウイザード

 よ」

「じ、人類最強……!?
 」

　燎子の口から発された言葉に、美紀恵は表情を
驚
 きよう
 愕
 がく

 の色に染めてエレンの顔を見直した。

　そんな
物
 ぶつ
 騒
 そう

 な名が付けられるとは思えない、
可
 か
 憐
 れん

 な容貌。

　だが周囲の
魔術師
 ウイザード

 たちの反応と、それと対照的なエレンの
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 とした
佇
 たたず

 まいは、彼女の特別性を示すのに十分な説得力を有していた。

「…………
 」

　と、そんな美紀恵の驚愕に気づいたふうもなく、エレンは燎子と言い合いをしていた女に目を向けた。

「──あなたは確か第一執行部の」

「……ドミニカ・シェリンガムです」

　エレンの言葉に
応
 こた

 え、女──ドミニカが
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 とした調子で返す。するとエレンは小さくうなずいたのち、言葉を続けた。

「シェリンガム。好戦的なのは悪いことではありませんが、敵意を向ける対象はあくまで
精
 せい
 霊
 れい

 であるべきです。──それに、今の我々はＡＳＴの訓練
施
 し
 設
 せつ

 を借りている立場にあります。相手への敬意は忘れぬように」

　エレンが言うと、ドミニカはキッと視線を
鋭
 するど

 くしたのち、息を
吐
 は

 いた。

「……、
了
 りよう
 解
 かい

 しました。ですが、一つ」

「なんでしょう」

「我ら
第一執行部の魔術師
 セオリカス・ナンバー

 のトップはあなたではなく、クロウリー執行部長です。そのことはお忘れなきよう」

『…………！
 』

　ドミニカの言葉に、ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 たちがざわめき出す。

　その理由は彼女らの態度から何となく知れた。
恐
 おそ

 らく、エレンにそんな言葉を返したのが信じられなかったのだろう。

　しかし当のエレンはさして気にした様子もなく、こくりと
首
 しゆ
 肯
 こう

 してみせた。

「ええ、わかっています。だからこそ、注意をしてください。あなたの軽率な
行
 こう
 為
 い

 で
恥
 はじ

 をかくのはクロウリーですよ」

「…………っ
 」

　エレンの言葉に、ドミニカが
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうに
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 りしめる。が、エレンはそれすらも気に留めず、今度は燎子の方に視線を向けた。

「失礼しました。あなたがＡＳＴの隊長ですね」

「……日下部燎子。階級は
一
 いち
 尉
 い

 よ」

「ＤＥＭインダストリー第二執行部部長、エレン・メイザースです。日下部一尉、施設の提供感謝します。お
互
 たが

 い
研
 けん
 鑽
 さん

 を積み、精霊の
打
 だ
 倒
 とう

 を果たしましょう」

　言って、エレンが燎子に手を差し出す。

「え、ええ……」

　燎子が頰に
汗
 あせ

 を垂らしながらそれを握ると、エレンは小さくうなずき、その場から去っていった。

　そしてその背が見えなくなったところで、周囲の空気が一気に
弛
 し
 緩
 かん

 する。

　まるで、今の今まで皆が息を止めていたのではないかと思えるような解放感である。美紀恵はエレンの去った方向に視線を向けながら、大きく息を吐いた。

「はぁ……
凄
 すご

 いですね。あんなにお若いのに最強の
魔術師
 ウイザード

 だなんて。それに、すごく
礼
 れい
 儀
 ぎ
 正
 ただ

 しくて……ＤＥＭにもあんな人がいるんですね」

「礼儀正しい……ねぇ。まあ、そうなんだろうけど……」

　燎子は手の
甲
 こう

 で汗を
拭
 ぬぐ

 いながら、
乾
 かわ

 いた笑みを浮かべた。

「……正直、ゾッとするわ。あいつの目、私たちを本当に人間として見てるかすら
怪
 あや

 しいもんね。あれなら、どこかの
誰
 だれ

 かみたいにキャンキャン
吠
 ほ

 えてくれた方がまだ可愛げがあるわ」

「え……」

　美紀恵は燎子の言葉に顔を上げたが、すぐに、その『どこかの誰か』がまだ目の前にいることに気づいた。

「た、隊長、また
喧
 けん
 嘩
 か

 になるようなこと……」

　しかし、美紀恵の
懸
 け
 念
 ねん

 は
杞
 き
 憂
 ゆう

 に終わった。すぐ側にいたドミニカはもう燎子のことなど見ておらず、
忌
 いま
 々
 いま

 しげにエレンの去っていった方向を
睨
 にら

 み付けている。

「……いくわよ、あなたたち」

　そしてドミニカは不機嫌そうに息を吐いたかと思うと、部下と
思
 おぼ

 しき
魔術師
 ウイザード

 たちを
伴
 ともな

 ってその場から歩き去っていった。

「あ……行っちゃいました」

「はん。ほっときなさい。あれもそれなりの実力者なんだろうけど、あの化け物見たあとじゃ子犬に見えるわ」

　燎子はフンと息を吐くと、気を取り直すように首を横に
振
 ふ

 った。

「それより、気合い入れなさいよあんたたち。誰がいようと
萎
 い
 縮
 しゆく

 するんじゃないわよ」

『は……はいっ！』

　燎子の言葉に、美紀恵をはじめとするＡＳＴ隊員たちは一斉に声を上げた。





　　　　◇





　かくして、能力測定は始まった。

　エリアごとに区切られた訓練場に、それぞれ十数名ずつの
魔術師
 ウイザード

 たちが集められ、順に
魔術師
 ウイザード

 としての能力、練度を測られていく。

　
魔術師
 ウイザード

 としての能力と一口に言っても、
顕現装置
 リアライザ

 の
速
 すみ

 やかな起動、
随意領域
 テリトリー

 の強度
及
 およ

 び
範
 はん
 囲
 い

 、そしてその属性変化に要する時間に、単純な生成
魔
 ま
 力
 りよく
 値
 ち

 など、その
項
 こう
 目
 もく

 は
多
 た
 岐
 き

 にわたる。

　美紀恵が案内に従ってやってきたのは、生成した魔力を
砲
 ほう
 撃
 げき

 に使用した際の
威
 い
 力
 りよく

 を測定するエリアであった。
射
 しや
 撃
 げき

 場のようなフィールドに
頑
 がん
 強
 きよう

 そうな的が設置してあり、その五〇〇メートルほど手前に、
銃
 じゆう

 のような装備が
数
 すう
 挺
 ちよう

 用意されている。

　そして──そこに一人、測定員と思しき
金
 きん
 髪
 ぱつ

 の少女の姿が見て取れた。
小
 こ
 柄
 がら

 な
体
 たい
 軀
 く

 に、
腕
 うで

 まくりをした白衣。眼鏡をかけているというのに、その額には分厚いゴーグルが着けられている。

「あれ……？」

　その少女の姿を見て、美紀恵は目を丸くした。するとそれに合わせるようにして、少女が顔を上げ、ブンブンと手を振ってくる。

「お、ミケじゃないですかー」

「ミリィさん！　どうしたんですか、こんなところで」

　美紀恵は少女の名を呼びながら、そちらへと走っていった。──ミルドレッド・Ｆ・
藤
 ふじ
 村
 むら

 。美紀恵たちＡＳＴの装備の整備を取り仕切るメカニックである。

「やー、人手が足りないって
駆
 か

 り出されましてねー」

　ミリィはあははと笑うと、そこに置かれていた装備を手に取り、美紀恵に
手
 て
 渡
 わた

 してきた。

「というわけで、
早
 さつ
 速
 そく

 やっちゃいましょう。この銃で、あそこにあるターゲットを
撃
 う

 ってみてください。そらもう思いっきりのパワーで」

「は、はあ……なんですか、この銃」

「測定用に作られた低出力レイザーガンです。ホントのフルパワーでぶっ放されたら訓練場が保ちませんからね。まあだいたい、いつもの一〇〇分の一くらいの
攻
 こう
 撃
 げき

 力になると思ってもらえればと」

「な、なるほど……」

　美紀恵は銃のグリップを握ると、ミリィに
促
 うなが

 されるままに射撃場に立ち、その銃口を前方のターゲットに向けた。

　そして意識を集中し、
顕現装置
 リアライザ

 で魔力を生成する。

　実戦と異なり、
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 に力を
割
 さ

 く必要はない。美紀恵は
全
 すべ

 ての力を銃に注ぎ込み──引き金を引いた。

「──はぁっ！」

　
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合いとともに銃口から魔力光が
伸
 の

 びていき、ターゲットに
着
 ちやく
 弾
 だん

 して花火のように
弾
 はじ

 ける。

　ターゲットには
微
 かす

 かに
跡
 あと

 がついただけで、損傷らしい損傷は見られない。あまりに
頼
 たよ

 りない威力に、美紀恵は汗を
滲
 にじ

 ませた。

「なんだか……威力が
絞
 しぼ

 られてるってわかっててもちょっとショックですね……」

　するとミリィが、手にした
端
 たん
 末
 まつ

 の画面を見ながら声を上げてきた。

「そうですか？　六〇二ポイントはミキエの階級にしてはかなり立派だと思いますよ？　魔力生成に慣れていない人だと、魔力弾がターゲットに届かないこともありますし」

「そ、そうなんですか……」

「ええ。ほらそこに、ターゲットに届かなかった人たちが」

　言われてそちらを見やると、先ほど自信ありげな顔をしていた魔弾の藍子、
堅
 けん
 牢
 ろう

 の瑠里花、そして
滅
 めつ
 殺
 さつ

 の混沌琉が、失意に
沈
 しず

 んだ顔をしながらそこに
蹲
 うずくま

 っていることがわかった。

「えっ、ちょっ、あなたたち、強かったんじゃ……っ
 ていうか藍子さんなんて二つ名が『魔弾』じゃないですか！」

「……え？　いや、それ二つ名じゃなくて
苗
 みよう
 字
 じ

 。
間
 ま
 団
 だん
 野
 の

 藍子です。よろしく……」

　藍子が暗い表情のまま言ってくる。美紀恵は
頰
 ほお

 にたらりと汗を垂らした。……もしかして、他の二人も二つ名ではなく苗字だったのだろうか。さすがに『めっさつの』なんて
姓
 せい

 はないと思うのだが……

　と、美紀恵がそんなことを考えていると、射撃場のターゲットに先ほどよりも激しい魔力弾が着弾した。ターゲットの一部が
砕
 くだ

 け、ぷすぷすと
煙
 けむり

 を上げる。

　どうやら、次の
魔術師
 ウイザード

 が銃を撃ったらしい。美紀恵が目をやると、そこに先ほど燎子と言い合いをしていた
魔術師
 ウイザード

 ──ドミニカがいることがわかった。

「お、おお……」

「ま、ざっとこんなところかしら。測定員さん、数値は？」

「はいはい、ええと……おお、一五二〇ポイントですね。平均値を大きく
超
 こ

 えています」

　ミリィの言葉に、ドミニカがふふんと
肩
 かた

 をすくめながら美紀恵に得意げな視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してくる。

「どうかしら、お
嬢
 じよう

 ちゃん。これがＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 ──」

　と。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ドミニカの言葉を
遮
 さえぎ

 るように、周囲を
凄
 すさ

 まじい
轟
 ごう
 音
 おん

 と
目
 ま
 映
 ばゆ

 い
閃
 せん
 光
 こう

 が
襲
 おそ

 った。

「きゃ……っ
 !?
 」

「な……！」

　まるで高出力レイザーカノンを至近
距
 きよ
 離
 り

 で放たれたかのような
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 が、美紀恵たちを襲う。
砂
 さ
 塵
 じん

 が巻き上がり、地面が
微
 び
 細
 さい

 に
震
 しん
 動
 どう

 し、ミリィなどはそのまま後方に転げてしまった。

「い、一体何が……」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の衝撃に顔を
覆
 おお

 っていた美紀恵は、
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いて顔を上げ──今何が起こったのかを知った。

　ドミニカのさらに後方。そこに、前方に手を伸ばしたエレンの姿があったのである。

　そう。今の閃光、轟音、そして衝撃は、全てエレンが測定銃を撃ったことによるものだったのだ。

「……！」

　美紀恵はごくりと息を
吞
 の

 みながらターゲットの方に目をやり、さらに目を見開いた。

　しかし、それも当然だ。先ほどまでそこにあった頑強そうなターゲットが
跡
 あと
 形
 かた

 もなく
消
 しよう
 滅
 めつ

 し──しかもそれだけでは収まらず、射撃場の地面がごっそりと
抉
 えぐ

 り取られていたのである。

「ふむ……」

　エレンが小さく息を
吐
 は

 きながら、手にしていた黒い
柄
 え

 のようなものに視線を落とす。

　それが、爆散してしまった測定銃のグリップであることに気づいたのは、エレンがそれから手を
離
 はな

 したあとのことだった。

「申し訳ない。備品を
壊
 こわ

 してしまいました。一〇〇分の一ならば
耐
 た

 えられると思ったのですが。損害は
補
 ほ
 償
 しよう

 します。あとでＤＥＭに
請
 せい
 求
 きゆう
 書
 しよ

 を回しておいてください」

　エレンが後方に転がってしまったミリィを助け起こしながら言う。ミリィは目を白黒させて、エレンとターゲットを
交
 こう
 互
 ご

 に見た。

「い、いえ……その、凄いですね」

「ええ。最強ですから」

　エレンが当然のように言う。

　だが、美紀恵をはじめ誰も、その言葉に異論を
挟
 はさ

 もうとはしない。むしろ彼女に
謙
 けん
 遜
 そん

 などされようものなら、逆に
惨
 みじ

 めな気分になってしまうような気さえする美紀恵だった。

「──次の測定へ移ります。では」

　エレンは短くそう告げると、ポカンとする美紀恵たちを残して去っていった。

「く……っ！
 」

　するとそれを見送ったのち、ドミニカがハッと我に返るように肩を
揺
 ゆ

 らし、のしのしと
大
 おお
 股
 また

 で歩いていく。

　美紀恵とミリィは顔を見合わせると、やがて示し合わせたように『はぁ～っ！』と息を吐いた。

「す、
凄
 すご

 かったですね、ミケ。あれで一〇〇分の一……いえ、
途
 と
 中
 ちゆう

 で銃が壊れてしまったことを考えると、それ以上の魔力ですよ」

「はい……
驚
 おどろ

 きました」

　美紀恵はもう一度、エレンが
吹
 ふ

 き飛ばした射撃場を見やると、誰にともなく
呟
 つぶや

 いた。

「人類最強の……
魔術師
 ウイザード

 ……」
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「ち……いちいち不快な気分にさせてくれるわ、メイザースめ」

　測定と測定の合間に設けられた
休
 きゆう
 憩
 けい

 時間。ドミニカは
苛
 いら
 立
 だ

 たしげに顔を
歪
 ゆが

 めると、手にしたスポーツドリンクの
缶
 かん

 を
握
 にぎ

 り
潰
 つぶ

 した。

　すると
隣
 となり

 に
腰
 こし
 掛
 か

 けていた部下の
魔術師
 ウイザード

 、アンが
慌
 あわ

 てたように周囲に視線をやった。

「ど、ドミニカさん。
滅
 めつ
 多
 た

 なことを言わないでください。どこに耳があるかわからないんですから……！」

　
怯
 おび

 えたようなアンの
声
 こわ
 音
 ね

 に、ドミニカは
不
 ふ
 愉
 ゆ
 快
 かい

 そうに
眉
 まゆ

 をひそめた。

「聞こえたから何だっていうのよ、アン。あなたも第一
執
 しつ
 行
 こう
 部
 ぶ

 の
魔術師
 ウイザード

 なら、
矜
 きよう
 持
 じ

 を持ちなさい」

　そう。ドミニカをはじめとして、アンも所属は第一執行部。近年、
精
 せい
 霊
 れい

 の発生
頻
 ひん
 度
 ど

 が非常に高い日本に
派
 は
 遣
 けん

 されてはいるものの、もともとはＤＥＭ本社勤務のエリートなのである。

『ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 』といえば、エレンの
統
 とう
 括
 かつ

 する第二執行部ばかりが取り
沙
 ざ
 汰
 た

 されるが、ＤＥＭにおいては第一執行部こそが正規の
戦
 せん
 闘
 とう

 部隊であり、第二執行部とは本来、表に出ない裏仕事をこなすための集団に過ぎないのだ。

　それが分をわきまえず、大手を
振
 ふ

 って最強を名乗っている。その事実が、ドミニカには不快で仕方なかったのである。

「何が人類最強よ。裏方が出しゃばって……！　なぜウェストコット様はあんな女を重用するのよ！」

「そりゃあ……強いからだと思いますけど」

「そんなこと言われなくてもわかってるわよ！」

　ドミニカが
叫
 さけ

 びながら潰した缶を投げつけると、アンがビクッと肩を
震
 ふる

 わせた。

「うう……
理
 り
 不
 ふ
 尽
 じん

 です」

　アンがさめざめと泣くような仕草をしてみせる。しかしドミニカは構わず、
忌
 いま
 々
 いま

 しげに顔を歪めながら親指の
爪
 つめ

 を
嚙
 か

 んだ。

「気に入らないわ……何とかしてあの女の鼻を明かすことはできないかしら」

「無理ですよう、ドミニカさんがメイザース部長に勝ってるところなんて、身長と小言の多さくらいですもん」

「だからわかってるって言ってるでしょ！」

　
拳
 こぶし

 を固め、アンの頭をポカッと
殴
 なぐ

 る。アンがまたも「理不尽です……」と呟いた。

　確かにアンの言うとおり、エレンの力は強大の一言である。
否
 いな

 、別次元と言い
換
 か

 えてもいい。後にも先にも彼女以上の
魔術師
 ウイザード

 は現れず、彼女の名が歴史から失われることはないだろう──そんな意味を
込
 こ

 めて、
悠
 ゆう
 久
 きゆう

 のメイザースとさえ呼ばれる女である。

　実際、今までに行われた能力測定においても、彼女は別格の結果を残し続けていた。全一五
項
 こう
 目
 もく

 のうち、上限数値に達してしまったものが一〇項目、残り五項目は測定機器が壊れてしまい、結果さえ残らなかった。

　ドミニカとて全ての項目において上位クラスの成績を記録しているが、まるで相手にならない。ドミニカは改めてそれを自覚して
憎
 にく
 々
 にく

 しげに顔を歪めた。

「……ち」

「だから、もう
諦
 あきら

 めましょうよ。ちょっと役者が
違
 ちが

 いすぎますって。残ってる項目は
基
 き
 礎
 そ

 体力測定くらいですし、勝てるわけありませんよ。いくら気に入らなくても上司には変わりないんですから、あんまり嚙み付きすぎると減給されちゃいますよ？」

「だから、そんなことわかってるって──」

　ドミニカが拳を振り上げると、アンはビクッと
身体
 からだ

 を震わせた。

　が──ドミニカはその動作を途中で止めると、しばしの間無言になった。

「……？　ドミニカさん？　どうしたんですか？　理不尽さが足りませんけど……」

「ねえアン、今何て言った？」

「え？　何かおかしなもの拾って食べました？」

「そんなこと言ってなかったでしょ！」

　ドミニカが頭を殴ると、アンがどこか
安
 あん
 堵
 ど

 したように「やっぱりドミニカさんだ！」と叫んだ。

「そうじゃなくて、残りの項目よ。基礎体力測定って言ったわよね？　っていうことは、
顕現装置
 リアライザ

 なしってこと？」

「え、ええ……確かこのあとはプールに移動して五〇メートル自由形の測定だったかと。……って、ドミニカさん、もしかして勝負しようなんて思ってませんよね。やめときましょうよ、
恥
 はじ

 かくだけであ痛っ」

　ドミニカはアンの頭を
小
 こ
 突
 づ

 くと、あごに手を当てた。

「……本部にいた
頃
 ころ

 、
噂
 うわさ

 で聞いたことがあるのよ」

「う、噂？　違います、ドミニカさんは服を全部
脱
 ぬ

 がないとトイレで用が足せないって噂を流したのは私じゃ」

「ちょっと何それ初耳なんだけど!?
 」

　ドミニカはアンの
胸
 むな

 ぐらを
摑
 つか

 み、そのままガクガクと揺すったが、制裁はあとにしようと気を取り直して言葉を続けた。

「……メイザースの噂よ。なんでもあの女──」

　ドミニカが言うと、アンは信じられないといった様子で目を丸くした。
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「はぁ……」

　
顕現装置
 リアライザ

 を用いた測定を終えた美紀恵は、休憩スペースで大きなため息を吐いた。

　ため息の内訳は、
疲
 ひ
 労
 ろう

 が三割、安堵が一割、そして──
落
 らく
 胆
 たん

 が六割といったところである。

　測定の結果は平均の少し下。測定員には、美紀恵の
年
 ねん
 齢
 れい

 と階級にしては良い方だと言われたし、美紀恵自身自分の力を過大評価していたつもりはなかったのだが……やはり、『あれ』を見たあとだとどうしても無力感に
苛
 さいな

 まれてしまうのだった。

「最強の
魔術師
 ウイザード

 ……エレン・メイザース……」

　あまりに
圧
 あつ
 倒
 とう

 的な力。美紀恵もかつて精霊を
目
 ま

 の当たりにしたことがあるが、エレンのプレッシャーは、それにまるで引けを取らなかった。もはや
憧
 あこが

 れや
羨
 せん
 望
 ぼう

 というよりも、
恐
 きよう
 怖
 ふ

 や
崇
 すう
 拝
 はい

 にさえ近い感情がわき上がってくるような感覚。実際、美紀恵以外の隊員やＤＥＭ社員たちでさえも、少々表情が暗いように思えた。

「……、
駄
 だ
 目
 め

 だ、駄目だ」

　しかし、美紀恵は気を取り直すようにパンと
頰
 ほお

 を張った。

「こんなことじゃ、
折
 おり
 紙
 がみ

 さんに笑われてしまいます」

　そして自分に言い聞かせるように、その名を発する。

　
鳶
 とび
 一
 いち

 折紙一等
陸
 りく
 曹
 そう

 。かつてＡＳＴに
在
 ざい
 籍
 せき

 した隊員であり、美紀恵が最も尊敬する
魔術師
 ウイザード

 である。

　彼女はどんな苦境に立たされようと、諦めを見せたことはなかった。彼女が今ここにいたなら、人類側にエレンのような戦力があることは喜ぶべきことであると言うことだろう。そしてきっと……人間でもあれほどの力を持つことができるという事実は、私たちの希望となり得るとも。

「──折紙？」

　と、美紀恵がそんな思いを
巡
 めぐ

 らせていると、不意に後方から自分以外の声が
響
 ひび

 いてきた。

「え……？」

　美紀恵はその声に呼ばれるように振り向き──
肩
 かた

 を震わせた。

　しかし、それも当然だ。そこにいたのは人類最強の
魔術師
 ウイザード

 、エレン・メイザースその人だったのだから。

「えッ……え、ええエレンさ──」

「あなたは、鳶一折紙の知り合いですか」

「……！　お、折紙さんを知ってるんですか!?
 」

　エレンの言葉に、美紀恵は
驚
 きよう
 愕
 がく

 も忘れて声を上げた。するとエレンは、なぜか腹部をさするような仕草をしながらうなずいてきた。

「ええ。以前、少し。だから今の
状
 じよう
 況
 きよう

 は残念でもあり──喜ばしくもあります。あのように強力な力を持った精霊は……」

「へ？」

　エレンの言葉に、美紀恵は首を
傾
 かし

 げた。残念……というのは折紙がＡＳＴを
辞
 や

 めてしまったことだろうが、喜ばしいとはどういうことだろうか。それに……精霊とは。

「……いえ、なんでもありません。彼女は非常に
優
 ゆう
 秀
 しゆう

 な
魔術師
 ウイザード

 だった、ということです」

「そ、そうですか」

　エレンの物言いは気になったが、美紀恵はそれ以上問いを発さなかった。エレンを
追
 つい
 及
 きゆう

 するのが
恐
 おそ

 ろしかったというのもあるが……それ以上に、美紀恵は心のどこかに
高
 こう
 揚
 よう

 を覚えていたのである。

　折紙は、美紀恵の憧れた
先
 せん
 輩
 ぱい

 は、人類最強のエレンに認められる存在だった。その事実は美紀恵にとって、自分が
褒
 ほ

 められるよりも
嬉
 うれ

 しく、
誇
 ほこ

 らしいことだった。

　そんな美紀恵の心中を察したのか、エレンは付け足すように言ってきた。

「まあ、もちろん私ほどではありませんがね」

「あはは……」

　美紀恵は思わず笑ってしまった。折紙に張り合うように言ったエレンが、なんだか
無
 む
 性
 しよう

 に
微笑
 ほほえ

 ましく思えてしまったのである。

　するとエレンが、ムッとしたように
微
 かす

 かに眉をひそませた。

「なぜ笑うのです。まさか私が、鳶一折紙に
劣
 おと

 るとでも？」

「い、いえ、決してそういうわけでは……」

　美紀恵は
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら首を横に振った。実際、
如何
 いか

 に折紙でも、エレンには
敵
 かな

 わないだろう。

　それを
再
 さい
 認
 にん
 識
 しき

 し──美紀恵は、意を決してエレンの目を見つめた。

「あ、あの……エレンさん」

「何ですか」

「私……強くなりたいんです。今よりもっと、ずっと。折紙さんが
戻
 もど

 ってきたとき、きちんと胸を張れるように。一体……どうすればエレンさんみたいに強くなれるんでしょうか」

「…………
 」

　美紀恵の問いに、エレンはすっと目を細くした。

　その反応に、どきんと心臓が
跳
 は

 ねる。美紀恵はそこでようやく、自分の発した言葉の
軽
 けい
 率
 そつ

 さを自覚した。

　──エレンさんみたいに、とは言い過ぎだったかもしれない。初めて見たときより親しみやすさを覚えたとはいえ、相手は最強の
魔術師
 ウイザード

 なのである。美紀恵程度の
魔術師
 ウイザード

 にそんなことを言われたなら、気分を害するのは当然だ。

「あの、そのですね、エレンさんみたいにっていうのはあくまで言葉の
綾
 あや

 であって……」

「──才能と、努力」

「え……？」

　エレンが
淡
 たん
 々
 たん

 と言葉を述べてくる。美紀恵は意外そうに目を丸くした。

「
双
 そう
 方
 ほう

 、非常に重要なものです。どちらが欠けても、一流の
魔術師
 ウイザード

 とはなり得ない。ですが、その双方を持ち得た者が次の
壁
 かべ

 を破るのに必要なのは──信念です」

「信……念……」

　エレンの言葉に。

　美紀恵は、
呟
 つぶや

 くように声を発した。

「ええ。
執
 しゆう
 念
 ねん

 、と言い
換
 か

 えても構いません。
魔術師
 ウイザード

 が
魔術師
 ウイザード

 たる
所以
 ゆえん

 は、
顕現装置
 リアライザ

 の
扱
 あつか

 いにこそあります。そしてその
顕現装置
 リアライザ

 を
制
 せい
 御
 ぎよ

 するのにもっとも必要なものこそ、意志の強さです。命を
懸
 か

 けられるほどの信念が、身を
焦
 こ

 がすほどの
妄
 もう
 執
 しゆう

 が、
魔術師
 ウイザード

 の力となるのです」

　エレンはそう言うと、くるりと
踵
 きびす

 を返した。

「──強くなりたくば、思い出しなさい。自分が強くなりたいと願った願望の源流を。そして、信じなさい。その思いこそが、この世界で最も尊く、強いものであると」

「は……はいっ！」

　美紀恵は、ビシッと敬礼の姿勢を取り、
喉
 のど

 を
震
 ふる

 わせた。

　するとエレンが、満足げにそれを
一
 いち
 瞥
 べつ

 して歩き去っていこうとする。

　が、そこで。

「──ああ、いたいた。探しましたよ、メイザース
執
 しつ
 行
 こう

 部長」

　部下を
伴
 ともな

 ったドミニカが
扉
 とびら

 の向こうから現れると、エレンの行く手を
遮
 さえぎ

 るようにその場に立ちふさがった。

「シェリンガム？　何か用ですか」

　エレンが問うと、ドミニカは口元をニヤニヤと
歪
 ゆが

 めながら言葉を続けた。

「いえ、もうめぼしい測定も終わって、
退
 たい
 屈
 くつ

 でしょう。よければ私と一つ、勝負をしませんか？」

「ほう、
模
 も
 擬
 ぎ

 戦ですか。私に
挑
 いど

 もうとはいい度胸です。では
早
 さつ
 速
 そく

 シミュレーターホールに──」

「ちょ、ちょ、ちょ」

　ドミニカが額に
汗
 あせ

 を
浮
 う

 かべ顔を
蒼
 そう
 白
 はく

 にしながらエレンを制止する。数秒前までの
余
 よ
 裕
 ゆう

 が
一
 いつ
 切
 さい

 見受けられなかった。

「そ、そうじゃなくてですね。このあとの測定でタイムを
競
 きそ

 いませんかと、そういうわけです、はい……」

　なんだか勝負を挑んできた割には
妙
 みよう

 に
弱
 よわ
 腰
 ごし

 だった。彼女の後ろにいた部下もそう思ったのだろう。ぼそっと声を
漏
 も

 らす。

「かっこわるいです、ドミニカさん」

「……ふんっ！」

「あいたっ！」

　ドミニカが部下の頭に
肘
 ひじ
 鉄
 てつ

 を食らわせる。部下が頭を押さえながら非難がましい視線をドミニカに向けた。

「……で、どうするんですか、執行部長。まさか、最強の
魔術師
 ウイザード

 が
逃
 に

 げる……なんてことありませんよねぇ？」

『…………！
 』

　なぜだろうか、ドミニカの言葉に、周囲にいたＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 の一部が表情をピクリと動かす。

　しかし、エレンはそんな
皆
 みな

 の反応に気づいているのかいないのか、
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 とした調子で
髪
 かみ

 をかき上げた。

「──当然です。私は逃げも
隠
 かく

 れもしません」

「！　言いましたね！　もう取り消しは聞きませんよ！」

「ええ、無論です」

「たとえ種目がなんであれ、勝負は勝負です。私が勝ったなら、第一執行部の
魔術師
 ウイザード

 に負けたと、社員たちの前で宣言していただきますよ」

「な……！」

　ドミニカの言葉に声を上げたのは、近くにいたＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 だった。恐らく、第二執行部とやらの所属なのだろう。

「ふざけるな、そんなこと認められるわけが──」

「
控
 ひか

 えなさい」

　しかしエレンはそれを制すると、静かに首を前に
倒
 たお

 してみせた。

「最強は敗れないからこそ最強なのです。敗北宣言？　必要ありません。もし私が敗北したなら、
即
 そつ
 刻
 こく

 ＤＥＭインダストリーから
籍
 せき

 を
抜
 ぬ

 きましょう」

『……ッ!?
 』

　こともなげに放たれたエレンの言葉に、ＤＥＭ社員と美紀恵は目を見開いた。

　
否
 いな

 、それどころか、勝負を挑んだドミニカさえもポカンと口を開いている。

　だがドミニカはすぐにブンブンと首を
振
 ふ

 ると、
狂
 きよう
 喜
 き

 するように口元を
笑
 え

 みの形にした。

「はは……ははははっ！　その言葉、二言はありませんね！」

「無論です」

「先に会場で待っていますよ！　エレン・メイザース！」

　ドミニカはビシッとエレンに指を
突
 つ

 きつけると、笑いながらその場を去っていった。部下が、一応敬礼をしてからその後を追っていく。

　するとすぐさまエレンのもとに、ＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 たちが集まってきた。

「執行部長！　今すぐお取り消しください！」

「そうです！　次の測定は水泳なのですよ!?
 」

「落ち着きなさい。
誰
 だれ

 にものを言っているのですか」

『……っ！
 』

　エレンの視線に
射
 い
 竦
 すく

 められ、
魔術師
 ウイザード

 たちが言葉を止める。

　しかし、彼女らの
剣
 けん
 幕
 まく

 はただごとではない。美紀恵は
頰
 ほお

 にたらりと汗を垂らしながら、おずおずと口を開いた。

「あ、あの、エレンさん。勝てるん……ですよね？」

「当然です。次の測定は水泳と言いましたね。──ふ、無知とは恐ろしいものです。どうやらシェリンガムは、私が水泳を得手としていることを知らなかったと見える」

「あっ、そうなんですか？」

　美紀恵が言うと、エレンは自信に
溢
 あふ

 れた表情でうなずいた。





　　　　◇





　
休
 きゆう
 憩
 けい

 が終わり、ワイヤリングスーツから競泳水着に
着
 き
 替
 が

 えた燎子は、同じく水着姿のミリィとともにプールに向かっていた。

「ふぅ……まあ、
魔
 ま
 力
 りよく

 測定結果はまぁまぁってところだったわね。あとは
基
 き
 礎
 そ

 体力測定か。ＤＥＭの
奴
 やつ

 らに
煽
 あお

 られるのも
癪
 しやく

 だし、ちょっと本気でやってやろうかしらね」

　言いながら、ぐるんと
腕
 うで

 を大きく回してみせる。すると、まだ水に入ってもいないのに、
既
 すで

 にゴーグルを装着し、手にビート板を
抱
 かか

 えたミリィが「おおー」と声を上げてきた。

「燎子は泳ぎ得意でしたもんねー」

「まあね。海自にだって私に勝てる奴は数人しか……って、そういえば、なんであんたまで水着なのよ」

「いやー、ここから先は
顕現装置
 リアライザ

 なしの測定ですし、ついでにミリィも記録を取っておこうかと思いまして」

　言ってミリィが、自信ありげにドンと胸を
叩
 たた

 く。身長に
不
 ふ
 釣
 つ

 り合いな大きさを誇る
乳
 ち
 房
 ぶさ

 が、大きくばるんと
揺
 ゆ

 れた。

「……まあ、別に止めやしないけど、あんた水泳苦手じゃなかったっけ。あんまりちんたら泳いでみんなの
邪
 じや
 魔
 ま

 にならないようにしてよね？」

「ちっちっち、ちょいとそれはミリィを甘く見過ぎじゃないですかねー。今日のミリィには秘策がありますからねー。どっちかっていうと、誰もミリィに追いつけない心配をした方がいいかもしれませんよー？」

　ミリィはビート板を構えると、「すいー」と言いながら
廊
 ろう
 下
 か

 をパタパタと走っていった。子供のような様子に、思わず
苦
 く
 笑
 しよう

 する。

「ビート板抱えながら言われても説得力ないのよねぇ……っ
 ていうか、走ると危ないわよー」

　と、燎子がそう言った
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。廊下を走っていたミリィが、十字路から出てきた
人
 ひと
 影
 かげ

 にぶつかって転んでしまった。

「あびゃっ!?
 」

「…………！
 」

「ああもう、いわんこっちゃない」

　燎子は足早にミリィの方に歩みよると、その身を起こしてやった。

　そして、ミリィとぶつかって倒れてしまったと
思
 おぼ

 しき通行人にも、手を差し
伸
 の

 べる。

「ごめんね、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ？　この子にはあとで言っておくから……」

　が、燎子はそこで言葉を止めた。

　しかしそれも当然だ。何しろそこに
尻
 しり
 餅
 もち

 をついていたのは、競泳水着に身を包んだエレン・メイザースだったのだから。

「……っ!?
 」

「──問題ありません。大丈夫です」

　エレンは燎子の
驚
 おどろ

 きをよそに、一人ですっと立ち上がると、ミリィとぶつかった
拍
 ひよう
 子
 し

 に取り落としたと思しきモノを拾ってすたすたとプールの方に歩いていった。

「…………
 」

　燎子は混乱する思考を整理するように頭に手を置きながら、その背をジッと
眺
 なが

 めていた。

　エレンは最強の
魔術師
 ウイザード

 。それは
間
 ま
 違
 ちが

 いない。そして
魔術師
 ウイザード

 とは、心身共に
優
 すぐ

 れた者にしか務まらないはずなのだ。

　いくら
突
 とつ
 然
 ぜん

 のこととはいえ、ミリィのように
小
 こ
 柄
 がら

 な少女と
衝
 しよう
 突
 とつ

 しただけで尻餅をついてしまうというのも意外であったし、何より──

「何で、彼女まで……」

　燎子は今し方見たものが信じられず、ぐいと自分の頰をつねった。









　──訓練
施
 し
 設
 せつ

 の中に設営された五〇メートルプールには、今
幾
 いく
 人
 にん

 もの
魔術師
 ウイザード

 たちが集まっていた。

　皆、既に魔力測定を終えたあとであり、その
装
 よそお

 いはワイヤリングスーツから水着へと
変
 へん
 貌
 ぼう

 している。

　しかし皆の顔に浮かぶ表情は、
未
 いま

 だ
緊
 きん
 迫
 ぱく

 と
焦
 しよう
 燥
 そう

 、あるいは
微
 かす

 かな興奮に
彩
 いろど

 られていた。

　最強の
魔術師
 ウイザード

 エレン・メイザースが、ＤＥＭの
除
 じよ
 籍
 せき

 を
賭
 か

 けて第一執行部の
魔術師
 ウイザード

 ドミニカ・シェリンガムと勝負をするという
噂
 うわさ

 は、数十分の休憩時間の間に
瞬
 またた

 く間に広まった。居並んだ
魔術師
 ウイザード

 たちは自分の測定など忘れて、大勝負が始まるのを今か今かと待ち構えていた。中には、勝敗を予想して金を賭けている者さえいる。

　既に
挑
 ちよう
 戦
 せん
 者
 しや

 ・ドミニカは準備運動を終え、プールサイドに控えていた。

　水着になると、彼女の
鍛
 きた

 え上げられた肉体がはっきりと見て取れる。
陰
 いん
 影
 えい

 がつくほどに
隆
 りゆう
 起
 き

 した
僧
 そう
 帽
 ぼう
 筋
 きん

 と
上
 じよう
 腕
 わん

 二頭筋は、それだけで彼女の実力を
推
 お

 し量るのに十分な説得力を有していた。

「……す、すごい」

　
同
 どう
 僚
 りよう

 のＡＳＴ隊員たちと
一
 いつ
 緒
 しよ

 にプールサイドに並んだ美紀恵は、ごくりと息を
吞
 の

 んでその
身体
 からだ

 に見入った。小柄な美紀恵とは比べものにならない体格の差。
恐
 おそ

 らく自分が筋力トレーニングに打ち込んだとしても、ああはならないだろう。

　だが。美紀恵はブンブンと首を横に振った。
魔術師
 ウイザード

 としての力を決定づけるのは体格の差ではなく、思いの強さ。美紀恵はそれを、つい先ほど最強の
魔術師
 ウイザード

 に教授されたばかりなのだ。

　もし美紀恵が彼女に届かないとしたなら、それは素質の差ではなく、それに絶望して足を止めてしまう
己
 おのれ

 自身の
諦
 てい
 観
 かん

 なのだろう。美紀恵はグッと奥歯に力を入れると、エレンの登場を待った。

　するとそれに合わせるように
扉
 とびら

 が開いたかと思うと、そこから、エレンがゆっくりとした足取りで現れた。

　その姿に、
魔術師
 ウイザード

 たちが「おおっ」と色めき立ち──すぐに「ええ……っ!?
 」とざわめき出す。

　しかしそれも当然だった。水着姿のエレンの
体
 たい
 軀
 く

 は、ドミニカとは比べものにならないくらい
華
 きや
 奢
 しや

 で、何の
冗
 じよう
 談
 だん

 でもなく
触
 ふ

 れれば折れてしまいそうだったのである。

　だがそんな要素さえも、彼女が持つ『それ』のインパクトの前には
霞
 かす

 んでしまった。

「……ビート板……？」

　美紀恵は目をまんまるに見開きながら声を発した。

　そう。エレンはその手に、白い水泳補助用具を
握
 にぎ

 っていたのである。

「……ぷっ」

　それを目にしてか、ドミニカが
堪
 こら

 えきれないといった様子で
噴
 ふ

 き出す。

「どうやら、噂は本当だったようね……ふふ、じゃあ始めましょうか、部長」

「ええ、いつでも構いませんよ。──私の〈プリドゥエン〉の
錆
 さび

 にしてあげましょう」

　エレンは
超
 ちよう
 然
 ぜん

 とした調子でそう答えると、ドミニカの
隣
 となり

 のレーンへと歩いていった。

　そして、飛び込み台の上に上るドミニカをよそに、ちゃぷんとプールに入ると、ビート板を構えて足をプールの
壁
 かべ

 に付ける。

　……どうやら、飛び込みができないらしい。それを見て、ドミニカが苦しそうに笑いながら身を
捩
 よじ

 った。

「く、くく……じゃあ、行くわよ。スタートの合図をお願いね」

　ドミニカが、近くにいた測定員に声をかける。すると測定員は少し
困
 こん
 惑
 わく

 した様子をうかがわせながらも、片手を高く
掲
 かか

 げた。

「では、行きますよ。用意──スタート！」

「ふ──ッ！
 」

　測定員の号令とともに、ドミニカが勢いよくプールに飛び込む。そしてそのまま、
惚
 ほ

 れ
惚
 ぼ

 れするようなフォームのクロールで水をかき分けていった。

「エレンさんは──!?
 」

　美紀恵は、
凄
 すさ

 まじいスピードで進んでいくドミニカから視線を外すと、隣のレーンに目をやった。











　が、エレンの姿は見えない。まさかと思いスタートの方を見ると、そこに、ビート板を両手でしっかと握りながら、ぱっしゃぱっしゃとバタ足をするエレンの姿があることがわかった。

「へ……っ？
 」

　──
遅
 おそ

 い。あまりにも、遅い。

　そんな姿を見てか、プールサイドで勝負の
行方
 ゆくえ

 を見守っていたＤＥＭ第二
執
 しつ
 行
 こう
 部
 ぶ

 の
魔術師
 ウイザード

 たちが顔を
覆
 おお

 う。

　そうこうしている間にも、ドミニカは順調に泳ぎを続けていた。二五メートルラインを
越
 こ

 え、さらにスピードを増して勝負を決めにかかる。

　もはや、エレンの敗北は揺るぎなかった。これが
顕現装置
 リアライザ

 を用いての勝負ならばまだしも、ドミニカとこれほどの差をつけられては、オリンピックの金メダリストでさえ
挽
 ばん
 回
 かい

 するのは難しいだろう。

「部長……！」

「だから
止
 や

 めてくださいって言ったじゃないですか……！」

　辺りの
魔術師
 ウイザード

 たちから
落
 らく
 胆
 たん

 や、絶望の声が聞こえてくる。

　それはそうだろう。エレン・メイザースは最強の
魔術師
 ウイザード

 。その戦力が、こんな勝負で
表
 おもて
 舞
 ぶ
 台
 たい

 から失われようとしているのである。

「……っ」

　美紀恵は
耐
 た

 えきれず、その場に立ち上がった。

　──正直なところを言えば、ＤＥＭインダストリーに対する疑念は
拭
 ぬぐ

 い去れない。
彼
 か

 の会社が好きか
嫌
 きら

 いかと問われれば、美紀恵は間違いなく嫌いと答えただろう。もしＤＥＭの行っていた非人道的な行いにエレンが
荷
 か
 担
 たん

 していたならば、決して許すことはできない。

　だが、エレンという
魔術師
 ウイザード

 が前線から失われることがどれほどの損失になるのかは、美紀恵にも容易に知れた。

　それに何より……美紀恵は、見たくなかったのだ。

　折紙の力を認めてくれた最強の
魔術師
 ウイザード

 が、こんなつまらない負け方をするところなど。

「──エレンさん！　何をしているんですかっ！」

　美紀恵は
拳
 こぶし

 を握りしめると、
叫
 さけ

 びを上げた。周囲の
魔術師
 ウイザード

 たちが、驚いたように視線を送ってくる。

「言ったじゃないですか……
魔術師
 ウイザード

 の力は思いで決まるって！　あなたの信念はそんなものだったんですか!?
 　仮にも最強を名乗るなら──」

　美紀恵は、
喉
 のど

 がすり切れんばかりに声を張り上げた。

「
根
 こん
 性
 じよう

 見せてみろっ！　エレン・メイザース！」

　──すると、その瞬間。

　まるで美紀恵の声に呼応するかのように、エレンの周囲の水面がボコボコと
泡
 あわ

 だったかと思うと、ゴウッ！　と凄まじい水しぶきが上がった。

　そしてその水しぶきが、五〇メートルプールを縦断するように、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 にしてゴールまで続いていく。

「え……っ!?
 」

　美紀恵は予想外の光景に目を丸くすると、
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とそれを見つめた。

　やがて水しぶきが収まり、プールの全容が見て取れるようになる。

　そこには、四五メートル地点で
驚
 きよう
 愕
 がく

 の表情を作ったドミニカと──

　ゴールに手をかけたエレンの姿があった。

「あ……」

　美紀恵と、居並んだ
魔術師
 ウイザード

 たちは一瞬何が起こったのか理解できずにポカンとしたのち。

「…………
 」

　無言のままエレンが
突
 つ

 き上げた
右
 みぎ
 腕
 うで

 に呼応するように、
歓
 かん
 声
 せい

 を上げた。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！』

　
熱
 ねつ
 狂
 きよう

 の波が、プールに巻き起こる。ＤＥＭ第二執行部の
魔術師
 ウイザード

 たちはもとより、
驚
 きよう
 異
 い

 の逆転劇を
目
 ま

 の当たりにしたＡＳＴ隊員たちまでもが、
惜
 お

 しみない
拍
 はく
 手
 しゆ

 を送っていた。

「エレンさんっ！」

　美紀恵はプールサイドを走ると、ゴールに達したエレンのもとに
駆
 か

 け寄った。

「
凄
 すご

 いです……！　まさか、こんな──い、一体どうやったんですか!?
 」

「別に、
普
 ふ
 通
 つう

 に泳いだだけです」

　エレンが平然と、しかしどこか得意げな調子で返してくる。

　するとその隣のレーンでドミニカが、信じられないといった様子で
啞
 あ
 然
 ぜん

 と声を発した。

「そ、そんな……
馬
 ば
 鹿
 か

 な……」

「ふ──っ」

　エレンは
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 とそちらを向くと、
濡
 ぬ

 れた
髪
 かみ

 をかき上げながら続けた。

「シェリンガム。気に
病
 や

 むことはありません。あなたの敗因は一つです」

「な、何を……」

「──私が、最強だからです」

　エレンが言うと、ドミニカは
愕
 がく
 然
 ぜん

 とした様子で、ぶくぶくとプールの中に
沈
 しず

 んでいった。









「……うん？　何よ、
随
 ずい
 分
 ぶん

 と
騒
 さわ

 がしいわね」

　
膝
 ひざ

 に
絆
 ばん
 創
 そう
 膏
 こう

 を
貼
 は

 ったミリィを連れてプールに
到
 とう
 着
 ちやく

 した燎子は、不思議そうに首を
捻
 ひね

 った。

　膝を
擦
 す

 り
剝
 む

 いたミリィが「このままじゃ歩けません泳げませんー！」と叫ぶものだから、簡単に手当てを済ませてからプールにやってきたのだが……一体その間に何があったというのだろうか。

「ふふん、これはあれですよ。水泳王・トビウオのミリィの入場に
沸
 わ

 いた観客の歓声ですよ」

「……
誰
 だれ

 もあんたの方見てないでしょうが。っていうかさっきから何その自信。秘策って一体何よ」

　燎子が問うと、ミリィはふふんと笑って、手にしていたビート板を示してみせた。

「しょうがありませんねー。リョウコにだけは特別に教えてあげましょう。このビート板はミリィが夜なべして作った特別製でしてね。内蔵された
特
 とく
 殊
 しゆ

 モーターによって水流を作り出し、
超
 ちよう

 スピードでの遊泳を可能にするスグレモノなのですよー！」

「へえ……これが？　普通のビート板にしか見えないけど」

　燎子が疑わしげな目で見つめると、ミリィがちっちっち、と指を
振
 ふ

 った。

「これだからシロートは困りますねー。一見ただのビート板でも、ここをこうすると……って、あれ？」

　と、ビート板を
弄
 いじ

 っていたミリィが不意に
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せ、ビート板を
撫
 な

 でたりひっくり返したりし始める。

「何、どうしたのよ」

「こ、これ、普通のビート板ですっ！　なんで!?
 　どーしてっ!?
 」

「ええ？　
間
 ま
 違
 ちが

 えて持ってきたんじゃないの？」

「そんなはずありませんっ！　ラボを出るとき
確
 かく
 認
 にん

 しましたっ！　わ、私のマシンは一体どこに……!?
 」

　プールに巻き起こる
謎
 なぞ

 の歓声に、ミリィの叫びが混じって消えた。















「
村
 むら
 雨
 さめ

 先生！　次の土曜日ってお
暇
 ひま

 ですか!?
 」

　とある日の放課後。村雨
令
 れい
 音
 ね

 が職員室で資料整理をしていると、
同
 どう
 僚
 りよう

 の
岡
 おか
 峰
 みね
 珠
 たま
 恵
 え
 教
 きよう
 諭
 ゆ

 が、
妙
 みよう

 に熱っぽい調子でそう言ってきた。

　確か
歳
 とし

 は三〇弱……もとい、二九歳だったはずだが、
小
 こ
 柄
 がら

 な
体
 たい
 軀
 く

 に童顔のため、よく生徒に間違えられる教諭である。顔を
飾
 かざ

 る丸っこい眼鏡は彼女の
可愛
 かわい

 らしい
容
 よう
 貌
 ぼう

 によく似合っていたが、それがさらに彼女の幼さを助長している気がしてならなかった。

　仕事のみの付き合いではあるが、令音が
認
 にん
 識
 しき

 する限り、性格は
穏
 おだ

 やかで
温
 おん
 厚
 こう

 。そんな彼女が目を血走らせ、いやに興奮した様子で話しかけてきたものだから、令音は少し
驚
 おどろ

 いてしまった。

「……次の土曜、ですか。今のところ何も予定はありませんが」

　令音が
淡
 たん
 々
 たん

 と答えると、珠恵はパァッと表情を明るくしてあとを続けてきた。

「本当ですか!?
 　じゃあ
一
 いつ
 緒
 しよ

 にパーティー行きましょう！　パーティー！」

「……パーティー？」

　これまた予想外の言葉に、令音は首を
傾
 かし

 げた。
日
 ひ
 頃
 ごろ

 の珠恵の印象からは、あまり導き出されない単語である。

「はいっ！　私気づいたんです。もう、待ってるだけじゃダメだって！　お
姫
 ひめ
 様
 さま

 は卒業します。これより私はハンターです！　でも、初めてのハントはちょっと
怖
 こわ

 い……、というわけで仲間が
欲
 ほ

 しいんです。シビレ
罠
 わな

 とか
仕
 し
 掛
 か

 けてください！」

「…………？
 」

　珠恵は目をキラキラさせながらそう語ったが、高度な
比
 ひ
 喩
 ゆ

 表現が多すぎて言葉の内容はよくわからなかった。

　パーティーと一口に言っても、その種類は様々である。それこそ、おとぎ話に出てくるような
舞
 ぶ
 踏
 とう

 会から、政治家の資金集めのための集会、出版社の授賞式に至るまで。

　とはいえ、珠恵が異国の王子に
見
 み
 初
 そ

 められたという話は聞かないし、令音の知る限り特定政党の支持者でもなかったはずだ。小説や
漫
 まん
 画
 が

 で賞を取ったという可能性は否定できなかったが……それに令音を呼ぶ意味がわからない。

　
恐
 おそ

 らくホームパーティーの頭数が足りないといったところだろう。令音は消去法でそう判断して、「……なるほど」と無難な反応を示した。

　とはいえ、令音も顔見知りのいない場に
放
 ほう

 り込まれるのが得意というわけではない。丁重に辞退しようと顔を上げた。

「……岡峰先生、申し訳ありませんが、私はそういった場はあまり──」

「これ！　会場の地図です！　当日わからなかったら、近くに来たところで電話してください！　服装は気合い入れすぎず、さりとて気を
抜
 ぬ

 きすぎず！　では
健
 けん
 闘
 とう

 を
祈
 いの

 ります
戦友
 とも

 よ！　グッドラック！」

「……いや、あの」

　令音は言葉を続けようとしたが、珠恵はもの凄くイイ顔でビッと親指を立てると、
嵐
 あらし

 のようなスピードで去っていってしまった。

「…………
 」

　一人残された令音は、半ば無理矢理手の中にねじ込まれた手書きの地図に視線を落とすと、やれやれと小さなため息を
吐
 つ

 いた。





　　　　◇





　土曜日。令音は珠恵に
渡
 わた

 された地図を
頼
 たよ

 りに、街までやってきていた。

　結局珠恵の
誘
 さそ

 いを断り切ることができず、仕方なく指定の場所へと向かってきたのである。

　まあ、軽く
挨
 あい
 拶
 さつ

 をすれば、珠恵の
面
 めん
 目
 ぼく

 も立つだろう。あとは適当なタイミングで切り上げて帰宅すればいい。そんなことを考えながら通りを歩いていき、周囲を見回す。

「……この辺りかな？」

　小さく独り言を
呟
 つぶや

 きながら、自分のいる場所と珠恵のメモを見比べ、目的の場所を発見する。

「…………？
 」

　が、そこで令音は首を傾げた。

　そこは珠恵、もしくはその友人が住んでいると思われるような個人宅ではなく、通りに面した大きな商業ビルだったのである。

　……明らかにホームパーティーが行われるような場所ではない。どちらかというと、
怪
 あや

 しげな自己
啓
 けい
 発
 はつ

 セミナーや、ネットワークビジネスの説明会などが開かれていそうな様相だった。

　しかし、何度見てみても、そこが目的地であることは間違いないし、珠恵がそういったものに令音を誘うとも思えない。令音は
違
 い
 和
 わ

 感を覚えつつもビルの中に入っていった。

　そしてホールがあると
思
 おぼ

 しきフロアにたどり着き──

「……これは」

　会場の前に置かれた立て看板を目にして、令音は足を止めた。

　だがそれも無理からぬことである。何しろそこに記されていたのは、

『株式会社エンカウンター
主
 しゆ
 催
 さい

 　
天
 てん
 宮
 ぐう

 市
婚
 こん
 活
 かつ

 パーティー会場』

　という文言だったのだから。

　婚活。読んで字の通り、結婚のための活動。
配
 はい
 偶
 ぐう
 者
 しや

 を求める男女が
集
 つど

 うパーティーである。

「…………
 」

　どうやら会場を間違えたらしい。令音はくるりと
踵
 きびす

 を返そうとした。

　が、そこで背後から、聞き覚えのある声が
響
 ひび

 いてくる。

「！　あ、村雨先生！　来てくれたんですね！　今日はよろしくお願いします！」

　振り向くと、そこに今やってきたらしい珠恵の姿があった。大人っぽいドレスに身を包み、髪はエクステンションを付けて
綺
 き
 麗
 れい

 に編み込んである。『服装は気合い入れすぎず』と言っていた割には、随分とお姫様感のある
装
 よそお

 いだった。

「……岡峰先生、これは一体」

　令音が問うと、珠恵はグッと力強く
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 ると、演説をぶつ政治家のような調子で続けてきた。

「二〇代の
恋
 れん
 愛
 あい

 が
迎
 げい
 撃
 げき

 戦なら、三〇代の恋愛は
強
 きよう
 襲
 しゆう

 戦です！　いえまだ私二〇代ですけどね!?
 　先手必勝！　
攻
 せ

 めなければ勝てません！　好条件の男性は次々とライバルに
狩
 か

 られていくんです！」

「……いえ、そういうことではなく。私は婚活パーティーとは一言も聞いていないのですが」

　令音が言うも、珠恵は聞いていなかった。鼻息を
荒
 あら

 くしながら、のしのしと会場へと歩いていく。

「さあ行きましょう村雨先生！　将来の
旦
 だん
 那
 な

 様が待っていま……えっ？」

　と、そこで珠恵が入り口にいた係員に呼び止められた。

「あ、はい、参加者ですけど。……はっ!?
 　中学生!?
 　失礼な！　中学生ならこんなに
焦
 あせ

 ったりしませんよ！　ていうか間違えるにしてもせめて高校生にしてくださいよ!?
 」

　珠恵が
憤
 ふん
 然
 ぜん

 と息を吐きながら、ものすごく慣れた動作で
免
 めん
 許
 きよ
 証
 しよう

 を
呈
 てい
 示
 じ

 する。係員はそれを
驚
 きよう
 愕
 がく

 の表情で見たのち「し、失礼しました……」と、
未
 いま

 だ信じられないといった様子で道を空けた。

「もう、困っちゃいますよね！　居酒屋でもコンビニでお酒買うときもいっつもこうです」

「……それは、お
疲
 つか

 れ様です」

　まあ、係員の気持ちもわからないではないのだが、わざわざことを
荒
 あら
 立
 だ

 てる必要もないだろう。ぷりぷりと
怒
 おこ

 る珠恵を見ながら、令音ははあとため息を吐いた。

　あまり気乗りはしないが、ここまで来て帰るのも珠恵に悪いだろう。令音は仕方なく、珠恵のあとに付いて会場に入っていった。

　すると入り口で係員に、胸に付ける番号札と、何やら表のようなものが書かれたシートを二枚
手
 て
 渡
 わた

 される。

「……これは」

「プロフィールシートとチェックシートですね。こっちに自分の情報を、こっちにお相手の印象を書き込むみたいです」

「……ふむ」

　珠恵の言葉に小さく
唸
 うな

 り、紙面に視線を落とす。

　なるほど、確かにそこには、名前や職業、
趣
 しゆ
 味
 み

 、相手に求める条件などの
項
 こう
 目
 もく

 が設けられていた。

「そこのテーブルで書いちゃいましょう、村雨先生」

　言って珠恵がテーブルの方に歩いていき、シートに字をしたため始める。令音もそれに
倣
 なら

 って、シートを
埋
 う

 めていった。

　とはいえ、これといって書くこともない。名前や職業などのデータはまだしも、相手に求める条件など、そもそも相手を求めていないのだから書きようがなかった。仕方なく、『特になし』と記しておく。

「……ん？」

　と、そこで視界の
端
 はし

 に、珠恵のシートが映った。


　名前……岡峰珠恵

　
年
 ねん
 齢
 れい

 ……二〇代♡

　職業……教員

　趣味……料理

　相手に求める条件……年齢三五歳くらいまで。身長一八〇センチ以上。四大卒。年収八〇〇万円以上。公務員もしくは士業、医師、上場
企
 き
 業
 ぎよう

 勤務が望ましい。自営業は応相談。積極的に家事、育児に手を貸してくれる男性。
喫
 きつ
 煙
 えん
 者
 しや

 不可。初婚が望ましいが、子供がいない場合は応相談。
婿
 むこ
 養
 よう
 子
 し

 希望──



「……先生、岡峰先生」

「は……っ！
 　はい、どうかしました？」

　令音が声をかけると、熱心にシートを埋めていた珠恵が顔を上げた。

「……先生、その条件は」

「あっ、やっぱり
妥
 だ
 協
 きよう

 しすぎましたかね？　まだ私二〇代ですし、もう少し夢を見ても……？」

「……いえ、厳しすぎると思います。そんなスペックを持った男性はまずいません。万一いたとしても、そんな条件を付ける女性は引かれます」

「は……ッ!?
 」

　令音の言葉に、珠恵が
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らす。そして
憑
 つ

 き物の落ちたような目で自分のシートを見、フッと
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味な
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべる。

「た、確かに……その通りですね。ありがとうございます、村雨先生。あれだけ
覚
 かく
 悟
 ご

 を語りながら、まだ自分が見えていなかったみたいです……」

　珠恵はそう言うと、シートを修正し始めた。


　年齢三五歳くらいまで。[image: →]
 年齢三六歳くらいまで。

　身長一八〇センチ以上。[image: →]
 身長一七九センチ以上。

　年収八〇〇万円以上。[image: →]
 年収七九九万円以上。



「……いえ、あの、先生」

　誤差の
範
 はん
 囲
 い

 だった。令音は再度注意しようとする。

　が、そこで会場に
設
 しつら

 えられたスピーカーから、係員の声が響いた。

『──あー、あー。本日はお
越
 こ

 しいただきありがとうございます。本日司会を務めさせていただきます、株式会社エンカウンターの
逢
 おう
 坂
 さか

 です。──さて、私、昔から校長先生の朝礼が苦手でして。挨拶は手短に済ませるというのをモットーにしております。というわけで
早
 さつ
 速
 そく

 ではありますが、これより、天宮市婚活パーティーを開始したいと思います。
皆
 みな

 さんにどうか、よいご
縁
 えん

 がありますように！』

　簡潔な開会宣言に、参加者たちからパチパチと
拍
 はく
 手
 しゆ

 が鳴り響く。逢坂は深々とお
辞
 じ
 儀
 ぎ

 をしたのち、説明を続けた。

『それでは、これより自己
紹
 しよう
 介
 かい

 タイムに入りますので、ご着席ください。
壁
 かべ

 側に並んでいるのが女性席、その向かいが男性席です。対面したら、自分のプロフィールシートをお相手に見せて、自己紹介をしてください。お相手の印象はお手元のチェックシートにご記入ください。ピンと来た方がいたら、名前と番号をメモするのをお忘れなく！　五分
経
 た

 ったらアラームが鳴りますので、男性は
隣
 となり

 の席に移動してください！』

「ふむふむ、なるほど……よし、行きましょう村雨先生！」

「……はあ」

　令音は生返事をすると、珠恵に引っ張られるような格好で、壁
際
 ぎわ

 に並んだ席に
腰
 こし
 掛
 か

 けた。

　するとほどなくして、対面の席に男性たちが着席する。

「は、初めまして。
沢
 さわ
 村
 むら

 と申します。あの、よろしくお願いします」

「……よろしくお願いします」

　まず令音の向かいに座ったのは、三〇代半ばくらいの、眼鏡をかけた
真
 ま
 面
 じ
 目
 め

 そうな男性だった。プロフィールシートを
交
 こう
 換
 かん

 し、
互
 たが

 いにそれに目を落とす。

「む、村雨さんと
仰
 おつしや

 るんですか。あの、お、お綺麗ですね」

「……それは、どうも」

　沢村が慣れない様子で
褒
 ほ

 め言葉を述べてくる。令音は短く礼を述べてぺこりと頭を下げた。

　が、それからしばらく、
沈
 ちん
 黙
 もく

 が続く。

　令音もあまり口数が多い方ではないし、見たところ沢村も物静かなタイプらしい。何か
喋
 しやべ

 らなければとは思っているようだったが、何を話せばよいのかわからないといった様子だった。

　と、そんな無言状態が続いたものだから、隣の席の会話がやけに大きく聞こえてくる。

「──はい、よろしくお願いします！　それでお聞きしたいんですけど、
関
 せき
 口
 ぐち

 さんは何人兄弟でいらっしゃいますか？　ふむふむ、お兄さん一人に妹さん一人。なるほど、なるほど、つまり次男ということでよろしいですね!?
 　しかも銀行員さんでいらっしゃる！　ああっ、なんていう
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 ！　私好きな言葉ベスト３が、結婚、次男、銀行員なんですよ！」

「は、はあ……」

　珠恵が、テーブルに身を乗り出しながら相手男性に
捲
 まく

 し立てていた。相手男性は完全に
萎
 い
 縮
 しゆく

 してしまっている。ハンターというよりモンスターという
風
 ふ
 情
 ぜい

 だった。なぜか美少女を前にした
美
 み
 九
 く

 の姿を思い出してしまう令音だった。

　などということをしている間に、五分が過ぎる。なんだか申し訳なさそうな顔をしながら、対面の沢村が席を立った。

「あ、あの……ありがとうございました」

「……どうも」

　結局数言しか話していない気がするが……まあ仕方あるまい。こういうのには向き不向きがあるのだ。正直、ローテーションで珠恵の前に座らされる彼の身が心配だった。

　と、令音がそんなことを考えていると、向かいの席に次の男性が腰掛け、プロフィールシートを
渡
 わた

 してくる。

「こんにち……うおぉっと!?
 　これはこれは、お美しい方だ！」

「……こんにちは」

　令音は短く答えながら相手の
容
 よう
 貌
 ぼう

 とプロフィールシートを見、小さく
眉
 まゆ

 を揺らした。

　理由は単純。目の前に現れた男性がどう見ても外国人であり──シートの職業
欄
 らん

 に、『ＤＥＭインダストリー勤務』と書かれていたからだ。

「いや、あなたのような方に出会えて光栄です。初めまして。私、アンドリュー・カーシー・ダンスタン・フランシス・バルビローリ……」

　などと、
嫌
 いや

 に長ったらしい名前を名乗る。

　ＤＥＭインダストリーといえば、令音たち〈ラタトスク〉の
仇
 きゆう
 敵
 てき

 と言っても過言ではない組織である。
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、まさか〈ラタトスク〉機関員である令音に
接
 せつ
 触
 しよく

 しにきたのでは……という想像が頭を
掠
 かす

 めるが、すぐに思い直した。

　今の令音は〈ラタトスク〉機関員ではなく
来
 らい
 禅
 ぜん

 高校の教員であるし、ここに来たのも
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 珠恵に
誘
 さそ

 われたからだ。珠恵がＤＥＭインダストリーと
繫
 つな

 がっていでもしない限り、そんなことは考えづらい。ＤＥＭ社員とて人間。
結
 けつ
 婚
 こん

 相手を探すことだってあるだろう。

　と、令音がそんなことを考えている最中も、アンドリュー（略）は熱っぽい調子でペラペラと言葉を並べ立てていた。

「ミズ・ムラサメ。あなたは運命というものを信じますか？　
恥
 は

 ずかしながら私は今日この日までそれに
懐
 かい
 疑
 ぎ

 的でした。しかし！　ああしかし！　今まさに私はそれを感じています！　一目見た瞬間から心を
奪
 うば

 われてしまいました。
天
 てん
 啓
 けい

 です。きっとあなたこそが運命の人……！」

「……少し落ち着いてください」

「ああ、もういても立ってもいられません！　すぐに婚約指輪を発注しましょう！　指のサイズは何号ですか？　任期が終わったなら故郷のイギリスに帰りますが、ついてきてくれますよね？」

「…………
 」

　まったく人の話を聞いていない。令音はうんざりと息を
吐
 は

 いた。

　こちらはまるで運命など感じていないが、このまま放置しておいて付きまとわれたりしても
面
 めん
 倒
 どう

 である。ここは少し予防策を打っておくことにしよう。そう考えて、令音は
唇
 くちびる

 を開いた。

「……ふむ、ＤＥＭにお勤めなのですね。──アイク
 とエレン
 は元気ですか？」

「…………
 ほォえッ!?
 」

　令音の発した名に、アンドリューが初めてリアクションを返す。

　まあ、しかしそれはそうだろう。令音が出したのは、ＤＥＭインダストリーの実質的なトップと、その腹心の名だったのだから。しかも、親しげな
愛
 あい
 称
 しよう

 ときたものだ。

「あ、あの、お
尋
 たず

 ねしますが、ミズ・ムラサメ。ウェストコットＭＤとメイザース
執
 しつ
 行
 こう

 部長とどのようなご関係で……」

「……なに、古い知り合いです。ただ、結婚するときは必ず呼んでくれ、君の
伴
 はん
 侶
 りよ

 となる人間を
徹
 てつ
 底
 てい

 的に調査してあげよう、と言われています。もし彼らの眼鏡に
適
 かな

 わなかったときは……まあ、面倒なことになりそうですね」

「──ヒッ──！
 」

　アンドリューが顔を真っ青にしながら息を
漏
 も

 らす。

「……とはいえまあ、私もこういったパーティーに参加していることを彼らに知られるのは本意ではありません。ここはお互い、出会わなかったことにするということでいかがでしょうか」

「……あ、はい……助かりますデス……」

　急に片言になって、アンドリューが大人しくなる。

　と、そこで五分が経ったのだろう。先ほどと同じアラームが鳴る。アンドリューは
未
 いま

 だ
緊
 きん
 張
 ちよう

 した
面
 おも
 持
 も

 ちのまま、敬礼をして珠恵の席へと移動していった。

「…………
 」

　それにしても、まさか参加者の中にＤＥＭ社員が
紛
 まぎ

 れているとは。令音は小さく息を吐いた。

　とはいえ、そう何人も『同業者』がいるということもないだろう。気を取り直して、次なる参加者に向く。

「……ん？」

　が、令音はそこでまたも眉をひそめた。

　しかしそれも無理からぬことだろう。何しろ──

「どうも、初めまして。
中
 なか
 津
 つ
 川
 がわ
 宗
 むね
 近
 ちか

 と──って、げぇっ！　村雨
解
 かい
 析
 せき

 官!?
 」

　
椅
 い
 子
 す

 に座るなり
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を発した男に、もの
凄
 すご

 く見覚えがあったのだから。

　
歳
 とし

 の頃三〇くらいの、眼鏡をかけた
恰
 かつ
 幅
 ぷく

 のいい男である。一応
小
 こ
 綺
 ぎ
 麗
 れい

 なスーツを
纏
 まと

 っていたが、なぜか両の手に指の出たグローブを装着していた。

　
間
 ま
 違
 ちが

 いない。令音と同じ〈ラタトスク〉の機関員、〈
次元を越える者
 デイメンシヨン・ブレイカー

 〉中津川である。

「……中津川。こんなところで何をしているんだい？」

「やっ、あのっ、別に三次元に
浮
 うわ
 気
 き

 とかそういうわけではなく……か、
川
 かわ
 越
 ごえ
 殿
 どの

 に誘われまして……」

「……川越が？」

　令音はそう言うと、中津川の視線の先を見やった。

　するとそこに、これまた〈ラタトスク〉の機関員、〈
早すぎた倦怠期
 バツドマリツジ

 〉川越の姿があることがわかる。何やら慣れた調子で、対面する女性とトークを
交
 か

 わしていた。

「──おや、アウトドアがご
趣
 しゆ
 味
 み

 で？　これは
奇
 き
 遇
 ぐう

 だ。実は私もキャンプインストラクターの資格を取る予定でしてね」

「ええー、本当ですかぁ？」

「本当ですよ。まあ、決めたのは今ですけどね。
一
 いつ
 緒
 しよ

 にキャンプに行ってみたい人ができてしまったもので」

「あはは、またまたー」

　などと、
冗
 じよう
 談
 だん

 めかして会話を盛り上げている。

　その二つ名の通り
幾
 いく
 度
 ど

 も
離
 り
 婚
 こん

 を
繰
 く

 り返している男ではあるが、裏を返せばその数結婚まで
漕
 こ

 ぎ着けているということである。こういった場には慣れているらしかった。

「……まだ結婚するつもりかね、彼は。これ以上
慰
 い
 謝
 しや
 料
 りよう

 と養育費が増えては生活もままならないだろうに」

「い、いやあ……長らく女性を口説いていないと
勘
 かん

 が
鈍
 にぶ

 るから……だそうで。こういった場に来たことがないと言ったところ、何ごとも経験だから、と連れてこられましてな……」

「……ふむ」

　と、令音があごに手を当てていると、中津川が言葉を続けてきた。

「で……あの、
野
 や
 暮
 ぼ

 なことお尋ねしますが、村雨解析官はなんでまたこんなところに。もしや、そろそろ結婚を考えて……？」

「…………
 」

　令音は
微
 かす

 かに目を細めると、
隣
 となり

 の席を指さした。

　そこでは珠恵がアンドリューに、「ＤＥＭ……ってことは外資系ですね!?
 　わぁっ！　奇遇です！　私、好きな言葉ベスト３が、国際、結婚、外資系なんですよぉ！」と捲し立てていた。あのアンドリューが完全に
圧
 お

 されていた。

「……君と似たようなものさ。
同
 どう
 僚
 りよう

 に誘われてね。まさか婚活パーティーとは思わなかったが」

「な、なるほど……」

　中津川は
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らしながら言うと、あははと
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら頭をかいた。

「いや……にしても、やはりこういうのは慣れませぬ。女性と話すとき、
胸
 むな
 元
 もと

 にテキストウインドウがないと緊張してしまいましてな。他の方々もどうも苦手のようで……」

「……他の方々？」

　令音は中津川の発した言葉に微かに眉を動かすと、周囲を見やった。

　なぜ今まで気づかなかったのだろうか。ホールの各所に、見知った顔が
幾
 いく

 つも
確
 かく
 認
 にん

 できた。

「あの、この特技の欄にある
呪
 じゆ
 術
 じゆつ

 というのは……？」

「あ、はい、それはですね。いろいろと種類はあるんですが、私が一番得意なのは
藁人形
 これ

 でして……」

「は、はあ」

「浮気防止のために、マッチングの際には
髪
 かみ

 の毛を一本いただくことになると思いますが……」

「ええ……」

　
懐
 ふところ

 から藁人形を出して相手男性に思いっきり引かれている〈
藁人形
 ネイルノツカー

 〉
椎
 しい
 崎
 ざき

 。

「ええと、お尋ねしたいのですが。仮に私と結婚することになったとして、転職を考えていただくことは可能ですか？」

「転職……ですか？　いや、それはちょっと……」

「え？　なぜですか？　だって出勤なんてしているようじゃ、十分に
夫
 ふう
 婦
 ふ

 の時間が取れないじゃありませんか。そんなことで愛が
育
 はぐく

 めるとお思いですか？　
健
 すこ

 やかなるときも
病
 や

 めるときも一緒にいるのが夫婦なんじゃないですか？　常に半径一〇メートル以内にいられるよう努力すべきでしょう？　もしかして結婚をお
舐
 な

 めになってらっしゃる？」

「ええ……」

　結婚に対する高すぎる理想を語って、これまた相手男性に引かれている〈
保護観察処分
 デイープラヴ

 〉
箕
 みの
 輪
 わ

 。

　そして──

「いや、あのですね、さすがにこのプロフィールシートでは問題が……」

「問題？　どこに問題があるというのですか。
神
 かん
 無
 な
 月
 づき
 恭
 きよう
 平
 へい

 、二九歳、アスガルド総合警備保障勤務、趣味はボウリング（のピンになること）、相手に求める条件、一三歳から一五歳くらいまでの女王様……」

「そこです、そこ」

「そこ……？」

「だから、相手に求める条件です！　ここ婚活パーティー会場ですからね!?
 　ていうかそれ以前に条例によってアウトですからね!?
 」

「なんと……そうでしたか。これは失礼。シートを書き直しましょう」

「わかっていただけましたか……」

「ええ。神無月恭平、断腸の思いで対象
年
 ねん
 齢
 れい

 を一二歳からにいたしましょう」

「何もわかっていない!?
 」

　などと、会場スタッフと
揉
 も

 めて席にすら着かせてもらえていない神無月。

〈フラクシナス〉オールスターと言っても過言ではない顔ぶれに、令音は小さくため息を吐いた。

「……中津川、一応聞くが、
幹
 みき
 本
 もと

 は？」

「ああ、幹本殿は来ておられません」

「……ん、そうか」

〈
社長
 シヤチヨサン

 〉幹本は曲がりなりにも妻帯者である。一応良心は残っていたらしい。

「今日は行きつけのお店のジェニファーちゃんの誕生日らしくて」

「…………
 」

　それはそれで問題がありそうだったが、もう令音に
指
 し
 摘
 てき

 を入れるような気力は残っていなかった。









　それからおよそ二時間後。参加男性
全
 すべ

 てと対面を終えた令音は、シャンパングラスを片手に会場の
端
 はし

 に立っていた。

　これより二時間がフリータイムとなり、自己
紹
 しよう
 介
 かい

 の際に気になった参加者と自由に会話をしてよいとのことである。そしてその後、気に入った参加者の番号を紙に書き入れ、お
互
 たが

 いの番号を書いた者同士がいれば晴れてマッチング成功……ということらしい。

　ちなみに中津川のあと川越とも対面したが、神無月は自己紹介タイムの最後までスタッフと揉めており、最後まで席に座ることはなかった。

「うふふー、どうでした村雨先生。気になる方はいらっしゃいました？」

　令音と同じくシャンパングラスを持った珠恵が、ニコニコした様子でそう言ってくる。……先ほどの自己紹介タイムを経てなぜそんな
笑
 え
 顔
 がお

 でいられるのかはわからなかったが、どうやら珠恵としては
手
 て
 応
 ごた

 えがあったらしい。

「……いえ、特には。岡峰先生はいかがですか」

「ええー？　私ですかぁ？　そうですねぇー、最初の男性もワイルドで
素
 す
 敵
 てき

 でしたし、二番目の男性も安定してていいですし……でも外資系エリートの
旦
 だん
 那
 な

 様を持って、将来ハーフのイケメン
息子
 むすこ

 に
労
 いたわ

 られるというのも捨てがたく……ああっ！　どうしたらいいんでしょう！　私を
巡
 めぐ

 って争わないでくださいぃぃ！」

「…………
 」

　令音は情熱的に身をくねらせる珠恵を静かに見つめた。

　と、そこでそんな二人のもとに、数名の男性が歩み寄ってくる。

「──あの、村雨さん。お話をさせていただいてもよろしいですか？」

「村雨さん、よろしければ少しお時間を──」

「どうも、村雨さん──」

　するとそれを見た珠恵がキラリと目を
輝
 かがや

 かせ、スパークリングワインを一気に
呷
 あお

 ると、ッターン！　と小気味よい音を
響
 ひび

 かせながらグラスをテーブルに置いた。

　そしてタックルを
仕
 し
 掛
 か

 けにいく総合
格
 かく
 闘
 とう
 家
 か

 のような姿勢を取ると、男性たちに向かって一気に
床
 ゆか

 を
蹴
 け

 る。

「どうも
皆
 みな

 さん！　岡峰ですっ！　将来について語り合いましょぉぉぉッ！
 」

『う、うわぁぁぁッ
 !?
 』

　珠恵に追われて、男性たちが
逃
 に

 げていく。珠恵は
野
 や
 獣
 じゆう

 のような眼光を輝かせ、その背を追っていった。

「…………
 」

　あの姿を見る限り、珠恵がウェディングドレスを着る日は遠そうだったが──まあ、男性の応対をしなくてよくなった点に関しては感謝せざるを得まい。正直自己紹介タイムだけで、令音はかなり
疲
 つか

 れてしまっていた。

「……ふう」

　スパークリングワインを一口飲み、背を
壁
 かべ

 に預けながら小さく息を
吐
 は

 く。

　するとそんな令音のもとに、一人の参加者が歩み寄ってきた。

「お隣、よろしいかしら？」

　そのシルエットから
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 男性かと思ったが──
違
 ちが

 う。ドレス姿の参加者が多い中、
珍
 めずら

 しくパンツルックに身を包んだ女性である。一つに
纏
 まと

 められた髪に、
精
 せい
 悍
 かん

 な顔つき。美しいとか
可愛
 かわい

 らしいという形容よりも、
凜
 り
 々
 り

 しいという表現の方が似合う人だった。

「……どうぞ」

　令音はそう言いながら、微かに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。その女性を、どこかで見たことがあるような気がしたのである。

　しかし女性はそんな令音の様子に気づかぬように、気安げに話しかけてきた。

「あなたも、こういう場は得意じゃない感じ？」

「……ええ、まあ。同僚に連れてこられまして」

「あはは、私と
一
 いつ
 緒
 しよ

 ね。正直、まだ結婚する気はないんだけど、何ごとも経験ですよ隊長、ってうるさくて」

「……隊長？」

　令音が聞き返すと、女性は
慌
 あわ

 てたように首を横に
振
 ふ

 ってきた。

「いや、まあ、あだ名みたいなもんよ。こう見えて仕切り屋なもんで」

「……そうですか。失礼ですが、お名前をお
伺
 うかが

 いしても？」

「ああ、そっか。これは失礼。
日
 くさ
 下
 か
 部
 べ
 燎
 りよう
 子
 こ

 、公務員よ」

「……村雨令音、教員です。公務員というと……どのような？」

　令音が問うと、燎子は
曖
 あい
 昧
 まい

 に笑ったのち、
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすように「……ちょっと言えないところ？」と
肩
 かた

 をすくめた。

　それからしばらく、燎子と会話を
交
 か

 わす。内容そのものは何くれとないものであったけれど、気を
遣
 つか

 わずに済む分、男性の応対をするよりは
幾
 いく
 分
 ぶん

 か楽だった。どうやら燎子も、こうして時間を
潰
 つぶ

 すことのできる相手を探していたらしい。

「──あっはっは、なーによう、暗そうかと思ったらわりと話せるじゃない。ほら、グラス空いてるわよ」

　言って、酒のためか少し頰を赤くした燎子が、令音のグラスにスパークリングワインを勝手に
注
 つ

 いでくる。

　ちなみにまだ令音のグラスには少し飲み物が残っていたのだが、彼女基準だともう空らしかった。











「……どうも」

「いやしかし、どうよ実際結婚とか。いや
同
 どう
 僚
 りよう

 や母親の言うこともわかるのよ？　私も言ってしまえばもう
適
 てき
 齢
 れい
 期
 き

 だし、子供
欲
 ほ

 しいなあって気持ちもなくはないし。でもなんかこう、結婚した自分っていうのに想像がつかないっていうか……」

「……まあ、わからなくもありません」

「ねー、そうよねー。それになんていうの？　
詳
 くわ

 しくは言えないんだけど
職
 しよく
 業
 ぎよう
 柄
 がら

 、自分より弱っちい男と付き合おうと思えないのよねえ。やっぱ男は強くないと！」

　と、燎子がグッと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 りながら言ったところで、どこかから会場スタッフと神無月の声が聞こえてきた。

「ですから！　そんな条件に当てはまる方はここにはいらっしゃいません！」

「そ、そんな
馬
 ば
 鹿
 か

 な!?
 　ここは
地
 じ
 獄
 ごく

 の三丁目ですか!?
 　で、では一〇〇歩
譲
 ゆず

 って、ピンヒールで私のお
尻
 しり

 を重点的に責めてくれる一一歳では……」

「だからぁ！」

「…………
 」

　そんな会話を聞いた燎子が、不意にピクッと肩を
揺
 ゆ

 らしたかと思うと、不意に
黙
 だま

 り込む。

　まあ、あんな会話を耳にすれば
辟
 へき
 易
 えき

 するのは当然だが……どうも様子がおかしい。令音は不思議に思って首を
傾
 かし

 げた。

「……どうかしましたか？」

「…………
 いや、ちょっと飲み過ぎたかしら。昔の上司によく似た声の
幻
 げん
 聴
 ちよう

 が聞こえた気がして」

「……上司？」

「ええ、なんていうかこう、
汚
 きたな

 いスナフキンみたいな声が……」

　燎子は額に手を当てると、「気のせい、気のせい」と気を取り直すようにブンブンと首を横に振った。

「ま、まああれよね。男は強いだけじゃ
駄
 だ
 目
 め

 よね。ちゃんと社会常識と道徳を備えた人じゃないと」

「……？　はあ、そうですね」

　令音が返すと、燎子はふうと息を吐いたのち、軽く令音の肩を
叩
 たた

 いてきた。

「──いやまあ、とにかく、よ。そろそろフリータイムも終わりね。なんだかんだ今日は楽しかったわ。ロクな男はいなかったけど、あんたみたいな人に会えたのは
収
 しゆう
 穫
 かく

 だったかも」

「……日下部さん」

　令音はそう言うと、静かに頭を下げた。

「……申し訳ありません。誤解させてしまったかもしれませんが、私は同性
婚
 こん

 をするつもりは」

「そういう意味で言ったんじゃないわよ!?
 」

　燎子が、テーブルをドンと叩きながら声を裏返らせた。









　そして、フリータイム
終
 しゆう
 了
 りよう

 からおよそ三〇分後。

　参加者から、気になる異性の番号を記したマッチングシートを回収したスタッフが、成立したカップルを発表し始めた。

『──一〇番の男性と、五番の女性、おめでとうございます！　マッチングです！』

　マイク
越
 ご

 しの係員の声とともに、男女が一人ずつ
壇
 だん
 上
 じよう

 に上がり、参加者たちからパチパチと祝福（と、幾分かの
怨
 えん
 嗟
 さ

 ）の
拍
 はく
 手
 しゆ

 を浴びる。

　令音は、ハントから
戻
 もど

 ってきた珠恵とともに会場の端でそんな光景を見ながら、パチパチと気のない拍手をした。

　珠恵はがっしりと指を組み合わせ、
呪
 じゆ
 詛
 そ

 でも唱えるかのように天に
祈
 いの

 りを
捧
 ささ

 げていたが、そもそもマッチングカードに番号を一つも書いていない令音は気楽なものだった。

　ちなみに川越はちゃっかりマッチングを成功させていた。……いや、別に構わないのだが、もし結婚まで至る場合は、また
離
 り
 婚
 こん

 しないように目を光らせねばならないと思う令音だった。

『──成立カップルは以上です！　マッチングされた方々はおめでとうございます！　
惜
 お

 しくもマッチングに至らなかった方々も、
諦
 あきら

 めずまたチャレンジしてみてください！』

　係員の
無
 む
 慈
 じ
 悲
 ひ

 な声が、会場に響き
渡
 わた

 る。それと同時、残念がるような参加者の声が、そこかしこから聞こえてきた。

「へ……あ……ッ？
 」

　珠恵が、糸を切られたマリオネットのようにその場にくずおれる。

　そしてしばしの間無言で床を見つめたのち、「おおおぉぉぉぉ
 ん……おおおぉぉぉぉ
 ん……」と、地鳴りのような声で鳴き始めた。もとい、泣き始めた。

「……先生、しっかりしてください、先生」

　令音が
側
 そば

 に
膝
 ひざ

 を折り、背を
撫
 な

 でると、珠恵が
涙
 なみだ

 と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を上げてきた。

「ど、どぼじで……わ、わらひのにゃにがいけなかったんでしゅかぁぁぁ……
 」

「……落ち着いてください。そういうときもあります。
傾
 けい
 向
 こう

 と対策を練って再
挑
 ちよう
 戦
 せん

 しましょう。私も今回、岡峰先生を見ていてわかったことがありますので、
及
 およ

 ばずながら助力します」

「む……っ、むらさめしぇんしぇぇぇぇ……
 」

　珠恵が令音にはっしと
抱
 だ

 きついてくる。令音はよしよしとその頭を撫でてやった。

「絶対……絶対リベンジしましょう、村雨先生……今度こそ二人
揃
 そろ

 ってマッチングを！」

「……いえ、私はもう
遠
 えん
 慮
 りよ

 しておきますが」

　令音は
丁
 てい
 重
 ちよう

 にお断りしたが、珠恵が聞いているかどうかは今ひとつ確信が持てなかった。……彼女はもっと理性的な人間だと思っていたが、
焦
 しよう
 燥
 そう

 というのはかくも人から
余
 よ
 裕
 ゆう

 を
奪
 うば

 うのだろうか。

　ともあれ、初めての
婚
 こん
 活
 かつ

 パーティーはこうして終わりを
迎
 むか

 えた。令音は落ち着きを取り戻した珠恵を立ち上がらせると、そのままホールの出口に向かって歩いていった。

　と、そんな中、泣き
腫
 は

 らした目を
擦
 こす

 りながら、珠恵が声を発してくる。

「……でも、意外です。私はともかく、村雨先生までマッチングしないなんて。先生美人ですし、人気もあったみたいなのに」

「……いえ、そんなことはありませんし──そもそも、番号を書きませんでしたので」

　令音が言うと、珠恵は
驚
 おどろ

 いたように目を見開いてきた。

「ええっ、そうなんですか？　あんまりお気に
召
 め

 しませんでしたか？　素敵な男性もたくさんいたと思いますけど……」

　珠恵が
上
 うわ
 目
 め
 遣
 づか

 いになりながら言ってくる。令音は小さく息を吐いてから続けた。

「……別に、彼らに問題があったわけではありません。……いえ、まあ、一部問題がある参加者もいないではありませんでしたが……」

　気を取り直すようにコホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをし、続ける。

「……ただ、私にその気がなかっただけです」

「と言いますと……結婚願望がないんですか？　ありゃ、それは……失礼しました。無理に
誘
 さそ

 っちゃったみたいで……」

　今さらながら、珠恵が謝ってくる。令音は「いえ、過ぎたことですので」と首を横に振ったのち、言葉を続けた。

「……結婚願望がない……というわけではありません。いえ、絶対に結婚の形を取らねばならないかと言われれば、そういうわけでもないのですが……」

「……？　つまり、どういうことです？」

「……もし結婚をするとしたら、心に決めた相手が一人、います」

「そ、そうだったんですか!?
 」

　令音の言葉に、珠恵が目をまん丸に見開く。

　彼女とて女性。人の──特に、
普
 ふ
 段
 だん

 そういう
匂
 にお

 いのしない令音のような同僚の──
色
 いろ
 恋
 こい

 話には興味があるのだろう。先ほどまで泣きべそをかいていたのも忘れて、少し興奮した様子で顔を
覗
 のぞ

 き込んでくる。

「いやー、村雨先生、そんな人がいるなら先に
仰
 おつしや

 ってくださいよー。──で、どんな方なんですか？　お仕事は何を？」

「……職業……ですか。今は……学生、ですかね」

「年下
旦
 だん
 那
 な

 ッ!?
 」

　珠恵が見えない
弾
 だん
 丸
 がん

 で胸を
撃
 う

 ち
抜
 ぬ

 かれたように
身体
 からだ

 を折る。その後、息絶え絶えといった様子で再度顔を上げてきた。

「……っ、い、いいパンチ持ってるじゃないですか、先生……」

「……はあ」

「つ、つまり、あれですか、彼氏さんが卒業したら結婚……みたいな？」

「……そういうわけでは──」

　言いかけて、令音は目を細めた。

「……いえ、そうですね、言い
得
 え

 て
妙
 みよう

 かもしれません。彼が『卒業』したなら、きっと、私の望みは
叶
 かな

 うでしょう。そのために、長い時間を過ごしてきました。──きっと
生
 しよう
 涯
 がい

 を通して、私が彼以外を愛することはないでしょう」

　令音が言うと、珠恵は「きゃー！」と身を
捩
 よじ

 らせた。

「村雨先生も彼氏さんも
一
 いち
 途
 ず

 なんですねぇ！　ああ……何でしょうこの気持ち……心に
溜
 た

 まった毒が
浄
 じよう
 化
 か

 されていくようです。これは……学生時代、センパイに
憧
 あこが

 れていた
頃
 ころ

 のピュアな心……？」

　言って、珠恵が目をキラキラさせながら指を組み合わせる。

「そうですよね……相手に条件を付けている時点で、きっとそれは恋ではないんです。そんなこと、ずっとわかっていたはずなのに、私は婚期を
逃
 のが

 すことを
恐
 おそ

 れるあまり、
逃
 に

 げていたのではないでしょうか……人は、何歳になっても恋をすることができるというのに！」

　バッ！　と
芝
 しば
 居
 い

 がかった調子で、珠恵が両手を広げる。なんだかスポットライトが彼女を照らした。気がした。

「……岡峰先生、あのですね」

　言っていること自体は間違っていないのだが、なんだか入れ込みすぎている気がする。令音は
頰
 ほお

 をかきながら珠恵に声をかけた。

　すると珠恵が、あははと笑いながら再度歩き始める。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですよ。わかってますって、白馬の王子様が現れないことくらい。さすがにそこまで夢見る
乙女
 おとめ

 じゃありません。……でも、なんていうんですかね、結婚のために男の人を探すんじゃなくて、この人ならっていう人と結ばれたいと──わ、わわッ!?
 」

　と、言葉の
途
 と
 中
 ちゆう

 で、珠恵が身体のバランスを
崩
 くず

 す。

　どうやら、令音の方を見ながら歩いていたものだから、前方の階段に気づかず、足を
踏
 ふ

 み外してしまったらしい。

「……！　先生──」

「きゃああッ!?
 　て、え……」

　が。珠恵は悲鳴を途中で止めた。

　理由は単純。珠恵が地面に
激
 げき
 突
 とつ

 する寸前、そこにいた男性が、珠恵の身体を
優
 やさ

 しく抱き留めたからだ。

　スラリとした長身に、
肩
 かた

 をくすぐる
金
 きん
 髪
 ぱつ

 。整った
鼻
 び
 梁
 りよう

 は、それこそ異国の王子様を思わせた。

　そう。〈ラタトスク〉副司令、神無月恭平である。











「大丈夫ですか、レディ。お
怪
 け
 我
 が

 は──」

「は、はい……大丈夫で──」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、視線が交差し、二人がハッと息を
吞
 の

 む。

　そのまましばしの間、二人の間の時が止まった。

　見た目は美男子の
神無月
 ドＭ

 に目を奪われる珠恵。

　見た目は一四歳の
珠恵
 アラサー

 に目を奪われる神無月。

　この世に神というものがいるのかどうかは知らなかったが、それはまさに神の
悪戯
 いたずら

 としか言いようのない
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 であった。

「あ、あの……」

「お名前を
伺
 うかが

 っても……よろしいですか？」

「…………
 」

　そんな二人のやりとりを、令音は階段の上から、生暖かい目で見守ることしかできなかった。






あとがき











　お久しぶりです
橘
 たちばな
 公
 こう
 司
 し

 です。かわいいかわいい女の子（強調）が表紙の『デート・ア・ライブ　アンコール７』をお届けいたしました。今回の短編集はガールズサイド、つまり女の子視点の話で統一しています。いかがでしたでしょうか。お気に
召
 め

 したなら幸いです。

　さて、ここで一つご報告が。
皆
 みな
 様
 さま

 
既
 すで

 にご存じかとは思いますが、『デート・ア・ライブ』アニメ新シリーズ
企
 き
 画
 かく

 進行中
 です！　ぱちぱち！　
詳
 しよう
 細
 さい

 は追って公開されるかと思いますので、
是
 ぜ
 非
 ひ

 お楽しみに！

　今回はページが少ないため、早速各話解説に移りたいと思います。ネタバレ注意！






○
十
 とお
 香
 か

 フードファイト


　口火を切るのは十香。今回は大食い大会に参加します。負けるはずがない。

　とはいえメインは
六
 む
 喰
 くろ

 との関係性の構築です。六喰の中では十香＝反転版のイメージだったので、改めてエピソードが欲しかったのです。
挿
 さし
 絵
 え

 の
中
 ちゆう
 華
 か

 ロリ六喰がかわいい。






○
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 エクスペリエンス


　前々から書きたかった、四糸乃と
七
 な
 罪
 つみ

 が学校に行く話です。相変わらず七罪視点は
面
 おも
 白
 しろ

 いほど筆が進みます。
琴
 こと
 里
 り

 のクラスメート、
綾
 あやの
 小路
 こうじ
 花
 か
 音
 のん

 が何気にお気に入り。






○
狂
 くる
 三
 み

 バレンタイン


　狂三四天王がついに
勢
 せい
 揃
 ぞろ

 いしたエピソード。眼帯、包帯、甘ロリときて、次の一手をイラストレーターのつなこさんに相談したところ、「和ゴス」のお答えが。まさに
天
 てん
 啓
 けい

 。今まで以上に
濃醇
 こまやか

 な分身体の誕生と相成りました。「ヰ」とか「ヱ」とか使います。






○
八
 や
 舞
 まい

 エクスチェンジ


　八舞姉妹
入
 い

 れ
替
 か

 わり。
双
 ふた
 子
 ご

 キャラの定番なので、いつかやってみたかった話です。ちなみに二人の友人たちは、
亜
 あ
 衣
 い
 麻
 ま
 衣
 い
 美
 み
 衣
 い

 になぞらえて代名詞っぽい名前になっています。






○
美
 み
 九
 く

 バーグラー


　
濃
 こ

 すぎるトリオが
怪
 かい
 盗
 とう

 になる話。ちなみに
二
 に
 亜
 あ

 が持っているカード、実はつなこさんがデザインしてくれた『ミッドナイト・カイト』のロゴ入りだったりします。
豪
 ごう
 華
 か

 。






○
美
 み
 紀
 き
 恵
 え

 メジャーメント


　
連
 れん
 載
 さい

 的にはこの話が一番早いのですが、前の巻に収まり切らなかったのでこの巻収録に。ガールズサイドだったのでちょうどよかったです。エレンは泳ぎも人類最強であった。






○
令
 れい
 音
 ね

 マリッジハント


　
需
 じゆ
 要
 よう

 があるかどうかは
甚
 はなは

 だ疑問ですが、個人的に
超
 ちよう

 お気に入りの話です。令音さんがタマちゃんに連れられて
婚
 こん
 活
 かつ

 パーティーにいく話。ちらほらと『デート』のアダルトメンバーが登場しています。このオチ、今後一体どうなるのでしょう。ドキドキ。





　今回も多くの方にお世話になりました。つなこさん、担当氏、デザイナーの
草
 くさ
 野
 の

 さん、営業、流通、小売の方々、そしてこの本を手にとってくださっているあなたに、心よりの感謝を。

　では、次は『デート・ア・ライブ18
 』でお会いできれば幸いです。






二〇一七年一〇月　橘　公司















橘公司



●たちばなこうし




東京都在住。第20
 回ファンタジア長編小説大賞準入選作『蒼穹のカルマ』でデビュー。９巻以来の表紙ということで、七罪はドッキリを疑っているに違いありません。落とし穴を警戒したり、物に触れるのを躊躇ったり。そして現場で偶然美九に出くわした瞬間「やっぱりぃぃぃ！」と叫んで逃げ出す七罪。別に仕掛け人じゃないのに追いかける美九。
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